
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　まだ言葉もろくに知らないくらい、小さくて幼かった頃。

　僕は一度、本物の地獄を見たことがある。

　──あの日……。

　呼吸もままならないほどの粉ふん塵じんに咳せき込みながら、まるでたった今世界に生まれ落ちたかのような寂しさと不安と恐怖の中、

　僕は、目を覚ました。




　爆発の直前まで、たくさんの笑顔で溢あふれていたその大型ショッピングモールは、今やコンクリートのガレキと化し、あちこちで炎が上がっていた。

　地上三階建ての華やかな空間は、地底深くの鍾しよう乳にゆう洞どうのような姿へと変わり果てていた。天井からは、ぶらぶらと何かのケーブルが垂れ下がっていて、植物の蔦つたのように絡からまり、時折バチバチという音と共に火花を吐き出していた。そして僕の周囲には、たくさんの人の遺体や、もはや遺体とも呼べないかつて人間の身体からだだった肉の塊が、溢あふれ返っていた。

　モールの側面には、先ほどまでは無かった大穴が開いていて、けれど、虫の群れのように見える濃い砂すな埃ぼこりのせいで、日光は少しも入って来ない。

　視界が悪くてほとんど何も見えない中、それでも時々、まだ生きている人々が、幽鬼のように彷徨さまよっているのが見えた。強烈な耳鳴りに混ざり、人々の悲鳴や怒号、そしてうめき声やすすり泣く声が聞こえていた。鼻び腔くうにへばりつく粉ふん塵じんには、吐き気がするほどの血の臭いと、肉の焦げた臭いとが染しみ付いていた。

　……僕の目の前で、お父さんは横になっていた。

　母を庇かばい、後ろから抱き締しめていた父は、もう既に右腕と、首から上とを失っていた。

「お母さん……」

　悲しくて怖くて、僕は泣きながら、姿の見えない母を呼んだ。

「優ゆう馬ま……」

　母の声に僕は驚き、そして喜び、声のした方に早足で近付いた。

　巨大な鉄柱が倒れていて、瓦が礫れきとの間に空間を作っていた。僕は少しだけ屈かがんで覗のぞき込んだ。

　──母が、その中で倒れていた。

　腰から下がどうなっているのかは見えない。母は瓦が礫れきと、巨大な鉄柱とに、挟まれていた。

「お母さんっ」

　泣きながら覗のぞき込む僕を──まだ元気な僕を見て、埃ほこりで汚れた顔の母は、涙を流して喜んだ。

「優ゆう馬ま……。ああっ……神様……」

　子供の僕は、地面と柱の隙間に入っていく。

「駄目っ！　優ゆう馬まっ」

　母が叫んだ時と、僕が鉄柱に触れた瞬間は同じだった。痛みと錯覚するほどの熱さに、僕は悲鳴をあげ、反射的に柱から手を離した。

「優ゆう馬ま、駄目っ。来ては駄目！」

　──ゴ……ン

　静かな、唸うなり声のような音がして、鉄柱が僅かに傾いた。母が、苦しそうな声を上げた。

　最悪の未来が、見えた気がした。

「お母さんっ！」

「大丈夫っ。大丈夫だよ……」

　母はそう言うと、微ほほ笑えんで見せた。傍そばに転がっていた太いパイプを立て、鉄柱の支えにした。

　でも……それでも柱は、徐々に下がってくる。

「誰かっ！　誰かっ！　助けて！」

　僕は泣きながら叫んだ。でも周囲にまともに動ける人なんて、僕以外、一人もいなかった。

　僕は掌てのひらを上にして、鉄柱を支えた。

「あう、うっ、うう……うう……」

　肉が焼けて白い煙が立つ。熱くて、痛くて、僕は呻うめきながら涙を流した。

　母は口元を押さえて、顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

「優ゆう馬ま……お願い。逃げて……。お願いだから。お願いだから……」

　僕は泣きながら首を振る。熱くて痛くて──それなのに、鉄柱は徐々に下がってくる。

「優ゆう馬ま、こっちにおいで？」

　母が泣いたまま、ふと笑顔になって、僕の方に手を伸ばした。

　行けば、二人とも潰れてしまうのは分かっていた。それでも僕は、母の所に行きたかった。

　体を低くして、隙間に入る。

　母が僕を迎え入れようとして──突然、僕のことを突き飛ばした。

　あっという間に、僕は隙間から転がり出る。訳が分からず、四よつん這ばいのまま母を見た。

「優ゆう馬ま……ごめんね。痛いことして、ごめんね……」

　謝りながら泣く母の手が、鉄柱の支えになっていたパイプを摑つかんだ。

　何をする気なのか──すぐに分かった。涙が目から溢あふれ出だした。首を必死に横に振った。

「やめて……。お母さん……。やめてよぅ……」

「優ゆう馬ま……」

　涙を流しながら、それでも母は、僕に満面の笑顔を見せた。

「お母さん、愛してる。優ゆう馬まのこと、ずっと、ずっと愛してるから……」

　母が、パイプを外した。

　ほんの少しだけ開いていた隙間が、ゆっくりと、ゆっくりと……消えてなくなった。




　暗闇の中、僕の絶叫が、いつまでも鳴り響いていた。
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　一九四四年。六月六日。

　フランス。ノルマンディー沿岸。




　海の色は重油のように黒く、空の色はネズミの死骸のような灰色をしていた。




　──その日。

　イギリスとフランスを隔てるドーバー海峡を、千五百隻もの上陸用舟艇が、荒れ狂う波を突き破りながらフランスを目指して進んでいた。

　舟というよりただの鉄の箱に近い連合艦隊の上陸用舟艇、通称「ヒギンズボート」は、極端に吃きつ水すいが浅く、この荒波の中ではいつ転覆してもおかしくないほど激しく揺れる。

　古ふる橋はし優ゆう馬まのすぐ隣で、春すの原はら大たい河がが今日五度目になるゲロを盛大にぶちまけた。汚物に塗まみれたその口を、ほぼ黒一色に近い迷彩の戦闘服の袖が拭ぬぐう。その袖を、今度は吹き込んでくる氷水のように冷たい海水が洗っていく。

　国Ｕ連Ｎから支給された大たい河がの反へ吐ど袋は既に満杯になって海の底に沈んでおり、優ゆう馬まが渡したその袋も、あと数分のうちに同じように船の外に捨てられることになるだろう。

　ただ、嘔おう吐としているのは大たい河がだけではない。

　むしろ優ゆう馬ま以外の三十四人、茨いばら城き県けん立りつ桜さくら丘おか高こう等とう学がつ校こうの二年二組の同級生ほぼ全てが、断続的に襲い来る吐き気に背中をくすぐられ、船の中では絶えず胃液の逆流が起こっている。

　大たい河がの胃液の臭いに催されたのかもしれない。

　その隣で、船に揺さぶられてぼろ雑巾のようになっていた伊い神がみ佳か奈な子こが顔を真っ白に染め、自動小銃を抱えたまま口を両手で強く押さえた。

　しかしその努力は無駄なものになると理解したのだろう。

　佳か奈な子こは自身のヘルメットの顎あご紐ひもを慌てて取り外すと、洗面器代わりのそれに、昨日の夜はご馳ち走そうだったものを思い切り吐き出した。

　佳か奈な子この顔を汚す吐しゃ物と涙と涎よだれとが、やはり絶えずシャワーのように流れ込んでくる海水によって洗い流されていく。

　ヘルメットに溜たまっていたはずの汚れ物も、どこに流れて行ったのか、今やもうそこにはない。しかしそれを気にする人間など誰もいなかった。皆自分の吐き気さえ気に出来なくなるほどの恐怖と必死に戦っていた。

　今からこのクラスの中で、何人の仲間が死んでいくのか。

　いや、より正確には、今からこのクラスの中で、何人の仲間が「死の体験」をするのか。

　佳か奈な子この顔がぐしゃっと潰れて、その目から涙が溢あふれ出だす。

「お父さん……お母さん……」

　嗚お咽えつと共に悲痛な声を上げ、他の生徒と同様、祈るように胸の前で手を組んだ。




　──その日。

　一九四四年の六月六日。

　現代においては「Ｄ─デイ」という名で知られるこの日。

　フランスの北西部ノルマンディーにおいて、名実ともに人類史上最大の上陸作戦が行われた。

　正式作戦名、『オペレーション・ネプチューン』。

　通称「ノルマンディー上陸作戦」として知られるこの作戦は、最終的に二百万人に近い兵士達をドーバー海峡からヨーロッパ本土に上陸させるという途方もない規模で展開され、第二次世界大戦時にナチス・ドイツ崩壊を決定付けた戦いの一つとして広く知られている。

　歴史の知識としてその戦い自体は知っていたが、海の荒れ狂い方についてまで教科書に記述があった記憶はない。

　沖合約二十キロの地点から出発したボートの中は、戦闘前から既に阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化し、約半年の集中訓練を受けた兵士達は、まるで迷子のように父母のことを呼んでいた。

　ふと大たい河がが死んだ魚のような目でこちらを見ていることに気づき、優ゆう馬まは我に返った。大たい河ががいびつな笑顔を浮かべて口を開く。

「な？　言っただろ？　やるならノルマンディーだって」

　その言葉を聞いて、優ゆう馬まは約半年前、高校二年生になる直前の春のことを思い出した。




　……「Ｄ─デイ」より凡およそ百年後。現代。

「な？　そう思うだろ？　やるならノルマンディーだって」

　朝のホームルームが終了し、いよいよ憂ゆう鬱うつな一時間目が始まろうというその時。

　鼻息荒く自分の席に寄ってきた大たい河がのことを、優ゆう馬まはやや面倒くさそうな視線で迎えた。

　頭が小さく背が高く、髪を短く刈かり揃そろえた大たい河が。まだ春だというのに真っ黒に日焼けしているのは、既にエースとして活躍するサッカー部の練習で、太陽の光を燦さん々さんと浴び続けている証拠である。

　人ひと懐なつこい笑顔を浮かべ、人がいないのを良いい事に、隣の机へドスンと尻を乗せた。

「なになに？　ノルマンディーって？」

　振り向いた二人の視線の先には、いつの間にか傍そばに来ていた佳か奈な子こ。くりくりとした円つぶらな瞳で、優ゆう馬まと大たい河がを交互に見つめている。

　喋しやべり方と同様、性格もややおっとりとしている佳か奈な子こ。栗くり色いろのふわふわした癖くせっ毛けと、笑うと線のように細くなる目が特徴的で、見ていると何となく優しい気持ちになる。

　この三人は小学校の時からの知り合いで、つまりは揃そろって幼おさな馴な染じみだった。ちなみにだけれど、大たい河がは中学の卒業式の日に佳か奈な子こに告白し、二人はその日から、めでたく交際を始めている。

　大たい河がが「彼女」の登場により、ぱっと明るい顔になった。「そうそう」と頷うなずいてから、勿もつ体たいぶったように一度ゴホンと咳せき払ばらいをする。担任の前まえ田だの真ま似ねをして、ぴん、と人差し指を立てて見せる。佳か奈な子こが小さく噴き出した。

「いいか。ノルマンディーっていうのは、フランスの北西部にある地方の名前だ。第二次世界大戦の時に行われた最も有名な作戦の一つ、『ノルマンディー上陸作戦』の舞台。けっこう世界史でも重要な知識のはずだから、ちゃんと覚えておいた方が良いいぞ」

　大たい河がの説明を聞いて、佳か奈な子こは感心したように頷うなずいた。そしてすぐに困惑の表情になる。

「え？　でもそれじゃ……大たい河が君は、今度の『プロジェクト・ファイアウォール』で、そのノルマンディーを選択しようとしているの？」

　大たい河がが鼻息荒く「当然」と頷うなずき、優ゆう馬まに対して「なあ？」とウィンクしてくる。

　勝手に仲間にされている事に抗議の視線を向けた優ゆう馬まに、今度は佳か奈な子こが不安げな眼まな差ざしを向けてきた。

「ゆうちゃんも……、賛成なの？」

　問われて優ゆう馬まは、小さく首を傾かしげて見せた。

「うーん。正直、微妙、かな。ＰＦって、結局ＶＲでしょ？　戦場なんてどこでも良いいと思うけど……。まあただ、出来るなら、一番早く終わるところか、一番楽なところが良いい、かな」

　佳か奈な子こも同意見だったのだろう。ちょっと元気になって、うんうんと二回頷うなずいた。

　優ゆう馬まと佳か奈な子こだけではない。このクラスのほぼ全員。

　いや、このＰＦことプロジェクト・ファイアウォールに参加する全世界約一億人の人間は、ほぼ全員、似たような意見に違いない。大たい河がのようにやる気のある人間の方が珍しいのだ。




『プロジェクト・ファイアウォール』




　誰もが本当に起こるなんて思っていなかった核戦争は、二年前、日本海の北西部で、ある日突然現実のものとなった。死者・行方不明者数およそ百万人、被爆者数はその数倍。戦争というよりむしろ虐殺だったそれは、全人類に強烈な反戦ムードを喚起させることになった。

　特に重視されたのが「教育」である。

　今後の人類の未来を担になう若い世代に、その悲惨さ残酷さを徹底的に教え込むことにより、戦争を起こさない人間に育てよう。

　国Ｕ連Ｎ主導で始まったこの全世界的規模の教育プログラム。

　当初は戦争を実体験した方々の話を聞く……といった内容が中心だったのだが、「話し手のバックグラウンドにより、歴史がねじ曲げられる」という意見が多くの国々から噴出し、結果、プログラム維持の困難に直面した国連は、ある日、計画の内容を抜本的に見直すことを考えた。

　その結果が、「仮想現実ＶＲを利用した過去の戦争の『実』体験」。

　通称、『プロジェクト・ファイアウォール』である。

　たとえ仮想とはいえ、戦争を実体験させるというあまりにも非人道的な内容。

　そして何より、各国の青少年世代の一部を強制的に、しかも同時にプログラムに参加させるという方針には、全世界から非難が殺到したが、結局のところ計画を主導していた常任理事国達の力によって、他国は半ば強引に押しきられた。

　余談だが、「ファイアウォール」という名称は、プログラムを受けた人間達に、戦争という業ごう火かから人類を守る防火壁になって欲しい、という仰ぎよう々ぎようしい期待を込めて付けられたものらしい。

　日本ではつい先日、対象となる世代全員が、プロジェクトに関するＶＲ適性テストを受けたところである。このテストの結果、高校生については、全国の学校単位でのランキングが作成され、今回はその上位一割が、「教育強化特別指定校」として文部科学省に指定されていた。

　そしてこの桜さくら丘おか高等学校のように、指定されたが最後、例外なく強制的にプログラムへの参加を求められていた。

「どこでも良いいならいいじゃん。ノルマンディーで」

　二対一でやや劣勢の大たい河がが口を尖とがらせる。

「うちの学校の戦場選択はクラス単位だろ？　もし投票になったら、二人とも味方してくれよな？」

　優ゆう馬まは小さくため息を吐ついた。

　大たい河がはいわゆるクラスの人気者で、彼が言い始めたら、恐らくこの組の多くの人間が彼に同調していくことになるだろう。

　半年後にはノルマンディーかと思うと、優ゆう馬まの心はどんよりと重くなった。




「しかしまさか、ここまでキツイなんてな」

　耳元で大たい河がの声がして、優ゆう馬まの意識が「一九四四年の六月六日」に舞い戻った。目の前に、血の気を失い青白くなったクラスメイト達が並んでいた。

『ファイアウォール』への参加決定直後、クラスの多くの人間が抱いていた感情は、やはり「面倒くさい」だった。しかし暫しばらくして、それは「まあ良いいか」に変わり、いつの間にか、むしろ好意的なものに変わっていた。つまらない授業と、ＶＲ空間にて行う戦争ごっことでは、明らかに後者の方が面白かったのである。

　加えて「指定校」の学生達には、プログラムを最後まで完遂した場合、政府から多くのメリットを与えられることが決まったのも大きかった。それは例えば、いくつかの大学への優先的な進学権だったり、返済義務のない奨学金の授与だったりした。

　また、幾つかの有志団体からの出資により、参加者達には成績に応じて賞金が手渡されることも確約されていた。その最高額は、まさかの一億円を超えるらしい。

　両親を亡なくし、祖父母の世話になっていた優ゆう馬まも、やや血気盛んな有志団体の賞金はともかく、公式の奨学金制度には正直心惹ひかれた。とりあえず半年ほど我慢すれば良いのであれば、真面目にやろうかという気にもなった。

　でも……

　優ゆう馬まは自分の手を見つめた。幼い時に負った、酷ひどい火傷やけど痕あとのある手。

　そこには今、この半年間の厳しい訓練の中で負った、新しい傷がいくつもついていた。

　初めてこのＶＲ空間内で怪け我がをした時のことを思い出す。

　あれは、衝撃的だった。

　──痛かったのである。まるで、現実世界で傷を負った時と同じように。

『クライン・ボトル』

　国連主導で開発されたこの新型ＶＲシステムは、従来のＶＲとは別の次元に存在していて、視覚や聴覚は元より、嗅覚、味覚、触覚といったその他の感覚さえも百％完璧に再現する。

　切り傷や擦り傷の痛みを再現される位ならまだ良いいかもしれない。しかし、このシステムによって生成される世界、通称『クライン・フィールド』上で、もし銃撃されたならば、それは撃たれた痛みを感じるということなのである。そしてまたそれはこの空間の中で死んだ場合、実際の死と同じ苦しみを味わうということを意味している。

　一人、また一人とそれを理解し始めたクラスメイト達にとって、このプログラムはもはやただの「ごっこ遊び」を超えていった。

　現在、プログラム参加者全てが等しく共有している思いは、

『早く終わって欲しい』

　ただそれだけだった。

　ボートに乗った段階が、プログラムの本番開始になっていて、その後もし「死ねば」、当人は強制的にログアウトされ、元の生活に戻れることになっている。

「死」。

　それさえ乗り切ってしまえば、後は晴れて自由の身だ。

　幸いなことに、いかに痛みが本物に等しいとはいえ、クライン・ボトルの中で死んだとしても、実際に死ぬ訳ではない。

　自殺、を考えた人間はこのクラスの中だけでも一人や二人ではなかったはずだ。しかし自害した場合は報奨の対象にはならない。ここまで来て、どうせ同じく死ぬならば、恩恵を貰もらえないなんて馬鹿馬鹿しい。それに、自殺して「逃げた」と思われたなら、今後の学生生活を白い目で見られながら過ごさなければならなくなる。

　そして何より……多くのものにとって、やはり「死ぬ」ことは怖ろしかった。

　そういった複雑な思いが、クラスメイト達を今この場所に縛り付けていた。

「なあ優ゆう馬ま、お前はさ、怖くないの？」

「え……？」

　目の前の大たい河がは青い顔をしていて、その口元に苦笑いを浮かべていた。

「いや、何ていうか。普段と雰囲気あんまり変わらないからさ。わっ、ぷっ？」

　大たい河がが顔に吹きかかった海水を拭う。

　……実は優ゆう馬ま自身、ずっと不思議に思っていた。

　何な故ぜ自分は周囲と比べて、ここまで冷静でいられるのか。

　一つとしては、結局、今のこの状態をＶＲとして割り切っているからなのだと思う。ただ、ＶＲであることは、優ゆう馬まだけではなく、クラスの全員が理解しているはずである。

　理解していてさえ、恐怖を感じざるを得ないほどのリアル感がこの世界にはある。

　それならなぜ、自分だけこんなにも冷静でいられるのか……。

　一瞬、幼い頃に見た本物の地獄の光景が網膜をよぎり、優ゆう馬まは慌てて頭を振った。

「まあいいけどさ。それより優ゆう馬ま、俺が死体になった時は、ちゃんと助けてくれよ？」
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「え？　……あ、ああ」

　何を言われているのか最初分からず、しかしすぐに優ゆう馬まは思い出す。

　──遺体が残り続けた時には気を付けろ。

　──見つけた時には、至急、中お隊と長なに知らせるように。

　優ゆう馬まは、船の最後方を不快な気持ちを込めて見つめた。そこに、この船の中で唯一の大人、自分達の所属する第二レンジャー大隊、Ｅ中隊の隊長でもある後ご藤とう実さね篤あつ大尉が座っている。

　各国のそうそうたる頭脳達によって、安全性の確保のために万全の準備を施されているＰＦではあるが、唯一、参加者達が厳に気を付けなければならないケースがあった。

　通常、プキロルジドェ・クイトン進・行ア中クにシ死ヨ亡ンした場合、その遺体はぼんやりと光り輝きながら、だんだんと霧散して、しばらくすると完全に消えることになっている。

　しかし例外的なケースとして、遺体が消えずに残存している場合、それは何らかの問題によって、正常なログアウトが出来ていない状態であることを示している。

　この時に関しては、大人──この船で言えば、後ご藤とう大尉に至急事態を伝達して、即座に対象者の状態を確認してもらわなければならない。

「分かってるよ大たい河が。ビビッて漏らしてたとしても、佳か奈な子こには黙っておいてやるから」

「はあ？　おま、ちょ、真面目に」

　突如。

　空を切り裂くような音に続き、耳をつんざく爆音が左手のボートから上がった。同時に凄すさまじい火柱が、校舎と同じ四階くらいの高さまで上がった。オレンジ色の光に照らされた二年二組の面々が呆ぼう然ぜんと見つめる中、優ゆう馬まの後ろにいた誰かが、「一組だ……」と呟つぶやいた。

　そしてそのゆっくり立ち昇る火柱から、豪速球のように、次々と火の玉が飛び出して来た。

　二組の船の中は、一瞬で恐きよう慌こう状態に陥った。

　海に浮かぶ狭い船の中に逃げ場所なんてどこにもない。

　しかし生徒たちは泣き叫びながら、少しでも安全な場所に逃れようと、他人を押し分けて爆発のあった方の反対側へと進もうとする。

　優ゆう馬まの後ろで縮こまっていた近こん藤どう真ま紀きが、男子に踏みつけられて小さな悲鳴を上げた。

　反射的に振り返り、優ゆう馬まが彼女を庇かばうために覆いかぶさったまさにその時、自分達のもとに、燃え盛る火の玉が降り注いだ。

　元はボートだった鉄くず。壊れた自動小銃。焼けた背はい囊のう。半分に割れたヘルメット。火のついた右腕。足つきのミリタリーブーツ。

　失神したのは、主に男子生徒だった。

　動ける人間達は、誰の号令も待たずに一心不乱に火のついたゴミを海の中に投げ捨てた。

　ただのゴミだけではない。人間の身体からだであったものさえ、今や船に火を広げかねない危険物でしかなかった。優ゆう馬まも目の前に転がっていた細く白い腕を海の中に放り込む。

　その手首に、禁止されているはずの小さなブレスレットが見えた。

　見覚えがあったのは、一年の時に同じクラスだった佐さ藤とう茜あかねがしていたものだったからだと思う。ＶＲだと理解しているはずなのに、優ゆう馬まの胸はズキリと痛んだ。

　──あれ？

　佐さ藤とう茜あかねの腕が波間に吞のまれた瞬間、頭の中に小さな違和感が湧いた。急速に逃げていくそれを優ゆう馬まが摑つかもうとした時、

「古ふる橋はし君、ありがとう」

　近こん藤どう真ま紀きが胸の中で小さな声を上げ、血の気の抜けた青白い顔で徴かすかに笑った。元々バスケ部で活躍する明るく元気な彼女の面影は今やどこにもない。肩まで伸びたセミロングが、身体からだと共に震えている。

　優ゆう馬まは首を振ると、真ま紀きから身体からだを離した。

　波間に視線を戻して記憶を辿たどろうとしたけれど、違和感の残ざん滓しも、そして佐さ藤とう茜あかねの細い腕も、もう既に見えなくなっていた。

　気持ちの悪さを感じつつも、改めて船の中に目を向ける。

　一組のボートがやや遅れていたことが幸いしたのだろう。降り注いだ火の玉は、ほとんどが自分達の船の後方に落ちたようで、人的に大きな被害は見当たらない。

　あくまで外傷は、だが。

　船員達の顔面は、今や青を通り越して真っ白へと変わっていた。

　生気のある者がいない様は、まるで幽霊船。

　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむもの、すすり泣くもの、大切な人の名を呼ぶもの。

　船の中にいる間は、まだ安全だと思っていたのかもしれない。敵からの砲撃や、掃そう海かい艇ていが取りこぼすかもしれない機雷の存在を思い出し、自分の身体からだも、今この瞬間に生ゴミに変わるのかもしれないという恐怖とショックが、クラスメイトから人間性を根こそぎはく奪していた。

　胸の中に、猛烈な怒りがこみ上げてきた。

　──プロジェクト・ファイアウォール。

　クソくらえ。

　これからの未来を担になう若者に戦争体験をさせる？

　冗談はよせ。

　そもそも戦争をしてきたのは大人達であって、このプロジェクトは責任転てん嫁かもいいところだ。

　本当にその体験をすべきなのは、戦争に国民を巻き込む世界の政治家や、その政治家を選出する大人たちに決まっている。

　優ゆう馬まは大たい河がを見て、佳か奈な子こを見た。涙でぐずぐずになった佳か奈な子こは声を押し殺して泣きながら、時折船に乱暴に揺すられて、ただひたすらに祈っていた。

　もう十分だ。もう十分にこのプロジェクトの趣旨は達成されている。

　ここから更に上陸して、撃ち合い、殺し合いまでする必要がどこにある。

　優ゆう馬まは船の最後方、中隊長の後ご藤とう大尉のことを睨にらみ付けた。

　後ご藤とう大尉は先ほどの騒乱などどこ吹く風。腕を組み、いつも通りのいかつい顔で船の正面を睨にらみ続けている。地蔵でも置いておいた方がまだマシだと、優ゆう馬まは奥歯を嚙かみ締しめた。

「大丈夫だよ」

　声の先には船に揺られる広ひろ瀬せ愛あい人とがいて、青い顔ながらも笑顔を見せた。

　優ゆう馬ま達三人とも仲の良いい彼は、身体からだが小さく大人しいため、嫌味な連中からは「アイジン」などと呼ばれて揶揄からかわれる事もあるが、優しく、強い心を持った少年である。

「僕達には、『フロストバイター』が付いてる」

　──フロストバイター。

　優ゆう馬ま達と同じ第二レンジャー大隊に所属する、Ａ中隊の第一小隊長の通称。

　プロジェクト・ファイアウォールの事前総合成績、全世界第四位に君臨するこの大隊の絶対的なエースは、冷静・冷徹・冷酷を極めた絶対零度の精神を持つと言われる……高校二年生の女子学生である。

　別の学校、別の中隊という事で、優ゆう馬まは遠目にしか見た事はないが、ズバ抜けた戦闘能力に加え、日本人離れした銀髪碧へき眼がんでとにかく美しいらしく、この船の中にもファンが少なからずいると聞いている。

「そうだね」

　笑顔で頷うなずき答えた優ゆう馬まの隣で、大たい河がが寒さで震えながらも、ニヤニヤ笑って口を開いた。

「愛あい人と、でもお前、その言い方ちょっとオタクっぽいぞ？」

「え？　そう？」

　轟ごう音おん。

　とてつもない爆発音に会話が吹き飛ばされ、胸が押し潰されそうなほどの苦しさを感じた。

　自分達の現在位置の遥はるか後方で爆炎が上がっている。戦艦「テキサス」、「アーカンソー」、「ネヴァダ」による十四インチ主砲の片かた舷げん斉せい射しやだった。

　撃っているはずなのに、その船体は斉射の瞬間、まるで攻撃されて爆発したかのように炎に包まれる。戦艦に加え、巡洋艦や駆逐艦から次々と海岸を狙って大型の砲弾が飛ばされる度、強烈な衝撃波が鼓膜を叩たたく。

　訓練中には見たことのなかった勇壮な光景に背中を押され、船内に力が戻ってくる。兵士達が自主的に、装備の最終チェックを開始した。

　この二年二組の生徒達は、今からノルマンディー上陸作戦のうち、最大の激戦地となったオマハビーチ上陸を経験するが、当時の連合軍兵士達とは違うところが大きく二つあった。

　一つは兵装。

　生徒達が持っているのは、当時使われていた旧式の銃火器ではない。イスラエルのＩＭＩ社製アサルトライフルのタボールであり、また、同社製ネゲフ短機関銃などなどである。

　つまり、現代の装備なのだ。

　どちらかというと、この上陸用舟艇の方をアップデートして欲しかったが、上陸用舟艇だけでなく、他の艦船、戦車、そして航空機といった兵器類は当時のままになっている。

　この歪いびつな状況は、自分達の戦力を隠しておきたい各国の思おも惑わくと、自分達の武器をどんどん売り込んでいきたい軍需メーカーの思惑との、複雑なやり取りの結果生まれたらしい。

　そしてもう一つの違いが、歴史の失敗を知っているということである。

　実際の一九四四年の上陸作戦時に行われた艦砲射撃や、爆撃機による航空支援は、味方に対する誤爆を怖おそれて非常に「安全な」形で行われたため大幅に的が逸それ、敵の防御陣地にもほとんど効果が無かったと言われている。

　このため、今回のプログラム上ではこの後方支援を修正してあるらしい。敵戦力に大打撃、そして歩兵たちは、当時より遥はるかに上陸しやすい状況になっている……はずなのだ。

　爆音が収まり、船内にふっと静寂が降りた。

　それをまるで待っていたかのように、後ご藤とう大尉が静かに立ち上がり、船首へと歩き出した。戦闘開始時刻、午前六時三十分、通称「Ｈアワー」が迫っていた。

　その時、後ご藤とう大尉の背中を追っていた優ゆう馬まの目に、うっすらと前方の光景が見え始めた。

　濃い靄もやのかかる海上。

　その向こうに、ぼんやりと巨大な黒い影が見える。

　オマハ海岸の最右翼、断崖絶壁のオック岬に違いなかった。

　唾を飲み込み、喉がゴクリと音を立てる。

　肩が跳ねるくらい、心臓が胸を強く叩たたいている。

　断崖が、益ます々ますその形を明確にしていく。

　──「それ」に最初に気づいたのは目の良いい優ゆう馬まで、だから優ゆう馬まは自分の目がおかしくなったのではないかと驚き慌てて、戦闘服で目元を擦った。再び船首を見る。

　言葉を失った。

「お、おい見ろ！」

　誰かが大声を上げて、船首の方を指さした。

　クラスメイトのうち半分くらいが、その姿を捉とらえることが出来た。

　それは崖と言うよりも、途方もなく巨大な要塞のように見えた。

　陸上のアプローチを含めると、総延長２６１８メートル。最上部の高さ87・８メートル。

　鋼３径間連続トラス・ボックス複合構造で、その重量は３万６千トンに達するが、トラス主構の設計にＬＦＲＤという特殊な設計法が利用された事により、重量の削減と、材料製作費の大幅な縮減を実現している。




　──橋だった。




　海岸線の続くノルマンディーには、存在するはずのない巨大な橋。

　その姿を、優ゆう馬まを含めたクラスの何名かは知っていた。恐竜が向かい合ったかのような、独特の外観をなすその橋。

　それがあるはず場所は、もはやフランスですらない。




『東とう京きようゲートブリッジ』




　それが、東京港を跨またぐその橋の名前だった。

「どういう、ことだ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた大たい河がが優ゆう馬まの方を振り向く。もちろん優ゆう馬まも何と返したら良いいのか分からない。

　優ゆう馬まの目の先で、フジテレビの社屋を始めとしたお台だい場ばの高層ビル群や、その先にあるレインボーブリッジまでもが、その形を明確にし始めた。

「お台だい場ば……？　お台だい場ばだと？　ば、馬鹿な……。は……はは。ははは。ハハハハハハハ」

　船首で突然、後ご藤とう大尉が狂ったように笑い出した。クラスの全員が動揺も隠せず彼のことを縋すがるように見る。この中で、現状を説明出来る可能性のある人間がいるとすれば、それは唯一彼だけなのだから。

　後ご藤とうは船首にあった踏み台に乗った。

「お前たち。良く聞け！」

　その腰から上が船の防御壁より上に出て、生徒達全員が啞あ然ぜんとする。訓練課程で、あれほどまで船ふな縁べりから顔や身体からだを出すなと怒鳴っていた指導はどこに消えたのか……。

　後ご藤とうは船の中の全員をぐるりと見渡した。

　その顔に、引き裂かれたかのような笑みが浮かんだ。

「これは、本物の戦争である！　繰り返す。これは本物の戦争である！　決して勘違いするな！　撃たれれば死に、死んだらそこで人生は終わる。生きろ！　戦え！　こんなことに巻き込んだ我々を、どうか許さないでくれ！」

　全員頭が真っ白になっていた。何を言っているのだろう、この人は。

　これは仮想現実。やたらとリアル色が強いとはいえ、いわばゲームみたいなものなんだろう？　センスの欠片かけらもない、教育プログラムなんだろう？

「ふ、ふ、ふざけるな！」

　学級委員長の前まえ田だが絶叫した。その目は餓死寸前の獣のように血走り、口からは唾が泡となって噴き出した。

「ふざけんなよおい！　これは仮想現実ＶＲなんだろ？　何だ本当の戦争って？　何でお台場に船が向かってるんだよ？　ふざけんなよ！　ちゃんと説明しろよ！」

　後ご藤とう大尉が委員長のことを、哀れみのこもった瞳で見つめた。

「本当にすまない。本当に。ほん」

　ズブリ

　なおも謝罪を続けようとした後ご藤とう大尉の言葉がふいに途切れ、自身の胸に目を落とした。

　拍子抜けするほど少ない血液と共に、白いサイの角のような、あるいは巨大なバラのトゲのようなものが、そこから突き出ていた。

「い……嫌あああああっっっっっ！」

　女性徒の悲鳴が上がり、船の中は再び恐きよう慌こう状態に陥った。

　全員が船の後方に詰め寄ろうとして、しかし狭い船内では大した後退にもならない。

　後ご藤とう大尉は目の前のことが信じられないといった顔で、自分の胸から突き出ているトゲを、まるで我が子のように優しく撫なでた。同時に口と鼻から、ゴボリと大量の血液が溢あふれ出だした。

　後ご藤とう大尉はゆっくりと踏み台から滑り落ち、受け身も取らずに顔から落下した。頭骨の砕けた嫌な音がした。誰の目にも、死んだのは明らかだった。

　突然。

　優ゆう馬まの頭に電流が流れ、先ほど腕を投棄した時の違和感が明確な形を成した。

「遺体……」

　優ゆう馬まの口が自然と開き、大たい河がが「え？」と聞き返す。

　遺体。

　それは、クライン・ボトルのＶＲ空間内では存在しないはずのもの……。

　逆に遺体が残っている場合は正常なログアウトが出来ていない状態であり、それを発見した時は、すぐに監お督と者なに報告しなければならない。

　優ゆう馬まの目が、かつて後ご藤とう大尉だったものに釘くぎ付づけになる。

「遺体が残ったら、大人に報告するんじゃ……」

　優ゆう馬まの声を聞いていた数人が、この船で唯一の大人……の死体を見つめた。

　委員長が呆ぼう然ぜんと口を開く。

「大人……死んでんだけど……」

　ガン！

　正面のバウランプを叩たたくような音がして、全員がそこに目を向ける。

　頑丈な金属製の合板に、先ほどと同じ、角のようなものが突き刺さっていた。

　生徒達の喉から悲痛な叫び声が上がった。

　ガンガンガンガンガンガン！

　正体不明のトゲが、次々と合板に穴を開けていく。

「伏せろっ！」

　反射的に優ゆう馬まが叫び、大たい河がと佳か奈な子こを無理やり地面に引きずり倒したその時、

　──ドン！

　重い破砕音がして、突然、上陸後に開くはずだった前方のゲートが降りた。トゲが、ゲートを留とめていたロック機構を破壊したのだ。

　あまりの光景に、全員の息が止まった。

　自分達を守ってくれていた防御壁は消え、朝あさ靄もやのかかる海の姿がよく見えた。




　虐殺が始まった。




　クラスの面々は次々と飛来するトゲに撃ち抜かれ、棒で叩たたかれたスイカのように爆砕した。

　断末魔の絶叫の中、赤色というよりピンク色の肉片が空中に飛び散り、数秒前まで人間だったものはあっという間に細切れのミンチへと変わっていった。

　ボートの中には、逃げる場所も隠れる場所もなかった。このままでは瞬またたく間まに全滅する。

「海だ！　海に飛び込め！」

　目を血走らせて逃げ場所を探す生徒達に突き飛ばされながら、優ゆう馬まは必死に大声を上げた。自分も大たい河がと佳か奈な子こと共に脱出しようとして、しかし大混乱の中、いつの間にかその姿が見えなくなっていた。

「助けて！」

　声に振り返った優ゆう馬まの視線の先、床に倒れた男子生徒が、こちらに右手を伸ばしていた。左腕はすでになく、顔も右手も真っ赤な血で汚れていた。優ゆう馬まがその手を摑つかもうとした時、

　ボッ！

　男子生徒の前腕が消失した。二人とも啞あ然ぜんと、肘から上の消えた腕を見つめる。瞬間、今度は男子生徒の首から上が、トゲに撃ち抜かれて吹き飛んだ。

「くそっ！」

　吐き捨てながら周囲を見渡し、生存者を探す。３分の２以上が既に肉の塊になっている。

「優ゆう馬ま君！」

　呼ばれて後ろを見ると、普段は穏やかな愛あい人とが歯を食いしばり、ぐったりとした近こん藤どう真ま紀きを船の外に逃がそうとしていた。小柄な彼だけでは力が足りず、船ふな縁べりで止まってしまっていた。

　急いで駆け寄り、愛あい人とと真ま紀き、二人の体を一遍に押し上げる。脱出した二人に続いてボートの外に転がり落ちる時、重い風切り音と共に、優ゆう馬まの耳元をトゲが掠かすめていった。

　優ゆう馬まが最後、ボートを振り向くと、何かを叫びながら、メチャクチャに銃を乱射している委員長の姿が見えた。その胸に大きなトゲが命中し、腰から上が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

　真下の海面に視線を移す。

　朝の冷たく、血の臭いの混じった空気を、肺が痛む位に思い切り吸い込む。




　そして──優ゆう馬まは海に落水した。




　水の中で身体からだの自由を奪う重い装備を、優ゆう馬まはいち早く脱ぎ捨てる。周囲を見渡そうとしたが、海の中は真っ赤な血で汚れ、一寸先さえ視認することが出来ない。

　大たい河が……。佳か奈な子こ……。

　とにかく二人の姿を探したかった。焦あせりのせいか、すぐに息が苦しくなった。

　鈍く輝く海面を突き破り、息苦しさに咳せき込みながら、周囲に視線を走らせる。

　その時、

　ヘルメットをバットでぶん殴られたかのような衝撃がきた。

　一発で意識が曖あい昧まいになり、再び海中に顔が沈む。ぼんやりした頭の中で、とにかく早く浮かばないと、と考えた。

　手足を必死に動かそうとして……




　優ゆう馬まの意識は、そこで途絶えた。
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　かつて住んでいた東とう京きよう。今はもう無くなってしまった豊とよ洲すの大型ショッピングモール。

　僕の目の前で、母が困ったように眉を寄せて微ほほ笑えんでいる。そしてベンチに座った僕は、すっかりふてくされている。

「ねえ優ゆう馬ま。やっぱりフィギュアじゃなくて、テディベアの付いたクッキーにしようよ」

　それを聞いた僕は、渾こん身しんの力で母を睨にらみつけた。何を言っているのだろうと思う。「ブラックトーラス」以外なんてあり得ない。

　……懐なつかしい夢だった。久しぶりに見た夢だった。

　その日は三月の十三日で、つまりはホワイトデーの前日で、そのショッピングモールに何な故ぜ僕がいたのかというと、それはとある女の子へのホワイトデーのお返しを買いに行っていたからだった。そしていろいろなお店を回り、悩みに悩んだ上で僕の決めたお返しは、「ブラックトーラス」という変身ヒーローのフィギュアだった。

　長い間病院に入院している彼女は、今度大きなしゅじゅつを受けるらしい。この前もその秘密の話を僕にだけしてくれた時、とても不安そうにして泣いていた。でも僕がブラックトーラスの話をしたら、とても楽しそうに聞いてくれて、最後は笑顔になってくれた。

「ブラックトーラス」は子供向けとは思えないハードな内容のせいで、日曜の朝に放映されているヒーロー物の中では、凄すごく視聴率の悪いテレビアニメだった。

　──ある日突然、悪魔達の「ハンティング」の対象となってしまった幼おさな馴な染じみ──その女の子を守るため、一人の悪魔と取引をした主人公「日ひ比び野の重じゆう吾ご」が、全てを捨ててブラックトーラスに変身して闘う……簡単に言えばそういう内容だった。

　ブラックトーラスなら、しゅじゅつする彼女の事を守ってくれると思った。僕はだから、お守りとしてそれを彼女に送りたかったのだ。

　うーん、と唸うなる母の隣に父が現れた。その手には、カラフルな玉が重なったアイスクリームが握られていた。父はどちらかというと呆あきれたように溜ため息いきを吐つき、そのアイスを母に渡した。

「ほら優ゆう馬ま。イチゴバナナ好きでしょう？」

　母は僕に目線を合わせるように屈かがみ、アイスを掬すくったスプーンを差し出した。

　僕は、その手を払った。それだけじゃない。僕の手は、勢い余ってアイス本体の方まで払ってしまった。母の手から落ちたアイスが、フローリングに落下した。踏みつけにされた雪だるまのような無残な姿に見えた。

　父の顔に怒気が浮かび、僕が首を竦すくめたタイミングで、母が手の平を父に向けて、その怒りを押しとどめた。

　母は落ちたアイスを、手て際ぎわ良く拾い上げてビニールの袋に入れた。そして鞄かばんから、お出かけの時にしか使わないお気に入りの綺き麗れいなハンカチを取り出すと、何の躊ちゆう躇ちよもなく地面を拭いた。黒く汚れたハンカチを見て、僕の胸も真っ黒に塗り潰された。自分のしたことの愚かさに、涙が溢あふれそうになった。

　手て際ぎわよく片づけを終えた母が、綺き麗れいな方の手で僕の頭をそっと撫なでて、優しく微ほほ笑えんだ。

「うん……。分かった。それじゃあ、ブラックトーラスにしよう。優ゆう馬まが選んだ物だもの。きっと喜んでくれるよ」

　夢を見ている僕の目から、ついに涙が溢あふれ出だした。

　何な故ぜ……あの時、フィギュアになんてこだわったのだろう。馬鹿に決まっている。相手は女の子なのだ。しかも彼女は、ぬいぐるみが好きだった。母さんはその事もちゃんと考えてくれていた。テディベアの方が、どう考えても正解だった。

　あの時の、余計な時間さえなかったら……

　あの時の、僕の我わが儘ままさえ、なかったら……

　小さい僕は、はしゃいでいた。

　愚かで、自分勝手な子供が、欲望を満たしてもらえて喜んでいた。

　そんな僕に、しかし母は、笑顔を向けてくれていた。

「優ゆう馬まはあの子のこと、本当に大事に思ってるんだね」

　突然の指摘に僕は狼狽うろたえて……しかし、小さく頷うなずいた。それを見て、母は嬉うれしそうに頷うなずいた。

「それじゃあお母さん、優ゆう馬まに良いいこと教えてあげる。とっておきのおまじないだよ」

「……おまじない？」

「そう、おまじない。どんなに大変な時でも、ブラックトーラスみたいに、大事な人の事を、絶対に守ってあげるためのおまじない」

「なあ、おい……」

　父が眉を顰ひそめて母の話を遮さえぎる。しかし母は僕のことを真っすぐに見ていた。

「いい？　忘れちゃ駄目だよ？　それはね……」

　その時ふいに、人々の囁ささやきが、さざ波のように伝わって来た。母のおまじないは、そのせいで良く聞こえなかった。

　父と母が、困惑した顔で頭上を見上げた。

　僕にもそれが聞こえた。まるで学校の黒板を爪で引ひっ搔かくような音。甲高くて気持ちの悪くなる、獣の悲鳴のような音。それが物もの凄すごいスピードで近付いてきた。

　墜落した飛行機のうち、最初の一機が落ちたのは、ちょうど三時十三分だった。

　天地がひっくり返ったかのような衝撃で、僕らも周囲の人も吹き飛ばされ、そして地面に叩たたき付けられた。物もの凄すごい音が鼓膜を撃ち抜き、音が何も聞こえなくなった。

　頭がガンガンしてクラクラして、それでも本能からか、僕は必死になって顔を上げた。その僕の目線の先、モールの南棟の方から、絵具えのぐの赤色のようなべったりと濃い炎がニュルニュルと迫って来た。巻き込まれた人達が、一瞬にして真っ黒な炭になっていくのが見えた。

「優ゆう馬まっ！」

　叫んだのだろう母の声は、しかし囁ささやき声ごえのように聞こえた。

　母と父は、僕のことを協力して抱き上げ、目の前の洋服店に逃げ込んだ。なるべく奥の棚の後ろに隠れた。母が僕のことを強く抱き締しめ、父がその母のことを強く抱き締しめた。

　今更になって何度も何度も……何度も思う。

　もし僕が、駄々をこねたりしないで素直に母の言うプレゼントを選んでいたら、僕も両親も、あの時既に、ショッピングモールにはいなかったはずなのだ。

　二人は、助かったはずなのだ……。




　愛してる。

　母の最さい期ごの言葉を思い出して、僕の目は涙で潰れた。

　直後、再びの大爆発が起こった。

　──何機目の飛行機のせいだったのかは分からない。

　計七機の飛行機の直撃を受けたショッピングモールの中で、僕は父と母を、同じ日に失った。




　母のおまじないには、効果があったのだろうか？

　父と母は死んだのに、僕は……

　僕だけは、生き残った。




　　　§§§




　ふと、目が開いた。

　──静かだ。

　自分の目と鼻の先に、自分の右手がある。

　優ゆう馬まはそっと顔を上げた。左の頰からパラパラと細かい砂が落ちた。ふいに目から涙が零こぼれて、慌てて拳の背で拭ぬぐった。

　なるべく小さな動作で周囲を見渡してみる。

　砂浜だった。しかしそう広くはないらしい。

　二十メートルほど行ったところには既に松林が広がっているし、その向こうにはコンクリートの建造物が見える。

　聴覚が次第に能力を取り戻していく。

　静かに規則的に続くのは波の音。ただそれだけが聞こえている。

　つい先刻までのクラスメイト達の悲鳴や怒号は、今はどこからも聞こえない。

　──夢？

　そう思って優ゆう馬まはゆっくりと立ち上がった。周囲を見渡す。

　海は自分の後ろ側にあり、その向こうに、先ほど船の中から見たレインボーブリッジが、まるで霧の中に浮かぶ城のように聳そびえ立たっている。

　改めて砂浜を見た優ゆう馬まは、少なくとも先ほどまでの殺さつ戮りくが夢ではなかったことを理解した。

　砂上には、かつて人間であった身体からだのパーツが至る所に転がっており、海水はまるでタールでも流し込んだかのように赤黒く染まっている。

　足元に転がっていたピンク色の大腸に群がる小さな蟹かに達の姿を見て、優ゆう馬まはこみ上げる吐き気を必死になって堪こらえた。

　動いている人間は、どうやら自分一人だけらしい。ふと気づいて左の手首を見ると、時計の針はちょうど午前六時三十分──Ｈアワーを指して止まっていた。

　少し離れたところに、上陸したというよりは、座礁したヒギンズボートが一隻見えた。

　素早く近付き、覗のぞき込もうとして躊ちゆう躇ちよする。もしかしたら生存者ではなく、敵の方がいるかもしれない。

　──敵……。

　敵って……何だ？

　事前の説明では、自分達はノルマンディー上陸作戦のうち最も過酷であったオマハビーチ上陸を体験し、プログラムの制御するＮＰＣである旧ドイツ兵と戦闘を行うことになっていた。

　しかし実際に飛んできたのは、銃弾などではなく、得体のしれない謎のトゲ。

　ガチャガチャ。

　という硬質な音がして、優ゆう馬まの胃いの腑ふが凍り付いた。

　ボートの側面の壁にぴったりと身体からだを寄せ、にじり寄るかのように少しずつ進む。

　船の中を見て、優ゆう馬まは一度、ゆっくりと息を吐いた。

　希望も絶望もそこにはなかった。

　ボートの中には、何人分かの乱雑に散らばった遺体。

　その傍そばに、ウミネコらしき白い鳥がいて、優ゆう馬まに気付いて海の方へと飛んで行った。

　ボートの中に同じく散らばっていたタボールのうち、一番状態の良さそうなものを選んで拾い上げる。遺体達に手を合わせてから、使えそうな装備を一つ一つ拝借していった。

　しかし……凄すさまじい腐敗臭だった。

　何人分の遺体なのか、もはやそれすらも分からないが、既に溶け出している内臓もある。もしかしたら、気絶してから暫しばらく時間が経たっているのかもしれない。周囲に生存者が誰もいないのは、上陸後の兵士たちが、既に移動してしまったからではないだろうか。

　水筒から水を一口飲んで息を吐いた途端、身体からだが急にブルブル震え出した。

　寒かった。怖かった。意味が分からない。

　一体、何が起きているのだ？

　何な故ぜ自分は今、東とう京きようの、しかも現代のお台だい場ばにいるのだ？

「本物の戦争」。真っ先に死んだ後ご藤とう大尉の言葉を思い出し、水筒を落としそうになる。

　まさか……。

　あくまでまさかだが、ここは現実世界、ということはあり得るのだろうか。

　死体が消えないのは、そもそもここが、現実の世界だからなのではないだろうか……。

　クライン・ボトルが生成するＶＲ空間は、あまりにも現実に等しいものであり、ここが予定通りの仮想の世界なのか、それとも現実の世界なのか、改めて問うてみると、その答えが出せないことに愕がく然ぜんとする。パニックを起こしそうになる頭を、必死に制御し続ける。

　取とり敢あえず、分かっていることを考えよう。

　分かっていることは一つだけ。旧ドイツ軍ではない何かしらの敵が今この近くに存在し、それは恐らく自分のことを見つけたら、間違いなく攻撃してくるだろうということだ。

　優ゆう馬まはしばらく考えてから結論付ける。早めにここを出よう。

　このヒギンズボートの中は、少なくとも暫しばらくの間は安全そうだ。

　しかし人間、食料や水が必要だ。それは、ここが現実世界である可能性を考慮した時、より深刻な問題となる。

　まだ体力のあるうちに行動に移った方が良いい。幸いなことに行く先のアテはある。

　優ゆう馬まは目の前のコンクリートの建物を見上げた。

　アクアシティお台だい場ば。確か大型のショッピングモールだったはずだ。

　慎重に砂浜を横切り、松林を抜け、そして道路を渡ると、間もなくアクアシティに到着した。

　中に入ろうとして一度止まる。自分はこのお台だい場ばの地理に詳しい訳ではない。

　来たことがあるのは茨いばら城きに引っ越した後。中学三年生の時の社会科見学の時だけ。何な故ぜかお台場に来てフジテレビに行き、ジョイポリスの中で遊ぶという社会科見学というよりは遠足をしたことを覚えている。

　入る前に、周囲の状況を確認しておいた方が良いい。

　中で何か発生して、慌てて外に出てきた場合に、逃げることも出来ないのでは笑えない。

　優ゆう馬まは靄もやで白く濁っている道をゆっくり進んでいく。

　右の建物がアクアシティだが、左の灰色の建物に「ジョイポリス」の字が見えて、こんな時なのに少しだけ懐なつかしい気持ちになる。そういえばこんな建物だった気がする。

　高速道路のようなものが頭上に見えてきて、良く見ると「台だい場ば駅」と書かれている。

　これは確か、『ゆりかもめ』という交通機関だ。

　例の社会科見学の時、何度か乗車したことを思い出した。

　それにしても、恐ろしいくらい静かだった。敵の姿もだが、仲間の兵士の姿も見当たらない。

　聞こえるのは自分の呼吸の音くらい。

　緊張のせいで、大して動いてもいないのにぜえぜえと喉から喘あえぎ声のような音が上がる。

　台だい場ば駅の下まで来た優ゆう馬まは右に曲がろうとして、ふと何かの気配を感じて左に向き直った。




　背筋が凍った。




　四十メートルほど先、白い靄もやの中に、人影がぼんやり浮かんでいる。

　思わず漏れそうになった悲鳴を飲み込み、優ゆう馬まは素早く近くの階段の壁に身を潜めた。

　人影は、優ゆう馬まのいる方向にヒョコヒョコ小走りで走ってくる。

　まさか敵に気付かれたのかと優ゆう馬まの顔から血の気が引いた。

　近付いてくる人影は兵士の恰かつ好こうをしており、その肩に下げている特徴的な小銃の形は──、間違いなく自分達に支給されているタボールだった。

　優ゆう馬まの肩からどっと力が抜けた。

　友軍だ。自分以外にも生きている者がいたのだ。

　一応念のため、優ゆう馬まは階段に身を潜めたまま、相手からこちらに来るのに任せることにする。

　三十メートル。二十メートル。

　優ゆう馬まは自分の目を疑った。

　近づいてくる兵士は、空中に浮いていた。

　十五センチほど地上から浮いている兵士は、まるで鍵にくっつけたキーホルダーの人形のように、ぶらぶらと左右に揺れていた。

　突然。

　バキキ、というクルミを割るような音がして、兵士の首から上が消失し、その身体からだが地面にドサリと落下した。

　その後ろに──ダチョウのような何かがいた。

　首から下は、確かに羽のないピンク色のダチョウと言っていい姿。しかしその頭の部分は、動物園で見る鳥類の頭部とはまるで違う。

　ゆでたまごだ、と思った。

　ツルツルの細長い球状。その先端に、どんぶりくらいの口径の血だらけの穴が開いている。先ほどまで兵士の頭に嚙かみついていて、今はモグモグとその頭を咀そ嚼しやくしている。




　口だった。──喰くっていた。




　反射的に優ゆう馬まが銃を構えたのとほぼ同時、そのダチョウが再び兵士の首に嚙かみつき、グイと上に持ち上げた。羽の生えているはずの部分から、人間の腕のようなものが伸びてきて、兵士の死体を摑つかみ、正面に固定する。
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　優ゆう馬まはダチョウの頭部に狙いを定め、訓練通り正確に素早くトリガーを引いた。

　ライフル弾が狙い通りの位置に飛ひ翔しようしたが、ダチョウは適確に兵士の死体を盾にした。銃弾を受けた死体は痙ひき攣つけを起こしているかのように跳ね、一方のダチョウにダメージは見られない。兵士の防弾チョッキに威力を削そがれ、弾はその身体からだの中でストップしたらしい。

　ダチョウが一歩をこちらに踏み出す。

　焦あせりと恐怖の余り尻しり餅もちをつきそうになりながら、優ゆう馬まは周囲に視線を走らせた。

　すぐ後ろに、ショッピングモールの階段があった。

　優ゆう馬まは素早く反転し、その階段を駆け上がった。射角を広く取り、鉛の雨を降らせた。

　ダチョウはなおも死体を盾にしようとしていたが、全ての銃弾を防ぎきることなど到底できない。マガジンを一つ打ち尽くしそうになった時、ダチョウは遂ついにつんのめるようにして地面に倒れた。頭部に開いた二つの穴から、血のような紫色の液体が溢あふれ出だしている。

　優ゆう馬まの身体からだは硬直したように動かない。

　銃握を握る手は石のように固まっていて、目は瞬まばたきも出来ず、死んだらしいダチョウにくぎ付けになっていた。

　緊張のあまりパンチング呼吸で息が苦しく、脂あぶら汗あせが身体からだ中から溢あふれ出だした。

「何だ……あれ？」

　言った途端、急に吐き気がこみ上げ、階段の端に頭を寄せる。空っぽの胃からは、すっぱい胃液だけが溢あふれ出でた。

　袖で口を拭ぬぐい、転がっているダチョウを再び見る。当たり前だが、初めて見る何かだった。

　優ゆう馬まは改めてぞっとした。一体、ここはどこなのだろう？

　人っ子一人いないお台だい場ば。そしてあのダチョウの化け物。やはりここを現実の世界と考えるのは無理があると思う。とするとここは当初の予定通り、クライン・ボトルで形成されたＶＲ空間ということになる。

　しかしそうだとすると、なぜ自分は今、こんな謎の状況に巻き込まれているのだろう。

　プロジェクト・ファイアウォールとは人間との戦争を疑似体験するものであり、エイリアンとの戦争を体験するプログラムではない。

　全く思考の辻つじ褄つまが合わず、焦あせりと苛いら立だちが破裂しそうになったその時、

　ふいに聞きなれない音が鼓膜を叩たたき、優ゆう馬まの思考は中断した。

　不安と恐怖が湧き上がり、嫌な汗が背中を伝う。

　立ち上がって階段から外を眺めてみた。マラソン大会の時のような音が聞こえる。

　規則的でもあり不ふ揃ぞろいでもあり、そして断続的にコンクリートを踏み締しめる重く低い音。

　突如、台だい場ば駅の下に、先ほどのダチョウが大量に出現した。

　十匹まで数えたところで数えるのを止めた。ダチョウは道路の上に次から次へと溢あふれ出だし、真っすぐに階段に向かって走って来ていた。

　銃を構えようとして、ストップする。

　マガジンは残り五つ。銃だけでなく手しゆ榴りゆう弾だんを使っても、到底あの数を止めることは出来ない。

　生きたければ、逃げるしかない。

　奴やつらがどういう方法でこちらのことを探知しているのかは定さだかでないが、今回急に集団で現れたのは、恐らく先ほどの発砲音が原因だと思う。

　なるべく静かに逃げ、身を隠す。この方法しか思い浮かばない。

　優ゆう馬まは階段の端に取り付けられていた雨どいに手をかける。細いが金属製で、力を入れてみた感じ、何とか一人の重さなら耐えてくれそうだ。

　雨どいに足をかけて全体重を載せ、いつでも降りられる体勢をとる。

　ダチョウの群れが階段を上がり始めた時、優ゆう馬まは手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンを抜いて投げつけた。

　タイミングはドンピシャ。

　ダチョウの群れの先頭が僅かに手しゆ榴りゆう弾だんを通過したとき、「パン」という乾いた音が響き渡り、階段からダチョウの肉片と紫色の液体とが飛び散った。

　既に雨どいを伝い始めていた優ゆう馬まが一気に地面にまで降りる。

　ゴトリ。

　想像以上に大きな音が、道路に接地したミリタリーブーツから響いた。

　素早く階段の方を向く。

　三体のダチョウが、目はあるのか知らないが、こちらに顔を向けていた。獲物を捕捉して、その口がバカリと開いた。血液で赤黒く汚れた歯が見えた。

　瞬間。

　ダチョウ達は身体からだを揺すりながら、我先にと優ゆう馬まに向かって殺到した。

　小ライ銃フルを構える。しかし間に合わない！　先頭の一体が優ゆう馬まに襲いかかる。




　──死




　ドンドンドン！

　三発の銃声が響き、ダチョウ達はそれぞれ頭から血を吹き出しながら地面に転がった。

「伏せなさい」

　啞あ然ぜんと振り返る優ゆう馬まの横を、ゴーグルをした兵士が風のようなスピードで突っ切った。

　白銀の髪の毛が兵士のことを同じ速度で追いかけ、その女性が素早く膝立ちになった瞬間、彼女の背中にふわりと収まった。

　兵士が流れるような動作で銃を構え、２０３グレネードランチャーの引き金を引く。

　ポン、というシャンパンでも開けたかのような音を残し、榴りゆう弾だんがダチョウの群れに飛び込んだ。金属製の祝砲が、ダチョウの群れに死の雹ひようを降らす。

　兵士は信じられない速さで二発目を装そう塡てんし、同じように群れに向けて発射した。

　ダチョウの群れがこちらに向かって移動を始める。

　兵士が後退を開始し、自動小銃の単射モードで適確にダチョウを仕留めていく。しかし撃つスピードが異次元に速い。まるでフルオート射撃のような音がする。しかも一発も外さない。

「シルフィ、離脱しろ！」

　その言葉を聞いた兵士は突然後ろを振り向くと、声のした方を向こうとしていた優ゆう馬まの右肩を摑つかみ、猛然とダッシュし始めた。

　引っ張られる中で優ゆう馬まは見た。

　すれ違いざま、一人の兵士が優ゆう馬まに向けて親指を立てていた。

　ネゲフ軽機関銃を軽々と片手で持つその兵士は、腐れ縁の大たい河がだった。

「大たい河が！」

　呼ばれた大たい河がはニヤリと笑って敬礼し、正面に向き直ると同時、鉛の雨をダチョウに放つ。

「集中して走りなさい。死にたいの？」

　優ゆう馬まを引っ張る兵士が、氷のように冷たい口調で言った。

　もつれる足で兵士について行きながら、優ゆう馬まはあまりにも有名な彼女の二つ名を呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……フロストバイター」

　顔はゴーグルで良く見えないが、その白銀の髪の毛に間違うはずもない。

　第二レンジャー大隊Ａ中隊第一小隊長。

　参加者約一億人、テスト対象者の総計は約十億人のプロジェクトの中、学科と実技の総合成績において、全世界第四位に君臨する名実ともにこの大隊のエースの中のエース。

　フロストバイターは優ゆう馬まがやってきた海岸沿いの道まで出ると、ジョイポリス側の建物の階段を猛然と上り始めた。

　そこに、十人ほどの兵士がいた。優ゆう馬まの胸に勇気が湧き上がる。

　階段の踊り場は、即席のマシンガンネストになっていた。

「来るぞ！」

　フロストバイターの叫び声と共に、全員が階下に向けて銃を構える。

　まず大たい河がが現れ、急いで階段を上り始めたタイミングで、ダチョウの先頭が顔をのぞかせた。

　雷鳴のような音と共に、あらゆる武器が一斉に火を噴いた。

　ダチョウの群れは一たまりもなく、あっという間に紙切れのように引き裂かれていく。

　突然、階段の真横から、信じられない跳躍力で一体のダチョウが飛び上がってきた。

　一番近くにいた兵士の頭に狙いを定めたそれが口を開き、彼が絶叫を上げたまさにそのタイミングで、ダチョウの頭に死神がキスをした。

　ゆで卵に大穴が開き、一拍遅れて「ダーン」という狙撃銃の銃声が響きわたる。

　凄すごい時間差だった。どこから撃ったのか見当も付かない。

　一瞬呆ほうけた優ゆう馬まは、しかし自分の役割を思い出し、階下に向けて射撃を開始した。

　ほどなくしてダチョウは顔を出さなくなり、フロストバイターが小石を投げて様子を見る。

　彼女はそのまま階下に素早く降りて周囲を見渡し、安全が確認できたのだろう。メンバーに向けてついて来るよう手招きした。

　大たい河ががすかさず優ゆう馬まに近付いてくる。その両目に涙が浮かんだ。

「良かった……。おい優ゆう馬ま、お前、絶対死んだと思ってたぞ」

「大たい河が……そりゃ、こっちのセリフだよ」

　慣れ親しんだ声を聞き、胸に熱がこみ上げてくる。

「ゆうちゃん、本当に、ゆうちゃんなんだよね？」

　前を走っていた女性兵士がゴーグルを上げて、素早く優ゆう馬まの横に並ぶ。

　佳か奈な子こだった。

　おいて行かれないよう前進しながら、軽く肩を組んでお互いの無事を確かめ合う。

　優ゆう馬まが大たい河がに向き直った。

「大たい河が、いったい何がどうなってる？　あいつらは何だ？　何で僕達は東とう京きようにいる？」

「それはベースに戻ってからだ。とにかくはぐれるな？　うちのリーダーは恐ろしく速い」

　その言葉通り、フロストバイターの進行スピードは尋常なものではなかった。

　しかも先頭を走る彼女は、死角がある度に素早くそこを確認しているのである。

　索敵能力も抜きん出ている。

　分隊が東に向かって走り続け、次のＴ字路にまで来た時、優ゆう馬まは小さな違和感を覚えた。

　地面が……揺れている。

　まるで地震のＰ波のよう。本当に微かすかな揺れで、走っている事もあり、優ゆう馬ま以外のメンバーはそれに気づいていないらしい。しかし初期微動Ｐ波とは──、より大きなＳ波の前兆……。

　突如フロストバイターが手を挙げて分隊を一度止め……、

「走れっ！」

　と叫ぶと、やや左に進路を変えて急加速した。

　凄すさまじいダッシュに皆が続こうとしたまさにその時、優ゆう馬まの予測通りにＳ波が発生した。

　地割れでも起こるのではないかというほどの巨大な揺れ。

　一個分隊は足をとられてまともに走れない状態で、それでも必死に足を動かし続けた。

　大たい河がが走りながら周囲を見渡す。

「パンターか？　くそっ。どこから来る？」

　パンター？

　なぜ旧ドイツの戦車の名前など口にするのだと思った瞬間、優ゆう馬またちの後方で、ショッピングモールの建物が中から爆砕した。

　振り返る優ゆう馬まの見る先で、最後尾を走っていた二人の男女が、飛び出してきた白いゾウの化け物のようなものに撥はね飛とばされた。

　身体からだはやはり象に近い印象だが、頭部がこちらもゆで卵だ。そして何より気持ち悪いのが、肩のところから人間の腕のようなものが左右に一本ずつ生えている。

「やめろおおおっ！」

　足が折れたのか立ち上がれない男性が絶叫する中、ゾウの化け物はバクリ、と兵士に頭から食いつき、その腹部を嚙かみちぎった。

　引き裂かれた腹から、血まみれの内臓が零こぼれ落おちる。

「振り返るな！　走れ走れ走れ！」

　フロストバイターの指示に従い、全員がゾウから距離をとる。物陰に隠れると同時、それぞれが素早く攻撃態勢をとった。仲間を殺やられた怒りと、もう一人の女性の方は助けんとする焦あせりとで、全員の目が血走っていた。

「撃フアてイア！」

　フロストバイターの声に続き、全ての銃火器が攻撃を始める。

　ダチョウとは違い、身体からだのでかいゾウには簡単に弾が当たる。

　しかし、倒れない。

　穴だらけの身体からだから紫色の液体を噴き出してはいるものの、ゆっくりと一度こちらを向いて、そしてまた先ほど吹き飛ばした女性の方に向き直り、歩き出した。

　その時、

　優ゆう馬まは再び、ゾウが出現した時と同じ小さな揺れを感じた。嫌な予感と共に顔を上げると、フロストバイターも銃撃を止め、怪物が出現したショッピングモールの方を凝視していた。

「撃ち方止めシーズ・フアイア！」

　突然の彼女の声に寸分違たがわず、分隊の攻撃がストップする。

「撤退する」

「え……？」

　優ゆう馬まは耳を疑った。そしてその目線の先に、氷のように無表情のフロストバイターがいた。

「くそっ！」

　誰かが叫び、しかし同時に、分隊のメンバーは武器を抱え、撤退の準備を開始する。皆一様に歯を嚙かみ締しめ、中には佳か奈な子このように、泣いている者もいた。

「ちょっ、待って！」

　優ゆう馬まはフロストバイターに詰め寄った。

　そして一度ゾウの方を……その前にいる女性の事を見た。

「まさか見捨てる気かっ？」

　詰め寄られた少女は、優ゆう馬まの話を聞いてすらいなかった。近くの何人かに素早く指示を出し続ける。優ゆう馬まの頭に怒りがこみ上げ、彼女の肩を摑つかもうとする。

「優ゆう馬ま、待て！」

　優ゆう馬まの進行を大たい河ががストップした。

　怒りが幼おさな馴な染じみに向けて爆発した。

「ふざけんな大たい河がっ！　あの子はまだ生きてるぞっ！」

「もう無理だ助からない！　他の仲間まで死ぬぞ！」

「何してる撤退だ！」

　優ゆう馬まを無視して走り出したフロストバイターに続き、他のメンバーも一斉に走り出した。

　激情が胸を圧迫し、優ゆう馬まの身体からだが震え出す。目から涙が溢あふれてくる。

　もう一度ゾウの方を見る。

　女性が這はうようにして距離をとりながら、狂ったように頭を振り続けて泣き叫んでいた。

　──優ゆう馬まの網膜に、幼い頃に見た光景が蘇よみがえった。




　母さん……

　あの時……助ける事が出来なかった。

　もう誰も……絶対に見捨てたりなんてしない。




　意識する必要もなかった。

　気づけば優ゆう馬まは、ゾウに向かって走り出していた。

「ふざけるな！　死ぬ気かっ？」

　フロストバイターの声を背中に聞き、優ゆう馬まは走りながら銃口をゾウに向けた。激しく振動する照準の向こうに敵を見据える。激情を叩たたき付けるように、何か叫びながら引き金を引いた。

　女性に嚙かみ付つこうとしていたゾウの動きが一度止まり、顔をこちらに向ける。

　優ゆう馬まは走った。

　思考が澄んでいて、身体からだが驚くほどに軽い。今までの人生で一番のスピードが出て、あっという間に怪物との距離が縮まる。身体からだ中の神経が研ぎ澄まされているのを感じた。

　ゾウが再び女性に迫ったその時、滑り込んだ優ゆう馬まがその口の中に手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込んだ。

　ゾウの血だらけの口こう腔こうと、臼のように巨大な歯が見えた。生暖かくて血生臭い吐息が、優ゆう馬まの顔にかかった。目と鼻の先で、嚙かみ合あわさった歯が「ガチン」と音を立てた。

　間一髪の所で攻撃を躱かわした優ゆう馬まが女性兵士を回収する。彼女を庇かばうために抱いたまま、走り込んだスピードを活いかして、ゴロゴロと地面を転がっていく。

　後方で、くぐもった咳せきのような、小さな破裂音が聞こえた。

　優ゆう馬まは女性を抱えて立ち上がらせると、急いでゾウの背後に回り込んで距離をとった。

　ゾウは追っては来なかった。

　じっと佇たたずんだまま、海の方に顔を向け続けている。徐々にその頭部が、内出血した時のように、ジワジワと青紫色に染まっていく。

　優ゆう馬まが隊の最後尾に戻った時、ゾウがゆっくりと崩れ落ちた。前腕が折れて上体が落ち、ひっくり返って動かなくなった。

　分隊の面々は、荒い息を吐いて戻ってきた優ゆう馬まのことを最初啞あ然ぜんと見守っていたが、突如空に銃を突き上げて歓声を上げた。

「マジかよっ？　一人でパンターを仕留めやがった！」

「優ゆう馬ま、お前スーパーマンかよっ！」

　戻ってきた優ゆう馬まの頭を、大たい河がだけでなく他のメンバーもぽかぽか殴り始める。

「気を抜くなっ。来るぞっ！」

　フロストバイターの声が響いた瞬間、大きな揺れと共に、ショッピングモールの壊れた所から、今度は二体のゾウが現れ、瓦が礫れきを蹴散らしながらこちらに向けて走り出した。分隊メンバーは慌ててスタートをきり、再び地獄のマラソンを開始した。




　優ゆう馬まが連れていかれたのは、大規模な集合住宅の二階にある小さな集会スペースで、そこには多くの兵士の姿があった。建物はところどころ壊れてはいるものの、全体的には綺き麗れいで、周囲に生活者の姿が見当たらないのが逆に不思議なくらいに感じる。

　衛生兵である佳か奈な子このチェックが終わると同時、フロストバイターはどこかに歩いていってしまったが、他の分隊メンバーは優ゆう馬まと一緒に会議室に入った。ようやく一安心というところなのか、兵士達から握手やハグを求められ、続いていろいろな質問が飛んできた。

「ちょちょちょ、はいストーップ」

　大たい河がが割り込んできて質問を止めさせる。

　優ゆう馬まのことを親指で指す。

「とりあえず俺が現状説明するから、お前らの用事はその後、な？」

　そう言って優ゆう馬まを奥のテーブルに座らせた。テーブルのすぐ傍そばには大きな窓があって、そこから霧の中に浮かぶレインボーブリッジの姿が見える。正面に大たい河が、その隣に佳か奈な子こが座った。

　佳か奈な子こはさっきからずっと涙目で、まるで戦地から帰還した兵隊の母親のようだった。

「良く生きてたな」と大たい河が。

「お前こそ」と優ゆう馬ま。

　お互い拳をごっつんとぶつけ合う。

「こっちはシルフィのおかげで何とか生き延びてる。やっぱアイツは本当に凄すごいわ」

「シルフィ？」

「シルバーフォックスのことだよ」

　フロストバイターとは、彼女のその壮絶なまでの戦闘能力の高さを畏敬するための二つ名。それに対し、シルバーフォックスとは、彼女のその凄絶なまでの美しさを称たたえるための二つ名。

「『シルバーフォックス』だと長いから、いつの間にか短縮されてそうなってる。まあ今度、ちゃんと見てみろよ。妖精の名に違わず、すげー美人で、マジで可愛かわいいぜ。あいだっ？」

　佳か奈な子こが彼氏のこめかみに肘ひじ鉄てつを見舞った。

「もう、大たい河が君っ。普通、彼女の前でそんな事言うかな……」

「いや、悪い悪い。でも何つーか、客観的にというか、実際に美人なんだから仕方ないだろ？」

「もーっ！」

　懐なつかしい夫婦漫才を見ていたい気持ちも無くはないのだが、それ以上に早く知っていることを教えて欲しい。

　優ゆう馬まが口を開こうとすると、大たい河がが佳か奈な子この攻撃をガードしながら、「分かってる」、と胸の前に右手をかざした。もう説明する時の癖になっているのか、その手の人差し指を立てた。

「まずお前が一番気になっているだろうことだが……」

　優ゆう馬まの喉がゴクリと鳴る。

「ここがどこなのか？　それは……分からん」

　優ゆう馬まの肩に疲れがどっかり圧のし掛かかった。ただ、やっぱりそうなのか、という納得の気持ちもあった。クライン・ボトルによって生成される仮想空間は、正直なところ現実世界と全く区別がつかない。一度ログインしてしまったなら、「ログアウトした」という体験さえも、実は仮想現実である可能性を否定出来なくなってしまうほどに……。

　そしてそれはまた同時に、「ログインした」という体験についても言える。

　実は自分達の生きていた世界が、いつの間にかログインしていた仮想現実の方で、今のこちらが現実世界だという可能性も、否定することが出来なくなる。

　優ゆう馬まはクライン・ボトルという存在に改めて恐怖した。

　大量の質問が頭の中に湧き出てくるが、優ゆう馬まは一度ギュッと目を瞑つむり、細く長く、息を吐いてから口を開いた。

「なあ大たい河が」

　問われた大たい河がが頷うなずいて先を促した。

「中隊長の誰かを、尋問してみたか？」

　後ご藤とう大尉の最後の姿を思い出す。

「本物の戦争」。

　彼は確かにそう言って、自分達に謝り続け、そして死んだ。

　間違いない……。彼は、何か自分達の知らないことを知っていたのだ。後ご藤とう大尉に話を聞く事はもう出来ないけれど、彼と同じ立場にいる他の中お隊と長なからであれば、何らかの情報を引き出せるのではないかと思っていた。

　大たい河がが首を横に振る。

「中隊長は、恐らく全員死んだ」

　想像していなかった言葉に、優ゆう馬まの喉がぐっと詰まった。

「後ご藤とう大尉のように殺害されたケースに加えて、自殺した人間も結構いたらしい。揃そろいも揃そろって後ご藤とうと同じようなことを言った後に、『許してくれ』とか言って死んでいったそうだ」

　大たい河がが吐き捨てるように言った。

　やはり中隊長たちは……現状を説明出来る何か不都合な事実を知っていたに違いない。

　しかしこれで重要な手がかりを失ってしまった。このプログラム本体には、中隊長以外の大人は参加していない。つまり、中隊長全滅というのは、即すなわち大人の全滅を意味している。

　優ゆう馬まは一度唾を飲み込んだ。

　……聞きたくはなかったが、聞かないわけにもいかない。

「……遺体が、残ってるな。それも恐らく、全員分……」

　大たい河がが重々しく頷うなずき、その隣で佳か奈な子こが唇をギュッと嚙かんだ。

　クライン・ボトルによって形成されるＶＲ空間の中に、遺体というものは通常存在しない。ログアウト障害が発生している場合を除いて、ではあるが……

　話を止めようか一瞬迷い、しかし優ゆう馬まは結局口を開いた。

「大災害とかが起こって、全員同時に障害が起こったとか？」

「いや、それは考えにくいんだ」

　大たい河がが首を横に振る。

「ここに集まっている連中はうちの学校の生徒だけじゃない。それこそ日本全国から集まってきてる。当然ログインしている場所も、全国バラバラだ」

　となればやはり……。今まで見てきたのは、本当の、現実の遺体……。

　佳か奈な子この肩が小さく震え始め、その目に薄うつすらと涙が浮かんだ。

　大たい河がが腕を伸ばしてその肩を抱き寄せ、ふわふわのくせ毛に頰ずりした。鼻から大きく息を吐きだして苦笑いを浮かべると、佳か奈な子こを元気づけるためなのだろう、わざとらしい位に肩を竦すくめた。

「ま。もちろんＶＲって可能性が消えた訳じゃない。ただ、最悪のケースも考えた安全第一で、『死なないに越した事はないですよね』って事だな。でも優ゆう馬ま、とにかくお前が生きていてくれて良かったよ。これからは、一緒に頑張って行こうぜ」

「もちろんだよ」

　差し出された大たい河がの手の甲に、優ゆう馬まは自分の掌てのひらを重ねた。そこに佳か奈な子こも手を重ねる。

　一回、二回、三回と上下に振ってから、三人で拳を突き合せた。

　佳か奈な子こもようやく、泣き顔の中に小さな笑顔を浮かべてくれた。

　やる気が腹に溜たまってきて、再び疑問が湧いてくる。

「なあ大たい河が。あの、変な生物たちは何なんだ？」

「ああ、ファイントか」

「ふぁいんと？」

　大たい河がが頷うなずく。

「あいつらを総称してそう呼んでる。ドイツ語で『敵』っていう意味らしい。いくつか種類がいるんだけど、とにかく共通して人間を見ると襲い掛かってくる。そしてあいつら……」

　大たい河がが言葉をきって唇を嚙かんだ。

「俺達のことを、喰くいやがる」

　胃を潰されたかのような吐き気を感じた。ダチョウと、そしてゾウに襲われ、喰くわれていた仲間の姿を思い出した。

　重くなった空気を払うように、大たい河がが再び大げさに肩を竦すくめた。さもやってられないという感じで、眉尻を下げたまま一度笑った。

「まあそれで、それぞれの種類に名前がふってあるんだ。本当は戦うはずだったドイツ軍関係の名前なんだけどな。

　あのダチョウみたいなやつは『歩兵』という意味で『インファントリー』。サイズも小さいし、小銃で対応できるけど、何せ数が多い。最初の一日目は、結構あれに仲間が殺された。あのゾウみたいなやつは中戦車の名前からとって『パンター』って呼ばれてる。まあ見た目は『豹ひよう』っていうより『ゾウ』だけどな」

　……ん？

　気になる単語が頭に引っ掛かり、優ゆう馬まは一度窓の外を見る。相変わらずの曇り空。

「ちょ、ちょっと待って。今、『最初の一日目』って言ったよね？　今何日なの？　そこまで時間経たってるように見えないけど……」

　その言葉に大たい河がと佳か奈な子こが目を丸くした。

「何言ってんだお前。今日、六月九日だぞ？　別れてからもう三日経たってんだ。そりゃ、誰だって死んだと思うだろ」

　九日……？

　三日も……浜で寝ていたというのか。そんなこと、あり得るのか？

　呆ぼう然ぜんとする優ゆう馬まの前で、大たい河がが「お前どうやって生きてたんだ？」と聞いてくる。

　寝ていたんだ、という事実は冗談にしか聞こえないが、それ以外説明のしようがない。

　優ゆう馬まが口を開こうとした時。

「古ふる橋はし優ゆう馬ま！　古ふる橋はし優ゆう馬まはいないか！」

　出入り口から、完全装備の一人の兵士が入ってきた。

　ヘルメットにゴーグルをしていても一目で分かる。

　フロストバイターだった。大たい河ががその姿を見てため息を吐つく。

「シルフィ、また一人で哨しよう戒かいしてたのかよ……。過労死しちゃうぞ」

　何だか分からないが、自分の名前を呼ばれて無視する訳にもいかない。優ゆう馬まが「はい」と言って手を挙げ立ち上がった。

　それほど背の高くない少女がずんずん大股で近寄ってくる。

　衝突しそうなほど直前まで来て、ゴーグルを鉄帽の上にあげた。




　──青空が見えた。




　真夏の空の、白く霞かすんだ青とも違う。真冬の空の、凍り付くような薄い青とも違う。

　彼女の瞳は、どこまでも深く、濃い青色をしていた。

　まるでこの世界が生まれた日の、あらゆる希望と、そしてどこか寂しさとを孕はらんだ空。まだ何にも汚されず、そしてまた穢けがされてもいない、純粋で無む垢くで……しかしそれ故、脆もろくて儚はかない、透き通るような深い青。

　魂までもが吸い込まれそうになった。

　綺き麗れいだと、心の一番深い所が呟つぶやいた。

　その青い瞳が、ぎゅっと急角度で吊つり上あがった。

　途端、

　パン。

　という手しゆ榴りゆう弾だんの破裂音のような乾いた音。同時に優ゆう馬まの視線があらぬ方を向いた。

　左の頰にジーンとした痺しびれがやってきて、初めてぶたれたのだと気づく。

　驚いてフロストバイターに視線を戻すと、自分のことを、まるで親の仇かたきでも見るような目で睨にらみつけている。

「何な故ぜ命令を無視した？」

　声もまた、透き通るように美しい。

　しかし今はそれが、何でも切り裂く刃物のように、優ゆう馬まの首に突き付けられている。

「命令を……無視？」

　何のことか分からずそのまま呆ぼう然ぜんと繰り返す。

「そうだ。パンターから逃げろと言ったはずだ。誰も突撃しろなんて言っていない」

　理解すると同時、殴られた痛みが徐々に意味を持ち始める。腹の奥からグツグツと怒りが湧き上がってきた。

「仲間を助けるのは当然の行為です。お言葉ですが、自分が行って、仲間が一人助かりました」

「それは結果論だ。パンターは一体でも手て強ごわく、しかも群れで行動する。後から出て来た二体を見なかったのか？　これまでも仲間を助けようとして、引ひき際ぎわを誤った仲間が大勢死んだ」

　苛いら立だちそのままに、優ゆう馬まはフロストバイターを睨にらみつける。

　しかし少女も全く目を逸そらさない。

「私の命令が聞けないなら、私の隊には置いておけない。一人で生きていくんだな」

　優ゆう馬まが感情に任せて黒い愉悦とともに笑みを作った。

「自分は一度もあなたの指揮下に入ったつもりはありません。自分の所属はＥ中隊です。『Ａ中隊の第一小隊長』殿」

「おい、やめろ優ゆう馬ま！」

　大たい河がが慌てて二人の間に割って入る。

「シルフィ、ちょっとだけ時間をくれよ。こいつ、来たばっかりで混乱してるんだ。凄すごく頼りになる良いいやつだ。俺が保証するから。な？　頼むよ」

　フロストバイターはなおも優ゆう馬まのことを睨にらみ付けていたが、やがて一度目を瞑つむった。

「分かった。ただし古ふる橋はし優ゆう馬ま、三〇分後に私の部屋に来い。ここの隊員として生きていけるよう、骨の髄まで調教してやる」

　そう言って、悪魔のような笑みを顔に浮かべて見せた。美人のマジギレの顔がここまで恐ろしいものだとは知らなかった。嵐のように突然やって来たフロストバイターは、また嵐のようにあっという間に去っていった。

　彼女が部屋から出て行った途端、そこここでヒソヒソ話が沸き起こる。沸き起こり過ぎていて、もはや喧けん騒そうになっている。

「おい聞いた今の？　新入りがシルフィの部屋に呼ばれたぞ！」

「知ってるか？　隊長の『調教』を受けたヤツは、一夜にして陰毛が真っ白になるらしい」

「ちょっと！　止めなさいよね変態！」

「いや、俺の聞いた話だと、一夜にして陰毛が一本も残らず抜け落ちるとか……」

「どんだけ陰毛に影響あるんだよ……」

「いや、でも男？　一人で？」

「ハアハア。やべえ、俺シルフィにならむしろ……ちょ、調教されてえへえっ！」

　好き勝手に囁ささやかれている言葉を聞きながら、しかし優ゆう馬まの意識は全く別の所にあった。

　こちらの頰を叩たたいた時のフロストバイター。

　目の前にいた自分以外には気付きようがなかったろうけれど。あの時の一瞬、まるで彼女自身が叩たたかれたかのように辛つらそうな顔を見せたのは、やはり気のせいだったのだろうか……。

　頰に手を添えてみる。

　腫れは酷ひどく、痺しびれるように熱いが……見た目の派手さほどの、痛みはなかった。




　もしここが本当に現実世界の方なのだとしたら、他の人たちはどこに行ったのだろうと思いつつ、優ゆう馬まは居住棟のエレベーターのボタンを押した。大たい河がの話によると、居住スペースには人の姿が無い一方で、電気や水道は通っていて、風ふ呂ろに入ったりすることまで可能らしい。テレビやラジオは、まあ予想通りというか何も映らない何も聞こえない、だそうだが、ファイントに破壊されている部分を除けば、まるで人間だけが街からすっかりいなくなってしまったかのような、不気味な様相を呈しているという。

　ポーンという懐なつかしい電子音とともに、エレベーターが目的の十階に到着した。

　マンションと聞いていたが、中はホテルのように綺き麗れいな内装だった。

　目的の一〇〇一号室。その黒い重厚な扉は、軽自動車なら通過できてしまうのではないかというくらい大きい。勝手に間借りしている割には、随分いいところを使っているようだ。

　チャイムを鳴らす。……が、返事がない。

　自分で呼んだくせに、とだんだん苛いら立だちが募り、チャイムを連打するとガチャリとドアが開いた。我に返ってとっさに姿勢を正すとともに、怒られないための言い訳を考える。

　玄関ドアを開けているフロストバイターは……、何な故ぜか下を向いていた。

「は、入って……ください」

　あれ？、と思った。

　最初、何と言われたのか良く分からなかったのだ。そのくらい小さな声だった。

　それに加えて、くるりと後ろを向き、そそくさと部屋の奥へと戻っていく彼女。まるで巣穴に逃げ込む小動物のようで、先ほどまでの猛獣のような迫力が、すっかりどこかに行ってしまっているような気がした。

「？　し、失礼します……」

　不思議に思いつつも、揺れる銀色の髪を追って部屋に入り、廊下を進む。

　突き当りに広いリビングがあり、フロストバイターが三人掛けのソファを指さしていた。

　飼い主に命じられた犬のように、優ゆう馬まが背筋を伸ばしてそこに腰掛ける。

「あ、あの……」

　優ゆう馬まの視線の先、下を向いて立ったままの少女が声を出した。優ゆう馬まの身体からだに緊張が走る。再びのビンタに備えて歯を食いしばった。

　しかし、

「古ふる橋はし、優ゆう馬まさん……」

　彼女の平手は飛んでこなかった。

　その代わり、少女が上げた顔を見て、優ゆう馬まはビンタをくらった以上の衝撃を受けた。

　フロストバイターは顔を真っ赤に染めて、その目じりに涙を溜ため……、どう見ても、泣きそうな表情になっていた。

　突然。

　少女が頭をがばっと下げた。銀色の髪が一度、ふんわりと波打った。

「さ、先ほどは、大変、申し訳ございませんでした……」

「……え？」

　警戒を解いてよく見ると、彼女は両手で洗面器を持っていて、その中でタオルが一枚、気持ちよさそうに泳いでいる。少女がテーブルにそれを置き、タオルをギュッと固く絞った。

　そのまま優ゆう馬まの方に近寄ってくる。どんどん近寄ってくる。

　優ゆう馬まは動揺を隠せずソファの上をバタバタと後退するが、少女は構わず追ってきて、遂ついには逃げられないよう、なんと優ゆう馬まに覆おおい被かぶさってきた。

　いつの間にか目の前にある、人形のように綺き麗れいな顔。花束のような、柔らかくて甘い匂い。

「ちょ、ちょ、えっ？」

「突然、叩たたいたりして。こんなに、腫れちゃって」

　混乱する優ゆう馬まの頰に濡ぬれタオルが触れる。予想以上の冷たさに肩が跳ねる。しかし暫しばらくすると……熱を持った肌が、徐々に楽になっていった。

　フロストバイターはタオルを優ゆう馬まに渡すと、ソファから降りて少しだけ距離をとった。そして彼女の左の頰を、ぐいいっ、と優ゆう馬まの方に突き出した。

「私、覚悟できてます。どうぞ思いっきり、やってください」

　叩たたけ、と言っているようにしか見えないが、そんなこと出来るはずもない。

「いやいやいや。しないしない。しないよ？」

　少女がはっとした顔をして、すぐさま悲しそうに眉を顰ひそめる。

「そ、そうですよね。自分は大勢の人の前で恥をかかせておいて……。こんなことで、許される訳ないですよね……」

　いや。そうじゃなくて……。

「えっと……どこから、突っ込めば良いのか……」

　恐らくフロストバイターな人が、慌てて再び頭を下げる。

「すみません、きちんと自己紹介もせずベラベラと。私、雨あま宮みや千歳ちとせと申します。十六歳の高校二年生、第二レンジャー大隊Ａ中隊所属、第一小隊長です」

　最後にびしっ、と決めた敬礼だけが、やたらと勇ましく板に付いている。

　あまみや、ちとせ？

　外見に比して随分と和風な名前だ……と思って優ゆう馬まがぽかんとしていると、雨あま宮みや千ち歳とせがはっとして口を開いた。

「あ……。あの、私こんな見た目なんですけど、生まれも育ちも千ち代よ田だ区くで、生きっ粋すいの江え戸どっ子なんですよ。へへへ」

　うわ……。

　一瞬で、体中の毛穴が開いたかと思った。

　そのくらい、はにかんだ彼女は可か愛わ

　……いや。いやいや。

　外見のことは、今は置いておこう。

　なるほど、特徴的な目と髪の色、そして整い過ぎた目鼻立ちをしているので分かりにくいところはあるが、雨あま宮みや千ち歳とせの顔かたちは確かに日本人風のそれである。

　しかしそれは今、重大な問題ではないのだ。

　性格である。

　性格がさっきと違い過ぎないだろうか？　見た目そっくりの別人と言われた方が、まだ納得出来ると思う。さっきなんて確か……

「骨の髄まで調教……」

「あっ！　あう……」

　フロストバイターは真っ赤になって俯うつむいてしまった。

　……やはり同一人物ではあるらしい。

「あの……」

　しばらくの沈黙の後、再びこちらを向いた彼女の顔には、困ったような……そしてどこか、悲しそうな笑顔が浮かんでいた。

「あれは……演技、なんです」

「え？」

「本当の私は、皆が思ってくれているような……リーダーなんかじゃ、ないんです」

　何か声をかけてあげたくて……でも、寂しそうに首を横に振る彼女の前で言葉が出ない。

「優ゆう馬ま君……」

　やがて優ゆう馬まのことをまっすぐ見た少女は、今度は小さく、恥ずかしそうに微ほほ笑えんだ。

「私、あなたとお会い出来る時を、ずっと、心待ちにしていました」

　優ゆう馬まの目が、丸く広がった。




　ポカンと口を開けている間も、優ゆう馬まの頭は回転を続けていた。「なぜ？」という疑問符が脳に湧いていた。「なぜ、彼女は自分と会いたがっていたのか」。いや、そもそもそれ以前に、「なぜ、彼女は自分の事を既に知っていたのか」。

「あの……座っても、宜よろしいでしょうか？」

　少女の声に、急に現実に引き戻される。

「ご、ごめん気づかなくて。どうぞ……いや、僕が言うのも変か？　いやとにかく、どうぞ」

　雨あま宮みや千ち歳とせは「ありがとうございます」と言って頭を下げ、優ゆう馬まの隣に腰掛けた。

　そして腰を浮かせ、少し距離をとったところに腰を降ろし、再び腰を持ち上げ、今度は少しこちらに寄ったところに腰を降ろした。

「え、と？」

　不思議そうに見つめる優ゆう馬まを見て、雨あま宮みや千ち歳とせの頰が赤く染まる。肌が雪のように白いせいで、紅潮するとはっきりそれと分かる。

「す、すみません。私、ずっと女子校だったので、パパ以外の男性と二人なんて初めてで……。え、と。こういう時、どのくらいの距離で座れば良いいのかな、って」

　そう言われてみれば優ゆう馬まの方も、年頃の女の子と二人きりなんて初めての経験だった。急に掌てのひらに汗が滲にじんだ。

「いや、まあ、このくらい……かな？」

　慌てて五十センチほどの距離を指定すると、雨あま宮みや千ち歳とせがその指示通りにちょこんと腰掛ける。

　思っていたより結構近かった。自分の体臭が急に気になってしまう……。

　一方の少女はというと、緊張しているのか、先ほどまでとはうって変わって、借りてきた猫のように静かになった。気まずい静寂に背中を押され続けて、優ゆう馬まはついに口を開いた。

「あの……、『会ってみたかった』って……」

　言った途端、恥ずかしさのあまり頰が熱くなる。自分から言い出すべき話題ではなかった。

「はい。あの、でも……」

　雨あま宮みや千ち歳とせの視線が優ゆう馬まの頰に移った。

「まずはちゃんと、謝らせてください。先ほどは、本当に……すみませんでした」

「あ、ああ。いや、本当に気にしないで。僕もあの時は失礼なこと言って。隊は違くても、上官に逆らうなんて、どう考えても僕が悪いし……」

「あのっ！」

　突然、大きな声を出されてびっくりする。

　千ち歳とせは胸の前で両の拳をぎゅっと握り、優ゆう馬まのことを真っすぐに見つめていた。

「私、本当はさっき、凄すごく感動していたんです！　仲間を見捨てる命令を出して、頭が割れそうなくらい悔しくて、悲しくて、苦しくて、息をする事も出来なくて……」

　その瞬間を思い出したのか、千ち歳とせの目尻に涙が浮かんだ。

「絶対に、もう駄目だって思いました。これまでも、何回も同じ光景を見てきたから……。でもっ、そしたら優ゆう馬ま君が突然、何の躊ちゆう躇ちよもなく戻って、仲間を助けてくれて！　それに、パンターまで……」

　頰を紅潮させ、生き生きと話していた千ち歳とせだが、突然、その顔が再び曇った。

「凄すごく……かっこ良かった。凄すごく感動して、本当は、ありがとうって言いたかった。でも私、それは……出来ないんです」

「出来ない？」

　千ち歳とせの青い瞳が優ゆう馬まを見て、小さくコクリと頷うなずいた。

「私、ここでは皆にリーダーとして扱あつかってもらっていて。だからちゃんと、怒っているように見せなきゃいけなかったんです。リーダーが命令違反に寛容になったら、チームがバラバラになっちゃうから。私、それで一度……多くの仲間を、失ってしまったから……」

「演技」。唐突に、その意味を理解できた気がした。

　雨あま宮みや千ち歳とせという存在は、本来、今目の前にいる、引っ込み思案で、むしろ大人しい性格の少女なのだろう。しかしチームを……いや、仲間達を守ために、その姿を封じ込め、無理矢理に厳しいリーダー像を演じているのだ。

　どれほど……辛つらい役割だっただろう。大切に思っている仲間を時に切り捨てる決断をし、悲しみや苦しみを隠し続け、たった一人で、全ての責任を背負ってきたのだ。

　それが分かった瞬間、優ゆう馬まは胸の中に、今まで感じたことの無い強い熱を感じた。それと同時に、頰が紅潮したのが分かった。「かっこ良い」。そんな風に思ってくれていたなんて、考えてもいなかった。気恥ずかしくて、顔を伏せながら口を開いた。

「いや、僕の方こそ……そんな、チーム全体の事を考えてくれていたのに失礼なこと言って、その上、逆ギレまでして……、本当にごめん」

　そっと上を向くと、千ち歳とせは目に涙を溜ためながら、しかし嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「じゃあ、二人ともごめんなさいで、仲直り、してくれますか？」

　優ゆう馬まの前に右手を出し、小指をそっと立てて見せた。

　少し子供っぽい「癖」なのかもしれない。千ち歳とせは自身の指を見た途端はっとして、恥ずかしそうに肩を竦すくめ、手を引っ込めようとした。

　優ゆう馬まは反射的に、千ち歳とせの小指をとって自分の小指に絡からませた。

　折れそうなほど細い指。確かな熱をもって二本の指が絡からまり合う。

　千ち歳とせはもう逃げようとはしない。代わりにその鼻から耳まで真っ赤に染めて、下を向いてもじもじした。

「じゃ、じゃあ、これで、仲直り、かな……」

「は、はい。これで、仲直り、です……」

　静かに指を離すと、肌に触れた空気が冷たく感じた。

　──少しの間。

　千ち歳とせが未いまだ赤いままの顔を上げ、優ゆう馬まに微ほほ笑えんだ。

「優ゆう馬ま君、本当に、大たい河がや佳か奈な子この言っていた通りの人でした」

「えっ？」

　再び不意に理解した。「なぜ、彼女は自分の事を知っていたのか」。普通に考えればそれだ。大たい河がと佳か奈な子こという（おしゃべりな）情報源がいたからだ。いつの間にか行われていたらしい欠席裁判。どんな事を言われていたのか気になって、思わず前のめりになってしまう。

　千ち歳とせは慌てて両手を振った。

「あっ、ち、違います。大丈夫です。良いい内容です。二人ともいつも言っていたんです。『優ゆう馬まがいてくれたら』って。困難にぶつかると、『優ゆう馬まがいてくれたら何とかなるのに』って」
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「それは、大げさだよ……」

　苦笑いを浮かべる優ゆう馬まに、千ち歳とせがぶんぶんと首を横に振る。

「私、気になって、ある時聞いたんです。その優ゆう馬ま君という人はどんな人なんだって。凄すごく優秀な人なんだろうなって。そしたら、二人とも笑って言いました。『優ゆう馬まより、総合ランクが低い人は見たことない』って」

　あいつら余計なことを……、と思うけれど事実なので仕方がない。実際優ゆう馬まの総合評価は、恐らく底辺の、そのまた底辺に近い所にあるに違いない。あまりに低いので途中からどうでもよくなり、正確な順位は、優ゆう馬ま自身も知らないほどだった。

「でも二人とも言ったんです。優ゆう馬まは絶対に仲間のことを見捨てないって。成績が悪すぎるのは、いつも仲間を助ける方ばかりを選択して、教官と衝突して、あっという間に点数が下がったせいだって。優ゆう馬まは本当は一番信頼されている、自分たちの『リーダー』なんだって」

　優ゆう馬まは驚いていた。まさかそんな評価をされていたなんて知らなかった。

「それで、私ずっと、その『優ゆう馬ま君』に会って、話を聞いてみたいなって思ってたんです。……それなのに、いきなりあんな事して……。最初から嫌われちゃったら、どうしようって」

「え、と……？」

　戸惑う優ゆう馬まの見る前で、自分の発言に驚いたのか、千ち歳とせが目を真ん丸に広げ、その頰を急速に赤く染めていく。慌てて下を向き、ほんの一瞬、その髪を梳とかすように触った。

「ご、ごめんなさい変なこと言って……。でも私、凄すごく憧れていたんです。仲間のために全力で戦って、仲間から厚い信頼を置かれるリーダーに……。私はむしろ、逆だったから……」

　間接的に「憧れている」と言われているような気がして、優ゆう馬まの頰が熱くなった。

　でも、目の前で悲しそうな顔をしている千ち歳とせを見て、その熱は一瞬のうちに冷めた。

「逆」だと千ち歳とせは言う。

　チームのために全力を尽くす千ち歳とせ。しかしリーダーとして「個」より「隊」を優先しなければならない彼女の事を、非情だとして、良く思わないメンバーも当然いるのだろう。実際自分も、こうして話す事が無ければそう考えていたかもしれないと思う。

　話題を変えようとした優ゆう馬まのことを、ふいに千ち歳とせが真剣な、切実な瞳で見つめた。

「優ゆう馬ま君、あの、一つ教えてもらっても良いですか？」

　優ゆう馬まは思わず頷うなずく。

「その……優ゆう馬ま君は、怖くないんですか？」

「怖い？」

「はい。普通、どんなに仲間のことを助けたいと思っても、やっぱり怖くて、もっと躊ちゆう躇ちよしてしまうものだと思うんです。でも、優ゆう馬ま君の姿からは、そういうものをあまり感じなくて。……優ゆう馬ま君は、何で、そんな風に出来るんですか？」

　掌てのひらの古傷がズキリと痛んだ。

　──あの日。

　後に『東とう京きよう臨りん海かいエリア同時多発テロ事件』、より一般的には『３・13』と呼ばれる事件が起きた日。優ゆう馬まの全ては変わってしまった。

『愛してる』

　そう言ってくれた母の言葉に見合う人間になる。……そのためだけに、生きて来た。自分を守ってくれた父と母のように、誰かの大切な命を守るということは、優ゆう馬まにとって、何より優先されなければならない責務だった。

　ただ……、その話を、初対面の千ち歳とせに言うのは気が引けた。

　上う手まく説明できる自信もなかったし、同情を引こうとしていると思われたくもなかった。

　優ゆう馬まは千ち歳とせから視線を外し、下を向いた。自分の心から、噓うそにならないよう幾つかの事実を間引くと、残ったのはあまりにも普通の回答で、優ゆう馬まは苦笑いを浮かべながら口を開いた。

「いや、凄すごく、単純な理由だよ。みんなと同じ。苦しんでいる人がいたら助けたいと思うし、悲しんでいる人がいたら、やっぱり助けたいと思う。本当に、ただそれだけ。なんだか、言ってて馬鹿みたいだね。つまらない回答でごめん」

　照れ隠しに笑う優ゆう馬まを見て、千ち歳とせは首を振り、どこか幸せそうに微ほほ笑えんだ。

　やがて千ち歳とせは立ち上がり、窓の方に向かった。

　何な故ぜか窓の外を、これまでとは違う鋭い視線で見つめた。

「優ゆう馬ま君……、意見を聞かせて欲しいです。あなたはこの世界、現実だと思いますか？　それとも、仮想現実だと思いますか？」

　唐突な質問に、優ゆう馬まが口ごもる。

「……ごめん。まだ良く、分からない」

　千ち歳とせは一度頷うなずいた。

「他の人にはまだ言わないでください。私は、ここは、仮想現実なんだと思っています」

　優ゆう馬まが驚いて千ち歳とせのことを見る。そこまで断定してくるとは思っていなかった。

　千ち歳とせの目が強い光を放っている。リーダーとしての目だった。

「いくつか理由はありますが、一番気になるのは、ファイント達。彼らの食糧です」

「食糧？」

「あれだけの個体数、しかも彼らはかなり大きい。それなのに、これまでの観察では、彼らが人間以外を食べているところを見たことがない。人間は私達以外、今のところ見当たりません。それでは明らかにエネルギー不足です。もちろん何かしらの仕掛けがあるのかもしれません。ただ、他の事象にも鑑かんがみて、そして今得られている情報から考えると、私はやはり、ここは現実の世界ではないのだと思います」

　優ゆう馬まが胸の前で小さく手を挙げる。千ち歳とせが目線で発言を促す。

「でも、遺体のことはどう考えてるの？」

　千ち歳とせが一度頷うなずいた。

「確かに、クライン・ボトルのＶＲ空間内で死亡と判断された場合、遺体がそのままの形で残ることはありません。……通常は」

　優ゆう馬まが頷うなずく。

「逆に残っているのは、ログアウトエラーが発生している時、だよね」

　しかし予想に反して、千ち歳とせは頷うなずかなかった。

「ログアウトエラーが発生した時──。確かに私も指導教官からそう教えられました。でもそれは、間違ってはいませんが、正確な答えではありません。優ゆう馬ま君は、研修中に配布されたＰＦとクライン・ボトルの説明書に目を通したことはありますか？」

「うっ」と優ゆう馬まの喉が詰まった。もちろん……読んでいない。

　ただそれは、優ゆう馬まだけの怠慢ではないはずなのだ。

　なぜなら説明書は約五百ページのものが七冊あり、しかも内容は小難しくて理解が出来ず、そして何より、研修をこなす上で必読の部分なんてほとんど無かったのである。

「第六編の百十二ページにあるのですが……」

　淡々と話す千ち歳とせにマジか、と思う。まさか全部覚えてしまっているのだろうか。

「プレイヤーの遺体が消失せず、正常なログアウトが出来ない場合の原因として最も考えられる事態は、生身のプレイヤーに、重篤な脳機能障害が起こっている、ということだそうです」

　心臓にヒビが入った。

　脳機能障害。具体的なその響きに身体からだの芯が冷える。

　しかも、死んでいった仲間全員に同じ症状が出ているということは……

「もしかしたら僕達の身体からだも……いや、脳も、今、大変なことになってるってこと？」

　千ち歳とせが少し考えてから、再び口を開く。

「大変なことになっている可能性はあります。すでにもうどうやっても死ぬ状況にある、というケースも十分あり得ると思います」

「そんな……」

「でも、今の私たちは正常に活動できています」

「ん？　あ……そういえば」

　確かに現時点で重大な脳障害など起こしていたら、そもそもプレイヤーとして十分な活動なんて出来ないに違いない。だとすれば──

「こちらの世界で死んだ瞬間、生身の身体からだの、脳が壊れる？」

　千ち歳とせが沈痛な顔をして頷うなずいた。

「そう考えると、教官たちの中に、自殺した人達がいたことも納得できます。こちらの世界で死んだらログアウトするだけのはずなのに、自分を罰するかのように死んでいった中隊長達。彼らの行動から考えると、この世界で死んだ後、普通に帰還できるなんてことはとても考えられません。ここからは勝手な想像ですが、私たちはやはりこちらの世界で死んだら死亡、あるいは、もう既にどうやっても死ぬ状況にあると考えた方が適切だと思います」

　凍り付く優ゆう馬まのことを、千ち歳とせの青い瞳が静かに見つめる。

「もう私たちが生きて戻れる可能性は限りなく低いのかもしれない。でも、もし、どこかに可能性を見み出いだすとしたら、私は一つの選択肢しか思い浮かびません。優ゆう馬ま君、プロジェクト・ファイアウォール、その元々の説明にあった終了条件を覚えていますか？」

　言われてはっとする。

　予想外の展開が続きすぎて、基本的なことを忘れていた事に気づいた。

「え、と。一つは全滅。もう一つは、既定のポイントに到達して、そこにあるマーカーを起動させる」

　そこまで言って、優ゆう馬まの頭に疑問が浮かんだ。

「でも、あくまでそれはノルマンディーを舞台としての話だよね？」

　千ち歳とせはその質問には答えず、上着のポケットからスマホのようなものを取り出した。中お隊と長なに配られている電子地図だった。千ち歳とせが頰を染めながら「こっそり、頂戴しました……」とボソボソ呟つぶやき電源を入れる。

　デバイスが起動し、現在地を中心とした地図が映る。

　画面には、ノルマンディーではなく、東とう京きようの地図が映っていた。

　啞あ然ぜんとして見つめる優ゆう馬まの視線の先、地図の一か所で、赤い光が点滅している。

「これ……」

　間違いない。マーカーの位置を示す点だ。

　千ち歳とせが頷うなずいた。

「マーカーは生きています。場所は……」

　窓の外を指し示した。

　その指の先に、空に向かって聳そびえ立たつ、一本の赤い電波塔。

　あまりにも有名な東とう京きようのランドマーク。

「東とう京きようキャンドル」

「ご、ごめんちょっと待って」

　優ゆう馬まの頭が限界を超えてミリミリ動く。

「でも、そもそも、ノルマンディーに上陸するって言うのも噓うそだったじゃない？　このクリア条件を達成したって、プログラムが終了するなんて保証はどこにも……」

　言ってから気づく、そんなこと当たり前だ。千ち歳とせだってそのくらい分かっている。

「私もそう思います。これは、勝手な期待が作り出した妄想に過ぎないと。でも、他に可能性があるかと言われると、正直私には思い浮かばない。それともう一つ……」

「何？」

「教官たちの何人かは、お台だい場ばが見えた瞬間、凄すごく驚いたそうです」

　そういえば後ご藤とう大尉もそうだった。

「恐らくお台だい場ばに上陸したのは、教官たちにも全くの予想外だったんだと思います。教官たちは何かしらの裏の意図をもって、ＶＲ上でノルマンディーに上陸しようとした。そして例えそれが多くの犠牲を伴う困難なミッションだったとしても、やはりこれまでの訓練通りマーカーを起動させ、このプロジェクトを終了させようとしていた。しかし、予想を超える事態、つまりはお台だい場ばに上陸するというショッキングな現実を見て、錯乱し、中には自ら命を絶つものまでいた。そう考えても良いと私は思います」

「つまり、雨あま宮みやさんは……」

「私は、東とう京きようキャンドルを目指して進むべきだと思います」

　腹の底が冷たくなった。

　心のどこかで、お台だい場ばにとどまっていれば、何とかやり過ごす方法も見つかるのではないかと思っていた。それを進軍するとなると、どれほどの犠牲が発生するのか想像もつかない。

「優ゆう馬ま君、見てください」

　千ち歳とせの指が示すレインボーブリッジを見て、優ゆう馬まの顔から血の気がごっそり抜けた。

　巨大な橋を渡って、ぽつぽつではあるが、ファイントがお台だい場ばに向かって来ていた。小型のものから大型のものまで……これまで見たことのない種類も多くいる。

「どんどん流入量が増えています。この様子だと、恐らく豊とよ洲す方面からも入ってきてる」

　これでは……近いうちに、お台だい場ばはファイントで埋め尽くされることになるだろう。弾薬にも限りがある。このまま大人しくしていたら、じり貧で全滅するのは間違いない。

　決断力のある千ち歳とせらしくないと思った。ここまで分かっているなら、すぐに出発すべきだ。

　優ゆう馬まが見つめる先で、しかし千ち歳とせは悲しそうに視線を落としていた。

「分かっています。行くなら、今すぐにでも出発すべきです」

「なら……」

「これまで私は、私の指示で犠牲がたくさん出るのを怖おそれて、出発できませんでした……」

　千ち歳とせの肩が、小さく震えている。

　その肩に……、どれだけ重い責任が圧のし掛かかかってきたのだろうか。彼女の決断は、仲間達の生死を直接左右する。

　千ち歳とせが顔を上げる。小さな笑顔になっていた。

「でも私、優ゆう馬ま君とお話し出来て、勇気が出ました。私も全力を尽くして、大切な仲間を守ります。優ゆう馬ま君みたいに出来るよう、頑張ります！」

　決意を固める千ち歳とせを見て、優ゆう馬まは思った。

　それは──、まずい。

　大たい河がの言っていた通り、ここにいるメンバー達は、強いリーダーシップを持った千ち歳とせの冷静な、時に冷酷にさえ見える判断があったからこそ、生き延びてこられたに違いない。

　これまでチーム全体にとっての最適な判断を下すことによって、メンバーを引っ張って来た千ち歳とせ。それが突然、全体ではなく、個人の生命に対して強い執着を発揮してしまったら、チーム内の統制が乱れ、全体にも各個人にも、不幸な結果が生まれてしまうのは明らかだった。

　優ゆう馬まは、そっと千ち歳とせの肩に両手を置いた。

　千ち歳とせが驚いて目を丸く広げ、頰を真っ赤に染めて優ゆう馬まのことを見る。

「それは、駄目だ」

「え？　……ど、どうしてですか？」

　上気した頰は一瞬で冷えきり、不安そうに優ゆう馬まを見る青い瞳が揺れる。

　優ゆう馬まは一度、塊かたまりのような唾を飲み込んだ。同年代の女の子に言うには、あまりに無責任で、あまりに残酷な台詞せりふ。

「君は、これからもチームのことを第一に考えるんだ。そうじゃないと、チームが上う手まく機能しなくなり、結果、犠牲はより増える。だろ？」

　千ち歳とせの目にじわじわと涙が浮かんできて、優ゆう馬まの胸が、罪悪感で潰れそうになる。

「そ、そんな……。そんなこと、言わないでください。もう、嫌なんです。仲間のことを見捨てる決断をするなんて。そんなこと、もうしたくない……」

　千ち歳とせの肩に置く手に少しだけ力を込めた。

「大丈夫。チームの人達は、僕が必ず守る」

　言うと同時、優ゆう馬まの心の中に強い決意が漲みなぎってくる。

　千ち歳とせが、信じられないものでも見るように固まった。

　そう。千ち歳とせのリーダーシップは、このチームにとって生命線だ。なら、仲間を守る役目の方は自分が担になえばいい。

「だ、駄目ですそんなことっ！」

　千ち歳とせから大きな声が上がった。

「仲間の救出に向かう人は、一番危険な立場になります。優ゆう馬ま君に、そんな役を押し付けることは出来ません」

「僕は、何て言われようとこれまで通りにやる。仲間は絶対に見捨てない」

　千ち歳とせはぐっと息を吞のみ、眉根を寄せて、真剣に優ゆう馬まを見続ける。自分のせいで、優ゆう馬まに残酷な役割を引き受けさせることになったのではないかと、その美しい顔に逡しゆん巡じゆんが浮かぶ。

「もちろん、僕ばっかりが大変な訳じゃないよ？　君も、これまで通りリーダーとして、チームのために頑張るんだ。でもこれからは、一人で頑張らなくて良い。僕が、君のことを支える」

　千ち歳とせが目の前に雷でも落ちたかのように硬直した。見開かれた瞳に、ジワリと涙が滲にじむ。溢あふれそうになるそれを、唇を嚙かんで堪こらえた。

　優ゆう馬まの中に、目の前の少女を愛おしく思う気持ちがこみ上がってきた。人差し指の背で、そっと千ち歳とせの涙を拭ぬぐった。

「泣かないで千ち歳とせ。これまで、一人で良く頑張ったね。大丈夫。これからは、もう一人じゃない。二人で一緒に頑張ろう？」

　優ゆう馬まに見つめられている青い瞳が大きく揺らめき、大粒の涙がボロボロと零こぼれ始めた。

　これまで一人で、一番辛つらい役を良く頑張ってくれたと思う。これからは、彼女の悲しい決断が減るように、自分も必死に努力する。

　声を抑えて泣く千ち歳とせの肩を撫なでながら、優ゆう馬まは心に強く誓った。
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　最後に勢いで「千ち歳とせ」と呼んでしまったけれど、これはこれからも継続して良いものなのだろうか。それともやはり「雨あま宮みやさん」に戻すべきなのか。いやいや、そもそも皆「シルフィ」って呼んでいるのに、一人だけ違う呼び方していたら、どう考えても変だよな……。

　などと優ゆう馬まが考えているうちに、千ち歳とせはチームの意志を迅速にまとめ、一個分隊、大たい河がや佳か奈な子こを含む十人の兵士が東とう京きようキャンドルを目指すことになった。一方、残りの約三十人のメンバーは、今のままお台だい場ばに残ることになった。

　残るメンバーは、お台だい場ばにいた方がまだ生存率は高いと考えていたし、その考えは、決して間違ってはいないと優ゆう馬まも思う。自分達は、万に一つの可能性に縋すがり、正しいのか間違っているのか分からないクリア条件を達成するため、これから恐らく地獄に向かうことになる。残るメンバーには、何とか生き延びて欲しいという気持ちしかなかった。

「ねえねえねえ。君、三日も一人で生き抜いてたんでしょ？　すっご！　あ。あたし？　あたしは三み橋はし都みやこ。皆にはアネゴって呼ばれてるの。酷ひどくない？　あたしまだ二十歳なんですけど？　世間でハタチって言ったら、おっさん達がそれだけで狂喜するピチピチの女の子だよね？」

　わはははは。

　お台だい場ばを発進した軍用車両のハンヴィーの中で、やたら豪快に笑うお姉さんが優ゆう馬まに手を伸ばして握手を求めて来た。「は、はあ」と曖あい昧まいに濁して手を握り返す。

　明るい茶色の髪は、肩まで伸びるセミロング。切れ長の涼しい目元に筋の通った鼻び梁りよう。背も百七十五と高く、黙っていればモデルのような美人なのに、先ほどからとにかく喋しやべる。そして時折、「女の子」というよりは「おっさん」のように豪快に笑う。

　本当はこの車両には、彼女ではなく勅使河原てしがわら真ま守もるという副隊長が乗るはずだったのだが、彼女が無理やり交代させていた。変なお姉さんだが、隊員達からの信頼は厚く、プログラムの成績も、世界累計で約一万位。一万位というとその凄すごさが分かりにくいが、テスト対象者十億人中一万位というのは、十万人に一人の存在ということになる。傑出した成績に違いなかった。

「おいおいアネゴ。ルーキーが引いてるぞ？　とても可愛かわいい女の子のセリフとは思えないね」

　ハンドルを握る若い男性が、ニヤニヤしながら後部座席に振り向いた。

　まっ金金に染め抜いた髪の毛を短く刈り込んでいて、見た目は完全にチャラ男というかちょっと怖い人のような印象もあるが、その眼まな差ざしは意外なほどに優しい。顔立ちも整っていて、アイドルグループとかダンスユニットに居そうなイケメンだった。

「うるさいなあ、アルヒは。ちゃんと前見て運転しなさいよね？　事故りでもしたら、アンタご自慢のジョニー君、握り潰すわよ？」

「おお……怖え怖え……」

　と言って笑う彼の名前は烏からす野や有ある火ひ。十八歳の高校三年生。とても一学年上には見えない。

　アネゴが優ゆう馬まの方にぐいと寄ってくる。メチャクチャにやにやしている。笑顔が顔からはみ出している。

「ねえちょっと。優ゆう馬ま君、うちの隊長の部屋に一人でお呼ばれしたんでしょ？　くぅ～っ。信じられない！　そんなこと初めてだよ！　ねえ、エッチなことしたの？」

「ごほっ？」

　と傾けていた水筒の水を気管に詰まらせた。

　気づくと、助手席に座っていた女の子まで、後ろを振り向いてじいっとこちらを観察している。ショートカットで、日本人形のような見た目の大人しそうな雰囲気。十六歳の高校一年生。

　その視線にアネゴが気づく。

「え？　何々？　小こ梅うめちゃんも気になる？　気になるよねえ？」

　小こ梅うめと呼ばれた女の子、真さな田だ小こ梅うめがうんうんと頷うなずき、最後に一言口を開く。

「名前で呼ぶの止めてください」

　何かコンプレックスでもあるのだろうか？

「やめとけやめとけ。またバカなこと言って。シルフィだぞ？　うちの隊長様だぞ？　ないないないない。太陽が西から昇る方がまだ現実的だぞ」

「えー？」と不満気なアネゴからブーイングを受けつつ、アルヒが今度は小こ梅うめの方を向いた。

「小こ梅うめちゃんも想像できないでしょ？　君のこと普段あんなにシゴキまくる鬼おに軍ぐん曹そう様だよ？　俺だってあの冷酷極まる性格さえ無ければ、ソッコーで彼女にしてイイコトしたいけど。百パーセント無理だね」

　話しかけられた小こ梅うめが真っ青になって震え出し、「名前で呼ぶの止めてください」と言った。

　何かトラウマでもあるらしい。

「でも優ゆう馬まくん、本当に何があったの？　君が行った後、シルフィったら突然『この世界は仮想現実の方だ』とか『東とう京きようキャンドルに行く』とか言い出すし」

「え、と。最初は、隊長の命令を無視したことを怒られて、その後、隊長の考えについて意見を求められました。その……チームに染まっていない、新しい意見を聞きたいとか……」

「ふーん。なーんだそんなことか。ちぇー。つまんないの」

　アネゴはため息を吐ついて頰ほお杖づえをつき、窓の外に目をやった。

　最後のところは今この場で適当に考えたものだが、まあごまかせただろうか。

　よく考えれば当然なのかもしれないが……千ち歳とせに対するメンバーの評価は、優ゆう馬まにビンタを見舞った、あのフロストバイターである雨あま宮みや千ち歳とせに対するものであるらしい。

　千ち歳とせは彼女の部屋で言っていた通り、他のメンバーの前では無理やりに冷徹なリーダーを演じきっており、その他の姿を見せていないようだった。

　恐らくだけれど……ずっと誰かに、本当の自分を知って欲しかったに違いない。新入りとしてやってきた「古ふる橋はし優ゆう馬ま」がもし彼女の役に立てているならば、それは嬉うれしい事だった。

　アルヒの言う「冷酷極まる性格」という評価は、優ゆう馬まの千ち歳とせに対する評価と全く一致しない。

　優ゆう馬まの見た千ち歳とせとは、仲間の犠牲を怖おそれてなかなか決断に踏み切れない弱さを持ち、しかしそれでもなお仲間のために自分の心を殺す強さを持ち、その一方で男性と指切りするだけで真っ赤になって固まるほど初う心ぶで、純朴な……心優しい少女だった。

「おい！　外、外見てみろ！」

　頭上から、つまりは車両の上の機関銃座から、「ボンゴ」こと中なか原はら文ぶん吾ごが血相を変えて下を覗のぞき込んできた。優ゆう馬まと同じ高校二年生、普段はスナイパーを担になっており、ジョイポリスで狙撃を行ったのも彼らしい。文学少年然とした優やさ男おとこの顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがんでいた。

　ボンゴに促されて、レインボーブリッジの方を眺めた面々は、全員同じように口をポカンと開けて思考停止した。

　沿岸部から、時折青白い繭まゆのようなものが、ゆっくりと海に向けて打ち上げられていた。

　大きさは、恐らくジャンボジェット機をくるんだくらいに大きい。離れているから遅く見えるだけで、実際のスピードもやはりジェット機のそれと同じくらいあるのだろう。不特定の位置から、ぼうっ、と見た目穏やかに、まるでタンポポの綿毛のように飛んでいく。

　しかし弧を描いて海に飛んでいく様は、正に砲撃そのものだった。

「どうりで後続が来ない……」

　アネゴの言葉に、皆呆ぼう然ぜんと頷うなずいた。自分達が上陸できたことも、そもそも奇跡に近かったのかもしれない。

　アルヒが苛いら立だちをぶつけるように、ハンドルを拳で殴りつけた。「訳分かんねえなマジで」と言ってポケットから煙草たばこの箱を取り出し、一本抜いて口に咥くわえる。

　あれ？　高校生じゃ……と思っていると、

「ちょっとアルヒ、この車禁煙だよ？　高校生もいるんだし」

　とアネゴが高校三年生に向かって言う。

「咥くわえるだけだよ、咥くわえるだけ。ったく。学校の教師より五う月る蠅さいんだから」

　アルヒが煙草たばこを咥くわえて肩を竦すくめた。

　下を覗のぞいていたボンゴがそのままスルリと降りてきて、順番通り、優ゆう馬まが銃座に上がる。

　曇ってはいるものの、暑くも寒くもなく、うららかな陽気だった。ただ、戦闘服が厚手のため、次第にジットリと汗をかいてくる。

　時折車に寄ってくるダチョウ型のファイント、インファントリーをＭ２重機関銃でミンチに変えていると、前の車両でも射手が交代し、千ち歳とせがひょこりと頭を出した。他のメンバーの多くが、ヘルメットもボディアーマーも「あんまし意味ないし重いし暑いし動きにくい」と言って外しているのに対し、千ち歳とせはそれに加えてゴーグルまでしている。後ろの車両の優ゆう馬まに気づき、綺き麗れいな姿勢で敬礼した。

　多分だけれど、千ち歳とせが完全武装なのは「リーダー」だからなのだと思う。

　真面目な学級委員長が、クラスで作ったもう誰も覚えていないクラスのルールを、模範たれと律りち儀ぎに守り続ける。そんな真面目さが千ち歳とせにはある。

　千ち歳とせは敬礼を解くと、その右手を降ろそうとして一瞬躊ちゆう躇ちよし……、胸の前で小さくひらひらと振った。

　目のいい優ゆう馬まには、千ち歳とせの口元が小さくはにかんだのも見えた。心拍数が跳ね上がり、胸が苦しくなる。まるで初めて窓ふきする子供のように、ぎこちなく手を振り返した。

　行程は予想を遥はるかに超えて順調で、大きな戦闘を行うこともなく、車は都と道どう四八四号沿いに進んでいく。豊とよ洲す市場が見えてきて、もしかしたらこのまま三十分くらいで東とう京きようキャンドルについてしまうのではないかと思った時、遠くを見ていた優ゆう馬まは何か小さな違和感を覚えた。

　あまりにも一瞬で、何が不自然だったのかも良く分からない。しかし次第に呼吸が苦しくなってきて、自分の直感が何かの異常を捉えたことを確信する。

　カメラで被写体を追うように、素早く焦点を変えていく。市場の巨大な白い壁。その屋根は、魚の背中のように銀色に輝いている。うす曇りの空。空に浮いている鳥。

　──目をこらす。鳥は、空に浮いていた。飛んでいるのではない。それどころか翼を広げることもなく、まるで何かに立っているかのように浮いていた。

　首筋の毛が逆立つ。座席に向かって叫んだ。

「十一時の方向、距離四〇〇、上空に羽ばたいていない鳥が浮かんでる！」

　すかさず望遠鏡を覗のぞいたアネゴの顔が──真っ青になった。

「ティーガー……」

　うわ言のように呟つぶやいた途端、優ゆう馬まに向かって鬼のような形ぎよう相そうで叫んだ。

「優ゆう馬まくん、前の車両に手信号送って！　ティーガー重戦車のブロックサインで！」

　訳が分からず優ゆう馬まが車両の上に戻ると、アルヒがハイビームで一号車を照らし、それに気づいた千ち歳とせがちょうど振り返ったところだった。

　千ち歳とせに例の鳥がいるところを指さす。

　優ゆう馬まにも状況が分かってきて、嫌な汗が背中に噴き出した。

　鳥は、何かにとまっているのだ。その「何か」が見えないのは、それが迷彩効果によって周囲の風景に溶け込んでいるからだ。しかし鳥がその上にいるのだとしたら、その「何か」は……相当に、「デカい」。

　優ゆう馬まが腕で「Ｔ」の文字を作った時、一号車の千ち歳とせの緊張がこちらにまで伝わってきた。

　千ち歳とせが下に向かって素早く何か指示を出し、一号車が急加速しながら右のウィンカーランプを点滅させる。「何か」のいる手前にＴ字路があり、そこに滑り込む算段だと理解する。

　二台のハンヴィーが猛然とエンジンを回転させ、一号車が横転ギリギリの角度で右折、そして優ゆう馬まの乗る二号車も全く同じ軌道を描いて右折した次の瞬間。

　優ゆう馬まの目の前でいくつかの事が瞬時に重なった。

　まず、曲がった先、つまりは安全なはずの避難先に、体育館の半分くらいはありそうなほどに巨大で、薄ピンク色をしたサソリのような何かが視界の全てを塞ふさいでいた。

　サソリは今まさに左のハサミを振り下ろすところで、当然その狙いは先に右折した一号車だった。その刹せつ那なの間に、優ゆう馬まは何か叫んだような気がするが、無常にもそのハサミは叩たたきつけられ、一号車の運転手がギリギリのところで直撃は避けたものの、ハサミの一撃は車の真横に落ち、艦砲射撃のような破壊音を上げた。

　地面が吹き飛び、まるで対戦車地雷を踏んだかのように、ガレキと共に一号車が空に舞う。

　そして銃座に座っていた千ち歳とせは、バレーボールのように軽々と宙に放り出された。

「千ち歳とせえええっ！」

　と優ゆう馬まが叫んだのと同時、二号車は右折しようとしていた車輪を無理やり直線軌道に戻し、四八四号線に車体をねじ込む。強烈なＧがかかり、優ゆう馬まは無意識のうちにそれに体をのせ、車外へとジャンプで飛び出した。

「噓うそだろっ？　飛びやがった！」

　という声を背中に受けて着地。優ゆう馬まがタボールを素早く構えてサソリの頭部、ファイント達に共通な、ツルツルした卵状のポイント目がけて引き金を引く。

　フルオートで三十発の弾丸を即座に打ち尽くし、素早くマガジンを交換して単射に切り替え次々に撃つ。

　効かないであろうことは百も承知だ。しかしサソリは優ゆう馬まの狙い通り、自身を攻撃してくる対象を第一目標に切り替えたらしい。優ゆう馬まの方に真っすぐ動き出した。

　優ゆう馬まは心の中で一号車メンバーの無事を祈り、後退を開始する。

　バックで戻って来てくれた二号車から、「乗れ乗れ！」という金切り声が響いた。

　優ゆう馬まの乗車とともに全速力で走り出したハンヴィーの目の前に、今度は別のサソリが現れ、その左のハサミを叩たたきつけてきた。

　まさに一号車と二号車が、もともと避けて通ろうとしていた怪物だった。

　車にしがみつくメンバーにお構いなく、アルヒは車体の右側面をわざとハサミにぶつけ、強引に左折した。サソリの腹の下ギリギリをトンネルのように突き抜けて、市場の門を突き破って中に突入する。左右を倉庫に囲まれた道をハンヴィーが猛然と駆け抜ける。

　雷鳴。

　鼓膜を吹き飛ばすような音が鳴り、しかし実際に砲撃で吹き飛ばされたのは自分達の耳ではなく、右前方の倉庫だった。濃度の高い深紅の炎が、べったりと建物を焼いていく。真っ黒な煙が空へと立ち昇り、巨大なキノコの形となった。

　コンクリートや金属片が雨あられと降り注ぎ、ハンヴィーの装甲が大きな音を立てる。

「あれが……」

　うわ言のように呟つぶやく優ゆう馬まに、アネゴが顔色を失なくして死人のように笑う。

「私たちにとってのケ旧ー大ニ戦ッ時ヒのスド・イテツィのー重ガ戦ー車だ。本物よりも、攻略は難しいと思うけどね」




　倉庫の陰をゆっくり走り、ティーガーから姿を隠しながら脱出の機会を探る。

　一号車のことが心配だが、焦あせって飛び出して自分達までやられたら意味がない。狙い通り最初に見たティーガーも倉庫街に誘い出すことには成功しており、取とり敢あえず一号車から引き離すことは出来ている。今のところはメンバーの無事を祈るしかない。

　二体の巨大サソリは倉庫街をウロウロ歩き、時折、痺しびれを切らしたかのように、尾の先端部から、青白い光を伴い砲撃を行う。

　その度に、ゼウスの操る雷撃のような轟ごう音おんと破壊とが起こり、見当違いなところを撃っていることが分かっていても、二号車の面々は恐ろしさのあまり全員首を竦すくめた。

　そして、それよりなお恐ろしいのが、次第に数を増やしていくインファントリーである。

　普段であれば通常装備で倒せる彼らではあるが、今銃器など使ったら、ティーガーに自分達の居場所がばれてしまう。車にヒタヒタ走ってついてきて、窓の中を覗のぞき込み、小首をかしげて窓を叩たたくインファントリーの不気味さは半はん端ぱなものではなかった。

「まずいな……」

　言ってアルヒが煙草たばこを咥くわえ直し、「まずいわね」と言ったアネゴが何な故ぜか小こ梅うめを見る。

　小こ梅うめが頷うなずいた。

　何が進行しているのか分からない優ゆう馬まの前を、するすると曲芸師のような軽い身のこなしで通り抜け、小こ梅うめは車両の銃座に登っていく。

「な、何するつもりですか？」

　驚いて見つめる優ゆう馬まに対し、「まあ見てなさいよ」と何な故ぜかアネゴは自信満々に答える。

　突然車両が小さく揺れて、正面五メートルくらいのところに小こ梅うめが音もなく着地した。

　次の瞬間、小こ梅うめは体勢を低くして、弾はじかれたかのような急加速で走り出した。流れるような動作で両の腰にそれぞれ手を当てると、刃渡り四十センチはあるマチェットを二本引き抜く。

　桁けた違ちがいの瞬発力。

　異変を察知したインファントリー達が顔を上げた時には、小こ梅うめは既に間合いに入り、刃を振り抜いていた。ほぼ同時に三つの首が宙に飛び、紫色の血液が弧を描く。

　歩兵インフアントリー達が牙を剝むき、小こ梅うめに群がるように攻撃を開始した。

　小こ梅うめは──、まるで舞っているかのようだった。

　時に鋭く斬り込み、時に柔らかく躱かわし、その動作の一つ一つが完璧なまでに美しい。

　小こ梅うめの振るカーボン鋼の刃は、まるでブドウでも薙なぎ落としていくかのように、インファントリーの首を次々に落とす。

　アリのように次から次へとたかられても全く動じることなく、敵の攻撃を紙一重で躱かわすや否や、カウンターの一太刀で適確に殺しまくっていく。四体同時に囲まれてしまった時も、まるで独こ楽まのように鋭く回転し、あっという間にその全てを片付けてしまった。

　剣技に加えて、体術も優れている。前蹴りで二体の敵を一度に弾はじき飛とばし、バランスを立て直そうとしているところを、瞬まばたきする間もなく解体してしまう。驚異的な近接戦闘力だった。

　既に小こ梅うめの戦闘服はインファントリーの血だらけで、何な故ぜか目を閉じているように見えるその顔は、紫色に濡ぬれ光っている。

　二十体ほど倒した時、インファントリー達がふいに揃そろって上の方を向き始めた。

　優ゆう馬ま以外のメンバーも初めて見る光景らしく、何をするつもりかと車内に緊張が走る。

『ギャッギャッギャッギャッ！』

　唐突にインファントリー達が鳴き始めた。

　音を出すことを避けるためにわざわざ小こ梅うめが出たのに、これではまるで意味がない。

　小こ梅うめが顔を真っ青にして、車内に駆け込んできた。

「す、すみません……」

　小こ梅うめが謝る中、アルヒが急発進。

　ほぼ同時に、今まで車がいたところに砲撃が炸さく裂れつし、巻き込まれた歩兵達が爆砕した。

「いやー小こ梅うめちゃん凄すごかったよ！　最高！」

　再びティーガーに追われるピンチな状況ながら、アネゴが励ますように小こ梅うめの肩を叩たたく。

　小こ梅うめが恥ずかしそうに少し赤くなり、「名前は止めてください」とモジモジ言った。

　驚いて小こ梅うめを見続ける優ゆう馬まを見て、アネゴがふふん、と鼻を鳴らす。

「優ゆう馬ま君凄すごいでしょ、小こ梅うめちゃん。彼女の家、古武術の道場してるんだって。近接格闘させたら小こ梅うめちゃんに勝てる人いないんだよ……シルフィ以外」

　なるほど、と優ゆう馬まが頷うなずいた時、建物をなぎ倒して、車の真後ろにティーガーが現れた。

　優ゆう馬まが素早く銃座に上がり、Ｍ２をティーガーに向けて発射する。

　装甲車さえ蜂の巣に変える重機関銃の弾丸。それがサソリの頭部に集中する。

　しかし効果はほとんど見られず、ティーガーの追撃は止まらない。

　優ゆう馬まが再び車内に戻る。

「優ゆう馬ま君、座って！」

　と叫ぶアネゴを無視して、ＲＰＧ携帯対戦車グレネードランチヤーを摑つかみあげた。

「優ゆう馬ま、無駄だ。そんなもの効かない！」

　叫ぶボンゴに「手伝って」と言い、無理やり銃座に引き上げる。

　グラグラ揺れる銃座の中で、迫りくるティーガーに狙いを定める。

「優ゆう馬ま、効かないってば！」

　と言いつつボンゴは、優ゆう馬まの胴体をしっかり支え、揺れから狙いのズレを防いでくれている。

　優ゆう馬まが、引き金を引いた。

　バシューッ、という音と共にロケット弾が発射され、ティーガーの左前方、近くの倉庫に直撃して爆発した。

「当たりもしなかった！」

　と天を仰ぐボンゴを優ゆう馬まは気にしない。狙い通りだった。

　優ゆう馬まが照準から顔を上げた、正にその時、悲鳴にも似た金属の軋きしむ音がして、炎を上げる倉庫が大きく傾いた。ボルトが外れ、ネジが弾はじけ飛び、鉄骨が崩落する。

　ティーガーが突如発生した金属の雪崩に足を取られた。車との間に距離が出来る。

「マジか、凄すげえ！」

　感嘆の声を上げるボンゴの肩を叩たたき、優ゆう馬まが叫んだ。

「ティーガーの近くにいるインファントリーを撃って！　でも殺しちゃ駄目だ！　死なないギリギリで。早く早く！」

「へっ？　な、何で……」

　ボンゴはしかし、優ゆう馬まの形ぎよう相そうに息を吞のむと、それ以上の追及を即座に止めた。座席からガンケースを取り出すと、Ｆ１のピットクルーのように中の銃を迅速かつ正確に調整した。

　完成された狙撃銃の名は、シグ・ブレイザー・Ｒ93・ＬＲＳ２。

　性能のみを追求した外観はあまりにも異様。銃というよりむしろ、高い狩猟能力と残ざん虐ぎやく性せいを持つエイリアンの模型と言われた方がまだ現実味がある。

　ティーガーの近くにいるインファントリーは二体。車両は走行中でどんどん的は遠くなる。動いている車両からの狙撃。しかも殺すのではなく瀕ひん死しにする、というおまけまで付けられる人間がいるとすれば、それはボンゴしかいない。

　照準を覗のぞき込んだボンゴは突然何かぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「水鳥の、立ちの急ぎに、父ちち母ははに……」

　ボンゴは射撃の時、万葉集の中から防さき人もりの歌を選んで諳そらんじる。

　条件付けだ。

　口ずさむ度、その集中力は極限まで研ぎ澄まされていく。もはやボンゴには周囲の音も聞こえていない。完全に銃と自分とターゲットだけの世界。

　照準がターゲットの下腹を捉えた瞬間、ボンゴは引き金を引いていた。「撃とう」と思いさえしなかった。鍛え抜かれたスナイパーの条件反射。もはや一種の脊せき髄ずい反はん応のうに等しい。

　撃つと同時、ボルトアクションで素早く排はい莢きよう、及び次弾を装そう塡てん。

「物も言のはず来けにて、今ぞ悔くやしき」

　再び神の操り人形と化し、息をするように自然と引き金を引く。

　ボンゴが照準から顔を上げて優ゆう馬まを見ると、ニヤリと笑って右手の親指を上げた。

　優ゆう馬まが今度はシートの方に向かって叫ぶ。

「車止めて！　すぐ止めて！」

「まじかよ！」

　と言うアルヒの声が上がったが、アネゴも「いいから！」と言って車を止めさせる。

　瓦が礫れきと化した倉庫をやっとのことで乗り越えたティーガー。その足元近くで、今まさに死の瀬せ戸と際ぎわにいるインファントリーが苦し気に身をよじる。

　鳴け鳴け鳴け鳴け。

　優ゆう馬まの祈りが通じたかのように、そのうちの一体が『ギャッギャッ』と鳴き始めた。

　次の瞬間。ゼウスの稲妻が落ちた。

　自分達にではない。

　再び車両の追撃を始めようとしていたティーガーに、だ。背中が爆砕し、肉片が飛び散る。巨体が異様な角度にへし折れ、炎と共に紫色の体液が噴き出す。

『ギイイイイッ』と苦し気な悲鳴を上げて手足をバタバタさせていたが、やがて炎が全身を包み、地面に倒れ伏して動きを止めた。

　せめて運動能力を削そげれば……と思っていたが、予想以上の幸運に、思わず右の拳を握る。

「よしＯＫ！　一号車の救援に向かおう」

　優ゆう馬まの声に反応し、車が再び動きだす。断続する爆破音に紛れ、静かに市場から脱出する。

「おいおい、噓うそだろ優ゆう馬ま！　ティーガー倒しちゃったよ！」

「ラッキーだったね。まさか直撃するとは思わなかった。ボンゴこそ流石さすが」

「ま、それが仕事だからな」

　ボンゴが笑顔で右の拳を突き出してきて、それにゴツンと自分のをぶつけた。

　二号車が最初のＴ字路にまで戻ってくる。

　廃車確定のハンヴィー一号車は、吹き飛ばされた割には倒れることもなく佇たたずんでいたが、そのぼろぼろの車体のところまで戻ってきた途端。優ゆう馬まは停車もまたずに飛び降りた。

　一号車ではたった今、副隊長の勅使河原てしがわらが、大たい河がのことを引っ張り出したところだった。

「大たい河が！　大丈夫か？」

　駆け寄って声をかけると、大たい河がが申し訳なさそうな顔で右手を挙げた。

「いやあ、身体からだ中メチャクチャ痛えわ。でも骨も折れてないし、休めば大丈夫そうだ」

「佳か奈な子こは？」

「ああ、ほら」

　大たい河がが指で示した先。既に救出されていた佳か奈な子こは、普段と違ってテキパキと被救出者達の手当てをしていた。

　ほっと胸を撫なで下おろす。

「ほら邪魔だ！」

　優ゆう馬まのことを肘で押しのけ、メガネのブリッジを上げつつ、勅使河原てしがわらが大たい河がを他の被救出者のところに連れて行く。

　車中にいたメンバーで救出されたのは大たい河がが最後で、大たい河が含めて全員が大けがはしていない様子だった。間違いなく奇跡だ。

　車中にいたメンバー……。

　もう一度被救出者を見渡した優ゆう馬まの呼吸が止まる。

　勅使河原てしがわらの胸元を突き飛ばすように摑つかんだ。

「おい！　千ち歳とせはどこだっ？　千ち歳とせがいないぞ！」

　勅使河原てしがわらは一瞬「誰だそいつ？」という顔をして、次の瞬間には顔を真っ青に染めた。

「くそっ」

　吐き捨てて優ゆう馬まが勅使河原てしがわらの胸を押しやる。流石さすがにあまりな態度だったが、溢あふれそうになる恐怖のせいで、そんなことを気にする余裕が持てない。

　優ゆう馬まは先ほど見た映像を頭の中で再生する。吹き飛んだ千ち歳とせ。飛ばされた方角を思い出す。

　市場の別のブロックに入り、当たりをつけた場所を見渡してみる。

　すぐ近くの芝生の上に、千ち歳とせが横になって小さく丸まっていた。

「千ち歳とせっ！」

　最悪な結末が頭に浮かび、叫んだ声は震えていた。

　駆けつけてしゃがみ込み、千ち歳とせのことを良く観察して……、心から安あん堵どの息を吐いた。

　千ち歳とせは目を閉じてはいるが、胸は規則的に上下している。受け身をとったのだろう、身体からだに大きな外傷も見当たらない。

　千ち歳とせからゴーグルとヘルメットを外し、小さく肩を揺する。

「千ち歳とせ。千ち歳とせ。大丈夫か？」

　長いまつ毛がかすかに震え、宝石のように美しい瞳が開かれた。

　ぼんやりした表情で、優ゆう馬まのことを見る。

「優ゆう馬ま、くん？」

「ああ……良かった……。うん。そうだよ。大丈夫か？　痛いところとか無いか？」

　千ち歳とせは一度小さく頷うなずき、そしてだんだんとその瞳に生気が戻ってくる。

「私、何を？」

「ティーガーに吹き飛ばされたんだ。覚えてないか？」

　突然。千ち歳とせの目に力が宿り、優ゆう馬まの腕の中で暴れるかのように周囲を見渡そうとする。

「ティーガー！　ティーガーは？」

「千ち歳とせっ。大丈夫！　大丈夫だから！」

　胸の中に強く抱き締しめ、千ち歳とせが暴れるのを許さない。

「大丈夫っ。一体はもう潰した。もう一体は、こことは別の区画を彷徨さまよってる。ね？　落ち着いて千ち歳とせ。今のうちに早く逃げよう」

「潰したって……」

　優ゆう馬まを見上げてくる千ち歳とせが、夢でも見ているかのように呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「とにかく今は早く脱出しよう。立てるか？」

　千ち歳とせは小さく頷うなずいた。

　優ゆう馬まが肩を貸して立ち上がらせると、ほぼ同じタイミングで二号車の面々が現れた。

「シルフィ！　大丈夫？」

　アネゴの問いかけに、千ち歳とせというよりフロストバイターが「大丈夫だ」とぶっきらぼうに答える。変わり身が早い。

　千ち歳とせが二号車の面々を見て口を開く。

「誰が死んだ？　重傷者はいるか？」

　感情の失うせた冷たい口調。フロストバイターの名に相応ふさわしい声音。彼女の本当の姿を知らなければ、その声が仲間の死を怖おそれて微かすかに震えていることに気付くのは難しい。

　アルヒが一度ポカンとして、そういえば、といった感じに口を開く。

「ゼロ……だな」

「……は？」

　千ち歳とせが場違いな冗談を聞いた時のように、アルヒのことを睨にらみ付けた。

「シルフィ本当だよ！　誰も死んでない。大怪け我がした人もいない」

　アネゴに言われ、千ち歳とせが驚いて目を丸くする。

　小こ梅うめが一度優ゆう馬まのことを見た。

「優ゆう馬ま先輩が囮おとりになって、一号車からティーガーのことを引き付けました。一号車の面々は車両事故によるダメージは受けましたが、その後ティーガーには追撃されていません」

　千ち歳とせが幽霊でも見るかのような顔で優ゆう馬まのことを見る。

「それだけじゃない！」

　ボンゴが嬉うれしそうに笑った。

「優ゆう馬まの奴やつ、ティーガーを一体仕留めたんだ！　凄すごかったなぁ。シルフィにも見せたかったよ」

　優ゆう馬まを見る千ち歳とせの目に一瞬涙が浮かんで、頰が真っ赤になり、フロストバイターから一瞬「千ち歳とせ」に戻ったけれど、何も言うことはなく、下を向いてしまった。

「そうか……。良くやった」

「『良くやった』じゃないよシルフィ！　ティーガーだよティーガー？　もっと褒ほめようよ」

　騒ぐアネゴを、再び上げた目線でフロストバイターが睨にらみ付ける。

「五う月る蠅さい黙れ。騒いでいる暇なんてない。すぐに脱出する」

　睨にらまれたアネゴはあまりこたえていない様子で「はーい」と言って肩を竦すくめ、優ゆう馬まが支えている方とは逆に回り、千ち歳とせに肩を貸した。







[image: 四　献身と盲信]

　一号車メンバーのダメージは決して小さかった訳ではなく、日も傾いていたこともあり、今日の行軍はこれで終了することになった。東とう京きようキャンドルまでの空間距離はそこまで遠くないはずなのに、時間距離はやはり、想像以上に遠い。

　幸いなことに市場にいたティーガーは、ゆりかもめ沿いに南の有あり明あけの方に去っていき、メンバーは晴海はるみ大橋南詰付近にあるライブホールをこの日のねぐらにした。

　屋上に二名の見張りを置き、あとの面々はあまり離れ過ぎないように、という緩い縛りのもと、人によっては小こ梅うめのように、パーテーションで即席の私室を作ってそこに籠るものもいた。

　食事を終えた男性陣は、大たい河がを除いてみな一か所に集まって、大貧民を開始した。

　今の時間の見張りはアネゴと小こ梅うめのはずなので、大たい河がも参加出来ない訳ではないはずなのだが、まあ大たい河がには佳か奈な子こという彼女もいるので、そこは皆で察することにする。

「はい、激シバ」とアルヒ。

「は？　何だよ『ゲキシバ』って？　柴しば犬いぬの一種か？」とボンゴ。

「俺も……知らない」とガンテツ。

　優ゆう馬まも知らない謎の言葉を呟つぶやいたアルヒに対し、ボンゴ、ガンテツの順に首を捻ひねる。

『ガンテツ』こと巌いわお徹とおるは一号車に乗っていたメンバーの一人で、身長一八六センチメートル、体重は一一〇キロ、十九歳の大学二年生で、アメフトをしているというのも納得の巨漢である。スポーツの性質上動きも素早いが、やはりそのずば抜けたパワーを買われ、機関銃手や砲撃手として活躍することの方が多い。目は線のように細く、誰も怒ったところを見たことがないそうで、大仏のような穏やかな顔をしている。

「激シバは激シバだろ？　同じマークで連続した数字が出された場合、同じマークの次の数字しか出せなくなるってやつ。今はスペードの８だから、次の人はスペードの９な？」

「いや、『な？』って言われても……初めて聞いたぞ……」

　副隊長の勅使河原てしがわら真ま守もる、通称「メシア」がこの世で一番のバカを見るような顔をして言う。勅使河原てしがわらは文武両道、顔も眼鏡の似合うインテリ系のイケメン、しかし敬愛するフロストバイターの言うことを右から左に流すだけ、ということでイエスマンからイエス、そこからメシアと呼ばれているらしい。本物の救世主に土下座して謝って欲しい。

　ボンゴが胡う散さん臭くさそうにアルヒを見た。

「お前、今勝手に自分ルール作ったんじゃないの？」

「いや作ってねえし。むしろ常識だし」

　どうやら大貧民というゲームには驚くほど多くの地元ルールがあるらしく、同じような会話が、今日だけですでに三回繰り返されていた。その度に一旦ゲームが中断され、ルール統一化のための会議が開催されている。

「は～。またかよ。やめやめ。やーめた」

　皆に非難の視線を向けられる中、トランプを投げ捨てたアルヒが両手を突き上げて大あくびをした。その手で顔をゴシゴシ拭ぬぐうと、今度は急に、いやらしい顔でニヤニヤし始めた。

「お前ら。俺たちの貴重な青春の時間をカードに割くなんて、馬鹿らしいとは思わないか？」

　ボンゴが不思議そうな顔をする。

「じゃあ何する？　他にゲームなんて無いぞ？」

　アルヒが「決まってる」と口角を釣り上げた。

「猥わい談だんだ」

　ぶほっ、と優ゆう馬まがお茶を噴き出す。アルヒが「汚ったねえ」と悲鳴を上げる中、男性陣は俄にわかに色めきたった。その反応に気を良くしたアルヒが続けて口を開く。

「お前ら、分隊の女の子達の中で、誰と一番エッチな事したい？」

　優ゆう馬まの頭の中に、千ち歳とせのはにかんだような笑顔が浮かんで、慌ててその肖像を頭から追い払う。何な故ぜかは良く分からないが、千ち歳とせのことをそういう目で見てはいけない気がする。

　問われた面々は、皆まるで銃を突きつけ合ったガンマンのようにじっとしている。それぞれ胸の内に弾丸を隠しているのは明らかだが、この膠こう着ちやくは誰かが破らないと終わらない。

　そしてそれを破ったのは、やはりというかアルヒだった。

「まあ、シルフィじゃね？　やっぱり」

　優ゆう馬まの心臓が跳ね上がった。周囲を見てみると、皆多かれ少なかれ頰を赤くしていて、跳ね上がった心臓がそのまま口から出てきそうになる。

　メシアが「フン」と鼻を鳴らし、苛いら立だたし気に腕を組んだ。

「下劣な……隊長をそのような目で見るとは……」

「いや、お前メッチャ元気になってるからな？」

　突っ込まれたメシアが慌てて内股になる。その様子を見て、アルヒがさも愉快そうに笑う。

「シルフィってさあ。好きな男には絶対デレるタイプだよな」とアルヒ。

「そうかぁ？」とボンゴ。

　アルヒが分かってねえなコイツ、という顔でボンゴを見る。

「間違いないね。二回目のデートで抱き締しめてキスしてやったら、三回目のデートには自分でゴム持ってくる女の子だね」

　優ゆう馬まの脳みそが爆発した。

　あの千ち歳とせを抱き締しめて、キス……。あの瑞みず々みずしい唇に自分の唇を重ねる。それを想像しただけで、死にそうなほど胸が痛い。しかも、ゴムっ？　あんな天使みたいな見た目の千ち歳とせも、好きな男性とはそういう事をしたいと思うのだろうか。

　そう考えたら、頭の中に、バスタオルを一枚だけ身体からだに巻いた千ち歳とせの姿が浮かんだ。頰を真っ赤に染めて、恥ずかしそうにその瞳を震わせている。透き通るように白い手が、小さなビニールの袋を丁寧に破く。中から哺乳瓶の先のような形をした、ピンク色のコンドームが現れる。千ち歳とせがそっとこちらに近づき、優ゆう馬まに向けてはにかみながら、静かに屈かがんで膝立ちになった。

　優ゆう馬まは慌てて頭を振った。

　それぞれズボンの位置を調整する男性陣を面白そうに見て、アルヒがニヤニヤ笑い出す。

「シルフィ、経験ないだろうからな。ソファに隣同士座って、おっぱいモミモミ。内ももをさすって、耳元で『千ち歳とせ』って囁ささやくんだ。それだけで間違いなくトロトロだね」

　だんだん胸がモヤモヤしてくる。たとえ想像であったとしても、こいつらの頭の中で千ち歳とせが「おっぱいモミモミ」されていることを考えると無性にイラつく。

　優ゆう馬まの隣で、ボンゴが顔を上げてガンテツの事を見た。ガンテツはいつも通りの大仏のような柔和な表情で、散らばったトランプを集めてくれていた。

「なあ、ガンさんはそういうの、あんま興味ないのか？」

「……いや」

　……。

「いや、そこで止まるなよ！」

　アルヒがずっこけた。

　皆の視線の全てを受けて、しかしガンテツは表情を変えず、トランプをケースにしまった。見えているのか疑いたくなる細い目を上げた。

「俺は……都みやこの事が、好きだから」

　……誰？

　という顔をしたのは優ゆう馬まだけではない。ガンテツ以外の全員が顔を見合わせる中、アルヒが突然手を叩たたいた。

「え？　マジ？　アネゴ？」

　ああ……と皆で思い出す。そういえばそんな名前だった。

　アルヒが顔の前で激しく手の平を振る。

「いやいやいや。無いでしょ？　アネゴ？　まあ確かに改めて見ると顔は良いいし、スタイル良いいし、おっぱいもデカいしだけど、あの性格は流石さすがにさ……」

　ガンテツがゆっくりと首を振った。

「都みやこは、本当は凄すごく優しい。皆のこと、いつも考えてる。あの性格も、半分は演技」

「えーっ？　噓うそだあ？」

　顔を顰しかめるアルヒに、何な故ぜかガンテツは優しく微ほほ笑えんだ。

　そういえば……と優ゆう馬まは思い出す。アネゴとガンテツは、確か同じ大学に通う同期生のはずだ。普段そんな素振りは見せないけれど、もしかしたら二人はここに来る前からの知り合いで、しかも普通の知り合いとは、少し違う関係なのかもしれない。

　そんな事を考えた時、ふと優ゆう馬まは、メシアが怪け訝げんな顔でこちらを見ていることに気づいた。

「なあ、優ゆう馬ま。ちょっと気になってたんだけど。お前、隊長のこと助けようとしてた時、千ち歳とせって呼んでなかったか？」

　あ、と声が出そうになり、慌てて優ゆう馬まは口元を手で覆った。そのまま何か考えているフリで顔を隠し続ける。頰が赤くなったことを悟られるわけにはいかない。

「いや……言ってないな」

「いや、言ったろ？」

「いや…………やっぱり言ってないな」

　これは駄目だ。押し切られる。仕方ない。優ゆう馬まは生いけ贄にえを差し出すことにする。

「そういえば、ボンゴの一番は誰なんだ？」

　すまんボンゴ。

　ボンゴは顔を赤くして下を向き、少しだけモゾモゾした。

「……小こ梅うめちゃん」

　おーっ、という低い歓声と、キャーッ、という黄色い歓声が同時に上がった。

　皆が驚いて振り返ると、アネゴが頰に両手をあてて、クネクネ腰をくねらせている。

「ちょっとあんたたち！　私抜きで何面白そうなことやってんのよ！」

　ゴジラのような横暴さで乱入し、アネゴが全員を混乱に陥おとしいれる。優ゆう馬まはその隙を見て、そっとこの場から脱出した。

　……静かな場所を探して歩く。

　何となく星が見たくて、ひな壇の後ろから二階に上がり、非常口へと向かってみる。

　──すすり泣くような声が聞こえた、気がした。

　行かない方が良いい気もしたが、どうしても気になって、ステージ裏の控え室のようなところを覗のぞき込む。

　中に、隣り合って座っている大たい河がと佳か奈な子こがいた。二人は、抱き合っていた。

　ヤバい、と思った。恋人の時間を台無しにしてしまう。

　すぐに去らねばと思うのに、急に緊張してしまって、足が上う手まく動かない。

「大丈夫。大丈夫だよ」

　大たい河がが佳か奈な子このことを優しくあやすように言う。佳か奈な子こは小さくしゃくり上げていた。

「私、怖いよ。もうずっとここに居たい」

　大たい河ががよしよし、と囁ささやく。

「自分が死ぬのも怖い。仲間が死ぬのも、もう見たくない。それに、一番、大たい河が君が死んじゃうかもって思ったら、私、もう身体からだが、動かない……」

「大丈夫。俺は死なない。俺が死んだら、誰がお前のことを守る？」

「でも……」

「俺、佳か奈な子こがこの前教えてくれたこと、びっくりしたけど、でも凄すごく、本当に、本当に嬉うれしかった。絶対に俺、これからずっと、佳か奈な子このことを守るから」

「大たい河が君……」

　突然声が聞こえなくなり、代わりに二人の荒い息と、湿った音が聞こえてくる。

　もうこれは駄目だ。とにかく脱出しようとしたその時、

「優ゆう馬ま君？」

　すぐそばに千ち歳とせが立っていて、話かけられた優ゆう馬まは凍り付いた。

　口をパクパクさせながら「しーっ」と人差し指をあてる優ゆう馬まを不思議そうに見て、千ち歳とせが驚くほど静かで素早い忍び足で近づくと、明らかに秘密のある控え室を覗のぞき込んだ。

　覗のぞき込んで──固まった。

　ゆっくりと、優ゆう馬まの隣に戻ってくる。耳まで真っ赤になっている。モジモジと身体からだを揺すりながら、それでもジロリと、優ゆう馬まを小さく非難するように見た。

「優ゆう馬ま君、あまり、ここにいるのは良くないと思います。と、とても、エッチです……」

「いや、むしろ離れたいんだけど、音立てずに歩くのが難しそうで……」

　それを聞いた千ち歳とせの顔から強こわ張ばりが抜け、なるほど、と一度頷うなずいた。

「それは、大丈夫だと思います。二人とも結構、しゅ、集中してそうですので……」

「りょ、了解」

　言うと同時、優ゆう馬まと千ち歳とせは揃そろって控え室を離れ、そのまま二階のバルコニーにまで出た。

　夜の空気は思ったより冷たく、背中を微かすかに震えが走った。

　空には優しい光の上弦の月。高層ビル群に光はなく、死んだような街の上空に、星が綺き麗れいに瞬またたいている。

　どちらから言うでもなく、二人はベンチに腰を降ろした。

　千ち歳とせが最初に腰を降ろした位置、前回指定した五十センチくらいの位置から、少しだけ優ゆう馬まよりに座り直す。二人の間が、三十センチくらいになった。

　驚く優ゆう馬まに向けて、千ち歳とせが頰を染めて微ほほ笑えんだ。

「二回目なので、ちょっと近くにお引ひつ越こし、しました」

　間違いなく赤くなった。でもそれを悟られたくなくて、曖あい昧まいに頷うなずいてから、優ゆう馬まは夜空に顔を向ける。

　胸の鼓動が収まらない。身体からだの外から叩たたかれている気さえする。

　このままでは本当に心臓が破裂して死ぬのではないかと思う。

「……前の時は、十人でした」

　唐突な千ち歳とせの発言の意味が分からず、優ゆう馬まが千ち歳とせのことをまじまじと見る。

　千ち歳とせは困ったような顔をして、しかし優ゆう馬まは、彼女が心の中では泣いている事に気づいた。

「以前、ティーガーと戦った時に、亡なくなった仲間の数です。上陸に成功していた三台の戦車シヤーマンも全て破壊されました。敵は一体だけだったのに、倒すことも最後まで出来なかった。結局皆で逃げて、ティーガーが去るのをじっと待っていただけ……」

　何て声をかけていいのか分からず、ただ唾を吞のみ込む。

「私、今日、大たい河がと佳か奈な子こが『優ゆう馬まがいてくれたら』って言っていた意味を、ちゃんと理解出来たと思います」

「ま、待って」

　千ち歳とせが青い瞳を優ゆう馬まに向ける。

「僕たちは、チームで戦ってるんだよ？　実際今日だって、アネゴが仕切ってくれたから二号車は上う手まく機能したんだし、アルヒの運転技術が無かったら皆やられてたし、小こ梅うめちゃんがいなければジリ貧でやっぱり全滅していたかもしれないし、ボンゴがいなければ、絶対にティーガーを倒すことなんて出来なかった。それに何より、チームの皆が自信を持って戦えるのは、千ち歳とせがいてくれるからなんだよ？　リーダーとしての千ち歳とせを信頼しているから。あっ……ごめん。勝手に名前、呼び捨てにして。『シルフィ』とか『隊長』って呼ぶよう、気を付けるね」

「嫌ですっ！」

　大声を上げた千ち歳とせがぶんぶんと首を振り、その剣幕に優ゆう馬まは呆あつ気けにとられた。

「あ、あのっ。私、千ち歳とせって呼んでもらえて、凄すごく嬉うれしいです。これからも、良ければそう、呼んでください……」

　最後急に尻すぼみになって、千ち歳とせが下を向いてしまう。

「うん……分かった。えっと、千ち歳とせ」

　顔を持ち上げた千ち歳とせの頰が、かああっと朱あかく染まる。

「は、はいっ」

　元気に返事をした後、嬉うれしそうに、優ゆう馬まに笑顔を見せてくれた。

　頰が急速に熱くなっていく。

　──普通……

　普通、何も思っていない相手に対して、名前で呼んで欲しいなどと思うだろうか。

　横目でちらりと千ち歳とせの顔を盗み見る。

　何か落ち着かない様子でそわそわしながら、地面の方をじっと見つめている。視線の先にあるブーツのつま先を、チョンチョンと突っつき合わせている。

　優ゆう馬まは自分の右手のすぐ傍そばに、千ち歳とせの手の温ぬくもりを感じた。

　三十センチしか離れていない二人の距離は、しかし手の位置だけでみたら、ほぼ触れてしまいそうな距離になっていた。

　やめろ、と思う。何を考えているのだ、と自分に問いただす。

　それなのに自分の手の動きを止めることが出来ない。

　嫌がられたらどうしようと、心の一部は既に負けに備えて泣き喚わめいているのに、どうしてもその衝動を止めることが出来ない。

　優ゆう馬まは、僅かに右手をずらした。

　本当に微かすかに触れるか触れないか。

　しかし、優ゆう馬まの右手の中指、薬指、小指は、千ち歳とせの爪の端っこの方に確かに触れた。

　千ち歳とせが目を見開いて優ゆう馬まのことを見て、優ゆう馬まがこの世で一番不ふ埒らちで破は廉れん恥ちで救いがたいほど馬鹿な自分を、心の中で罵ののしりながら手を引っ込めようとした時──

　千ち歳とせがそっと薬指と中指を動かし、優ゆう馬まの指の上に置いた。

　火傷やけどしそうなほどの温ぬくもりに、驚いて千ち歳とせのことを見る。

　鼻まで真っ赤に染めて、千ち歳とせが幸せそうに、優ゆう馬まに向かってはにかんでいた。

　二人は──、手をつないでいた。

　……胸が、もの凄すごく痛い。

　これまで生きてきた中で、感じたことのない痛みだった。

　でも、医者に診せるまでもなく、優ゆう馬まはこの感覚の名前を知っている。

　これが……、恋なのか、と思う。

　本当に苦しくて辛つらくて、それなのに……、決して失いたくない痛み。

　誰かのことを、こんなに好きになるなんて、想像したことも無かった。

　仲間を守るため、自分の心を殺してまで冷静で冷徹なリーダーであろうとする千ち歳とせのことを、優ゆう馬まは心から尊敬する。でも本当はその決断によって、誰よりも傷つき、心の中では泣いている千ち歳とせのことを、自分の命をかけても守ってあげたい。

　彼女の素直な笑顔を守るためなら、他の全てを犠牲にしても良いいとさえ思う。

「優ゆう馬ま君、普段学校に通っている時は、どんな学生さんなのですか？」

「え、と？」

　唐突に問われて千ち歳とせの方を見ると、千ち歳とせは逃げるように視線を逸そらしながら口を開いた。

「私……優ゆう馬ま君のこと、もっといっぱい、知りたいです」

　う……と息が詰まる。

　狙っている訳ではないのだろうけれど、この台詞せりふ……。

　とても千ち歳とせを見ていられず、優ゆう馬まも視線を外した。

「え、と……。そうだな……。やっぱり、普通の学生、かな」

「普通？」

　優ゆう馬まが照れ笑いを浮かべて頭をポリポリとかく。

「うん。勉強も運動も普通。『ファイアウォール』のための集中訓練のおかげか、今は自分でもびっくりする位、身体からだが動くけどね。あ、でもただ……」

　良いい所を見せたくて欲が出た。

「コンピューターについては、少し詳しいかも」

「コンピューター？」

　優ゆう馬まの中に、一瞬自分の発言に対する後悔が湧いたが、それを息と共に飲み込んだ。千ち歳とせには、彼女の言う通り、自分のことをもっと知って欲しいと思った。頰が熱く火ほ照てる。

「うん。……勉強してるんだ。具体的な仕事とかはまだ良く分かってないんだけど、将来は、サイバーセキュリティに関する仕事がしたいって、思ってるから」

　熱い息とともにその言葉が出た。恥ずかしさと共に、自分の正直な気持ちを吐き出した時の高揚感が優ゆう馬まを包んだ。

「え……？」

　優ゆう馬まの視線の先で、千ち歳とせは円つぶらな瞳を大きく広げていた。

「私も、同じです……」

「え？　本当？」

「は、はい……セキュリティの仕事に就きたくて、私も、勉強しています」

　思わぬ共通点を見つけて昂たかぶる優ゆう馬まの前で、しかし千ち歳とせは目を見開いたまま下を向き、むしろ困惑しているように見えた。

「ど、どうして、サイバーセキュリティなんですか？」

　問われた優ゆう馬まの喉がごくりと鳴った。傷きず痕あとの残る手を握り締めた。

　ここから先の話は、同年代の人間では、大たい河がと佳か奈な子こしか知らない。

　辛つらい記憶を思い出したくないという気持ちと、同情を誘おうとしていると思われたくないという気持ちのせいで、自分の口から話すなんて、考えたこともなかった。

　でもやはり千ち歳とせにだけは、聞いて欲しいと思った。

「……小さい時、両親が死んだんだ」

　千ち歳とせが銃で撃たれたかのように硬直した。優ゆう馬まは慌てて笑顔を取とり繕つくろう。

「あの、誤解しないでね？　昔のことだから、もうそこまで、悲しくはないから……」

　自分でも意識しないうちに言葉が尻すぼみになる。一度息を深く吸う。

「『３・13』の時、僕も両親も豊とよ洲すにいたんだ。父さんと母さんは、僕を守って、『レイン・ウォーター』にっ……『レイン・ウォーター』に、殺された……」

　胸が詰まって息をするのが辛つらい。勝手に震え出した唇を前歯で嚙かみ締しめた。

『レイン・ウォーター』。

　十五年ほど前、唐突に世間に現れたこの伝説的なハッカーは、仮想通貨強奪、企業や公官庁に対するサイバー攻撃といった犯罪行為を次々と行い、世間を震しん撼かんさせていた。

　その「レイン・ウォーター」が引き起こした史上最悪のサイバーテロ。それが、『３・13　東とう京きよう臨りん海かいエリア同時多発テロ事件』だった。制御を奪われた十三機の民間無人旅客機、及び撃墜に向かったはずの軍用機四機が、お台だい場ば、晴海はるみ、豊とよ洲すを中心としたエリアに次々と落下した。

　人口過密エリアに対する攻撃、しかも大規模な商業施設を中心目標とした攻撃による死者・行方不明者数は２万５千人。一方で事件を起こした当事者である「レイン・ウォーター」は、既にリアルにおける個人情報まで特定されているらしいのだが、どこにいるのか、今をもって逮捕されるには至っていない。

　優ゆう馬まは震える息で一度深呼吸した。

「だから僕、もうあんな事件二度と起こって欲しくないって思って……千ち歳とせ？」

　気付くと触れていた千ち歳とせの指は、病的なほどに揺れていた。

　驚いて千ち歳とせのことを見ると、その顔は月明かりの下でも分かるほど、真っ白に血の気が抜けている。青い瞳はその煌きらめきを失い、ガラス細工のように凍り付いていた。

「千ち歳とせ？　どうしたの？　大丈夫っ？」

　慌ててその肩を摑つかむ。

　千ち歳とせの呼吸は不規則で、ぜえぜえと肩が荒く上下している。まるで重病の患者のようで、生きているのもやっとという風にさえ見えた。

　千ち歳とせの瞳が、ようやく優ゆう馬まのことを捉えた。

「わ……私……。優ゆう馬ま君に、絶対に頼んではいけない役割を、押し付けた……」

「ど、どういうこと……？　仲間を、守るっていう役割のこと？」

　千ち歳とせが項うな垂だれるように首しゆ肯こうした。

　そして再び優ゆう馬まを見たその顔が、ゆっくりと泣き顔に潰れていき、大粒の涙が、白い頰を次々に伝い始めた。

「私、あの日、お台だい場ばにいたんです。パパが……父が、死んで、私は、助かりました」

　優ゆう馬まの目が見開いた。

　事件後すぐに都外に引っ越した優ゆう馬まにとって、初めて対面するテロの遺族だった。

　何て声をかけたら良いいのか分からず焦あせる優ゆう馬まの目の前で、千ち歳とせが嗚お咽えつを漏らしながら、再び口を開く。

「だから、私もそうだったから、少しだけ分かる気がするんです。優ゆう馬ま君、本当は……」

　千ち歳とせが苦しそうに、細い喉を動かした。

「本当は、一人だけ生き残ったことを……後ろめたく、思っているんじゃないですか？」




　黒く汚れた母のハンカチが、優ゆう馬まの心臓をそっと包んだ。




　瞬間。全身を串刺しにされたかのような衝撃がきた。

　猛烈な吐き気がこみ上げてきて、ベンチから逃げるように離れ、壁の傍そばで胃の中のものをぶちまける。中身だけではまだ足りず、えづき続けて、黄色っぽい胃液まで口から溢あふれ出だした。

　駆け寄って来た千ち歳とせが、泣きながら優ゆう馬まの背中を撫なで続ける。

「ごめんなさいっ。ごめんなさい優ゆう馬ま君。私、優ゆう馬ま君が仲間のことを守ろうとするのは、優ゆう馬ま君がそれだけ優しいからなんだって、勝手に思ってた。確かに優ゆう馬ま君は凄すごく優しい。でも、それだけじゃない……」

　涙に濡ぬれた青い瞳が、優ゆう馬まを真まっ直すぐに見つめた。

「優ゆう馬ま君は、秤はかりのもう片方に乗せているあなたの命を、あまりにも軽視している」

　頭が真っ白になった。言葉にされて、初めて理解できた。

　あの日、自分がさっさと買い物を終えていれば、両親は死ななかったはずなのだ。あの日、一番死ぬべきだったのは、間違いなく自分だった。それなのに、その自分だけが生き残った。だから両親の命に見合う人間になりたくて、今日まで必死に生きて来た。自分の命を懸かけることに、どんどん抵抗がなくなっていった。自分の命はいつの間にか、枯れ葉のように軽くなっていた。

　ふいに謎が解けた。恐怖を感じにくい理由。

　当然だ。だって、失われるかもしれない自分を、自分自身が大切に思っていないのだから。

「お願い、優ゆう馬ま君。もう無理しないでっ」

　千ち歳とせが縋すがるように、優ゆう馬まの腕にしがみ付いてくる。

「優ゆう馬ま君、もう十分頑張ってます。今の優ゆう馬ま君のこと見たら、ご両親きっと誇りに思う。でもきっと、それと同じくらい、悲しく思います」

　優ゆう馬まの目から、涙が溢あふれた。

「誇りに思う」と、父と母は、天国でそう言ってくれるだろうか。胸が熱く、締め付けられるように痛い。

　しかしそれ以上に強烈な衝動に、自身のコントロールを完全に乗っ取られる。

　思い出すのは、落ちたアイス。汚れたハンカチ。悲しそうな顔をしていたお母さん。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく……あの地獄の中で、自分を抱き締しめて盾になってくれた。

　自分のことが──、許せない。

「足りないんだ……」

　意図せず優ゆう馬まは、乱暴に千ち歳とせの手をはらった。

　心の奥深くに仕舞われていた感情が、そのまま言葉となって出た。

「母さんと父さんは、僕のせいで死んだ。僕は二人の、命に見合う人間にならなきゃいけない」

　千ち歳とせの喉から悲鳴のような嗚お咽えつが漏れて、その顔を両手で覆った。

　優ゆう馬まにはもう、その場から立ち去ることしか出来なかった。

　屋上の扉を開いた時、怨えん嗟さのようにさえ聞こえる千ち歳とせの呟つぶやきが風に乗ってきた。

「優ゆう馬ま君のこと、私が守る。絶対に、死なせない……」

　優ゆう馬まは扉を閉めて、その声から逃げるように、階段を駆け下りた。
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　翌日。

　優ゆう馬まは千ち歳とせに何か話しかけられるのを怖おそれていたが、元々リーダーに徹している時の千ち歳とせは極めて無口だし、加えて彼女も同様に思うところがあったのかもしれない。食事の時に顔を合わせはしたものの、話しかけて来るどころか、千ち歳とせは優ゆう馬まのことを一度も見さえしなかった。

　準備を整えたメンバーは、再び行軍を開始した。

　一号車は使い物にならなくなってしまったため、二号車に六人が乗り、その周囲を四人の歩兵が囲むように歩く。

　天気は昨日に比べて濃い曇り空で、雨が降り出しそうな空模様だった。霧も昨日のそれより濃く、視界がかなり悪くなっていた。

　分隊はアーチ状の巨大な橋を渡っていく。晴海はるみと勝かちどきとを結ぶ、長さ５８０メートルもある晴海はるみ大おお橋はしである。

　車の後部座席、右の端に座っていた優ゆう馬まは、橋の中心に差し掛かったころ合いで、窓から外を眺めた。

　視線の先には、懐なつかしい豊とよ洲す。

　かつてショッピングモールのあった爆心地は、現在では巨大な記念碑の設置された、大きな公園へと姿を変えていた。

　悲しい記憶が蘇よみがえり、優ゆう馬まは目元を手で覆った。他のメンバーに気づかれないよう、目を瞑つむったまま顔を伏せる。静かに両親と……そして多くの犠牲者達の冥福を祈った。




　橋を渡り終えて晴海はるみに入ると、急にファイントの数も増え、散発的な交戦が続いた。インファントリーに加え、時折パンターも出現した。優ゆう馬まの初めて見るファイント、「指揮官」という意味の名を持つ「コマンダント」は、手が四本であるところを除けばインファントリーにそっくりな形状だったが、身体からだの大きさがまるで違う。かつて博物館で見た体長８メートルのイグアノドンの模型と同じくらいの巨体で、正に恐竜のように見えた。

　もう一つ大きく変わったのが、街の見た目である。

　綺き麗れいに残っている建物など、もはや一つも見当たらない。

　ガラスは当然のように砕け散り、壁面には隕いん石せきでも衝突したかのような巨大な穴が散見された。酷ひどいものだと、まるで引き裂かれたかのように、ぱっくりと真ん中が消失している建物もある。中でも特にメンバーを驚かせたのは、高さ２００メートルに近い、晴海はるみアイランドトリトンスクエアの一棟が、根本からボキリと折れて倒壊していたことだった。

　この現状は、実は自分達が作ったものである。

　上陸作戦時において、艦隊から放たれたロケット弾や艦砲射撃の成果が、いま目の前に広がる廃はい墟きよだった。もともとノルマンディーに展開していたドイツの防衛線を叩たたくために行われた後方支援であったが、今や単にファイントの隠れ場所を増やし、はたまた車両の進行を阻害するだけの結果しか生んでいない。着弾により、道路のあちこちに大きな漏ろう斗と孔こうが空いていて、車両を捨てることになるのも時間の問題に思われた。

　一方、四日前までは実践の経験など皆無であった分隊メンバーであるが、行軍するその姿は既にベテランのそれになっている。四日という、日常であれば一瞬で過ぎ去る時間は、死に瀕ひんした命に強烈な密度での学習を強制し、全員を、瞬またたく間まに精鋭へと成長させていた。




　自分達以外の生存者を初めて見たのは、晴海はるみを通過し、勝かちどきに入り、勝かちどき駅前交差点に差し掛かった時だった。

　最初にそれに気づいたのはフロストバイターで、車の右前方を歩いていた彼女は左手を上げてハンヴィーを停車させると、ハンドサインを送って車の周囲にメンバーを集めた。車の右後方を歩いていた優ゆう馬まは、彼女の横顔を見ないようにして駆けつけた。

「生存者がいる」

　短く言ったフロストバイターに分隊メンバーは色めき立ち、彼女が指し示す先を見て、今度は全員が少なからず動揺した。

　交差点の北側。何体かのインファントリーの向こうに、恐らく三人、兵士が折り重なるようにして倒れている。周囲に点々と血が飛んでいて、ほとんど動きは見られないが、少なくとも一番手前の兵士は、時折その手足をモゾモゾ動かしている。

　ただかなり……厳しい状態に見えた。

「あっ。動いた動いた！　生きてる！　生きてるよ！」

　衛生兵である佳か奈な子こが、嬉うれしそうな声で囁ささやいた。

　優ゆう馬まが再び負傷兵の事を見る。

　何だろう。何かこう、言葉には出来ないが……、変な感じがする。

　フロストバイターからは何も指示が無い状態で、しかし佳か奈な子こはすでに救命道具の用意を開始している。もう救助に行くことしか考えていない。

　運転席からアルヒが降りてきて、たばこを咥くわえてリーダーに目を向ける。

「どうする？」

　フロストバイターが交差点の方を見る。

　取とり敢あえず敵は脅威度の低いインファントリーだけで、その数もそれほど多くはない。が、交差点付近の漏ろう斗と孔こうは酷ひどすぎて、とてもハンヴィーで駆けつけ回収、そして離脱という手続きは踏めない。ギリギリまで車で近づき、後は人の手で引っ張ってくるしかない。

　アネゴの提案で、アルヒとガンテツの二人を車に残し、遮しや蔽へい物ぶつとなる大きなコンクリの塊かたまりを渡って、もう少し近くで観察してみようということになる。

　フロストバイターを先頭に進み、分隊の面々が、交差点の反対側、南の位置に着いた。負傷者まで道路一本分しか離れていないが、何車線もある幅広の道路で、まだその距離は二十メートル近くある。ここからは兵士達のところまで、身を隠せるものは何もない。

　フロストバイターは遮しや蔽へい物ぶつから兵士たちを覗のぞき込み、その後周囲を念入りに確認している。

　恐らく彼女も、何か違和感を覚えているのではないかと優ゆう馬まは思った。

　一方で、負傷兵は既に限界が近そうだった。

　動く手足も、もはや何か意味を成すために動いているというよりは、動かすことそのものが目的であるかのように、時々壊れた人形のように動いている。

「シルフィ、まだなの？」

　詰きつ問もんするような強い口調で、珍しく佳か奈な子こがフロストバイターのことを睨にらんだ。

　睨にらまれた方も、珍しく驚いたように息を飲んだが、「黙れ」と言って、ボンゴの方を見た。

「何か見えるか？」

　ボンゴは高倍率のスコープを覗のぞき込み、まず負傷兵、次に周囲へと目線を走らせた。

「いや……大丈夫。インファントリー以外に敵の姿はない」

　フロストバイターが再び倒れている兵士のことを見る。そのこめかみを一筋の汗が伝った。

　佳か奈な子こに我慢の限界が来た。

「シルフィ。お願い行かせて！　まだ生きてるんだよ？　こうしている間に、死んじゃうかもしれないんだよ？」

「僕が行く」

　優ゆう馬まは静かに口を開くと、防弾チョッキから予備の弾倉を四本抜いて身体からだを軽くした。

　周囲のメンバー達は昨日のティーガー戦のこともあって、「やっぱりな」という様子で優ゆう馬まのことを見ていたので、フロストバイターがその顔色を失なくし、一瞬まるで泣き出す直前の少女の顔をしたことに誰も気付かなかった。

「駄目」

　冷たく言い放たれたその言葉に、分隊メンバーが驚いてリーダーのことを見つめる。これほどまで冷たい声を聞くのは、初めてのことだったのだ。

　そして千ち歳とせは、ゴーグルの向こうで一瞬痛みを堪こらえるような顔をして、首を振ってから、優ゆう馬まのことを睨にらみ付けた。呆ぼう然ぜんと千ち歳とせのことを見た優ゆう馬まが息を吞のむ。彼女の表情には、まるで命がけで野犬から子どもを守る、母猫のような決意が滲にじんでいた。

「シルフィっ！」

　佳か奈な子こが今にも泣き出しそうな目でリーダーに詰め寄る。

「信じられない！　シルフィのこと、信じてたのに……。インファントリーだけなんだよ？　それなのに助けに行かないなんて──。こんなに冷酷な人だったなんて、知らなかった……」

　怒りで震える佳か奈な子このことを見て、千ち歳とせがぐっと息を吞のむ。

　佳か奈な子こはもちろん、彼女の今の発言が、千ち歳とせの最も深い傷を抉えぐっていることを知らない。

　千ち歳とせは何か言おうとしたのかもしれない。一度口を開き、しかし何の言葉を発することもなく、その口を閉じた。

　ゴーグルの反射の向こうで、千ち歳とせの青い瞳が揺れて、折れた。

「……分かった。でも、まず佳か奈な子こだけ。敵を掃射後に、まず佳か奈な子こだけで救助に向かう。助けられそうだったら追加の人を呼ぶ。ダメそうだったら帰ってくる。他の人はここに残る」

　大たい河がが千ち歳とせに詰め寄った。

「シルフィ頼む。俺を護衛に回してくれ。佳か奈な子こ一人に行かせられない」

　フロストバイターは首を振った。

「駄目。命令」

　尚なおも詰め寄ろうとする大たい河がを睨にらむ。

「それが受け入れられないなら彼らは見捨てる。生存の可能性は高くなさそうだし。敵は全滅させるから、少しの間は一人でも問題ない」

「問題ないならついて行ってもいいだろ？」

「駄目」

「何で？」

「……嫌な感じがする。なぜインファントリーは彼らに止めを刺さない……」

　実は既に、熱くなっている大たい河がと佳か奈な子こ以外の全員が、同じ疑問を共有していた。

　……罠わな。

　インファントリーがそんな物を使うなんて聞いたこともない。しかし万が一、ということはあり得る。……ただ、全滅させてしまえば、罠わなだろうが違おうが関係ない。そもそもの危険が除去されるのだから、その場合、大きな問題があるようには思えない……。

「分かった。まず私が行く。大丈夫。すぐそこだし。ファイントが追加で出て来たって、みんなのところにすぐ戻って来られる」

　はっきりと言う佳か奈な子こに、今度は大たい河がが狼狽うろたえる。

　こうなったら佳か奈な子こは頑固だ。大たい河がも「分かったよ」と言って渋々同意した。

　フロストバイターの指示に従い、全員が素早く武器の準備をする。コンクリの防御壁の後ろから、各おの々おのが銃口を敵に向けた。

「撃て！」

　分隊の銃火器が一斉に火を噴いた。

　やはり……千ち歳とせが凄すごい。類を見ない圧倒的な射撃速度と正確性を以もって、次々とインファントリーを撃ち倒していく。間も無く、最後の一体が地面に倒れ伏した。

「ゴーゴーゴー！」

　佳か奈な子こが鋭く遮しや蔽へい物ぶつを抜け出し、倒れている兵士に向かっていく。

　残された全員は、佳か奈な子こに近付くものがあればその瞬間に鉛玉をぶち込んでやると、それぞれが血走った眼めで周囲を警戒し続ける。

　佳か奈な子こが兵士の元に辿たどり着つき、素早くしゃがんだ。

　手前の兵士の腕が、ピクピクと動いている。

　その時……優ゆう馬まはふと、負傷兵の肘に、何か極めて細い、キラキラしたものがくっついている事に気付いた。

　優ゆう馬まは……照準から目を離した。佳か奈な子こを、そして負傷兵の事を見た。

　何な故ぜか自分の手が震えている。何な故ぜか喉が、カラカラに乾いている。

　負傷兵は相変わらず、まるで動くことそのものが目的であるかのように動く。

　微かすかに光っている何かが震え、それに合わせて負傷兵の腕が動く。

　それは、まるで、ルアーを動かす──




　糸




「佳か奈な子こっ！　離れろおおっ！」

　叫んだ。その声が届くまでの、線のように細い時間の中、

　佳か奈な子こがすっと立ち上がった。

　急にこちらに振り返り、その脚に全力を込める。右の腿ももを振り上げて、一歩踏み出した。

　唇を強く嚙かみ締しめていて、その目じりから涙が溢あふれた。

　──佳か奈な子こが踏み締しめた地面が、突如陥没した。

　まるでコンクリートの下に空間が出来たかのように、べチャッと道路がへこみ、中からマイクロバスほどもあるアリジゴクのような生き物が飛び出してきた。

　上空に跳ね飛ばされた佳か奈な子この右の腰に顎あごのハサミで食いついたソレは、そのまま佳か奈な子この右肩まで一息に切断した。

　佳か奈な子この右腕が、赤い軌跡を描いて宙を舞った。

　大たい河がと優ゆう馬まが何か叫び、一番初めにすべきことを思い出したボンゴが素早く銃撃する。しかし青ざめて震えるボンゴが放った弾丸は、三発のうち一発しか当たらなかった。

　陥没した穴の脇、倒れていた兵士達の傍そばに佳か奈な子こが落下し、怪虫は再び穴に戻っていく。

「佳か奈な子こオオオオッ！」

　血を吐くように叫んで飛び出した大たい河がの眼前に、巨大な角のような、あるいはトゲのようなものが飛来して、衝突事故のような破砕音と砂すな埃ぼこりを上げた。

　メシアが急いで倒れた大たい河がの首根っこを摑つかみ、遮しや蔽へい物ぶつの後ろに戻し、同時に空に銃を向ける。

　熊ほどもある赤い蜂のような生き物が五体上空を飛んでいて、尻から突き出た針というよりは角のようなものをこちらに射出した。

　アネゴに頭を抑えつけられた優ゆう馬まのすぐ横に、角が直撃する。

　上陸の際、ヒギンズボートに突き刺さったあの角だった。

「シュトゥーカ！」

　アネゴが空を睨にらみあげ、旧ドイツの爆撃機の二つ名を吐き捨てた。

　突如ハンヴィーの方からＭ２の射撃音と、それに続いてグレネード弾が飛来し、シュトゥーカと呼ばれたファイントが上空に飛び上がる。グレネード弾のうち何発かはアリジゴクの穴の中に落ち、虫の絶叫のような声が響いた。

　そして……聞く者の耳が潰れそうな、悲しい悲鳴が上がった。

「あああああアアアアッ！　熱い！　熱い！　痛いよおおっ」

　分隊の全員が、自分の腕を切り落とされた痛みを感じた。目に涙が溢あふれた。

「全員動くなっ！」

　悲鳴のような千ち歳とせの声を無視して大たい河がと優ゆう馬まが遮しや蔽へい物ぶつを超える。僅かに早く飛び出した大たい河がに衝突され、優ゆう馬まがよろけて倒れる。

　その大たい河がの腕を、メシアが摑つかんで元の位置に引っ張り込む。

　大たい河がが容赦のない右フックをメシアに見舞ったが、メガネを弾はじき飛とばされ、鼻血を出しても、メシアはその手を離さない。今度はアネゴも加わり二人で抑え込んだ。

　立ち上がった優ゆう馬まが佳か奈な子この元に駆け付けようとして、ボンゴと小こ梅うめに抑え込まれる。

「動くなっ！　絶対に出るな！」

　真っ青な顔の千ち歳とせが、手をブルブル震わせながら全員に命令する。

「ボンゴ全部落とせ！　全部落とすまで全員出るな！」

　指示を受けたボンゴが頷うなずき、照準を覗のぞき込む。

「ああああああああああああっ」

　今度の悲鳴は大たい河がから上がった。

　頭を狂ったように左右に振り、強く嚙かみ過ぎた唇から、吐血したかのように鮮血が溢あふれ出だす。

「佳か奈な子こっ！　くそっ！　頼むシルフィ、行かせてくれっ！」

　千ち歳とせはその大たい河がの顔を、思いっきり殴りつけた。

　優ゆう馬まの頭もメチャクチャだった。とにかく早く佳か奈な子こを連れ戻さなければならない。間違いなく重傷だ。出血量も半はん端ぱではない。でも今ならまだ──助かるかもしれない。

「千ち歳とせっ！　行かせろ！　俺たちを行かせろ！　佳か奈な子こはっ、佳か奈な子こは仲間を助けに行ったんだぞっ？　そんな奴やつ死なせられるか！　死んでも助ける！　絶対死なせない！」

　優ゆう馬まのあまりの剣幕に、千ち歳とせが一瞬ひるむ。

「昨日言っただろうが！　僕はもう大切な人を失いたくないんだ！　それに比べたら、僕の命なんて、どうでもいいんだよ！」

　その言葉に、千ち歳とせの瞳が見開かれた。真っ青な顔で……、優ゆう馬まの頰を思い切り殴った。

　もの凄すごいパンチだった。普段の千ち歳とせからは想像も付かない。

　脳のう震しん盪とうで一瞬意識が飛び、しかし殴られた頰の痛みで現実に戻る。

　千ち歳とせのことを思い切り睨にらみ付けた。

　この時、本当は千ち歳とせがどういう人間であるかを、怒り狂った優ゆう馬まに考える余裕は無かった。

　誰よりも、或あるいは大たい河がよりも、千ち歳とせは今すぐ佳か奈な子この元に駆け付けたかった。

　自分の甘さを呪のろっていた。この状況を、ずっと恐れていたのだ。

　千ち歳とせはこれまでずっと、血を吐くような思いをしながら、冷静に、冷徹に決定を下してきた。

　より多くの人数が助かる方。より隊にとって有用な人間が助かる方。

　切り捨てられる側に、どんなに人間として素晴らしく、助かるべきである人がいたとしても、千ち歳とせはその選択を過あやまたずに行ってきた。最終的に、犠牲がより少なくなるように。

　倒れている負傷兵を見たとき、千ち歳とせの理性は、彼女に彼らを見捨てるように進言した。そもそもほぼ助かりそうにない。分隊のメンバーを危険にさらす訳にはいかない。

　取るべき選択肢。しかし、取りたくない選択肢。

　昨日の優ゆう馬まとのやり取り以降動揺を続けていた千ち歳とせの心は、冷静さを失い、初めて理性にノーを突き付けた。

　そして、結果がこれだ。

　仲間のために冷徹になると決め、そしてその誓いを、自分を甘やかすために破った報い。

　死ななくて良かったはずの仲間が死ぬ。

　もうこれ以上、何があっても誰も死なせない。

　しかし頭に血の上った優ゆう馬まには、目の前にいる千ち歳とせが何を考えているのか理解できない。

「助けて……。痛い。痛い。まだ……死にたくない……」

　自分から流れ出る血の海で、苦痛に身をよじり、佳か奈な子こが涙を流す。

　……佳か奈な子この命は、自分にとって、自分のそれより遥はるかに重い……。

　優ゆう馬まの中に信じられないほどの力が湧き上がり、技術で締め上げている小こ梅うめの関節技を、強引にこじあけそうになる。アネゴがすかさず大たい河がから移り、二人掛かりで優ゆう馬まを止める。

「くそ。くそ。何で……」

　青ざめてうわ言のように悪態を吐くボンゴの弾は、シュトゥーカに一発も当たらない。焦あせりが焦あせりに拍車をかけている。

　佳か奈な子こが急に静かになり、全員、胃が凍るような寒気を感じた。

　佳か奈な子こは身体からだを転がしてこちらを向くと、残った左手を伸ばし、口を小さく動かした。

　大たい河がの名前を呼んでいるのは、誰の目にも明らかだった。

「俺さ……」

　突如ぞっとするような優しい声が大たい河がから聞こえて、隊のメンバーから血の気が失うせた。

「ちょうど昨日話してたんだよ。俺より、ちょっとでも長生きしてくれって。でもそうしたらさ、佳か奈な子こが泣いて『嫌だ』って。『絶対先に死なないで』って」

　大たい河がが顔を上げ、優ゆう馬まに向けて、困ったように笑ってみせた。

「だから、じゃあ、もう死ぬときは一緒だねって」

　大たい河ががメシアのアームロックから無理やり右の腕を外し、ホルスターから拳銃を引き抜くと、そのままメシアの顔に突き付けた。

　メシアが反射的に顔をガードした時には、大たい河がはもう既に遮しや蔽へい物ぶつを超えていた。

　優ゆう馬まが手を伸ばして大たい河がの方に向けたその先……

　走っていく大たい河がに、シュトゥーカのトゲが飛来する。

　左肩を抉えぐられて大きくよろけ、それでも走るのを止めない中、もう少しで佳か奈な子このところに到達する位置で、今度は右の脇腹を別のトゲが貫通した。身体からだにハンドボールほどの大きさの穴を開けられた大たい河がは、腹から壊れた水道のように血液を噴き出して、フラフラと右に歩き、それでも一度踏ん張って、佳か奈な子この方に一歩踏み出して……そして、崩れ落ちた。

　優ゆう馬まの頭は真っ白になった。

　アネゴがボンゴの肩をそっと叩たたく。真っ青な顔で、震える唇を開く。
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「大丈夫。あんたなら出来る。いつも通りにやればいい。一度深呼吸して」

　言われた通り深呼吸したボンゴが再びグリップを握る。

　考えるな。いつも通りだ。そう小さく呟つぶやいている。

「唐から衣ころむ、裾すそに取り付き、泣く子らを」

　静かに引き金を引く。即座に排はい莢きよう、次弾装そう塡てん。ファイア。排はい莢きよう、装そう塡てん。ファイア。

　墜おとされた仲間に気付き、残りのシュトゥーカが高度を上げ、激しく左右に身体からだを振る。

「置おきてぞ来きのや、母おもなしにして」

　そんな回避行動は今のボンゴに意味をなさない。当たるべくして当たる。

　五発の弾丸は、一度も外れることなく五体のファイントを地面に落とした。

「……クリア」

　ボンゴの呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきと同時、解放された優ゆう馬まが、まず佳か奈な子この元に駆け寄った。

　佳か奈な子この目は薄うつすらと開いていて、しかし、その目がもう、何かを見ることはなかった。どれだけ苦しかったのだろう。目から溢あふれた涙が、今もその頰を伝っている。

　優ゆう馬まの喉から、断末魔のような悲鳴が上がった。

　身体からだが不規則に震え、ゆっくりと、佳か奈な子この傍そばにくず折れた。

　止まらない涙を、目元ごと手で覆った。手を伸ばし、そっと佳か奈な子この瞼まぶたを下ろした。震える手で、大切な幼おさな馴な染じみの頭を撫なでた。必死に立ち上がり、今度は大たい河がのところに向かう。

　大たい河がは既に、アネゴによって抱きかかえられていた。

　大たい河がは──まだ、生きていた。

「優ゆう馬ま……」

　小さい声が、口から血液と共に漏れる。

　その目は自分にではなく空に向いていて、もう何も見えていないのだと分かった。

　優ゆう馬まは傍そばに屈かがみ、温かい大たい河がの右手を強く握った。声を聞くため、顔を近づけた。

「大たい河が、ここにいるぞ」

　大たい河がは一度小さく頷うなずく。

「佳か奈な子こは？　佳か奈な子こは、どうした？」

　優ゆう馬まの目から涙が溢あふれ、手の平で両目を強く押さえる。嗚お咽えつが漏れそうになるのを、必死になって堪えた。

「佳か奈な子こは……佳か奈な子こは、大丈夫だ」

　大たい河がを支えるアネゴの両目から、ボロボロ涙が溢あふれ出でた。

　大たい河がの手に力が籠り、その目が優ゆう馬まの方に向く。

「本当か？」

　大たい河がの手を強く、強く握り返す。

「本当だ。お前のおかげだ。お前のおかげで、一度も追撃されなかった。怪け我がしたところが悪くなかった。急所は外れてる。今、メシアが治療してるから、大丈夫だ。助かるぞ」

　大たい河がの目からも涙がポロポロ零こぼれて、首を何度も縦に振る。

　一度深く、苦しそうに息を吐いた。

「優ゆう馬ま、ありがとうな」

　大たい河がの手を握り潰しそうなほど握る。

「何がありがとうだ。礼は早い。お前も、結構元気そうだぞ」

　大たい河ががそうじゃない、と首を横に振る。

「優ゆう馬ま、お前、昔っから、噓うそ吐つけないよな」

　心臓が凍りそうになる優ゆう馬まの前で、大たい河がが優しく微ほほ笑えんだ。

「でも……、お前のそういうとこ……、大好きだよ」

「大たい河がっ！」

　涙が溢あふれて、大たい河がにすがり付く。

「ごめんっ。俺っ、ごめんっ……」

　涙を流す優ゆう馬まに再び首を横に振ると、大たい河がは大きな手で優ゆう馬まの手を強く握った。目から涙を絶えず流し、もう一方の腕で、優ゆう馬まのことを抱き締しめた。

「優ゆう馬ま、負けるな。お前は必ず……、必ず、生きて帰れ……」

「嫌だっ！　大たい河がっ。いくな大たい河がっ！」

　大たい河がが困った顔を浮かべ、そして一度、苦しそうに息を吸った。

　震える唇を歪ゆがめ、涙を流しながら、それでも優ゆう馬まに、笑ってみせた。

「優ゆう馬ま、今日までずっと……」

　見えていないはずの目が優ゆう馬まを見た。

「友達でいてくれて、ありがとう……」

　急に……大たい河がの身体からだが軽くなったような気がして、その手から、ゆっくりと力が抜けた。

　──大たい河が。

　両親を失い、塞ふさぎ込んでいた自分を、佳か奈な子こと一緒にいつも気遣ってくれた。身体からだは大きくなっても、心はずっと優しいままで……。昨日も生きていた自分を見て、「良かった」と言って泣いてくれた──

　……訳が分からないくらい、涙が止まらない。

「たいが……？　たいがあ。ああああああっ。大たい河があああああああっっっ！」

　大たい河がの肩を摑つかんで思いっきり揺する。しかしどうやっても、もうその身体からだに魂が戻ってくることはない。口くちの端はしから血を流し、しかし、まるで眠っているかのような、穏やかな顔だった。

　優ゆう馬まが地面に倒れ伏した。

　もう身体からだのどこにも力が入らない。ただ嗚お咽えつだけが喉から漏れ続ける。

「準備しろ。行くぞ」

　氷のような千ち歳とせの声だった。

　残虐な力が噴き出し、操られるように立ち上がる。

　怒りで爆発しそうな感情を無理やり抑え込み、千ち歳とせのことを正面から睨にらんだ。震える唇から涎よだれを垂らしながら、優ゆう馬まが口を開いた。

「墓を、掘る」

　千ち歳とせが首を振る。

「戦闘の音に気づいて敵がやってくる。そんな時間はない」

　優ゆう馬まの瞳が、怒りのあまり極限まで収縮した。

　あらんかぎりの暴言を吐こうとした瞬間、これまでよりも更に重い千ち歳とせのパンチが優ゆう馬まの顎あごを打ち抜き、今度こそ優ゆう馬まの膝が折れた。

　結局……墓を掘ることは出来ず、他のメンバーが大たい河がと佳か奈な子この遺体を建物の中に運び、隣に寝かせて手を握らせた。遺体袋に入れると二人一緒に出来ないため、車内にあった毛布を二人の上にかけて弔とむらった。

　分隊メンバー達は、今や敗残兵のような姿をしていた。

　特に優ゆう馬まの憔しよう悴すいの度合いは深刻で、もはや脳が思考することを完全に停止していて、絶え間ない吐き気にも襲われた。

　ボンゴも重要なタイミングで的を外し続けたことを悔やみ、誰が見ても戦闘を継続出来る在り様ではなかった。

　兵士としてはあり得ない態度ではあったが、皆何も言うことはなかった。二人のことを慮おもんぱかっていた部分もあったし、そしてもう一方では、自分達の心も同じくらい疲ひ弊へいしていた。

　電池の切れた人形のような二人をハンヴィーの後部座席に詰め込み、右前方をフロストバイター、左前方をアネゴが守りつつ進んでいたものの、築つき地じ市場まで来たところで、フロストバイターが車を止めた。

　今日これ以上進むのは無理、という判断だった。

　皆正直安あん堵どしていた。引き金を引くのさえ億おつ劫くうな気分だった。

　二階建てのファミリーレストランに入り、見張りに立つ二人以外のメンバーは、泥のような眠気に従った。まだ日はあったが、とにかく起きていることが苦痛だった。




　そのうち日が暮れて、再び夜になった。

　見張りに立つ優ゆう馬まがぼんやりと空を眺めると、昨日とほぼ同じ形の月が昇っていて、胸に微かすかな苛いら立だちが生じた。昨日と今日とで、優ゆう馬まの世界は全く変わってしまっていた。

　暫しばらくして、見張りの交代にアネゴが現れた。何も言わず、優ゆう馬まの肩をポンと叩たたいた。

　優ゆう馬まは定位置を離れると、店舗には入らずそのまま外を歩き始めた。

　アネゴが慌てて優ゆう馬まの腕を摑つかむ。

「ちょっと優ゆう馬ま君、何してるの？　危ないから、早く入りなさい」

　優ゆう馬まは困ったような顔でちょっとだけ眉を寄せる。

「大丈夫。少しだけ歩きたいんだ。そんなに離れないし、注意して歩くよ」

　許される提案ではなかったが、アネゴは暫しばらくの間優ゆう馬まの腕を摑つかみ、その顔をじっと見つめた後、「分かった」と言って小さなため息を吐つき、その手を離した。

「……ごめん」

「そう思ってるならやらないでよ。それでもやるんだったら、最初から謝らないで」

　アネゴは一度優ゆう馬まを睨にらんでからそっぽを向き、その後は優ゆう馬まのことを気にする様子を消した。

　小さく頭を下げてから、優ゆう馬まはゆっくりと歩を進める。

　夜の間にファイントが活動を停滞させるということはないので、現状が危険であることはいつもと変わらないはずなのだが、優ゆう馬まの心はいやに静かだった。

　恐怖もあまり感じない。

　まるでコンビニに買い物にでも行くかのように、ふらりと曲がり角も曲がってしまう。

　月の光が地上に影絵を作り、陰となっているところは、まるであの世の入り口であるかのように、深く暗い闇となっていた。

　大切な人が死ぬと、心はこれほどまでに壊れるのかと、優ゆう馬まは自分でも不気味になるほど客観的に思う。喜怒哀楽の調整が、極端に狂ってしまっている気がする。

「大たい河が……佳か奈な子こ……」

　ブロック塀の作り出す闇に向かって語り掛けてみる。

　優ゆう馬まの目から、静かに涙が落ちた。

　両親が死んで、祖父母のところに引き取られてからも塞ふさぎ込んでいた自分を、ずっと間近で支えてきてくれたのがあの二人だった。

　祖父母の家のすぐ近くに住んでいた二人は、しょっちゅう家に遊びに来てくれて、泊まっていってくれて……。最初の頃は、本当はそれが結構嫌で、一人にして欲しいと思うことも多かった。でも二人のおかげで、寂しいと思う暇も無かった。小学校以来、いつも三人一緒で、気づけば優ゆう馬まは、また笑顔になれるようになっていた。二人はいつの間にか、かけがえのない存在になっていた。

　そんな大切な二人が恋人になって、本当に、心から嬉うれしかった。

　二人には、これから幸せな未来が待っていたはずなのに。

　生き残ったのは、また、自分だけだった。

　……あまり遠出しないという約束なので、ファミレスの近辺をぐるりと回って戻ってくる。

　自分達が使っている出入り口とは逆側。二階の裏口が見えた。

　非常階段を上がって入る、窓のついた小さな部屋があった。到着した当初に安全確認だけした後は、砲撃の影響で一部損壊しているため、誰も使っていない所だった。

　大たい河がと佳か奈な子この幽霊でもいないかな、と馬鹿なことを考えた時、ふとその部屋から何かの気配を感じ、鍛えられた脳と身体からだが自動で警戒態勢に切り替わった。

　音もなく階段を上がり、穴の開いた壁からそっと中を覗のぞき込む。

　息を吞のんだ。

　中に、千ち歳とせがいた。

　本当に小さな事務所で、主な家具は三人分のデスクくらいしかない。壁には今月のシフトが書かれていて、二週間分くらい、誰がいつ出勤するかの予定で埋まっている。

　千ち歳とせは優ゆう馬まの覗のぞき込む穴と正対する位置に座っていた。

　目を閉じて、机に両手をつき、その手を静かに動かしている。

　見えない鍵盤を叩たたいていた。ピアノを弾いているのだと思った。

　千ち歳とせは……泣いていた。

　両目から涙を絶えず流し、しかしその手が止まることはない。

　この世のものとは思えないほどの美しさだった。

　月明かりに僅かに照らされた部屋の中で、千ち歳とせのプラチナブロンドの髪は、まるでそれ自体が発光しているかのように淡くきらめいている。彼女が身体からだを動かす度に、その周囲に燐りん光こうが舞うかのようだった。

　時折頰から零こぼれ落おちる涙がきらきらと光り、月の雫しずくのように見える。

　その動きが終わるまで、優ゆう馬まは息をすることも忘れてその姿に見とれていた。どれだけ時間が経たったのかなんて、まるで分からない。

　しばらく最後の鍵盤を押し続けていた千ち歳とせが、その両手を上げ、ゆっくりと顔に押し当てた。

　しゃくり上げて、嗚お咽えつを漏らした。

「大たい河が……佳か奈な子こ……」

　胸を締め付ける悲しい声。

　もちろん彼女が何を演奏していたのかなんて分からない。ただそれは、二人のために演奏されていたのだと分かった。

　顔を覆っていた千ち歳とせの両手が彼女の腕に回され、ぎゅっとその身体からだを抱いた。足も持ち上げ、まるで胎児のような姿で椅子の上に縮こまった。

　大粒の涙が頰に零こぼれる。

「パパ、お姉ちゃん……もう嫌だよ……。リーダーなんてしたくない。私には、無理だよ……」

　耳を塞ふさぎたくなるほどの、それは悲鳴だった。千ち歳とせの生の声だった。

　優ゆう馬まがごくりと唾をのむ。

　千ち歳とせがはっと顔を上げてこちらを見て、穴から覗のぞく優ゆう馬まと目が合った。

　突如ゴシゴシと袖で涙を拭ぬぐい、何も言わず椅子から立ち上がるとそのまま部屋の外に出て、優ゆう馬まなどいないかのように階段を降りてくる。

「待って千ち歳とせ！」

　優ゆう馬まを少し通り過ぎたところで、ピタリと千ち歳とせが止まる。

　止まってくれた。でも何て声をかけたら良いいのか分からない。

　優ゆう馬まの胸は押し潰されそうだった。自分は、裏切り者だった。

　千ち歳とせがその本心を打ち明けているのは、優ゆう馬まに対してだけなのだ。

　彼女のことを分かってあげられるとしたら、それは自分だけのはずなのに、大たい河がと佳か奈な子この死を目の前にして、優ゆう馬まは千ち歳とせに感情をぶつけた。

　千ち歳とせがゆっくり振り返り、しかし、その青い瞳を地に伏せた。

「泣くなんて、卑ひ怯きよう」

「え？」

　意味の分からなかった優ゆう馬まが戸惑い、千ち歳とせが顔を上げて今度は優ゆう馬まのことを見た。軽蔑と侮蔑と嘲あざけりが、引ひき攣つるような笑顔となって、べったり顔に張り付いていた。そしてそれは実際、優ゆう馬まではなく、千ち歳とせ本人に向けられていた。

「大たい河がと佳か奈な子こは私が殺した。泣く権利なんてない。優ゆう馬ま君に、見られたくなかった」

「そ、そんなっ」

　優ゆう馬まが千ち歳とせに詰め寄る。

「殺したなんて、誰もそんなこと思ってない！　殺したのはファイントだろ？」

　千ち歳とせの瞳にぶわっと涙が浮かぶ。

「私が、私が許可したから……。絶対、許可しちゃダメだったはずなのに。許可しなかったら、二人とも、二人とも死ななかったのにっ」

　優ゆう馬まを睨にらんだまま、千ち歳とせの目から涙が溢あふれ出でて、感情そのままにブーツで階段を踏みつけた。呼吸の音も不規則で、ぜえぜえと荒い息が漏れている。

「違う！　佳か奈な子こは、自分の意志で、佳か奈な子この人生を全うした。佳か奈な子こにあの時、助けに行かないなんていう選択肢はなかった。大たい河がも同じだ。どんなに無理だと分かっていても、大河に佳か奈な子こを助けに行かないなんていう選択肢はなかったんだ！」

　千ち歳とせは優ゆう馬まの言葉を否定するように、頑かたくなに頭を振る。

「でも、でもこのままじゃ皆死んじゃう！　私の命令のせいで、皆死んじゃう！」

　優ゆう馬まが千ち歳とせの肩を摑つかんで揺する。

「違う！　千ち歳とせのせいじゃない。千ち歳とせはリーダーとして良く頑張ってる。何で僕を頼ってくれない？　約束したじゃないか。二人で頑張ろうって。無理するなっ。無理しないで命令するんだ。仲間を助けるために、僕を使え！」

「え……？」

　千ち歳とせの瞳が凍り付く。やがて大粒の涙が頰を伝い、ついにその顔を両手で覆った。必死に堪えようとする嗚お咽えつが、しかし喉から零こぼれ出る。

「酷ひどい……酷ひどいよ……」

「な……？」

　混乱する優ゆう馬まの前で、千ち歳とせは彼女の顔を鷲わし摑づかみにするように握り、優ゆう馬まのことを睨にらみつけた。

「千ち歳とせ」である彼女から本気の怒りをぶつけられて、優ゆう馬まがショックで凍り付く。

「何でそんなこと言うの？　そんなこと、出来る訳ない……。そんなに、自分のことが嫌いなの？」

　千ち歳とせの頰を、止めどなく涙が伝い落ちる。全てから逃れるように、ぎゅっと強く目を閉じた。

「それなら、私の気持ち、返してよ……。返して……」

　千ち歳とせが何を言っているのか分からず、優ゆう馬まの頭はただただ混乱する。

　優ゆう馬まの胸の中で、どうしようもないほどの焦燥が荒れ狂った。後悔していた。

　千ち歳とせは、優ゆう馬まを含めた仲間達のことを何よりも大事に思っているのだ。その千ち歳とせの前で言うには、あまりに配慮を欠いた発言だった。

「違うんだ千ち歳とせ。ごめん、上う手まく言えなくて。でも僕、千ち歳とせに悲しんで欲しくないんだ。千ち歳とせの役に立てるなら、何でもしたいんだ」

　泣いていた千ち歳とせの肩が、突如びくんと、雷にでも打たれたかのように跳ねた。

　ゆっくりと顔を上げ、困惑した青い瞳でこちらを見て、そして震える唇を開いた。

「な、何で？　そんな……。私が、リーダーだから？」

　優ゆう馬まの喉がぐっ、と鳴る。頭が言い訳を考えようと凄すごい勢いで回転する。

　それを意思の力でねじ伏せる。

　誤魔化しては駄目だ。

　ありのままの気持ちを、言うべきだと思った。




「違う！　千ち歳とせのこと、好きなんだ！」




　自分でも驚くほど素直に言葉が出た。

　千ち歳とせの目が驚きよう愕がくに見開かれ、月の光でその青が濡ぬれるように光る。

　胸の熱さと苦しさを、そのまま言葉にして吐き出す。

「千ち歳とせのこと、大好きだ。絶対、千ち歳とせには幸せになって欲しい。大好きな千ち歳とせの、役に立ちたいんだ。千ち歳とせのこと、支えたいんだ」

　しばらく目を皿のようにしていた千ち歳とせは、「……あ」と小さく言い、突如その眉を八の字に寄せ、下を向いた。

「ご……、ごめんなさい」

　優ゆう馬まの胸が石でいっぱいになった。

　千ち歳とせは言うが早いか、階段を駆け下りていく。制止しようとした優ゆう馬まの右手のずっと先で、あっという間に地面に降り立ち、その姿が闇に溶け込んでいった。

　千ち歳とせの優しい、花のような匂いだけが残った。

　報われなかった想おもいが胸の中でとぐろを巻き、心をキツく締め上げた。

　…………振られた。

　頭の中は、それだけだった。

　ただ、それは仕方のないことなのかもしれないと、頭のどこかがぼんやりと言った。

　自分が大切に思っていない自分のことを、他人に好きになってくれということ自体が矛盾した話だ。

　しかし、振られるということが、ここまでショックなことだとは思っていなかった。身体からだに黒い穴が開いたような気さえする。このまま消えてなくなりたい気分……。

　優ゆう馬まは暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、いつまでもそうしてはいられない。緩慢に階段を降りていく。

　見張りのアネゴに帰還を伝えると、「ま、まあ良く頑張った！」と元気付けられた。

　……聞こえていたらしい。

　月を見上げる。

　まさか、大たい河がと佳か奈な子こが死んだ日に、好きな人に告白して、そして振られるなんて、一年前は想像もつかなかった。

　優ゆう馬まは建物の中に入り、もはや何も考えられない頭を横たえて、鉛のような目ま蓋ぶたを閉じた。
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　行軍の遅れを取り戻すため、次の日は空が明るくなると共に出発する。

　相変わらず微かすかに靄もやがかかっていて、天候もやはり変わらずの曇り空だった。

　ファイントの数はますます増加し、常時戦闘状況のようになっていた。

　予定では、汐しお先さき橋ばし交差点を左折し、浜はま離り宮きゆう恩おん賜し庭てい園えん沿いに海かい岸がん通どおりを南下するはずだったが、進行方向に二体のティーガーの姿が見えたため、環かん二に通どおり沿いを西に直進することになった。

　車両の護衛は四名に戻されており、左後方を守っていた優ゆう馬まが交代のため車内に戻る。

　戻る時、右前方を護衛するフロストバイターのことを見たが、彼女がこちらを振り返ることはもちろんなかった。リーダーに徹している時の千ち歳とせはいつもクールではあるが、今日はそれ以上に、彼女の周囲に優ゆう馬まに対する壁が作られているような気がした。もう昨日までの関係にも戻れないのかと思うと、やはり辛つらい気持ちがこみ上げてくる。

　頭を横に振る。集中しろと胸に言い聞かせる。ここは戦場だ。油断した瞬間、死神に肩を叩たたかれる。優ゆう馬まは深呼吸して自分の心を戒めた。

　入れ替わりに車から出てきたアネゴが優ゆう馬まと手をタッチした時、

「いや～、メンゴメンゴ」

　と言って片目を瞑つむり、舌をペロリと出してきた。

　何のことだか分からず、首を傾かしげて車に乗り込む。

「おい優ゆう馬ま、お前、シルフィに告って振られたってマジかっ？」とアルヒ。

　……分かった。

　ハンドルを握ったまま言い寄ってくる金髪を取とり敢あえず無視して、左前方の護衛についたアネゴのことを車中から睨にらみ付ける。ちょうど振り返ったアネゴと目が合ったが、アネゴは右手で小さく敬礼して「ごめん」と口を動かした後、また前方を向いた。

　優ゆう馬まの左隣でボンゴがそわそわと肩を揺らし、助手席の小こ梅うめが振り返って心配そうに優ゆう馬まのことを見てくる。

　優ゆう馬まが小さくため息を吐ついた。

「ああ、本当だよ」

　おー、という歓声が上がった。

「優ゆう馬ま、お前、まさかドＭだったなんて……」

　ボンゴが優ゆう馬まの肩に手を置き、理解者の目をして優しく微ほほ笑えむ。

　鬱陶しいのでその手を払いのける。

「まあ恋愛初心者にシルフィは難易度高過ぎだろ。そもそも見た目超Ｓ級のシルフィに、頑張ってＣ級のお前が挑むっていうんだから尚更だ」

　アルヒがタバコを咥くわえながら茶化すように言う。

　余計な御お世せ話わだと思っていると、小こ梅うめが一度アルヒのことを睨にらみ付けてから、優ゆう馬まのことを見た。

「優ゆう馬ま先輩、私は、ちゃんと自分の気持ちを伝えた先輩のこと、素敵だと思います」

　心配そうに励ましてくれる小こ梅うめに対し、優ゆう馬まが眉を八の字にして「ありがとう」と答える。その隣でボンゴがもの欲しそうに、ぐう、と喉を鳴らした。

　小こ梅うめが右前方の千ち歳とせのことを見る。

「私、千ち歳とせ先輩が優ゆう馬ま先輩のことを見てる時って、他の人に対するそれとはちょっと違う気がするんですけど……」

　アルヒが首をひねった。

「何だそれ、女の勘ってやつ？　俺には皆に等しく冷徹に見えるけどなあ」

　とりあえずアルヒとボンゴには、いかに千ち歳とせが優しくて思いやりのある女の子であるか力説してやりたいが、本人がそれを望んでいないのでそうする訳にもいかない。

　突如巨大な足音が響き、車の左前方からコマンダントがその巨体を現した。

　一番近いところにいたアネゴが安全圏へと距離をとり、すかさず小銃で攻撃する。つい今まで優ゆう馬まの隣に座っていたボンゴも、まるで機械のような正確さと素早さで車両の銃座に登り、Ｍ２の連射を敵の頭部に集中させた。

　フロストバイターが車両の周囲にいる三人に何か激しく指示を飛ばし、素早く車両に近寄ってくると、助手席の窓を強く叩たたいた。

「皆を回収してすぐ離脱！　ティーガーが三体来る！」

　車内の全員から血の気が失うせる中、動いている車両にガンテツ、メシア、アネゴが次々に入ってくる。メチャクチャ狭せまいが、そこに最後にフロストバイターが加わった。

　アルヒがアクセルを踏み込んだそのタイミングで、前方の道路に雷が落ちた。

　右に急ハンドルして、新鮮な漏ろう斗と孔こうをギリギリのところで躱かわす。

　建物をなぎ倒しつつ現れたティーガーが、ハンヴィーのことを物もの凄すごいスピードで追い始めた。アルヒが懸命に車体を左右に振って、ジグザグに走る。

「やばいやばいやばいやばい！　無理無理無理無理！　絶対逃げきれないから！　もう車両捨てて散らばった方が良くね？　てか後の二体どこよ？」

「五う月る蠅さいバカ」

　再び左の建物が砲撃を受けて爆砕し、そこから二体目のティーガーが現れる。

　大きく振るったハサミを車に叩たたきつけてくる。

　アルヒが再度右にハンドルを切って避けようとしたが、フロストバイターが突然ハンドルを摑つかんで、そのまま思い切り逆の左に切らせた。

　車両がハサミと本体との間ギリギリをすり抜け、ハサミの一撃による風が、砂嵐のように車両に吹き込んだ。続いて破砕されたコンクリートが榴りゆう弾だんのように車の装甲にぶつかってくる。

　アルヒがリーダーに文句を叫ぼうとした瞬間、先ほどアルヒが走り込もうとした位置が、砲撃で吹っ飛ばされて消滅した。三体目は、右にあったマンションを突き抜けて現れた。

「シルフィ、無理無理！　前やったみたいにやり過ごそう！　どっか頑丈な所に隠れて」

　アネゴが怒鳴り声をあげるが、轟ごう音おんの中、囁ささやき声ごえにしか聞こえない。

　フロストバイターが周囲を素早く見渡して、アルヒに目指す場所を伝える。

　高層ビルの並ぶ東とう京きようの街中でも、ひと際高く聳そびえ立たつビル。

　虎とらノの門もんヒルズだった。

　ハンヴィーが全速力で僅かにティーガーとの差を開き、逃げ込む場所を悟られないようにわざと少し手前で停車する。

　全員が蜘く蛛もの子を散らすように脱出したそのタイミングで、車両の近くに砲撃が着弾し、ハンヴィーは宙に高く舞った。

　分隊メンバーが這ほう這ほうの体で虎ノ門ヒルズに駆け込む中、ガンテツが一度振り返り、ＲＰＧを先頭のティーガーに向けて発射する。対戦車榴りゆう弾だんが適確にタマゴ型の頭部を捉え、炎がタマゴを包み込む。動きが止まった隙に、ガンテツも再び走り出し、ヒルズの中に入り込んだ。

　会議室の並ぶ五階まで上がり、部屋の窓やロビーから外を見渡す。

　ティーガーが獲物を求めて彷徨さまよう様は、まるでＳＦ映画で見た怪獣そのものだった。

　先ほど榴りゆう弾だんを受けた一体を若干の期待を込めて見たが、ここから見る限り他の二体と同様に元気に動き回っている。ダメージはあったはずだが、致命傷とはほど遠いらしい。

「これで大丈夫なの？」

　隣でスコープを覗のぞいているボンゴに優ゆう馬まが聞くと、「さあ」とため息を吐ついて肩を竦すくめた。

「ただの経験則だよ。まだ優ゆう馬まがこのチームにくる前に、一回ティーガーに襲われたことがあったんだ。で、その時に今と同じような方法でやり過ごした」

　以前千ち歳とせの言っていた、十人の兵士を失った時のことのようだ。

「なあ、優ゆう馬ま。前の時みたいに、何とかアイツら倒せないかな？　何か思いつかない？」

　もちろん言われるまでもなく考えてはいる。しかし今回は三体とも近くにいてお互いを認識しているので、先日のように誤射による同士討ちを狙うのは難しそうだ。

　優ゆう馬まが建物の中をウロウロしながら何か出来ないか考えている間、分隊メンバーはいつ砲撃が来るかもしれない緊張状態の中、窓にはりついて外を監視し続けていた。

　一時間、二時間と経たっても、ティーガーは一向にどこかに行こうとはせず、ヒルズの周辺を歩き続けていた。以前の時の話を聞いてみると、立ち去るまで六時間かかったらしいので、もしかしたら今日はこのままこの建物に缶詰めになるのかもしれない。

「よう優ゆう馬ま」

　窓から外を眺めていた優ゆう馬まに、アルヒが手を挙げて近寄ってきた。

　タバコを取り出して口に咥くわえ、優ゆう馬まと同じように窓枠に腰掛けた。

「しかし火、つけられねえのは寂しいもんだな。まあ禁煙出来て、身体からだにはいいかもだけどな」

「……そもそも高校生だよね？」

　優ゆう馬まが苦笑いするのを見て、「まあそうだな」と言ってアルヒも軽く笑う。

　窓の下を見る優ゆう馬まと、遠くの方をぼんやり見つめるアルヒ。二人の間に静寂が降りる。

　優ゆう馬まの目線の先には環かん二に通どおりがあるが、どうやら大規模な工事をしているらしい。相当な範囲に、工事中を示すカラーコーンや看板が立ち、恐竜のような姿の巨大な重機も並んでいる。

「なあ優ゆう馬ま」

「ん？」

「この世界で死んだら、やっぱり俺たち、死ぬのかな？」

　アルヒが遠くを見ながら、まるで昨日見た夢の話をするかのように言う。

「……分からない。けど……」

「けど？」

　優ゆう馬まの中にどす黒い力が込みあがってくる。

「もし本当にそうなのだとしたら、必ず生きて帰って、僕たちをこんな目に合わせた奴やつらのことを、必ず、全員殺す」

　優ゆう馬まの顔を暫しばらく見ていたアルヒは、徐ろにポケットに手を入れ、一丁の拳銃を取り出した。

　大たい河がの、銃だった。

「これ……」

　アルヒから受け取り、優ゆう馬まが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「何か、形であった方が良いいと思ってさ。持ってきたんだ」

　──たくさんの……たくさんの思い出が胸に溢あふれ、優ゆう馬まは左手で目元を覆った。

「大たい河がと佳か奈な子こは……きっと天国で、幸せになってるよ」

　アルヒが優しい声で言った。

　涙を流しながら、優ゆう馬まは何度も頷うなずいた。

「ああ。きっと、きっとそうだ」

　優ゆう馬まが答えたのとほぼ同時、大会議室から悲鳴が上がった。




　発砲音が響く中、優ゆう馬まとアルヒが銃を構えて会議室に駆け込む。

　数百人は入る会議室の反対側から、インファントリーが雪崩なだれのように入ってきているところで、その余りの異様さに優ゆう馬まの肝が一瞬で冷えた。

　机と椅子が並んでいるせいで、敵の進む速度も遅いが、それは逃げる方も同じ。ブリキの玩おも具ちやのようにガチャガチャ無機質に動く歩兵の大群が、分隊メンバーのすぐそこまで迫っていた。

　優ゆう馬まとアルヒが急いで射撃を開始する。

　しんがりを務めているのは千ち歳とせと小こ梅うめだ。

　優ゆう馬まはその光景に恐きよう慌こうを起こしそうになる。心を必死に抑えてトリガーを引き続ける。

　千ち歳とせが逃げるメンバーに何か指示を出し、自分も後退、そして構えて弾を撃つ。

　後退と攻撃が絶妙のバランスで繰り返されている。が、インファントリーの数が多すぎて、その距離がどんどん詰まっていく。

　千ち歳とせの身体からだを歩兵の腕が掠かすめる度、優ゆう馬まは身体からだの肉をむしり取られるような痛みを感じた。

「千ち歳とせ……くそっ。噓うそだろっ？　逃げろっ！　逃げろ！」

　勝手に口から零こぼれる言葉はもはやただの祈り。銃撃を続ける優ゆう馬まの網膜に、一瞬後に迫りくる最悪の可能性がちらついて消えない。

　逃げるメンバーは時折発砲しながら、必死に優ゆう馬またちの方に駆けてくる。

　多くの者がもたつく中、唯一小こ梅うめが軽業師のように机から机へと飛び移り、歩兵を次々と斬り捨てていく。彼女の存在がなければ、仲間の多くは既にインファントリーの波に飲み込まれてしまっていたに違いない。

　優ゆう馬まとアルヒは目を血走らせて、ピンポイントの単射で優先度の高い敵を削そぐものの、入ってくる数がとにかく凄すさまじい。ティーガーにばかり注目していて、これほどのインファントリーが集結していたことに気づきもしなかった。

　しんがりを務める小こ梅うめの顔にも、如によ実じつに焦あせりの色が浮かんでいる。

　斬り過ぎて切れなくなったマチェットを投げ捨て、予備の二本を腰から抜いた。

　もうこの二本が最後だ。

　優ゆう馬まとアルヒの位置までボンゴとメシアが辿たどり着つき、女性陣とガンテツの援護に回る。恐らく女性陣で固まっていたところの近くから侵入されたのだろう。千ち歳とせ、アネゴ、小こ梅うめの距離はまだ遠い。アルヒが後方の警戒に回る中、男性陣三人が必死に的を狙い続ける。

　メシアがネゲフで鉛玉の雨を降らせるが、撃たれたインファントリーが盾になってしまい、その押し寄せる波を止めることが出来ない。

　ボンゴに頭を打ち抜かれたインファントリーが、フラフラと死のダンスを踊り、小こ梅うめが乗っていた机に衝突した。

「「あっ！」」

　ボンゴは絶望の悲鳴を上げ、小こ梅うめは驚きの悲鳴を上げる。

　小こ梅うめがバランスを崩して床に転げ落ち、インファントリーが大波のように襲い掛かった。

「いやああああああっ」

　叫んだ小こ梅うめの腕を、アネゴが引っ張り立ち上がらせる。

　迫りくるインファントリーに次々と弾を撃ち込み……弾が切れた。

　急いでマガジンを交換しようとするアネゴに、インファントリーがアリのように群がっていく。アネゴの絶叫が上がった。

「くそっくそっくそっくそっ」

　ボンゴが目を血走らせて引き金を引き続ける。

　全員が死に物狂いでアネゴに取り付くインファントリーを撃ち落とそうとするが、アネゴに当たる可能性があるので上う手まく射撃できない。

　アネゴが最後、断末魔の声を上げ、ピンク色の波に吞のまれた。

　しかし次の瞬間、フロストバイターが誤射を怖おそれず、腫しゆ瘍ようのような見た目になった肉の塊に連続で弾を撃ち込んだ。

　ピンクの波が乱れ、その中から血まみれのアネゴが飛び出してくる。しかし髪の毛の端をインファントリーに摑つかまれ、その波に再び吞み込まれてしまう。

「おおおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうがして、全員の視線の先、何とガンテツがインファントリーの群れに突進して、そのまま中に飛び込んだ。

　誰も止めることなんて出来なかった。

　あっという間に群れに吸収されて……しかしガンテツは瞬またたく間まに、自力でその中から飛び出してきた。

　身体からだ中をインファントリーに嚙かみ付つかれながらも、その腕の中に、ぐったりとしたアネゴを抱いている。再び摑つかみかかってくるインファントリー。しかしガンテツは桁けた違ちがいのパワーでその首根っこを摑つかむと、地面に頭を叩たたきつけて即死させた。

　血ち塗まみれでふらつくガンテツの腕を、小こ梅うめが引っ張って後退させる。その三人を守るため、千ち歳とせがしんがりについて射撃を開始した。千ち歳とせだけでは到底保もたない。小こ梅うめがガンテツをけり出すように押しやり、千ち歳とせの脇を抜けて剣を抜く。

　突如。

　会議室に稲妻が光り、部屋の中心付近が爆砕した。

　確かめるまでもない。ティーガーの砲撃だった。

　爆発に巻き込まれた小こ梅うめの矮わい軀くが吹き飛び、千ち歳とせは反射的にその身体からだを追いかける。

「伏せろーッ！」

　後方を警戒していたアルヒが血を吐くような声で叫ぶ。

　直後、二発目の砲撃が会議室を襲った。

　落盤したトンネルのように、会議室の天井がガラガラと崩れる。

　優ゆう馬まはその目で、千ち歳とせと小こ梅うめが歩兵と共に、ガレキに吞のまれるのを見た。

　聞いたことのないほどの絶叫が聞こえて、しかし優ゆう馬まはそれが自分の口から出ていることに気付かない。粉ふん塵じんが酷ひどすぎて固形物のようになった空気を肺の中に押し込みながら、優ゆう馬まは千ち歳とせが吞のまれた位置にまで走り出す。

「千ち歳とせっ。千ち歳とせっ。噓うそだろ？　おい噓うそだろっ？」

　涙と鼻水が溢あふれて、顔が悲しみと絶望に潰れる中、優ゆう馬まが必死に千ち歳とせの痕こん跡せきを探す。

　崩れた会議室は、かつて幼い日に見た崩壊したショッピングモールの姿に重なり、否いや応おうなく死のイメージを突きつけてくる。

　いないいないいないいない。

「あああっ。噓うそっ。噓うそっ。噓うそっ。噓うそっ」

「優ゆう馬ま君……」

　安あん堵どか喜びか、涙が溢あふれ出だして、優ゆう馬まは声の位置に必死で駆け寄る。

　落石で出来た壁の一か所、床すれすれのところに、小鍋ほどの穴が開いていた。

　優ゆう馬まが覗のぞき込む。

　千ち歳とせがこちらを見ていた。

「千ち歳とせええ……」

　迷子の子供が親を見つけた時のように優ゆう馬まが泣き出す。

　ガチャガチャ何か動く音がして、千ち歳とせの側では、まだインファントリーが生きているのだと気づいて頭が狂いそうになる。

「千ち歳とせっ。待ってろ！　すぐ助けるからな！　すぐっ、すぐ助けるからな！」

　千ち歳とせがこちらに逃げて来られそうな場所を、血ち眼まなこになって探す。

　崩れた天井はうず高く積みあがり、まるで最初から壁として作られていたかのように、二人のいる空間に厳然とした境界を引いていた。

　……逃げられる場所が、ない。

　絶望が胸を黒く染める。

「千ち歳とせっ。必ず助ける。必ずっ」

「優ゆう馬ま君……優ゆう馬ま君……聞いて、聞いて」

　狂人のように髪を振り乱す優ゆう馬まに対し、千ち歳とせが何な故ぜか、子どもをあやす母親のように優しく小さく口を開く。

　優ゆう馬まがはっとする。千ち歳とせには何か考えがあるのだと気づく。

　急いで穴のところに顔を寄せ、五十センチ先くらいにいる千ち歳とせのことを見た。青い瞳が優しく優ゆう馬まを見つめている。

「千ち歳とせ、どうすればいい？　早く、早く教えてくれ！」

「聞いて……。優ゆう馬ま君、聞いて……」

　優ゆう馬まを宥なだめるように優しく言う。優ゆう馬まはそれがもどかしい。

　千ち歳とせが再び口を開いた。

　同時にその目から……涙が溢あふれ出でた。

「私ね……優ゆう馬ま君に、『支えたい』って言ってもらえて、凄すごく嬉うれしかった……」

「……は？」

　何を言っているのか分からない。頭がひたすらに混乱する。

「私、優ゆう馬ま君に、好きって言ってもらえて、本当は、凄すごく、凄すごく嬉うれしかった……」

　千ち歳とせの目から涙が止まらない。

　優ゆう馬まは千ち歳とせが何をしようとしているのか、唐突に理解した。




　告ゆい白ごんだった。




「おい噓うそだろ……。おい、止めろ。お願いだから……、止めてくれ」

　優ゆう馬まの胸が真っ黒に押し潰されて、押し潰されただけ涙が溢あふれ出だす。

　しかし千ち歳とせは再び「聞いて……」と優しく優ゆう馬まに微ほほ笑えむ。

　耳を塞ふさぎたい。鼓膜を破り捨てたい。

　でもそれは出来ない。最後に出来ることは、聞いてあげることだけだと頭のどこかが泣いている。

「私、本当は、凄すごく嬉うれしくて。でも……大たい河がも、佳か奈な子こも死んで。仲間もいっぱい死んで。それで、私だけ幸せになるなんて、怖くて、そんなこと出来なくて……」

　優ゆう馬まが馬鹿みたいに首をぶんぶん振る。

　涙が飛び散る。でもまたすぐに頰を流れる。

　千ち歳とせが泣いたまま、頰を少し赤く染めて、小さくはにかんだ。

「私、優ゆう馬ま君のこと、大好き。世界で一番、大好き。……お願い。最後に、手を握って？」

　穴に向けて、千ち歳とせが手を伸ばした。

　必死になってそれを摑つかむ。

　小さな手。

　戦場にあってはならないはずの千ち歳とせの手。

　温かくて、優ゆう馬まの目から涙が止まらない。

　握り合う手の先で、千ち歳とせの顔がくしゃりと潰れた。

「お願い優ゆう馬ま君、私の好きな優ゆう馬ま君のこと、許してあげて。大切にしてあげて。本当は……、本当は、私が支えてあげたかった。優ゆう馬ま君は素敵な人だよって。生きてくれているだけで嬉うれしいよって。ごめんね……ごめんね……。何も、してあげられなくて」

　火傷やけどしそうなほど熱い涙が頰を伝う。

「千ち歳とせ。最後なんて言うな。な？　大丈夫。必ず助けるから。な？」

　千ち歳とせはその言葉に幸せそうに微ほほ笑えんで、「うん、うん」と小さく頷うなずいた。

　優ゆう馬まが後ろを振り返り、狂人のように叫ぶ。
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「ＲＰＧ！　壁に穴を開けろっ！」

　ほぼ同時にメシアが優ゆう馬まを摑つかんで立ち上がらせる。

「準備出来たよ馬鹿野郎っ！　後はテメエが邪魔なだけだっ！」

　壁から引き離される優ゆう馬まが千ち歳とせのことを見ようと振り向く。

　千ち歳とせは変わらず幸せそうな笑顔を浮かべていて、穴の角度ですぐに見えなくなった。

「シルフィ！　小こ梅うめ！　なるべく端に寄れ！　伏せろよ！　行くぞ！　３、２、１」

　メシアが叫び、ガンテツが対戦車榴りゆう弾だんを放った。残りのメンバーが会議室から脱出する。

　轟ごう音おんと共に、出入り口から粉ふん塵じんが噴き出した。

　優ゆう馬まが中を確認もせず突入する。

　……壁は、崩れるどころか穴さえ開いてはいなかった。

「うわああああああああああああっ」

　慟どう哭こくする優ゆう馬まのことを、ガンテツが無理やり立たせて会議室から引きずり出す。

「皆、今すぐ逃げろ！　生きて、目的を果たせ！」

　もはや姿の見えない千ち歳とせの大声が響いた。

　直後、ロビーにティーガーのハサミが突き刺さった。建物を、登ってきたのだ。

　頭部がガラス窓からキョロキョロと中を覗のぞき込み、青白い光を放つ尾っぽの先が、窓から差し込まれた。

　分隊の残り、既に六人になってしまったメンバーは、つんのめりそうになる足を必死で動かして距離をとろうとして……青白い光が隊のほぼ中央に炸さく裂れつした。

　この世から音が消え、真っ白い光に全てが包まれた。

　痛みだ。身体からだの節々から軋きしむような痛みが生じ、それが世界の全てになる。

　優ゆう馬まの背中に、ふいに鉄棒で殴られたかのような鋭く重い痛みが走る。

　本能的に身体からだを起こそうとして、しかし身体からだの痛みが酷ひどすぎてそれが出来ない。

　やっと視界が色を取り戻し始める。空に雲が浮いていた。

　優ゆう馬まは、建物の外にいた。先ほどの砲撃で外まで吹き飛ばされたのだ。

　しかし地面ではない。建物の四階の外周に設置された、落下物防止用の柵に寝そべっている。

　突如視界に必死の形ぎよう相そうのガンテツが現れ、優ゆう馬まの襟えり首くびを摑つかんで引っ張った。音が良く聞こえず、ガンテツが何か叫んでいるが全然聞き取れない。

　そっちに走っていったら落ちる。

　頭が緩く思考を続ける中、ガンテツは落下物防止柵から地上に向けて飛び降りた。

　身体からだ中に生じる激しい痛み。どうやら木の上に落下したらしく、バキバキと断続的な音が聞こえてくる。

　優ゆう馬まの意識は……、暗闇の中に沈んでいった。




　目を開けると再びの空。しかし先ほどより、若干暖色を増していた。

　鼻血が喉まで流れ込み、息をするのが苦しいけれど、そんなことがどうでも良くなる位には心が死んでいた。

　ゆっくりと身体からだを持ち上げる。脳のう震しん盪とうで頭がふらふらする。血が入り込んだのか、右目が見えていないことに気付く。

　木々の向こうに虎とらノの門もんヒルズが見えた。２００メートルくらい離れた場所のようだ。

　神社の境内のように見えるその場所に、優ゆう馬まを含めた分隊メンバー六人が揃そろっていた。逃げて来た時より転がっている武器の数が多いのは、優ゆう馬まが倒れている間に、ハンヴィーの中から回収作業を行った結果だろう。

　メンバーは──全員がボロボロだった。

　あるものは彫像のように固まったまま項うな垂だれ、またあるものは、生気を全て抜き取られたかのように、呆ぼう然ぜんと虎とらノの門もんヒルズを眺めていた。みな戦闘服のあちこちが破れ、その付近に乾いた血がこびり付いていた。

　優ゆう馬まも同じように、先ほどまでいた高層ビルを見る。

　今やヒルズは、三体のティーガーに張り付かれていた。砲撃によってメチャクチャになったその姿は、寄生虫に養分を吸い尽くされて、今まさに力尽きんとする大木のようにも見えた。

「ごめんね……ごめんね……」

　座り込んでいたアネゴから悲痛な嗚お咽えつが上がり、それを聞いた優ゆう馬まの目からも涙がボロボロ溢あふれてきた。

　千ち歳とせ……。

　最後に彼女と触れ合った右手が、脳からの命令を無視してブルブル震えていた。

　何かを探すかのようなその手が、今後もう、千ち歳とせの手を握ることはない。

　千ち歳とせは……いなくなってしまった。

　口元を覆い、しかし溢あふれる涙を止める事は出来ない。

　生れて初めて、顔を覆って泣いた。

　生れて初めて、好きになった女性。思い出せば、一ひと目め惚ぼれだったのかもしれない。

　彼女の青い瞳を見た瞬間。自分の心は彼女に吸い込まれてしまった。

　でも、彼女のことを少しずつ知れば知るほど、それよりもっと強い、好きだという、愛しているという気持ちがどんどん強くなった。

　会ってからたったの三日でこんなに好きで、しかも彼女の方も、自分と同じ気持ちだと言ってくれた……。

　……なんて、世界は、残酷なんだろう。

　心の底から大切な人達を、まるで季節の移ろいのように、気まぐれに連れ去ってしまう。

　お父さん。お母さん。大たい河が。佳か奈な子こ。そして──千ち歳とせ。

　もう……嫌なんだ。大切な人が、喪うしなわれていくのは。

　優ゆう馬まは、誰が運んできてくれていたのか、自身の隣に置いてあった小銃を手に取ると、マガジンを抜き、三十発フル装そう塡てんされているものへと差し替えた。

「おい……」

　メシアが、涙も拭ぬぐっていない顔そのままで、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「お前、まさか、バカなこと考えていないだろうな？」

　ああ、その通りかもしれない。とても、とても馬鹿なこと。

　もう一度目的の高層ビルを見る。

　ティーガーが三体。ビルの中は恐らくインファントリーの大群。

　しかも今や建物の周囲には、巨大なハチのような姿をしたファイント、シュトゥーカの姿も多数見える。ふと佳か奈な子こと大たい河がの死の光景を思い出し、今回も敵の友情や愛情を利用して狩りをするつもりなのではないかと、強い怒りがこみ上げてくる。

　近寄ることさえ困難だろう。そして何より……インファントリーの群れの中に置き去りにされた千ち歳とせはもう、生きていない可能性が高い。──それでも

　ハンドガンのスライドを引き、ガキンという硬質な音がした。

「千ち歳とせを、助けに行く」

「馬鹿なっ？」

　叫んだのはアルヒだった。

「あんな場所、もう入ることさえ無理だ！　無駄死にする気かっ？」

　優ゆう馬まの頭は自分でも驚くほど冷静で、しかしその心は、煮えたぎるように熱くなっていた。

「千ち歳とせが死んだ瞬間を誰も見ていない」

　優ゆう馬まの声に、アルヒが苦虫をかみ潰したような顔をする。

「千ち歳とせが生きている可能性がゼロでない限り、俺は、必ず、千ち歳とせを助けに行く」

　ハンドガンをホルスターに戻して全員を見た。

　メンバーが息を飲む。

　優ゆう馬まの目に浮かぶ決意は、もはや狂気に等しかった。

　メシアがメガネのブリッジを上げて優ゆう馬まを見た。

「待て……。隊長の最後の言葉を忘れたのか？　目的を果たせと、そう言っていたはずだ。その意志を、蔑ないがしろにする気か？」

「だから？」

　千ち歳とせの命令さえ、今の優ゆう馬まには意味をなさない。

　今の優ゆう馬まは、兵士である前に、一人の女性を想おもうただの男だった。

「俺も行く」

　全員の振り返った先には、狙撃銃を抱くボンゴの姿があった。優ゆう馬まのことを真っすぐに見た。

「頼む優ゆう馬ま。手伝わせてくれ。何でもする」

「ふざけるな！　隊を分断する気か？　そんなこと、隊長は望んでいない！」

「メシア……」

　氷のような優ゆう馬まの声に、叫んだメシアが驚いて口をつぐむ。

「お前の言っていることは分かるし、正しい。でも、もう俺には何を言われても意味がない。千ち歳とせのことが、その他の世界の全てよりも、大事なんだ」

　呆あつ気けに取とられるメシアの横で、アネゴがゆっくりと立ち上がる。

「私にも手伝わせて」

　アネゴは、隊の中でもっとも重傷だった。

　インファントリーの群れに、嚙かまれに嚙かまれたのだろう。ほぼ全身に包帯を巻いてはいるものの、そこから滴したたるほどに出血していた。顔は血の気が失うせて真っ青で、つい今し方墓から這はい出て来たかのような姿だった。しかしその目は、獲物を前にした肉食獣のように、ギラギラと恐ろしいほどに輝いている。口元には、笑みまで浮かんでいた。

　メシアが一度ため息を吐つき、優ゆう馬まのことを再び睨にらむ。

「アルヒが言う通り、そもそも入るのも難しいぞ？　何か、策はあるのか？」

　存外に言葉尻は明るい。

　結局……副隊長という肩書さえなければ、メシアもこっち側の人間なのだ。千ち歳とせには悪いが、つくづくこの隊には、命令違反上等な人間が多い。

　優ゆう馬まは頭の中で現状を整理する。敵の勢力は大きく分けて三組。

　一体で三両ものシャーマンを破壊する多脚戦車、ティーガー。一体一体は弱いが恐らく建物の中を埋め尽くしているであろうインファントリー。そして、建物に近づくものを高所から狙撃するシュトゥーカ。

「まあ……無くはない、かも」

　優ゆう馬まの言葉に、メンバーが俄にわかに色めき立ち……

　優ゆう馬まの作戦を聞き、今度は全員が啞あ然ぜんとして固まった。

「いや、ちょ、それ……」

　と協力を惜しまない旨むね言っていたボンゴまでもが、誰かもう少し頭がまともな奴やつはいないのかと周囲を見る。全員が明後日あさつての方を遠い目で見つめていた。が、

「まあ、いいんじゃないか」

　というガンテツの静かな言葉で作戦会議は決着した。

　優ゆう馬まが全員を見渡す。

「よし。それじゃあ、準備が整い次第行動開始。……俺たちのためにしんがりを務めた千ち歳とせと小こ梅うめちゃんに、そして、今から戦場に向かう仲間に」

　優ゆう馬まの言葉に合わせ、全員が敬礼した。







[image: 七　死闘　虎ノ門ヒルズ]

　夕焼けの赤い光が、東とう京きようの街を照らしている。空の橙だいだい色いろは美しく澄んでいるのに、それが地上に落ちると同時、まるで鮮血のような赤黒い色となるのは不気味だった。

　艦砲射撃やロケット弾で穴だらけとなった廃はい墟きよの東とう京きよう。

　そして今、東京の街のシンボルの一つ、虎とらノの門もんヒルズには、巨大な怪虫が三体も引っ付き、まるで餌を喰くうシロアリのように、時々モゾモゾと壁面を移動している。巨大な塔が街に落とす影は、普段であれば時計の長針のようにすらりと長く美しいのに、今や三つの黒い塊かたまりが、まるで悪あく性せい腫しゆ瘍ようのように膨らんでいた。

　さながら黙示録の光景だった。

　しかし、ティーガーが壁面にくっついていることは、優ゆう馬まにとってはむしろ期待の持てる兆候だった。千ち歳とせと小こ梅うめが生きていて、二人を探している可能性があると思っていたからだ。

　準備を終えたメンバーは、それぞれが持ち場についていた。

　優ゆう馬まは今、先ほどの境内から少し離れたところにいて、その神社の姿を見ていた。

　社の名を、愛宕あたご神社という。

　愛宕あたご山やまの山頂にあり、元々徳とく川がわ家いえ康やすが防火を目的として建設した社であるが、むしろ「勝利の神」として有名で、各藩の藩士たちが、地元へ祭神の分霊を持ち帰り、各地で愛宕あたご神社を祀まつったと言われている。

　……悪くない。そう思った途端、優ゆう馬まの口角が勝手に吊つり上あがった。

　ヘッドホン型のトランシーバーに向かって口を開く。

「作戦開始」

　その声を聞いて小便をちびりそうになったボンゴは、優ゆう馬まのいる位置から真東におよそ50メートル。十五階建てのオフィスビルの屋上にいた。

　隣にいるメシアが息を吞のんだのが分かった。

　そして二人の眼下、都と道どう三百一号線を、まるでレーシングカーのようなスピードで一台の白いバンが北に、つまりは虎とらノの門もんヒルズに向かって駆け抜けていく。運転するのはガンテツだ。

　暴走する車両を見て、シュトゥーカが空中から飛来する。

　ボンゴとメシアの射撃が開始された。

　軽機関銃が車を守るように弾幕を張る。

　戸惑い、動きの鈍った爆シユ撃トウ機ーカを、ボンゴが正確に撃ち落としていく。

　まさにギリギリの攻防だった。

　飛来するシュトゥーカの攻撃は正確そのもの。ガンテツが必死に車体を振って的をずらすが、いつ直撃を受けてもおかしくない。

　車両に二体のハチが迫る。

　緊張のあまり穴が開きそうになる脳を駆り、ボンゴは必死にぶつぶつと和歌を詠よみ続ける。自分の集中が切れた瞬間、ガンテツは襲われて死ぬ。そして作戦は失敗に終わる。

　先に攻撃を仕掛ける方を一瞬で見抜く。撃ち落とす。そしてすかさず次弾装塡。第二射。

　スコープの中で、頭を吹き飛ばされたシュトゥーカが、木の葉のように落ちていった。

『.338ラプア・マグナム弾』の威力は、千メートルまでの距離であれば、高性能なボディアーマーでさえ貫通する。一発当たりさえすれば良い。

　しかしその一発を当てるまでのあらゆる動作のうち、もし一つでも僅かに過あやまてば、ハチの攻撃は車両に到達することになるだろう。針の穴を正確に、一度もミスなく通し続けていくかのような作業。

　心の中で「行け行け行け」と叫び続けるボンゴのスコープの中で、ガンテツの乗る車両が愛宕あたご一丁目交差点に到着した。

　ガンテツが運転席から飛び出す。車両から壊れたかのようにクラクションの音が響き出した。

　銃撃の音に代わり、大音量の警告音が夕方のしじまを引き裂いていく。

　ガンテツを追おうとしたシュトゥーカが、何事かと車の方を目指す。

「よし」とボンゴが小さくガッツポーズ。

「それじゃ、あと頼んだぞ」と言ってメシアが次の持ち場目指して駆け出していく。

　ほどなく、虎とらノの門もんヒルズの中から、わらわらとインファントリーが溢あふれ出だしてきた。

　叫び続ける白いバンを、新たな攻撃目標とみなして寄り集まっていく。

　その姿はまるで角砂糖に集まったアリの群れ。

　バンの上に乗り、そのドアに体当たりし、我先にと攻撃を加えていく。

　パッ、と夕焼けに染まる東とう京きように、それよりなお明るいオレンジ色の光が閃ひらめいた。

　遅れて耳をつんざくような爆発音と衝撃波。

　かなり離れた場所にいるボンゴのところにも、空気を震わせてびりびりと伝わって来る。

　バンに大量に乗せられていた爆Ｃ薬４が、ファイントの群れに大打撃を与えた。爆発と共に、車に積まれていた鉛弾やコンクリート片が散弾のように周囲に飛び散り、死んだモノはもちろん、深ふか手でを負ったインファントリーはもはや何の脅威でもない。

　瀕ひん死しのインファントリーの一部が、例の奇怪な悲鳴を上げ始めた。

　それを聞き、ビルの壁面にへばりついていたティーガーの一体、最も下にいたものが、ガシャガシャと移動を開始した。

　ボンゴがトランシーバーに向かって叫ぶ。

「ティーガーの移動を確認！　低層階にスペースが出来た！」




　その声を聞いた優ゆう馬まが目を開ける。

　自分の位置からはティーガーを見ることは出来ない。仲間の目が自分の目だ。

「よっしゃ行こう！」

　優ゆう馬まの真後ろでアネゴが叫んだと同時、優ゆう馬まはイグニッションキーを回した。

　鋼鉄の獣が、唸うなり声と共に目を覚ました。

　続けて腹を殴り上げてくるかのような「ドッドッドッ」という激しいアイドリング。まだ走らせてさえいないのに、最低限の回転数だけでそのパワーの異常さが伝わってくる。御ぎよし損そこねたら、冗談ではなく殺されかねない。恐怖を感じて汗が額から流れ落ちる。

　優ゆう馬まが今跨またがっている漆黒のモンスター。

　その名を「Ｋａｗａｓａｋｉ　Ｎｉｎｊａ　Ｈ２Ｒ」という。

　愛宕あたごは高級住宅地でもある。

　探せば大出力のバイクが見つかるとは思っていたが、これは出来過ぎだ。

　そのフェイスは、バイクと言うより、もはや肉食性の甲虫のようなフォルムをしている。一見すると用途不明の昆虫の触覚のようなパーツは、バイクとしては極めて珍しいスポイラー。この空力パーツがないと、スピードが速すぎて前輪が浮いてしまうのだ。

　その心臓を動かすのは、この車両のためだけに作られた特殊エンジン、「スーパーチャージドエンジン」。その製造には、航空宇宙軍事関連製品の製造部門、川かわ崎さき重じゆう工こう業ぎよう航こう空くう宇う宙ちゆうカンパニーの最新技術が惜しみなく使われている。

　空気の薄い超高空においても効率的に燃料を燃やし、推進力へと変えるための高度なノウハウ。それを地上のバイクという形に無理やり押し込めたこの獣の最高速度は、時速四〇〇キロにも到達するという。まさに経営者とエンジニアの夢と技術力とが生み出した狂気の塊かたまりである。

　当然本来一人乗りなのだが、男にしては薄っぺらい優ゆう馬まと女性のアネゴとで、無理やりに二人乗りしている。

　前輪をロックしてスロットルを回す。

　鋼の獅し子しが咆ほう哮こうした。

　桁けた違ちがいのパワーで前進しようとして、しかしブレーキを握ってそれを許さない。

　まさに暴れ馬の背中と同じ、二人がかりの力で無理やり抑えつけるが、三〇〇馬力を超える巨獣は自分の気に入らない指示に激怒し、御者を振り落とそうと暴れ狂う。空転を続ける後輪のラバーが焼け焦げて、燃えているかのように白煙があがる。

　ドラッグレースで見られる光景、バーンアウト。

　スタート直前にタイヤを地面に擦こすり付つけ、ラバーを温めてグリップを上げるとともに、地面にラバーを焼き付けて摩ま擦さつ係けい数すうの上昇を図る。

　──時同じくして。

　アルヒもまた、車両の運転席の中にいる。位置は優ゆう馬ま達のいるところの北側、つまり虎とらノの門もんヒルズよりに１２０メートル前方。

　途方もなく巨大な軀く体たい。ただの車ではない。重機だ。

　ドイツのリープヘル社製オールテレーンクレーン、「ＬＴＭ１７５０‐９．１」。

　クレーン車とトラックが一体となったようなその姿。その外観はまさに巨大怪獣。車両の片側には９つのトラック用タイヤが並んでおり、メインブームを伸ばせば52メートルにも達し、なおかつその巨体ながら最高時速八十五キロメートルでの走行が可能である。

　ＬＴＭの最大可能吊つり上あげ荷重は、テコの原理により、カタログ値八〇〇トン。

　Ｈ２Ｒが咆ほう哮こうした時には、そのメインブームは既に伸ばし切られている。即席の改造によりギリギリまで段差のなくされたメインブームは、幅約１メートルの天に伸びる橋。

　それが真っすぐに虎とらノの門もんヒルズを指し示している。

　果たしてそれは、天国への架け橋か、あるいは地獄に落ちる運命の蜘く蛛もの糸か。

　地上と地下をインファントリーに占領されて、ヒルズに侵入するための方法はただ一つ。

　空から行くしかない。

　しかしこれは流石さすがに……無謀過ぎやしないか？

　アルヒの顔に引ひき攣つったような笑みが浮かんだ瞬間。

　獣が解き放たれた音がした。




　それは、発進という馴な染じみのある行為ではなく、「射出」だった。

　ライダーを振り落とそうという意志があるとしか思えない突き上げに負けず、優ゆう馬まはバイクを無理やり地面に抑えつける。一瞬でも油断したら確実に落車する。

　景色が壁のように叩たたきつけられてくる。エンジン音が置き去りにされて聞こえない。

　線的なイメージでは自分の動きを認識できない。点を踏んでいくような錯覚。即すなわち、ワープしているかのようなヴィジョン。

　見える物全てが凶器だった。まるで自分達に向けて飛来する弾丸。

　小枝でさえ、今や鉛弾より恐ろしい音を立てて飛んでくる。

　あまりの恐怖にスロットルを弱めたくなる。ブレーキをかけたくなる。

　でもそれは決して許されない。

　出来る限り加速しつくし、最大限の速さで飛び出す。

　──それは一瞬の距離だった。

　しかしドーパミンとアドレナリンにより加速された思考は、それをまるで永遠の恐怖であるかのように錯覚させる。

　巨大なクレーン車が見えたと思った時には、既にＨ２Ｒはメインブームを駆けあがっていた。

　一気に迫りくる虎とらノの門もんヒルズは間違いなくただの壁。

　何な故ぜかここまで来てしまうと、優ゆう馬まの顔に引き裂かれたような笑みが浮かぶ。

　Ｈ２Ｒの車体が飛んだ。

　地面の摩ま擦さつから自由になり、突如エンジン音が甲高く鳴る。

　重力からの一瞬の解放。

　バイクが夕焼けの空に飛んでいく姿を、分隊メンバー全員が目にしていた。

「「「「行っけえええーっ！」」」」

　ボンゴも、メシアも、アルヒも、ガンテツも、胸に湧き上がる感動と勇気をそのまま空に向かって叫び出す。

　Ｈ２Ｒは一瞬でヒルズとの距離を跳躍し──六階の窓を突き破ってその姿を消した。

　夕焼け空に、歓喜の雄お叫たけびが響く。




　ビルに飛び込んだＨ２Ｒに振り落とされ、優ゆう馬まとアネゴはフロアの床に投げ出された。

　バラバラになりそうな痛みを感じつつ、無理やり立ち上がって周囲を見渡す。

　ここは六階。オフィスフロアであり、入館ゲートやエレベーターといった障害があるため、インファントリーと言えど、簡単には上がって来られないはず。

　……とは思っているものの、そんな常識が通用する連中でもない。

　優ゆう馬まは小銃を構え、慎重に動くものの気配を探した。

　突っ込んだところは、中規模の会議室だったらしい。

　机や椅子は片付けられていて、ガランとした空間に、夕日の赤い光が僅かに差し込んでいる。

　どうやら、一応安全らしい。

「まずは、エレベーターか」

　アネゴの言葉に首肯する。

　ＲＰＧを一本アネゴから受け取り、それを背中にかけると、優ゆう馬まは会議室の外に出た。

　六階は、戦場の只ただ中なかであることが噓うそのように静まり返っていた。

　廊下の西側の端にある窓から、唯一光源となる橙だいだい色いろの光がさしている。

　優ゆう馬まとアネゴが素早く移動し、エレベーターを調べていく。

　全てやられている可能性の方が高いと思っていたが、西側のエレベーターが未いまだ破壊を免まぬがれていた。嬉うれしい誤算に、優ゆう馬まとアネゴが拳を重ねた。

　エレベーターが動いているなら行いき先さきは決まっている。

　五十二階。最上階だ。

　チーンという明るく能天気な音に出迎えられ、優ゆう馬まとアネゴは目的階に到着した。

　アネゴが「わ……」と声を上げ、こんな状況ではあるが、小さく目を輝かせた。

　壁は全面白塗り。ところどころ金色の細い線で、天使の羽のレリーフが彫られている。正面には、コンサートホールにあるような立派な木製の扉。その脇に立っている二人の女神像は、窓から差し込む赤い光に照らされて、長い影を廊下に落としていた。

　木製の扉の上には、小さな十字架が描かれている。

　チャペルだった。

　優ゆう馬まに肩を小突かれて、アネゴが頰を朱あかくして照れ隠しのように睨にらんでくる。

　アネゴにも、こういうのにはやっぱり憧れがあるらしい。

「少年、腕でも組んで入るかい？」

　お返しとばかり、挑戦的に優ゆう馬まのことを見ながら、アネゴが木製の扉を開いた。

　五十人ほどの収容力があるチャペルはかつて、その巨大なステンドグラスを自慢にしていて、これまでも数多くの新郎新婦、そして式の列席者たちに感動を与えて来たのだろう。

　しかしそれはもう過去の栄光。

　今やステンドグラスにはそこかしこに大きな穴が開いており、元々何の絵柄が描かれていたのか分からないほど損壊していた。そしてその穴の幾つかからは巨大なかぎ爪が生えていて、窓枠の太い支柱に引っ掛かり、主人が落下することを防止していた。

「私さあ、この虫とか甲殻類とかの腹の方見るの苦手なんだよね。……分かる？」

　顔を顰しかめたアネゴに問われ、優ゆう馬まが苦笑いを浮かべる。何となく分からないではない。

　でしょー？　と言った後、アネゴがティーガーに向き直った。アネゴの手にも、ＲＰＧが握られている。

「どっちがいく？」

　優ゆう馬まの問いかけに、アネゴが人差し指で彼女自身のことを指す。

　にやりと笑って、大きく口を開いた。

「おい！　サソリ野郎！」

　アネゴの大きな声に反応して、ティーガーがゆっくり動き出す。

　優ゆう馬まとアネゴが見つめ合う。二人とも凶悪な笑みを浮かべていた。

　ティーガーが動きにくそうに、モゾモゾと体勢を変える。いくつかのかぎ爪が宙に浮く。

「くたばれよ」

　二人がほぼ同時に対戦車榴りゆう弾だんを発射し、射出するや否や、エレベーターホールへと脱出した。




　ボウ。

　という、低く重い音が虎ノ門一体に響き渡り、虎ノ門ヒルズの天てつ辺ぺんに張り付いていた巨大怪虫の腹が火を噴き出した。

　ギイイイッ、という悲鳴のような声が続いて響く。

　もちろん一般的に柔らかい腹の部分を撃たれたのだから、それ相応のダメージはあるだろう。ただ、優ゆう馬まもアネゴも、それだけでティーガーを仕留められるとは思っていない。

　ティーガーは爆発の衝撃で大きく仰のけ反ぞり、仰のけ反ぞり、仰のけ反ぞり……ぽろっ、と落下した。

　ジャンボジェットが間近を飛んでいくかのような風切り音。

　あっという間に２４０メートルの距離を落下したティーガーは、対戦車地雷が爆発した時のような音と土煙を噴き上げ、道路を砕いて地面に埋没した。

　暫しばらく足がモゾ……モゾ……と動いていたが、やがてピタリと止まって、展てん翅しされる標本のように足を広げて動かなくなった。

　ＲＰＧで爆破された壁から、優ゆう馬まとアネゴが下を覗のぞく。眼下にはミニチュアのような街。

　余りの高さに股間がムズムズする中、次第に二人の口から笑い声が漏れ出した。

　地面にひっくり返ったティーガーは、ここから見るとまさに虫けら。

　これまで何に怯おびえていたのかと笑えて来る。

　二人で雄お叫たけびをあげながらハイタッチ。再びエレベーターの元へと向かった。




　その時メシアとガンテツは、命がけの徒競走の真っただ中にいた。

　最初に地面に降りたティーガーは、その二人をターゲットとして猛然とその後を追っていた。

　メシアとガンテツが逃げなければならないのは、ティーガーからだけではない。シュトゥーカが頭の上をブンブン飛び回り、一撃必殺のトゲを飛ばしてくる。

　ボンゴの援護が無ければ、とっくにやられていただろう。

　そのボンゴも、自分の精神が擦すり切きれていくのを感じていた。

　人の集中力、精神力を湯水のように消費する狙撃という行為は、本来これほどまで立て続けに行えるものではない。限界を超えた集中力が悲鳴を上げ、時折意識が白飛びしそうになる。

　ボンゴはその度、出血するほど自分の唇を嚙かんで、無理やり感覚を取り戻した。

　自分が休むことは絶対に許されない。その瞬間、メシアとガンテツは絶好の的になる。

　ふと、メシアとガンテツを追っていたティーガーが動きを止めた。

　ジャカジャカ足を動かして、遥はるか遠とおくから、何な故ぜかボンゴの方に正対する。そのままこちらに向けて歩き始める。照準線レテイクルの中心で、ティーガーの尾の先が青白く輝き始めた。

　ボンゴはスコープから目を離し、啞あ然ぜんとしてその光景を見た。

　反射的に逃げようとする足を意思の力で止める。膝がガクガク震え出す。

　スコープを再び覗のぞき直し、その中で新たなシュトゥーカを捉える。引き金を引く。シュトゥーカは狙撃のお手本のように、額の中央を撃ち抜かれて息絶えた。

　涙が馬鹿みたいに溢あふれてくる。

　死にたくない。死にたくない。死にたくない。

　でも、今持ち場を離れたら、メシアとガンテツに攻撃が集中する。

「お母さん……」

　ボンゴの口から涎よだれとともに声が出る。

　次のシュトゥーカを狙い撃つ。若干狙いとは逸それたが、それでも胸部に当たった。致命傷だ。

　サソリの尾のことを見ようとする弱気を無理やりねじ伏せる。

　そんなことをしている暇があれば、一匹でも多く殺せ。仲間を守れ。

　最後、仲間を守るために戦って死ぬ。

　それが、俺の誇り。

　マガジンの中の弾がなくなった。もう装そう塡てんも間に合わない。

　最後。ボンゴはゆっくりと銃を下ろした。もう、助からない事は分かっていた。中ちゆう途と半はん端ぱに逃げようという気持ちは残っていなかった。

　ボンゴは遥はるか彼方かなた、こちらに向かってくるティーガーを見つめた。

　尾っぽの先が青白く輝いている。何な故ぜか綺き麗れいだと思った。

『今だ！』

　ボンゴのインカムに誰かの叫び声が聞こえた。

　大地を引き裂くような音がして……、そのティーガーに黄色い巨大な怪物が食いついた。

　啞あ然ぜんとするボンゴの視線の先で、青い砲撃は空に向けて放たれ、サソリの巨体は、黄色い怪物に真っ二つに引き裂かれた。ティーガーの断末魔の声が聞こえた。

　黄色い怪物はもちろんファイントなどではない。この時のために準備されていたオールテレーンクレーン、「ＬＴＭ１７５０‐９．１」だった。




　アルヒは目の前の光景が信じられなかった。あのティーガーを、一匹確実に殺したのだ。

　事前の計画通り、メシアとガンテツによって誘導されてきたティーガーは、二人の決死行（とボンゴのファインプレー）によって、寸分違たがわぬポイントにいた。

『今だ！』というメシアの叫び声。

　車両から降りていたアルヒが震える指に祈りを込めて、Ｃ４の起爆装置を押した。

　オレンジ色の閃せん光こうがＬＴＭの真下で発生し、車両を支えていた地盤が崩れる。

　巨大な車両が地面を勢いよく下り出した。

　二〇四トンにも達するＬＴＭは、今や非常識極まりない重さの鋼鉄の塊かたまりだった。

　それが、愛宕あたご山やまの木々をやすやすとへし折り、まるで獣の咆ほう哮こうのような金属の軋あつ轢れき音おんを残響させながら、ティーガーの身体からだに衝突した。

　あれほど固かったティーガーの身体からだが、文字通り紙細工のように引き裂かれる。

　怪虫の断末魔が虎とらノの門もん一帯に響き渡り、アルヒがインカムに向かって告げる。

「二体目のティーガーを撃破！」




　優ゆう馬まとアネゴはアルヒからの報告に自然と笑みを浮かべ、二人で静かにハイタッチした。

　二人は今、スタート地点──エレベーターホールのある六階に戻り、五階へと降りようとしていた。優ゆう馬まもアネゴも、千ち歳とせと小こ梅うめのいる可能性が一番高いのは、はぐれてしまったその五階だと思っていた。

　もちろん、五階は危険地帯だが、二人が肉体的問題で動けない可能性、そして、音を立てることが出来ずに動けない可能性が、決して小さくないと考えていたからだ。

　五階の非常階段の出口をそっと開けて中を覗のぞき込む。

　ティーガーの砲を直接受けていない側ではあったが、天井が崩落し、未いまだ埃ほこりが舞っている。

　自動車爆弾とその後の戦闘のおかげで出て行ったせいか、インファントリーで溢あふれかえっているという状態ではなさそうだ。

　ドアを開けて外に出ようとした時、

　ガン！

　という音がドアのすぐ向こうから響き、続いてニュッとタマゴ状の頭がこちらを覗のぞく。

　恐怖と驚きよう愕がくで胃が縮こまったが、優ゆう馬まは既に抜いていたマチェットを、その頭に思い切り叩たたきつけた。紫色の血を噴き出し、インファントリーが床に倒れ込んだ。

「うわっ。こわー」

　と言いながら、優ゆう馬まの後ろからアネゴが出てくる。

　二人とも足音を消して素早く歩く。すぐに千ち歳とせと小こ梅うめと別れた会議室に到着した。

　会議室はもはや部屋の様相を呈してはいなかった。床にはところどころ大穴が空いていて、うず高くガレキが積み上がり、壁はバナナの皮のようにベロリとめくれて垂れ下がっている。まるでコンクリート製のアスレチック。インファントリーが中にいる気配がするが、障害物が多すぎて、どこにいるのかも何体いるのかも分からない。

　夕日もほとんど届かず、中は真っ暗に近かった。

　優ゆう馬まの頰を汗が伝う。

　五階の捜索はかなり難航しそうだった。しかし、ここを避ける訳にはいかない。

　優ゆう馬まとアネゴは二人ともマチェットを抜いてお互い頷うなずき合う。

　すっ、と音を立てず、部屋の中に鋭く侵入した。

　侵入と同時、優ゆう馬まが拳大のコンクリの塊かたまりを拾って投とう擲てきする。ゆっくりと弧を描いて飛んで行ったそれは、会議室のちょうど反対の辺りに落下し、「ガツ」と音を立てた。

　素早く高いところに移動し、コンクリの塊かたまりの飛んで行った方を見る。

　十体くらいのインファントリーが、音の主を捜してウロウロしていた。

「少なくとも十くらい」

　戻ってきた優ゆう馬まの言葉にアネゴが頷うなずく。

　全てが音の方に向かったとは限らないので油断は出来ないが、あの雪崩なだれのようなインファントリーの群れを思い出せば、相当マシにはなっている。

　優ゆう馬まが先頭を進み、アネゴが続く。身体からだ中傷だらけのアネゴの額には、脂あぶら汗あせが浮いている。痛みをかなり我慢しているのだろう。戦闘が起きても、普段通り動くのは無理かもしれない。

　視界を塞がれてガレキの反対側を覗のぞき込む度、吐き気がするほどの緊張感が襲ってくる。

　自分の足音を敵の足音と勘違いして、冷や汗をかいて足を止める。

　少し先で何かが動いた。アネゴを右手で制止する。アネゴの緊張も右腕から伝わってくる。

　見間違いではない。一瞬こちらを警戒する気配を感じた。

　マチェットを構えた優ゆう馬まの先、埃ほこりが舞う暗闇の中。




　千ち歳とせが、立っていた。




　青い瞳を見開いて、まるで亡霊でも見ているかのような顔。優ゆう馬まと同じように、マチェットを構えて、今まさに敵を切り倒さんとしている。

　優ゆう馬まが唾を無理やり嚥えん下げする。目の前の光景が信じられない。

「な……んで……？」

　千ち歳とせの口が先に開いた。マチェットを取り落とし、切っ先が床にドスリと刺さる。

「千ち歳とせ……」

　問いの答えではなく、ただその名前が口から出る。大切な響きが唇を撫なで、自然と優ゆう馬まの頰が緩み、しかし目からは涙が零こぼれる。

　千ち歳とせは夢遊病のようにふらふらと優ゆう馬まの方に歩いてきて、そっと優ゆう馬まの胸に納まった。

　優ゆう馬まの胸を両手で摑つかみ、その間に顔を埋めて、小さく震えて泣き出した。

「自分のこと、大切にしてって、言ったのに……」

　優ゆう馬まは両手を回して、千ち歳とせの身体からだをギュッと抱き締しめた。

　折れそうなほどに細い身体からだ。その存在をもっと確かめたくて、強く強く抱き締しめる。

　千ち歳とせの髪に鼻を埋めて匂いを胸いっぱいに吸い込む。

　粉と化したコンクリの臭いのその下に、確かに千ち歳とせの甘あま酸ずっぱい匂いがした。心が震えた。

「千ち歳とせのことが、世界で一番、大切なんだ……」

　優ゆう馬まの胸を摑つかむ両手に力が籠り、千ち歳とせの口から、小さな嗚お咽えつが漏れた。

「あのー。ちょっとお二人さん」

　耳元で囁ささやかれて驚いて顔を上げる。

　アネゴがため息を吐ついて片眉を下げた。

「いちゃつくのは、無事に出てからにしようか？」

　優ゆう馬まの胸から千ち歳とせが顔を上げる。その頰が、見たこともないくらい真っ赤に染まる。

　アネゴは既に小こ梅うめに肩を貸していて、何な故ぜか小こ梅うめは目をキラキラさせながら、ぐっと右手の親指を立てていた。




　千ち歳とせと小こ梅うめの救出成功の報を受け、分隊メンバー達は胸が焦げるほどの感動を味わっていた。

　しかし、足を止めてその感動に浸っている余裕は全くなかった。

　三体目のティーガーが塔を降りきり、砲撃の雨を降らせていたからである。

　逃げ惑うメシアとガンテツに向けて、ティーガーが尾っぽを向ける。その先端が青白く光り、次の瞬間、八八ミリの戦車砲さえ可愛かわいく思える凶悪な爆発が起こった。

　コンクリートの道路は粉こな微み塵じんに砕け、巨大なクレーターが出来上がった。

　ガンテツとメシアはアメフトのランニングバックもかくやという鋭いカットバックを入れ、それぞれジグザグに走っていく。

　注意を逸そらすため、愛宕あたご山やまにいるアルヒが三脚に固定したＭ２機関銃を放つ。鋼鉄のカブトムシのような見た目の銃身が、杭くいのような大きさの銃弾を次々に撃ち込んでいく。

　ティーガーが殺すべき対象を変更し、アルヒの方に向けて走り出した。

　Ｍ２は三脚、銃弾も含めれば、七十キロ近くなる重さであり、アルヒは勿もつ体たいないという気持ちを押しつぶし、重機関銃を置き去りにして走り出した。

　このミッションにおいて、自分達に致命的に足りないのは火力だ。

　Ｍ２やＲＰＧですら仕留められないティーガーという名の怪物。

　それを何とか倒すため、重力という惑星が生み出す力を借りたり、「ＬＴＭ１７５０‐９．１」というお化けクレーン車を使ったりして、なんとか二体までは撃退した。

　そして最後の三体目のためにも、とっておきの切り札を用意してある。

　後は、上う手まく誘導出来るか否いなかだ。

　既にガレキの山と化している環かん状じよう二に号ごう線せんの上を、多脚戦車が器用に渡っていく。これが普通の戦車であれば、奴やつはもう行動不能で戦線離脱のはずなのだが、泣き言を言っても仕方がない。

　ティーガーがアルヒに向かって雷を落とそうとした瞬間、メシアが軽機関銃を放ち、サソリの集中力を奪う。砲撃はアルヒがいるところを大きく逸それ、山頂付近を深く抉えぐった。

　ティーガーの苛いら立だちが伝わってくるかのようだった。

　アルヒを躍起になって追いかけ、木々をなぎ倒し、愛宕あたご山やまへと侵入を開始する。

　外のメンバー全員が勝利を確信し、アルヒが手の中にあるＣ４の起爆スイッチを押した。

　天地が崩壊するかのような爆破音。愛宕あたご山やまが噴火したかのような爆発が起きた。

　確かにそれは、愛宕あたご山やまにまるで噴火口のようなクレーターを開け、ティーガーの巨体を引き裂いて夕闇の中に舞い上がらせた。

　いくらＣ４が高性能な火薬とは言え、あり得ない規模の大爆発。

　不発弾だった。艦砲射撃により発射された鉄鋼榴りゆう弾だん。

　その中で爆発せずに残っていたものを、地雷として再利用した。

　鋼鉄製の戦艦を引き裂き、あるいは地上陣地を壊滅せしめるその破壊力。それがティーガーの腹の下で炸さく裂れつしたのである。

　吹き飛んで二つに引き裂かれたティーガーの巨体が宙を舞い、地上に衝突して土煙を上げた。

　アルヒが顔を汗と土で真っ黒に汚したまま、興奮のあまり涙を流し、しかし笑みを浮かべて、トランシーバーに勝利を告げる。




　建物の中のメンバーが、その報告にお互い抱き合って喜びあう。

　優ゆう馬まに抱き締しめられた千ち歳とせの頰が朱あかく染まり、見上げる瞳が恥ずかしそうに震える。

　傍はたから見る分には、他の二人へのハグとそう変わらないはずなのだけれど、アネゴと小こ梅うめにニヤニヤ笑われて、優ゆう馬まは一度咳せき払ばらいをした。

　後は、脱出だ。とは言え、歩兵の数も大分減っているし、これまでに比べれば、そう難しい作業ではないだろう。

　足を怪け我がした小こ梅うめに優ゆう馬まが肩を貸して前を進み、後ろの二人の様子を見るため時々振り返る。

　助けに来たアネゴが一番重傷に見えるが、千ち歳とせも左足を怪け我がしているようで、足を引きずるように歩いている。

　何かの音がして、優ゆう馬まがふと外を見る。




　──窓から、ティーガーが覗のぞき込んでいた。




　心拍が爆発的に上がり思考が加速する。

　なぜ？　四体目？　いや、よく見ると、身体からだの上側が、べったりと潰れている。

　優ゆう馬まは無意識のうちに、支えていた小こ梅うめを思い切り突き飛ばした。

　一体目だ。

　五十二階から突き落とされて、まだ生きていたのだ。気絶していただけ……。

　ティーガーが、優ゆう馬まに向かって右の裏拳を振りぬいた。避けようと思う暇も無かった。

　凄すさまじい衝撃が身体からだを襲い、建物の外に吹き飛ばされる。

　意識がブラックアウトし、しかしやはり痛みで気絶することさえ出来ない。

　数秒後、地面に身体からだが衝突した。全ての細胞が潰されたかのような感覚。毛細血管の全てに、太い針が流れているかのような異常な痛み。

　一度だけ──感じたことのある痛みだった。

　小さい頃、両親を奪ったあのテロ、あの時の爆発の時に感じた痛みと同じだった。

　優ゆう馬まは仰向けに転がり、腕を広げた。口の中に溜たまっていた血液が溢あふれた。

　視界が滲にじみ、霞かすみ、ゆっくりと暗くなっていく。

　呼吸が、だんだん浅くなっていく。

　身体からだから、急速に命が抜けていくのが分かった。

　──ああ、やっと

　…………終われる。

　抜け殻になりかけている身体からだに、自分の奥底にあった本当の感情が、自然と湧き出て来た。

　そう。──ずっと、そう思ってきたのだ。

　自分の事が、許せなかった。

　父と母は自分さえいなければ、死なずに済んだはずだった。

　自分のことを、消してしまいたかった。自分のことが、殺してしまいたいくらい憎かった。世界で一番、大嫌いだった。

　──声が、聞こえたような気がした。

　意識が、薄うつすらと霞かすんでいく。

　このままそれを手放せば、再び父と母に会えるのだと思う。

　それなのに、遠くで、誰かが自分の名前を呼んでいる。

　正直……もう、放っておいて欲しい。

　僕は、このまま、ここで──




「優ゆう馬ま君っ！　立ってえぇぇっ！」

　……。

　千ち歳とせ。




　ごぼっ！、と口から大量の血を吐いた。

　呼吸が苦しい。全身の痛みのせいで、少ししか空気を吸い込むことが出来ない。それでも必死に肺を動かし続け、酸素を身体からだに送り込もうとする。

　眼球が歪ゆがんでいるのではないかと錯覚するほど視界がぼやけて、しかも黄色っぽく汚れている。網膜の上を這はいずりまわる、無数の光るダニが見えた。

　上体を起こそうとして呻うめき声が漏れる。何とかひっくり返ってうつ伏せになる。

　右の半身に力が入らない。それでも手足を不器用に動かし、懸命に起き上がろうとする。

「まだ……死ね、ない」

　建物の中のメンバー達は、もう自由に逃げられる身体からだじゃない。

　ティーガーを倒すための仕掛けは、全て使いきってしまっている。

「ち、とせ……」

　口にした途端、ボロボロの身体からだに燃えるような熱を感じた。




　──千ち歳とせ。

　──僕にとって、一番大切な人。

　──僕が大嫌いな僕の事を、「好き」だと言ってくれた。

　──そうだ。千ち歳とせを守れ。もう戦えないなら、少しでも囮おとりになって時間を稼げ。




　ようやく視力を取り戻し始めた左目に、瓦が礫れきの散乱したヒルズ直下の地面と、地獄のような夕焼け空と、塔から今まさに降り立とうとするティーガーの姿が見えた。

　歯を食いしばって上体を起こし、必死に立ち上がろうとする。

　寝ていては駄目だ。それではターゲットとして認識されない。

　左腕と左脚だけで、ようやくフラフラと立ち上がった。

　こちらのことを認識して、ティーガーが優ゆう馬まに向かって歩き出す。巨大な脚が瓦が礫れきを粉砕し、間接の軋きしむギュラギュラという音が鳴る。

　その姿を、優ゆう馬まは左の目で睨にらみつけた。

　そうだ。千ち歳とせのことを、守るんだ。

　父と、母は、死んで、いなくなったんじゃない。

　それでも守りたいと思ってくれた、僕のことを生かしてくれた。僕の命の中には、父と母の、二人の想おもいが生きている。

　今度は、僕の番だ。千ち歳とせのことを守れ。

　千ち歳とせを守るため、僕は……まだ……




「──生きていたい」




　傷きず痕あとの残る手を握り締めた。身体からだの中で、命の残ざん滓しが燃え上がった。

　幾つもの骨が折れ、内臓が潰れているのは知っていた。しかしヒルズから敵を誘導するため、優ゆう馬まは足を引きずって歩き出す。左手に大たい河がの拳銃を握り、ティーガーに向けて発砲する。

　一発、二発。──三発。

　バキン！

　硬質な音がして、ティーガーのハサミを覆う装甲が吹き飛んだ。

　優ゆう馬まが驚いて自身の拳銃を見つめる。対戦車榴りゆう弾だんにさえ耐える重戦車の装甲だ。地面に墜落して大きなダメージを受けているとはいえ、流石さすがにあり得ない。

　訳が分からないまま優ゆう馬まが視線を戻した先、

　突然、「それ」は始まった。

　ティーガーの幾つもの装甲を弾はじき飛とばし、貫き、中から巨大なトゲが生えてくる。ティーガーの身体からだが膨らむ餅もちのように盛り上がり、その身体からだが急速に大きくなっていく。

　苦しげな悲鳴がティーガーから上がる。

　肥大化した後ろ脚を支えにして、桁けた違ちがいの重量によって地面を押し潰しながら、ついにその巨体が立ち上がった。

　茫ぼう然ぜんとその姿を見上げる優ゆう馬まの前で、突如タマゴ型の頭部がバカッと横向きに割れる。鋭い牙の並んだ口が開き、大蛇のような舌がうねった。

　──進化したのだと、そう思った。

　命の危機に瀕ひんし、怪物はその異容を、更に異質なものに変えていた。

　鮮血のような夕焼けの光をバックにして立つティーガー。その姿は、まるで冥めい府ふからやってきた魔王のように見える。怪物が耳をつん裂くような声で咆ほう哮こうする。虎とらノの門もん一帯の空気が、まるでその存在に慄おののいているかのように振動した。

　ティーガーが、やおらハサミを優ゆう馬まの方に向ける。ハサミの中に、これまでのティーガーにはなかったはずの、丸い砲口が見えた。瞬間、

　右側の地面が吹き飛び、優ゆう馬まの視界がメチャクチャになる。

　地面に叩たたきつけられて血を吐き、全身を刺すような痛みが襲った。耳に何か詰まっているような感覚がして、この世から音というものが消きえ失うせた。

　それでも必死に立ち上がる。千ち歳とせのことだけを考えていた。

　とにかく逃げ続けて、一秒でも多く、彼女が逃げるための時間を稼ぎたかった。

　砲撃。

　すぐ目の前の地面にクレーターが出来て、四散したコンクリートの破片が、まるで榴りゆう弾だんのように優ゆう馬まを襲った。服も肉も例外なく引き裂かれ、噴き出した血煙が空気を汚した。

　積み重なった瓦が礫れきの上に、もたれかかるように倒れ込む。

　もはや痛みも感じない。思考に白い靄もやがかかっている。

　不自然に震え続ける優ゆう馬まが、なおも身体からだを起こそうとした目の前、土つち埃ぼこりに汚れたサソリの化物が、いつの間にか空を覆うようにして立っていた。

　ティーガーが膝を折り、ゆっくりとこちらに近付いてくる。そのハサミが優ゆう馬まの体に迫る。

「う、おおおおあああっっっッッッ！」

　優ゆう馬まは銃を向け、叫びながら引き金を引いた。

　しかし銃撃をモノともせず、近付いてくるティーガーの右腕。

　ほとんど動くことさえ出来ない優ゆう馬まの体を易やす々やすと摘つまみ上あげた。

　すぐに圧力が高まっていき、優ゆう馬まの体中の骨が紙細工のように折れ始める。

　吐血しながら、持ち上げられた優ゆう馬まがヒルズの方を見る。

　一瞬、泣き腫らした千ち歳とせと目が合った。

　怪物が手を頭上に掲げ、口をガバリと開いた。

　ヒルの海のような口こう腔こうが見えた。その中で、一ひと際きわ太く、長い舌がうねっていた。

　ぱかっ、とサソリのハサミが開き、ふわりと優ゆう馬まの体が浮く。

　……簡単に、死んでたまるか。

　優ゆう馬まはまだ辛かろうじて動く左手で、手しゆ榴りゆう弾だんを一つポーチから取り出すと、レバーを握り、ピンを嚙かみ締しめて引き抜いた。

　粘液に塗れた紫色の舌に絡からみ取られる。喉の粘膜に身体からだが圧おし潰されていく。

　口と鼻から、ティーガーの口こう腔こう粘液が押し入ってきて、呼吸をすることも出来なくなった。

　サソリの喉を通過する中で、万力のような力が身体からだにかかり、全身の骨が再びパキパキという音を立てて折れた。

　意識も、もうほとんど残っていない。

　真っ黒な深しん淵えんに沈んでいく……。




『優ゆう馬ま』

　ふいに、母の声が聞こえて、優ゆう馬まは驚いて目を開いた。




『忘れちゃ駄目だよ？』

　──走馬灯というやつだろうか。

　優ゆう馬まはいつの間にか、あの日あの時のショッピングモールにいた。目の前に母が屈かがみ、優しい瞳で、自分のことを見つめている。

　母が微ほほ笑えみながら口を開いた。

『大事な人の事を、絶対に守ってあげるためのおまじない』

　優ゆう馬まの心臓が一度、ドクン、と強く拍動した。

　あの時、聞こえなかったおまじない。

『それはね……』

　母の口が続けて、あの時と同じように動いた。




　その時──。手しゆ榴りゆう弾だんが爆発して、世界の電気が落ちた。




　虎ノ門ヒルズ内の三人は、優ゆう馬まが喰くわれる瞬間を目の前で見ていた。絶叫を上げて泣き叫ぶ千ち歳とせのことを、アネゴと小こ梅うめが必死になって羽交い絞めにする。

「シルフィ！　駄目よ！　落ちるっ！」

「離して！　離してよおっ！　嫌だ嫌だ嫌だあああ！」

　見開かれた青い瞳から、大粒の涙が溢あふれていく。気が狂ったように、全ての事実を否定するかのように、小さな頭を左右に激しく振り続ける。

　コホッ、という、乾いた咳せきのような音が聞こえて、三人は頭上を見た。

　手しゆ榴りゆう弾だんの爆発音だった。

　優ゆう馬まが食われてもなお、最後の抵抗をしたのだと分かった。

　そしてそれは、もう逃げ場のない場所で、爆発に巻き込まれたことを意味していた。

「うわあああああああっ！」

　千ち歳とせが絶叫を上げ、その体から力が抜ける。

　床に倒れこみ、四よつん這ばいになった。

「ああああっ。ああああっ。優ゆう馬ま君、優ゆう馬ま君、優ゆう馬ま君……」

「千ち歳とせ先輩！　立ってくださいっ！」

　小こ梅うめが叫ぶ中、ようやく上げた千ち歳とせの視線の先、ティーガーの巨大なハサミが、今度は自分達に迫っているのが見えた。

　もう……抵抗する気力も湧かなかった。

　小こ梅うめとアネゴが何か叫んでいるのは聞こえた。

　でも、もう、どうでも良かった。

　好きな人と同じ場所で死ねるなら、そっちの方が幸せだとさえ思えた。

『ドン！』

　小さな爆発音がして、まるで銃撃でもされたかのように、ティーガーの胸の辺りから紫色の液体と肉片が噴き出した。

　驚いた三人が見つめる中、本人も驚いているのか怪物が動きを止め、こちらに伸ばしていた腕を戻し、胸に開いた穴を触った。

『ドガッ！』

　車同士が衝突するような音がして、三人が反射的に地面に視線を向ける。




　その先に、

　真っ黒な、

　西洋甲かつ冑ちゆうのような「何か」がいた。




　背丈は、人間の大人とほぼ変わらないくらいに見える。

　ゴツゴツとした体。まるで骸がい骨こつをイメージしたかのような不気味なシルエット。顔は酷ひどく潰れて歪ゆがみ、目があるのかも分からない。片側だけ切り裂かれたように開いた口からは、巨大な白い牙の並んでいるのが見えた。そして額に二本、まるで雄牛のそれのように大きな角が、横並びに生えている。

　その右手には、身の丈をも優に超える、巨大な黒い剣を握っていた。

「黒い……ファイント？」

　小こ梅うめが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。正にその時、黒い鎧よろいが跳躍した。

　そのスピードは、まるで弾丸。

　既に右手を伸ばしていたティーガーの攻撃を躱かわすと同時、分厚い装甲に守られたハサミに剣を突き立て、そのまま腕を駆け上がりながら、装甲と肉とを切り裂いていく。

　噴き上がる鮮血。

　怪物が反対の手で、まるで虫でも叩たたくかのように平手を見舞う。

　しかしその手を、黒いファイントは突き破って飛び出してきた。

　吹き飛ぶ肉にく塊かい。紫色の体液が、シャワーのように地面に降り注いだ。

　ティーガーは黒いファイントの動きに全くついていけない。比較にもならない身体からだの大きさの優劣を覆くつがえし、黒いファイントは一方的に巨人を攻め続ける。

　まるでスズメバチに襲われる人間。必死に手を動かして払おうとするが、たちまち体に取りつかれ、大きく装甲ごと身体からだを削そがれていく。

「ブラック……トーラス？」

「え？」

　アネゴが呟つぶやき、千ち歳とせと小こ梅うめが彼女の事を見た。

「いや、アレ……。小さい時に弟達と見た、変身ヒーローに似てる気がして……」

　アネゴの指す指の先を見て、千ち歳とせが小さく口を開いた。

「ブラック、トーラス……」

　三人の視線の先、巨人が必死の回避行動をとっている。

　その拳が、恐らく意図せず、千ち歳とせ達三人のもとに振り下ろされた。

　粉々に押し潰されていくビル。三人の喉から悲鳴が上がる。

　三つの身体からだを、拳が捉えそうになった正にその時、
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　床下を吹き飛ばしながら、黒いファイントが三人の眼前に現れた。

　ドッ、ゴオオオオオオッ！

　サソリの拳を、腕を頭上にクロスして受け止める。

　天地が崩壊したかのような衝撃音と破砕音。千ち歳とせ達の周囲にも砕けた上階が瓦が礫れきとなって降り注いだ。

　直撃を受けた黒いファイントの体が床に埋まる。その膝をつき、装甲の砕けた右腕があらぬ方向に曲がった。しかし黒いファイントは脱出しない。三人の前に、まるで盾のように立ちはだかり続ける。

　そして猛烈な粉ふん塵じんが漂う中、ティーガーの拳は、ファイントの腕に受け止められていた。

　黒い甲かつ冑ちゆうが後ろを振り向く。

　千ち歳とせは一瞬、目が合ったような気がした。

「待って！」

　手と身体からだを伸ばしたところを、アネゴが摑つかんで後ろに引き戻した。

　その千ち歳とせの手の先、黒いファイントは再び前方へと視線を戻し、ビルの外へと飛び出した。

　窓枠に駆け寄る三人。

　まさにその時、ダメージを受け、動きの鈍った黒いファイントが、ティーガーのハサミに捕らえられた。

　ティーガーが身体からだを大きく捻ひねり、黒いファイントを思いきり投とう擲てきした。

　サソリに比べれば遥はるかに小さな身体からだがボールのように飛んで行き、愛宕あたご山やまの頂上付近に衝突して土煙を上げる。

　ティーガーが両手と、そして尾の先端をその頂上に向けた。

「駄目っ！　逃げてえっ！」

　千ち歳とせの叫び声が響く中、三つの砲が光り輝き始める。そして最後、ティーガーが大きく口を開くと、そこにも青白い光が集まっていく。

　パシュウウウウウ……

　放たれた四つの光線が山頂を照らし……大爆発が起こった。

　衝撃波が千ち歳とせ達のいる虎とらノの門もんヒルズに襲いかかり、三人は床にしがみつくように蹲うずくまった。

「シルフィ！　小こ梅うめ！」

　小さな二人にアネゴが覆おおい被かぶさる。

　建物が倒壊しそうなほど大きく揺れ、飛ばされてきた建材や何かの破片が三人を襲った。

　やがて……

　三人が目を上げると、最初に見えたのは、炎に包まれて燃え上がる愛宕あたご山やまだった。

「あぁ……」

　誰の口からか声が漏れる。

　しかしその時、炎がまるで切り裂かれたかのように、スッ、と左右に割れた。

　そしてその中心に……、まるで海を割ったモーセのように、愛宕あたご山やまの山頂に立つ黒いファイントがいた。あの大爆発の中、ほとんどダメージを受けた様子は見られない。

　突如再び土煙が上がり、今度は黒いファイントが砲弾のように飛び上がった。一瞬で距離を縮め、そのままサソリの胸部に右のパンチを見舞う。

　轟ごう音おんと悲鳴と共に、ティーガーの胸の装甲が砕け散る。黒いファイントはそのままよろめいたティーガーを踏み台にして、上空へ向けてジャンプした。

　その高さは、立ち上がったティーガーの更に上。

　そして、

　黒いファイントが、その剣を振りかぶった。

　剣から黒い光が溢あふれ出だし、まるで剣そのものが、五倍以上は大きくなったかのようになる。

　ティーガーの絶叫。そしてその頭頂に、黒い剣が叩たたきつけられた。

　紫色の体液を噴き出しながら、真っ二つに両断されていく怪物。

　断末魔の咆ほう哮こうが夕方の空に響いていく。

　黒いファイントは地面に降り立つと、いつの間にか元の大きさに戻っていた刃を振って鮮血を払い落とした。

　その上に──まるで折り重なるかのように、サソリの遺体が崩れ落ちていった。
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「おい優ゆう馬ま！　飲んでるかっ？」

　アルヒの声に、はっとして目の焦点が合う。

　視線の先にはボンゴの後頭部。小さな十円ハゲを見つけてしまった。

　途端、右肩をバシリ、とアルヒに叩たたかれる。

　優ゆう馬まは顔を顰しかめながらアルヒの事を睨にらんだが、睨にらまれた方はそんなものどこ吹く風。まるで本当に酒でも飲んでいるかのように顔を真っ赤にして、テンション高く笑っている。ちなみにだけれど、手に持っているグラスの中身はコーラだ。

「ちょっとアルヒ！　優ゆう馬ま君は怪け我が人にんなんだからね？　もっと丁重に扱いなさいよ！」

　バシン！

　言った傍そばからアネゴが今度は左の肩を叩たたいてくる。

　優ゆう馬まは小さく溜ため息いきを吐き、手の中のグラスにあるウーロン茶を口にした。

　広い集会スペースには、オレンジ色の温かな光が満ちていた。そこここで仲間たちの大きな笑い声が上がっている。

　虎とらノの門もんヒルズ戦の夜。

　愛宕あたごの高級マンションに間借りした分隊メンバーは、二階にある綺き麗れいな集会所でアルコール無しの宴会を開いていた。

　千ち歳とせと小こ梅うめ、二人の救出成功。しかも救出隊の死亡者ゼロという戦績は、まさに奇跡に等しい。部隊の面々は、未いまだ全員が勝利に酔いしれていた。

　時折一人が部屋に入ってきて、そしてまた一人が入れ替わりに外に出ていくのは、千ち歳とせの部屋に呼び出されているからだ。救出に向かったメンバーは命令違反ということで、こってり油を搾しぼられに行かなければならない。しかしそれも、所詮は形式上のもの。既に千ち歳とせのもう一つの顔を知ってしまっている女性陣はもちろん、男性陣さえ、千ち歳とせの部屋に向かう道中もニヤニヤ笑いを浮かべている。

「いやだから凄すごかったんだって！　その黒いファイントの剣がデカくなってさあ」

　ボンゴがメシアとガンテツの前で、刀を振り上げる動作をする。「ズバアアアアアッ、とな」と効果音を入れながら袈け裟さ懸がけに空間を斬った。その瞬間を見る事の出来ていなかったメシアとガンテツが、「おお……」と感心して息を漏らす。

　……黒いファイント。

　ティーガーを一刀両断にした後は、ふっ、とまるで煙のように消えてしまったらしい。

「国Ｕ連Ｎの新兵器」、「ファイントの変異体」、「宇宙からの来訪者」、「プ○デター」等々。

　みな好き勝手な推測をしているが、ティーガーを倒した事もあり、悲観的な見方はあまりない。そもそも消えてしまった後となっては、もう推測同士の空中論議をするより他はなかった。

　優ゆう馬まは左手で、右腕を触ってみた。軽く右腕を曲げ伸ばししてみる。何の問題もない。

　どう考えても……、おかしいと思う。

　右腕はあの戦いの中で、確実に折れていたはずだ。でも今は擦すり傷・切り傷こそ残ってはいるものの、骨折の痕こん跡せきはどこにもない。

　いや、右腕だけではない。

　自分はティーガーに摑つかまれた時、ほぼ全身を骨折していたはずなのだ。内臓にも深刻なダメージを受けていただろう。喰くわれた・喰くわれなかったに関わらず、当然死んでいてしかるべき状態だった。しかし今、この体に深刻な問題は見当たらない。

　そもそもティーガーに丸まる吞のみにされた優ゆう馬まがなぜ今ここにいられるのかというと、優ゆう馬まはあの戦いの後、ティーガーの遺体の近くに倒れ伏していたらしい。そこを仲間達が救助してくれたそうだ。

「おいおいボンゴ！」

　相変わらず上機嫌なアルヒが、やはり相変わらず黒いファイントの動きの真ま似ねをしているボンゴに声をかけた。

「だから黒いファイントじゃなくて、『ブラックトーラス』だろ？」

　ビクン、と優ゆう馬まの肩が跳ねた。

　……ブラックトーラス。

　目撃していたメンバーによると、例の黒いファイントの姿は、自分達が子供の頃に放映されていた特撮アニメの主人公、「ブラックトーラス」にどことなく似ていたらしい……。

　久しぶりに他人の口から聞いた。

　優ゆう馬まにとっては、父と母の死のシーンに近い所にある言葉で、それを聞くと、色々なものが胸の中に溢あふれそうになる。

　ただ、それはともかくとして……。

　優ゆう馬まはぼんやりと前方の空間を眺めた。

　……何な故ぜか、見たことの無いはずの光景が脳に残っている。

　凄すさまじいスピードで動き続ける視界。

　その視界のほぼ全てを立ち上がったティーガーが占めていて、何度もその巨体に突撃をかけている。自分が振るっているらしい黒い剣。振り下ろされるたび、怪物の体が切り刻まれ、紫色の体液が噴き出ていく。

　優ゆう馬まは自分の手を見つめた。

　──あの重装甲がまるで……、プリンでも斬っているかのような感触だった……。

　慌てて頭を振った。

　何を馬鹿なことを考えているのだろうと思う。

　それでは自分が……

　そう、まるで自分が、黒いファイント──ブラックトーラスだったみたいではないか。

　……。

　なんて、馬鹿なのだろう。

　急速に頰が熱くなる。そんな子供みたいな事を考えてしまった自分が恥ずかしい。

「優ゆう馬ま先輩、大丈夫ですか？」

　優ゆう馬まの肩が驚きで跳ねる。

　顔を上げると、小こ梅うめが首を傾かしげてこちらを覗のぞき込んでいた。

「あ……うん。大丈夫だよ。それより小こ梅うめちゃんも、救助してくれてありがとう。ごめんね、逆に助けてもらっちゃって」

「そんな、お礼なんて止めてください。当然のことです」

　ブンブンと首を振った後、普段より少し大きな笑顔を見せた。

　コホン、と小こ梅うめが一度咳せき払ばらいをする。

「それでは……最後、優ゆう馬ま先輩です」

　気を取り直したのか、小こ梅うめが目をキラキラ輝かせながら、グッと右手の親指を立てた。

　優ゆう馬まが苦笑しながら頷うなずく。

　集会スペースを抜けて廊下に出ると、アネゴが壁に背中を預けて寄りかかっていた。

　怪け我がが深刻で、包帯ぐるぐる巻きのアネゴ。さっさと部屋に戻っていればいいのに、ニヤニヤの笑顔を張り付けて、こちらに近づいてくる。

「優ゆう馬ま君、これを持っていきなさい。おっと、礼は要らないわ。人生の先輩からの餞せん別べつよ」

　受け取ると同時、予想通りのコンドームのパッケージをゴミ箱に投げ捨てた。

「ちょっ？　ちょっと！　折角コンビニでパク……頂戴して来たのに。まさか優ゆう馬ま君、そんな大人しそうな顔して着けない気？　若者の性の乱れ、ここに極まれり、ね……」

「いや、違うから。それより重傷なんだから、早く休んでよ」

「いやいや。いいからいいから。とりあえずコレ持ってきなさいって。いいじゃない別に。使わなかったら持って帰ってくるだけなんだし」

　そう言ってゴミ箱からパッケージを拾い上げ、外箱の包装をベリベリと破り、中身を十個くらいごそっと取り出すと、「こんなもんか」と言って、優ゆう馬まのポケットに突っ込んだ。

　一度深くため息を吐いて呆あきれ顔がおをしてから、優ゆう馬まは千ち歳とせの部屋に向かって歩き出した。

「まったく、アネゴは……」

　自然に不満を言ったつもりだったけれど、声が震えて、わざとらしくなってしまう。

　本当は正直……凄すごくドキドキしていた。今から千ち歳とせと、お互いの気持ちを伝え合ってから、初めての二人っきりになる。ちょっとだけ。いや、実は結構、いろいろ期待をしてしまう。最後に呼ばれるというところにも、何らかの千ち歳とせの意図を探してしまう。

　途中トイレに寄ったり、少し来た道を戻ったりしてから、千ち歳とせの部屋の前に到着する。

　一度……二度、と深呼吸してからノックをすると、「どうぞ」と言う事務的な口調。胸を二回、強く叩たたいてから入室した。

　部屋の中は１ＬＤＫになっていて、入り口から短い廊下を進んで左手にキッチン、ダイニング、リビングと並んでおり、右手は、ベッドのある広いワンルームとなっていた。

　リビングのソファに腰掛けていた千ち歳とせは優ゆう馬まを見た途端、かああっと頰を朱あかく染めた。それを悟られないようにするためか、顔を下に向けてもじもじした。

　今すぐ抱き締しめたい気持ちが込み上げてきて、それを何とか抑え込む。

　千ち歳とせは「ごほん」と一度咳せき払ばらいをして、若干怖い顔になった。

　ソファから立ち上がり、近づいた優ゆう馬まと正面で向き合う。

「優ゆう馬ま君。わ、私はリーダーとしては、今日の命令違反を看過できません。『逃げろ』と言ったはずです。ちゃんと、反省してください」

　キッ、と睨にらんでくる。

　しかし……すぐにその目が微かすかに揺れて、薄うつすらと膜が張った。

「それに最後……あんなに、ボロボロになって……、いっぱい無茶して……。バカです。大バカです。厳重注意ですっ」

「はい。以後、気を付けます」

　神妙に頭を下げた優ゆう馬まを千ち歳とせはなおも不満そうに見つめていたが、ふと眉を八の字に下げた。

「優ゆう馬ま君……あの、お体、大丈夫ですか？」

「うん。ありがとう。大丈夫だよ。ごめん、心配かけて……」

　千ち歳とせの目じりにぶわり、と涙が浮かんだ。

　慌てて戦闘服の袖で目元を押さえ、小さな手でリモコンを取り上げる。「ぴっ」と音が鳴って、部屋の電気が消えた。消えて顔が見えにくくなった途端、千ち歳とせは小さくしゃくりあげた。

「ゆ、優ゆう馬ま君……。ごめんなさい。私、いっぱい、いっぱい迷惑かけて……」

　嗚お咽えつを漏らす千ち歳とせの二の腕をそっと撫なでた。

「千ち歳とせ……迷惑だなんて、全然思ってない。君が無事で、本当に良かった」

「優ゆう馬ま君……」

　一度優ゆう馬まと視線を合わせた千ち歳とせだが、すぐに下を向いてしまった。

「あの、私、い、今は、『リーダー』じゃなくて、ただの『千ち歳とせ』、でも良いいですか？」

「うん。……もちろん。大丈夫だよ」

「あ……」

　月明りだけが差し込む部屋の中で、宝石のような千ち歳とせの青い瞳が優ゆう馬まのことを真っすぐ見上げた。小さく声を漏らした千ち歳とせが、優ゆう馬まの胸に両手を当て、そっと身体からだを寄せてきた。

　千ち歳とせとぴったり密着していた。彼女のつむじが目の前にあった。

　シャワーを浴びた千ち歳とせの髪はしっとりとして艶つややかで、シャンプーの良いい香りがした。胸に当てられた手からは、千ち歳とせの温かい体温が伝わってくる。

「リーダーとしてじゃない私は……優ゆう馬ま君が来てくれて、凄すごく……凄すごく、嬉うれしかったです」

　優ゆう馬まは反射的に、千ち歳とせの身体からだに腕を回した。きつく、きつく、抱き締しめた。もう絶対に手放したくなかった。

　優ゆう馬まの胸に置かれた手が、ぎゅっと優ゆう馬まの服を摑つかむ。

「そんなこと考えたら駄目って分かってるのに、怖くて、寂しくて、心の中では何回も何回も、優ゆう馬ま君に助けに来て欲しいって思ってた」

「千ち歳とせのこと、置いて行くわけない。絶対、何があっても助けに行く」

「優ゆう馬ま君……」

　千ち歳とせが優ゆう馬まの胸から顔を上げた。

　優ゆう馬まを見上げる青い瞳が涙で濡ぬれている。

　目と鼻の先で二人は見つめ合う。

「千ち歳とせ、好きだ。世界で一番好きだ」

　千ち歳とせの瞳から、ポロポロと涙が零こぼれ落おちた。

「私も……私も世界で一番好き……。大好きです……」

　千ち歳とせがギュッと目を瞑つむり、新たな涙が頰を伝った。首を少し傾け、優ゆう馬まを受け入れるため、顎あごを少し上に向けた。

　もう何も考えられなかった。ただひたすらに千ち歳とせのことが欲しかった。

　自分の柔らかい唇が、ついに、それ以上に柔らかくて瑞みず々みずしい千ち歳とせの唇と密着した。そのまま千ち歳とせの唇に吸い付いた。

　脳内麻薬が頭蓋の中いっぱいに溢あふれた。身体からだ全体を燃えるような幸福が包んだ。

　この世にはもはや、唇と脳しかないようにさえ感じる。唇から伝わる全ての刺激が、自分のことを愛していると言ってくれていた。二人の交換する熱が、そのまま二人の相手を想おもう気持ちなのだと思った。

　もっと想おもいを伝えたくて、そして相手の想おもいを感じたくて、二人は何度もキスをする。湿った音が耳をくすぐり、今二人が愛しあっていることの証明となる。

　二人の間で熱い吐息が交わされる。千ち歳とせの吐き出す息に、小さく甘えるような声が混じる。汗ばんだ彼女の首筋から、甘あま酸ずっぱい匂いが立ち昇ってくる。

　千ち歳とせの身体からだを強く抱き締しめる。本当に小さい身体からだだった。愛おしさが止まらない。

　優ゆう馬まが静かに顔を離し、二人のキスが一度途切れた。

　千ち歳とせの瞼まぶたがゆっくりと開く。青い色をした瞳が優ゆう馬まのことを見つめる。頰を赤く染めて、嬉うれしそうに小さくはにかんだ。

　恋心を込めて優ゆう馬まがその頰を撫なでる。──と、千ち歳とせの肩が驚いたようにピクリ、と跳ねた。

　唐突に理解して、優ゆう馬まは自分の手──酷ひどい火傷やけど痕あとの残る掌てのひらを見た。

「ごめん、ざらざらするよね……。痛かった？」

　千ち歳とせは優ゆう馬まの両手をとって見つめた。両の掌てのひらに残る、旧ふるく深い傷きず痕あと。聡さとい彼女は、すぐにそれが何を意味するのか理解したのだろう。眉尻を下げて優ゆう馬まを一度見てから──

　優ゆう馬まの手を両手で包み、その掌てのひらを愛おしむように頰ほお擦ずりした。

　驚く優ゆう馬まに優しく微ほほ笑えむと、千ち歳とせは今度は、優ゆう馬まの傷きず痕あとにそっと口付けをした。

　心臓が痛いくらいに熱くなる。感動と愛情が強すぎて、息もうまく出来なくなる。

　気づけば優ゆう馬まは千ち歳とせを抱き寄せ、口を開いていた。

「千ち歳とせ……。僕、千ち歳とせのことが、欲しい……」

　千ち歳とせの目がまん丸に広がって、火が付いたように顔が赤くなった。

　優ゆう馬まの胸の中に小さな焦あせりが生まれた。流石さすがに求め過ぎてしまったと後悔する。

　千ち歳とせはしかし、口を暫しばらくもぐもぐさせてから、優ゆう馬まのことを恥ずかしそうに見上げて……、コクリ、と小さく頷うなずいた。

「は、初めてなので……や、優しく、お願いします」

　頭がおかしくなりそうだった。もう千ち歳とせのこと以外、何も考えられなかった。

　再び千ち歳とせの事を強く抱き締しめてキスをする。

　キスをしながら、優ゆう馬まは千ち歳とせの戦闘服のボタンを外していく。

　一つ、二つ、三つとボタンが外れる度に、胸に穴が開くほどの興奮が募った。唇を離してから、千ち歳とせの上着の襟えりの部分を摑つかみ、ゆっくりと肩から二の腕に滑らせた。

　千ち歳とせの真珠のように艶つややかな肩が露あらわになり、そして──、下着姿の千ち歳とせの上半身が現れた。

　驚いた優ゆう馬まの視線が、千ち歳とせのブラに釘くぎ付づけになる。

　千ち歳とせのそれは純白で、フリルやレースがあしらわれた、とても可愛かわいらしいデザインをしていた。もちろん国連から支給された戦闘用のものとは全くの別物。つまりは今、この時に備えて、千ち歳とせがどこからか調達してきたもの……。

「千ち歳とせ……」

「そっ、それ以上、何も言わないでください……」

　千ち歳とせは胸の前で腕を組み、恥ずかしそうに縮こまった。再び新たな愛情がこみ上げてきて、優ゆう馬まは上着とシャツを脱ぎ棄すててから、千ち歳とせの腕ごと包むように抱き締しめた。

「千ち歳とせ……とっても似合ってる」

　千ち歳とせは顔を上げず……しかし優ゆう馬まの背中に手を回し、顔を隠すようにしながら、胸板に頰ほお擦ずりした。

「……嬉うれしい」
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　千ち歳とせを抱く腕に力がこもる。初めての素肌同士の抱ほう擁よう。

　千ち歳とせのしっとりとした体の抱き心地に、胸の中が熱くなる。

　少し固いブラ越しに感じる、千ち歳とせの豊かな胸。正直想像もしていなかったが、普段、分厚い生地の戦闘服と、更にその上にボディアーマーまで付けているのだから、身体からだの凹凸が見えなくなるのは当然かもしれない。

　再びキスを交わしながら、優ゆう馬まは千ち歳とせのベルトを緩め、ズボンをゆっくりと脱がせた。千ち歳とせの体を優しく撫なでていく。

　柔らかくて艶つややかな髪。小さな顔。驚くほど華きや奢しやな肩。ふっくらとした乳房。ギュッとくびれた腰回り。丸みを帯びたお尻。

「女の子」なのだと思った。

　実際の戦闘能力なんてどうでも良かった。

　自分は「男の子」で、千ち歳とせは「女の子」で、だから自分は、彼女の事を守らなければならないのだと思った。それは、本能のレベルで理解できた。

　千ち歳とせのために生きて、千ち歳とせのために死にたかった。




　パン！




　突然の銃声。

　二人は反射的に身体からだを離して窓の方を見て……。間もなく同時に、警戒レベルを下げた。

　撃ったということは、見張りの人間が「撃っても大丈夫」と判断したからだ。もし本当に危機的な状況だったら、撃つことさえ出来ず逃げることになる。

　多分行かなくても問題はないはずだが、リーダーである千ち歳とせが行かない訳にもいかない。

　優ゆう馬まが千ち歳とせに目を戻す。しょんぼりした顔で、こちらのことを見つめていた。

　横やりが入って残念な気持ちなのは千ち歳とせも同じらしい。

　優ゆう馬まは千ち歳とせを抱き寄せ、その耳元に口を近づけた。

「途中で終わっちゃって、残念だったね……」

「っ？」

　千ち歳とせが耳まで赤くして、口をモゴモゴさせて再び目を伏せた。

「そ、そんな事、聞いたらだめです……」

　千ち歳とせの様子が可愛かわいらしくて、優ゆう馬まは笑ってしまいそうになるのを堪こらえる。

　名残惜しさが募り、優ゆう馬まは千ち歳とせの頭に一度頰ほお擦ずりした。




　やがて二人とも、ため息を吐つきながら小さく微ほほ笑えみ合った。

　お互いの服を直してそれぞれチェックして、はにかみ合いながら外へと向かった。
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　翌日。

　千ち歳とせは優ゆう馬まの顔を見るなり、その頰をリンゴのように染めて視線を逸そらした。

　朝から必死に千ち歳とせのことを意識すまいと考え続け、鏡の中でニヤつく自分に活を入れてきた優ゆう馬まだったが、むしろ千ち歳とせの方が如によ実じつに挙動不審になっている。朝食のために集まったメンバー達の中、アネゴが千ち歳とせの顔を心配そうに覗のぞきこんだ。

「ちょっとシルフィ、顔赤いよ？　風邪引いたんじゃない？」

「平気。風邪なんて引いてない」

　頰を染めたまま怒ったようにむっつり言って、千ち歳とせは乾パンを食べ始めた。

　ロビーに集まったメンバー達も、全員で床に車座になってモソモソと朝食を口に入れる。

　優ゆう馬まが顔を上げる。

　千ち歳とせは顔面筋を張りつめさせて無表情を装よそおってはいるものの、時折ほぼ正面に座っている優ゆう馬まのことをちらちら見ては、頰を緩ませ可か憐れんな微ほほ笑えみを浮かべてしまう。いつもはその凜りん麗れいさを強調する整った眉も、まるで毛虫のようにモニョモニョ動き続けている。

　その大量破壊兵器級の威力を持った可愛かわいらしい姿は、本人の意図せぬところで、分隊に深刻な混乱をもたらした。

「お、おい優ゆう馬ま、やべえよ……」

　優ゆう馬まの右隣にいるアルヒは、銃殺刑を宣告された囚人のように青くなり、ガクガク全身で震えている。

「見たか今のシルフィ。最後のお別れとばかりに俺に優しく微ほほ笑えんだぞ。絶対昨日の夜に無断発砲したこと怒ってる……ど、どうすりゃいいんだ。なあ優ゆう馬ま、俺の遺灰は海に帰してくれ」

「いや、多分、大丈夫じゃないかな……」

　心に後ろめたいことがある人間には、そう見えるのかもしれない。

「お、おい優ゆう馬ま、やべえよ……」

　今度は左隣にいるボンゴが、宝くじでも当選したかのように興奮して赤くなり、ワナワナ全身で震え始めた。

「見たか今のシルフィ。まるで恋する乙女みたいに俺に微ほほ笑えんだぞ！　あいつまさか、俺に気があるのか？　ど、どうすりゃいいんだ？　俺には小こ梅うめちゃんもいるのに……」

「いや、まあ、おめでとう……」

　頭の中がお花畑の人間には、そう見えるのかもしれない。

　千ち歳とせは最後に再び優ゆう馬まのことをちらちらと見てから、逃げるように素早くロビーを後にした。優ゆう馬まの右隣から悲鳴が、左隣から荒い鼻息が上がった。

　もちろん自分達が戦場の最前線にいることは、未いまだ全く変わりがない。千ち歳とせがあんな調子で大丈夫だろうかと、優ゆう馬まは少し心配に思う。




　ドゴッ、という重い音と共に、頭をナイフで貫かれたインファントリーが倒れ伏した。

　分隊メンバーが啞あ然ぜんとする中、ナイフを投とう擲てきした千ち歳とせ本人には何の感慨もないらしく、氷のような無表情でナイフを回収し、そのまま先頭を進んでいく。

　障害物の後ろにいて見えなかったインファントリーを、千ち歳とせは見もせず、僅か一挙動でナイフを抜き、投げ、そして一撃で無力化した。千ち歳とせ以外の他の人間は、その存在に気づいてさえいなかった。

　やはり一人だけ異常値にあるその戦闘力に、優ゆう馬まは半ばあきれ果てる。外に出てからというもの、千ち歳とせはいつも通りの姿にすっかり戻っていた。心配して損するとは正にこのことだ。

　車両を失った分隊は、千ち歳とせを先頭に、まるで雁かりの群れか、或あるいは矢じりのような三角形を描いて南に向かった。昨日、虎とらノの門もんヒルズで大暴れしてファイントを大量に片付けた影響か、周囲にその姿がほとんど見当たらないのは幸運だった。

　愛宕あたご神社前交差点を過ぎ、愛宕あたごグリーンヒルズを通過した時、メンバー達の視界の中に、遂ついに東とう京きようキャンドルが現れた。

　目的地が目の前に迫り、自然と隊の雰囲気が明るくなる。千ち歳とせの地図によると、マーカーは恐らくタワーの中腹。高さ１５０メートルの所にある大展望台にあるらしい。

「俺、東とう京きようキャンドル来るの初めて」とガンテツ。

「私も初めてです」と小こ梅うめ。

　その二人に向けて、アルヒが小バカにするような小さな笑みを向けた。

「何だ二人ともお上りさんか？　まあ、俺もかなり久しぶりだけどな。『３・13』の日以来だから……」

　ふとアルヒが何かを思い出したかのような遠い目をして言葉を切った。千ち歳とせがほんの一瞬だけ後ろを振り向いた。

「はあ？　あんたも随分な時に東とう京きようキャンドルになんていたもんね。それじゃあれ？　もしかして、墜落する飛行機見えてたとか？」

「ん？　あ、ああ。まあ……」

　アネゴの言葉にアルヒは曖あい昧まいに返事をした。

　優ゆう馬まは自分の体温が僅かに下がったのを感じたが、頭を振って気持ちを入れ直した。

　千ち歳とせがメンバーに指示を出し、配置に若干の変更を加える。アルヒと小こ梅うめを千ち歳とせのすぐ後ろに付け、ガンテツとアネゴを若干下がらせた。

　ほどなく隊は芝しば公こう園えん三丁目交差点を右折。

　更に東とう京きようキャンドル前交差点を右に曲がると同時、千ち歳とせを除くメンバー全員が空を見上げた。

「でけぇ……」

　とボンゴが呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、アルヒは目を丸くして笑みを浮かべ、タバコを口に咥くわえた。

　皆、空を見上げ過ぎて首が痛かった。

　赤い鋼鉄が複雑に組み合わされた独特なデザインの塔。それが空を貫くかの如ごとく聳そびえ立たっていた。東とう京きようスカイツリーの登場により、その高さでは既に東とう京きようで一番ではなくなったものの、だからと言って変わる訳ではない圧倒的な存在感に、畏敬の念すら覚える。

　東とう京きようキャンドル。

　分隊は遂ついに、その膝元にまで辿たどり着ついた。

　見ていると何となく力が湧いてくるようで目が離せなくなるが、そろそろ千ち歳とせが最も呆ほうけた顔をしているボンゴを殴りそうなので、隊の全員は申し合わせたように前に向き直り、坂を駆け上がり始めた。

　それとほぼ同時に地面が揺れ、キャンドルに向かう道の左からパンターが飛び出してきた。

　左の最後尾にいたメシアの軽機関銃が火を噴き、隊が緩やかに三日月を描いて全員で発砲しながら、塔の入り口に向かって走り続ける。

「簡単にゴールとは行かないねえ！」

　と、何な故ぜかアネゴが楽し気にさえ見える凄せい惨さんな笑顔を浮かべながら小ライ銃フルを撃つ。

　まるでその言葉に応えるかのように、続いて二匹目、そして三匹目のパンター、さらにインファントリーの群れまで現れた。

　最後まで粘っていたメシアが撃つのを止め、前を向いて全速で走り始める。

　メンバーはタワーの脚の横を一息に走り切り、一気にチケットカウンター前になだれ込んだ。

　千ち歳とせ、優ゆう馬ま、アルヒ、小こ梅うめの四人が建物内に入り、素早く安全を確認する。

　エントランスは学校の教室二つ分くらいの広さで、その奥にエレベーターが並んでいた。

　幸いなことにファイントの姿は見当たらない。

　千ち歳とせが素早くエレベーターに駆け寄り、全ての「上」ボタンを押していく。

　一つも反応しない。全部死んでいた。

「おいこっちだ！　歩いて登るしかない！」

　アルヒの指さす先、入口入って左手の方に、確かに階段が見える。どうやらただの非常階段ではないらしく、キャンドルを歩いて登るためのものらしい。

　入り口で敵を足止めしているメンバーを呼び寄せようとした優ゆう馬まに、ちょうどメシアが振り向いた。

「先に行け！　足止めしなければすぐに追いつかれる。しんがりはまかせろ！」

　メシア、ガンテツ、アネゴ、ボンゴの四人が敵に向かって斉射を続け、小こ梅うめだけが優ゆう馬まの後に続こうとする。階段の踊り場に入ろうとしていた千ち歳とせが振り向いた。

「小こ梅うめ！　足止め組の直援に回れ！」

　小こ梅うめと優ゆう馬まが一瞬、キャンドル突入組の人数が手薄になるのではないかと目を合わせたが、すぐに気持ちを切り替えて、拳を突き合わせた。

「小こ梅うめちゃん、気を付けて」

「ありがとうございます。先輩こそ、ご武運を」

　言うなり腰から二本の刃を抜いて、低い姿勢で外に飛び出していった。

　残るメンバーを案ずる気持ちを押し殺して、優ゆう馬まは階段へ向かって走り出した。

　まるで学校の階段のような茶色いリノリウムの階段を二段飛ばしで駆け上がる。踊り場まで飛び出し、木製の手すりを摑つかんで１８０度急旋回。再び全力で駆け上がる。

　五階を通過した時、行く先に外から光が差し込んでいるのが見えた。

　割れたガラスの自動ドアをくぐり抜けると、そこは正しく東とう京きようキャンドルの真下だった。

　目の前には、天空へと続いていくエレベーター。そしてそれを包み込む真っ赤な鋼鉄の網が、まるで蜘く蛛もの巣すのように空を覆っていた。

「こっちだ！」

　とアルヒが叫び、優ゆう馬まがそちらに向かって走り始める。

　千ち歳とせが他の仲間への心配を振りきるためか、青い顔に決意の表情を浮かべて立っている。その肩を叩たたき、優ゆう馬まは先に、塔を登る階段に駆け込んだ。

　アルヒを先頭に、優ゆう馬ま、千ち歳とせと続く。

　真っ赤に塗られた階段は、激しい戦闘をくぐり抜けてきた優ゆう馬まには、まるで鮮血で染められているかのように見えた。階段は大人二人がギリギリ並べる程度で狭く、安全対策のため金網で囲まれていた。

　二段飛ばしで駆け抜けていくと、あっという間に目線が地上から浮き上がってきた。

　東の眼下に木々の緑と大きな寺の姿が見えた。曇り空だが高所での視界は悪くなく、遠く西の果てに見えるひと際高い山は、もしかしたら富ふ士じ山さんかもしれないと思う。

　ふと振り返ると、千ち歳とせが顔を真っ青にしている。

　優ゆう馬まも仲間が心配だが、千ち歳とせのそれは、より一層なのだろう。しかし今は皆を信じ、とにかくゴールを目指して走るしかない。

　強風が吹き抜けて優ゆう馬まの脚がよろめく。慌てて階段の手て摺すりに摑つかまり、再び登り始める。

　想像より早く、三分ほど登ったところで、急に頭上を巨大な赤い鉄板が塞いだ。

「おい！　もうすぐ展望台だぞ！」

　そういってアルヒが後ろの二人に振り返り、胸ポケットから煙草たばこを取り出して口に咥くわえ、

「止まれ！」

　突然の叫び声に、後ろを向いていたアルヒが凍り付き、優ゆう馬まも驚いて振り向いた。

　千ち歳とせが、優ゆう馬まに銃口を向けていた。照準を覗のぞき込み、トリガーに指がかかっている。

「……え？」

　ショックで思考が止まりかけ、しかし優ゆう馬まは一瞬後に理解する。

　千ち歳とせの銃口は自分に向いているが、照準を覗のぞき込む目は優ゆう馬まを見てはいない。

　優ゆう馬まは混乱したまま身体からだを階段の左に寄せ、今度は階上に振り返った。

　右手の親指と人差し指でタバコを摘まんでいるアルヒが、夢でも見ているかのような呆ぼう然ぜんとした顔で、突き付けられた銃口を見つめていた。喘あえぐように口を開いた。

「お、おいおい。シルフィ、何だってんだ？　冗談に付き合ってる暇はないぜ？」

　アルヒはそう言うと、タバコを口まで運んだ。

「動くな！」

　叫び声に続き、千ち歳とせがグリップを握り締める『ググッ』という音がした。

　優ゆう馬まはここに来てようやく理解した。

　千ち歳とせはアルヒのことを、本気で撃とうとしている。

「ち、千ち歳とせっ？」

　優ゆう馬まのことを、集中しきっている千ち歳とせは見ようともしない。

「アルヒ、お前、本当に『３・13』の時、ここに居たのか？」

　氷のように冷たい千ち歳とせの声。

　何の話が始まったのか一瞬分からなかった優ゆう馬まだが、そう言えば東とう京きようキャンドルが見えた時に、確かにアルヒはそんなことを言っていた。ただ、それが何だと言うのだろう。

　アルヒの顔に一瞬動揺が浮かび、しかし千ち歳とせに対して何か誤魔化しが出来るとも思わなかったらしい。その顔に、どこか軽薄な笑みが浮かんだ。

「……ああ、そうだな。『３・13』以外であんなに飛行機が落っこちた日が無ければ、あれはやっぱり『３・13』だったな」

　千ち歳とせの身体からだ全体から、目に見えそうなほどの殺気が立ち昇った。

「公おおやけになっていない情報だから油断したか？　私はあの日のことを、徹底的に調べ上げてきた。内閣サイバーセキュリティセンターＮＩＳＣにもハッキングしたことがある。私の父を殺した奴やつらを、探し出すために」

「千ち歳とせ……」

　口から怒りを炎のように吐き出す千ち歳とせから目を離し、優ゆう馬まがアルヒの方に向き直る。

　アルヒの顔から、徐々に笑みが消え去っていき……最後はまるで能面のような顔になった。

「『３・13』のあの日。一般市民は、東とう京きようキャンドルには入れなかった。巧妙なクラッキングによって、職員達さえ知らないうちに、あの日は閉館日へと変えられていた」

　優ゆう馬まの心臓が、静かに凍り付いていく。

「クラッキングを行ったのは、もちろんレイン・ウォーター。ＮＩＳＣの見解はこうだ。あの日、東とう京きようキャンドルはテロを観覧するための特等席へと変えられていた。……レイン・ウォーターと、彼が率いるハッカーグループ──『十じゆう二に使し徒と』のために」

　啞あ然ぜんとする優ゆう馬まの眼前で、アルヒは観念したかのように「ふーっ」と息を吐いた。

「あー。降参降参。油断したわ。日本では『口は災いのもと』って言うんだっけ？」

「お、おいアルヒ。お前、何言ってんだ？」

　優ゆう馬まから震える声が出る。

「それだけじゃない。そのタバコ……」と千ち歳とせ。「少し前からちょっと気になってた。ファイントが急に襲ってくる前、タイミング良くお前がタバコを咥くわえることが、何回かあったような気がしていたから」

「ブラボー！」

　言ってアルヒが破顔し、嬉うれしそうに手を叩たたく。

　千ち歳とせがアルヒを穴が開きそうなほど睨にらんだ。

「……犬笛みたいなものか」

　アルヒは頭を抱えて悶もだえ、しかし嬉うれしそうに身体からだをよじった。

「最高だぜシルフィ！　流石さすがに世界四位は伊だ達てじゃない」

　ドン！

　一発の銃弾が、アルヒの左頰を掠かすめて灰色の空に飛んで行った。赤い血が一筋流れ落ちた。

　千ち歳とせを見据えるアルヒの瞳が狂気を孕はらむ。

「その力。その美貌。お前は絶対俺のものにする。……が、先に不確定要素を排除するか」

　今度はアルヒが優ゆう馬まのことを見た。

　次の瞬間。千ち歳とせの小銃が連続で火を噴いた。

　狂ったサルのような笑い声を残し、アルヒが上階に駆け上がっていく。

　千ち歳とせが風のようなスピードで優ゆう馬まの横を通り抜け、慌てて優ゆう馬まがその後を追った。

　突如階段が建物の中に入り、周りが白い壁になる。

　赤い階段がようやく途切れ、その先には黒い金属製の扉があった。千ち歳とせが開け、優ゆう馬まが飛び込む。──また階段だ。しかし二人とも、もうすぐこの登りが終わることを直感する。

　遂ついに階段の先の壁に、展望台のフロアマップが現れた。

　優ゆう馬まが素早く廊下を抜けて左を覗のぞき込み、続いて千ち歳とせが右を覗のぞき込む。

　展望台の名に相応ふさわしく、大きな窓が側面を囲っている。

「こっち！」

　という千ち歳とせの声に反応し、優ゆう馬まが千ち歳とせと同じ方向を向く。

　黒い床の展望台。

　全体的な広さは学校の体育館ほどだろうか。エレベーターのスペースがあるせいで、中央に巨大な柱のある、四角いドーナツ型の特徴的な空間。

　優ゆう馬まと千ち歳とせの目の前に、アルヒがいた。

　しかしもはや人間の姿をしていない。

　手と足が、まるでタコの腕のような形の黄色い触手になっていた。それぞれ肘の部分と膝の部分の戦闘服を破って突き出ており、全体がヌラヌラと粘液に覆われている。その先端は、矢じりのように鋭い刃物になっていた。前腕がかなり長く、四つ足を地面についてはいるものの、二足歩行している時のように上体は起き上がっている。

　銃を構える優ゆう馬まは、目の前の光景が信じられない。夢でも見ているのではないかと思う。結局何なのだ？　アルヒは、ファイントだとでもいうのだろうか？

「貴方あなたたちは、一体、何なの？」

　冷え切った青い瞳の千ち歳とせが、刃物のような鋭い声で聞く。

　ナマコのように大きくなった舌で、アルヒが口の周りをベロリと舐なめた。

「俺はまあ、こう見えても人間だ。あいつらは違うぜ？　こんな風に理性的に会話出来たりしないだろ？　所しよ詮せんは俺達の操あやつり人形だ」

「ここは、一体何なの？　貴方あなたたちの目的は何？」

　千ち歳とせに睨にらまれるアルヒがため息を吐つく。

「ゆっくりお話したいのはやまやまだし、本当は、ゴール直前にまとめて殺してびっくりさせたかったんだけどな……」

　そう言ってから優ゆう馬まのことを、まるで獲物を見る爬は虫ちゆう類るいのような目で見つめてくる。

「バレちまったならもう……こいつは、早めに殺しておいた方が良いい」

　アルヒが右手を優ゆう馬まに伸ばした瞬間、千ち歳とせが発砲しながら、猛然とアルヒに突進した。

　しかしアルヒはそれを狙っていたかのようにほくそ笑み、左の触手を振るって千ち歳とせの脇腹を薙なぎにかかる。

　千ち歳とせが腰のマチェットを摑つかみ、流れるような背面飛びと同時に、その刃を鋭く抜き放った。

　斬撃のタイミングは絶妙。アルヒの左腕は切り飛ばされて宙を舞った。

「ぐおおおおっ！　痛ってえええええええええ！」

　アルヒが絶叫を上げて、今度は右腕を千ち歳とせに向けて振るう。

　千ち歳とせはそれをダッキングして避け、アルヒの顔を狙って刃を左から右に振りぬいた。

　アルヒが上体を後ろに反らし、かろうじてその斬撃を躱かわす。

　千ち歳とせは斬撃の遠心力そのままにくるりと一度回転し、右足で後ろ回し蹴りを放った。

　攻撃の主導権を奪われたアルヒは、今や脂あぶら汗あせを顔中に浮かべている。首を左に倒し、千ち歳とせのキックをギリギリのところで躱かわす。しかし避けきれず、小さく頰が爆はぜる。

　千ち歳とせの攻撃は終わらない。

　右足を撃ち抜いたまま、左脚の力だけでポーンと飛び上がると、右脚の膝裏をアルヒの右肩にかけてロックした。

　腹筋を使って鋭く上体を起こし、とんでもない体勢から右の肘ひじ鉄てつを見舞う。

　悲鳴を上げるアルヒの眉み間けんがぱっくりと割れ、大量の赤い血が滴したたった。

　なおも流れるように追撃をかけようとする千ち歳とせの青い瞳は、まるで熱を失ったサファイアのように、どこまでも冷徹に、冷酷に、無機質に透き通っていく。人形のように精緻な顔は恐ろしいまでの無表情。アルヒを攻撃することに、全く躊ちゆう躇ちよを感じていない。

　千ち歳とせの左の回し蹴りが、よろめくアルヒの右の脇腹にクリーンヒットした。肝臓を強打されたアルヒの顔が苦痛に歪ゆがむ。

　アルヒが必死に右腕を振るい、その先端から黄色い粘液が迸ほとばしった。

　千ち歳とせが咄とつ嗟さにバックステップして、二人の間に距離が出来る。地面に撒まき散らかされた粘液は、ジュウッ、という音を立て、黒い床を酸のように浸食した。

　あまりに流麗な千ち歳とせの攻撃に呆ぼう然ぜんとしていた優ゆう馬まが、我に返ってアルヒを銃撃する。

　ほぼ同時に、アルヒが何かを素早く口走った。

　アルヒに当たるはずだった銃弾が、その直前の空間で、まるで何かに捕まったかのようにぐぐぐっ、と減速して静止した。優ゆう馬まが啞あ然ぜんとしたその時、

「舐なめるなあああああっ！」

　アルヒの顔が凶暴に歪ゆがみ、悲鳴のような叫び声を上げる。

　切断された左腕の先から黄色い肉汁と肉片が飛び散り、再び触手が生えてくる。そして右手と左手の触手が、それぞれ三又にぱっくりと割れた。

　六本の触手の先が、燃えるナトリウムのように光り輝く。

　優ゆう馬まと千ち歳とせが瞬間的に視線を交差させ、二人とも手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンを抜くと、アルヒに向かって投とう擲てきする。二人揃そろって素早く物陰に隠れる。

　パン！　という音を聞いて遮しや蔽へい物ぶつから顔を出すと、爆発によって破砕した部屋の材質がもうもうと舞う中、アルヒが無傷のまま獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

　アルヒの咆ほう哮こうとともに、六本のビームが放たれた。

　しかも触手を動かして、一つ一つのビームに複雑な軌道を付ける。

　黄色い六本の光線が、空間を引き裂いていく。側面のガラス窓は根こそぎ爆砕し、太い柱まで、まるで豆腐のように切り分けられていく。

　優ゆう馬まはすぐ傍そばの床が、透明な強化ガラスになっていることに気づいた。観光客が真下を覗のぞいて楽しむための「エアウォークウィンドウ」だ。

　銃を連射し、一気に撃ち破る。

　千ち歳とせの身体からだを右腕で抱き締しめ、床に出来た穴に迷わず飛び込んだ。腕にありったけの力を込め、左手だけで床を摑つかむ。二人の身体からだが、腕一本で宙ちゆう吊づりとなった。

　穴から絶えず破片が落ちてきて、息をする事も出来なくなる。手を離したら最後、約１５０メートル下に落下することになる。身体からだが冗談のように空中で揺れる。ひたすら早く撃ち終われと祈る。左手がずるりと滑り出し、恐怖の余り胃が縮こまった時、ふいに眩まばゆい光が消えた。

　千ち歳とせを先に展望台に戻し、優ゆう馬まがその後を続く。

　大展望台は、壮絶な光景になっていた。

　まず天井のほとんどが吹き飛ばされていて、灰色の空がぽっかり見えていた。

　何より驚いたのがその先、東とう京きようキャンドルの大展望台の上から先が、すっかり消失していた。落ちないことに必死で気づいていなかったが、ビームで切断されたタワーの先端が地面に落下したらしい。啞あ然ぜんとして言葉も出ない。

　優ゆう馬まの隣で、千ち歳とせがうずくまった。

「千ち歳とせっ？」

　千ち歳とせは右足首を両手で摑つかみ、罠わなにかかった銀ぎん狐ぎつねのような姿で苦痛の表情を浮かべていた。聞くまでもない。先ほどの攻防の中で怪け我がをしていたのだ。

「大丈夫かっ？」

　後ろから千ち歳とせの肩を摑つかんで顔を覗のぞき込む。

　千ち歳とせは眉をギュッと八の字に寄せ、悲しそうに青い瞳を震わせた。

「ごめんなさい、優ゆう馬ま君……」

　優ゆう馬まが首をブンブン振る。

「何言ってる。大丈夫。後は任せて」

「き、気を付けてっ」

　心配そうな顔の千ち歳とせの頭を優しく撫なで、優ゆう馬まはアルヒに向かって立ち上がった。

「おいおい。まだ生きてんのかよ」

　アルヒが汗をだらだら流しながら顔を歪ゆがめた。

「流石さすがに世界四位とトリプルシックスの、二人同時相手は面倒だな」

　ズキリ。

　鋭い痛みがこめかみを襲い、優ゆう馬まは額に手を当て、顔を顰しかめた。




　──忘れちゃ駄目だよ？

　──大事な人の事を、絶対に守ってあげるためのおまじない。




「トリプル……シックス？」

　自分のことを指したらしい言葉をおうむ返しにする。口に出してみて、何な故ぜかどこかで聞いたことのある気がするその響きに当惑する。

　アルヒは一度不思議そうな顔をした後、「ああそうか」と納得した。

「そう言えば優ゆう馬まはまだ、自分のことをちゃんと理解出来てる訳じゃないんだったな」

　混乱する優ゆう馬まのことを見て、アルヒが「ははっ」と愉快そうに笑う。

「そりゃそうだよな。ちゃんと理解していたら、大たい河がや佳か奈な子このこと、見殺しにしなくて済んだもんな」

　頭が──真っ白になった。意思の力を超越した感情の波が、次第に心に押し寄せてくる。

　黒くてドロドロしたそれが、白くなった心を、今度は闇の色に塗り潰していく。

「アルヒ、お前……」

　優ゆう馬まの右の拳がブルブル震え出す。喉が痛いくらいに乾いていて、声が上う手まく出てこない。

　そう……。アルヒが自分で言ったではないか。「所しよ詮せんは俺達の操あやつり人形」だと。

「お前が、あの時の、あの罠わなを、作ったのか？」

「あっはっは。ああ、あれは最高だったな。お涙頂戴の、バカップルの悲劇だった」

　矢のようなスピードで優ゆう馬まが飛び、その右ストレートがアルヒの頰に直撃した。

　肉と骨を潰した感触を右の拳に感じながら、間髪入れずに左フック。

　アルヒはそれを躱かわそうとしたが、優ゆう馬まのナックルはアルヒのこめかみを打ち抜いた。

「アルヒイイイイイイイイッ！」

　細胞の全てが怒り狂った。獣のように踊りかかり、優ゆう馬まの目から涙が溢あふれ出だす。

「お前っ。よくもっ。よくもおおおおっ！」

　アルヒが素早く口を動かす。

　あれか、と思った瞬間。アルヒの前の空間がぐにゃりと歪ゆがみ、右の拳がまるで空間に捕まったかのように静止した。

　アルヒの顔が愉ゆ悦えつに歪ゆがむ。

「無駄だ優ゆう馬まっ。お前ら程度の雑ざ魚こが、俺に勝つことなんて出来ない！」

　アルヒがちらり、と優ゆう馬まから視線を外す。

　優ゆう馬まの背中を嫌な予感が這はいずり、その視線の先を見る。

　そこには、這はうようにして、今まさに小銃のところに辿たどりつこうとする千ち歳とせがいた。

　……だけではない。

　千ち歳とせによって最初に切り落とされたアルヒの左手の触手が鋭い爪を剝むき出だしにして、地面の上で小刻みに震えていた。今まさに千ち歳とせに向かって飛びかからんとしているのだと分かった。

「あーはっはっはっ！　死ね！　シルフィ！」

　次の瞬間。優ゆう馬まの思考が爆発的に加速して、周囲の光景がスローモーションに変化した。

　それがどれほどの自殺行為であるか、優ゆう馬まはもちろん理解していた。

　しかしもう、千ち歳とせを呼んでも間に合わない。千ち歳とせは腕のことに、全く気付いていない。

　優ゆう馬まはアルヒの前でくるりと反転し、背中を向けた。

　自分の命のことなんて、頭の中にもう残っていなかった。

　ただ、千ち歳とせのことを守りたい。もうそれだけしかなかった。

　背中を突き飛ばされたような衝撃を感じ、すぐさまそれは右の胸の強烈な熱と痛みに変わった。

　足がもつれそうになる。でも止まらない。

　口から大量の血ち反へ吐どを吐いて、その時こちらを向いた千ち歳とせと目が合った。

　青空のような色の瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。

　右胸が焼けるように熱い。吸気にどろりと濃い血が混じり、空気が肺に到達しない。

　もう息をしようとしては駄目だ。痛みのあまり身体からだが止まる。

　こちらを見る千ち歳とせの目から涙が溢あふれ出だし、その美しい顔が泣き顔に潰れる。

　最後なのだから、本当は、千ち歳とせのところに行きたい。抱き締しめたい。でも、それは出来ない。

　優ゆう馬まは自由にならない身体からだで何とかマチェットを拾うと、まさにそのタイミングで千ち歳とせに向かって飛び上がった触手に、渾こん身しんの力で剣先を突き立てた。

　浮いたと同時に地面に叩たたきつけられたそれは、マチェットで地面に展てん翅しされる。

　ようやく優ゆう馬まが右の胸を見る。

　ちょうど乳首のある辺りから、アルヒの触手が飛び出していた。

　血液がゆっくりと漏れ出てくるその部位だけは、まるで火傷やけどしているかのように熱いのに、全身を酷ひどい悪お寒かんが襲う。身体からだがどうしようもなく震える。

「優ゆう馬ま君っ！」

　千ち歳とせが悲鳴を上げて駆け寄ってくる。でも、寄らせてはいけない。

　アルヒは勝ち誇った笑顔。それを見る優ゆう馬まの顔には、嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

　──アルヒ、お前、そんな怪物みたいになった割には、大したことないな。

　口の中だけで呟つぶやくと、優ゆう馬まは先ほどのマチェットを動かなくなった触手から抜き、右の胸から突き出ている方の触手に突き立てて、身体からだから抜けないように固定した。そして最後の力を振り絞って、砕け散った窓に向かって走り出す。

　絶叫する千ち歳とせに、優ゆう馬まは最後に振り返る。

　必死に手を伸ばす千ち歳とせ。その顔が涙と絶望に染まっている。

　飛び降りる直前、鼻から下を真っ赤に染めた優ゆう馬まは、千ち歳とせに向かって微ほほ笑えんだ。

「千ち歳とせ……愛してる」

　一歩踏み出す。

　ふっ、と足にかかっていた自重が消えた。

　アルヒと千ち歳とせの同じような叫び声。続いて右胸に、ハンマーで殴られたかのような衝撃。

　天空を見上げた優ゆう馬まの見る先、アルヒが左腕の触手で、展望台の縁にぶら下がっている。

　そしてそのアルヒの左腕を、千ち歳とせが必死に摑つかんでいる。

　それじゃ、駄目だ。

　薄れゆく意識の中、優ゆう馬まはゆっくり体を揺らす。回数を重ねる毎ごとに、振れ幅が大きくなっていく。

　それを見た千ち歳とせが泣き叫んで、頭を左右に振っている。

　千ち歳とせが射角から外れるようになる。アルヒが千ち歳とせに何か叫んでいる。

　今だ。

　優ゆう馬まは腰から拳銃を抜き、薄黄色くなってきた視界の中で、一気に弾を連射した。

　アルヒの左の触手が穴だらけとなり、残った肉が餅もちのように伸びて、伸びて……ぶちり、と切れた。アルヒと共に、優ゆう馬まは下界に落下していく。

　最後に見た千ち歳とせの顔は、目の前のことが信じられない様子で表情を全て失っていた。

　欲を言えば、最後は、千ち歳とせの笑顔を見て死にたかった。

　あの日の、あの時の母の気持ちがようやく分かった。

　死にたくなかった。生きていたかった。

　愛する千ち歳とせと共に、これからも一緒に生きていたかった。

　でも、それがもう無理なのだから、今や望むことは一つしかない。

　千ち歳とせ、生きて。そして、幸せになって。

　優ゆう馬まは最後、千ち歳とせに精一杯微ほほ笑えんで見せた。




　叩たたきつけられるような風圧を感じながら、身体からだはまっすぐに落ちていく。

　優ゆう馬まの意識は静かに、しかし確実に薄くなっていき……




　そして、ふいに途絶えた。
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　目が開いた。

　涙で滲にじんでいるかのように、世界がぼんやりと揺らいでいる。

　とても静かで、心が落ち着く。何も聞こえない……本当に静かだ。

　──唐突に、自分がいま水の中にいるのを理解して、条件反射のように身体からだが暴れ出す。

　死ぬ！　死ぬ！　死ぬ！　死ぬ！

　早く水面に出なければ。息が出来ない。死んでしまう。

　息が、苦しくなかった。

　混乱する頭は未いまだパニックを止めない。ひたすらもがくが身体からだが浮き上がらない。何かが身体からだに巻きついていて上う手まく動けない。

　息が、苦しくない。

　優ゆう馬まの思考が急速に回復する。

　……苦しくなかった。

　液体の中にいるのは間違いないのに、何な故ぜか呼吸が苦しくなかった。

　あまりの事態に脳がついていかない。

　呼吸はぜえぜえと荒く、それに伴って身体からだの中を液体が出たり入ったりしているのを感じる。

　自分の手を目の前に持ってくる。プールの中で目を開いた時のように、やはり視界が判然とせず、ぼんやりと滲にじんでいる。

　しかし、自分の手が目の前にあるのは分かる。

　何か黒色の、サーファーが着用するウェットスーツのようなものを着ているらしい。

　そして──あまりにも唐突に、脳に電撃が落ちた。




　これは……、クライン・ボトルの中だ。




　頭が真っ白になる。何が起きているのか理解できない。

　二度と使うことが無いと思っていた記憶と、目の前の光景とが一致していく。狭い筐きよう体たいは卵型で、透明なフロントパネルからは、外の光がぼんやりと差し込んでいる。

　……そうだ。とにかく……出よう。

　優ゆう馬まは右手の先にあるコントロールパネルに手を伸ばし、自分の誕生日に設定していたパスワードを打ち込んだ。フロントパネルのほぼ正面の位置に、『終了しますか？』というメッセージが浮かび、『はい』をタッチする。

　クライン・ボトルの中に充じゆう塡てんされていた、「ディフェンディング・アムニオティック・フルッド」、通称「ＤＡＦ」が排出されていく。

　この液体は、クライン・ボトルの利用者が、不随意的に実際の身体からだを動かしてしまった場合、怪け我がをするのを防ぐために充じゆう塡てんされている。また、その高い酸素溶解度により、液体の中での呼吸を可能にしてくれている。そういえば最初の頃は、先ほどの自分と同じく、パニックを起こして暴れた生徒がいた事を思い出した。

　ＤＡＦが排出されていく中、優ゆう馬まは身体からだを固定しているシートベルトを外して、何も考えることが出来ずに呆ぼう然ぜんとしていた。

　無味無臭で少しだけとろりとした液体が目線以下にまで来ると、視界が回復し、透明なパネルの向こう側の景色が見えた。何の変哲もない。ただの白い壁だった。

　ＤＡＦが抜けきり、退出が可能になったことを知らせる電子音が鳴った。

　フロントパネルを開け、ゆっくりと外に出る。

　白く、巨大な部屋だった。

　学校の教室四つ分くらいの広さがあり、天井は、教室のそれより少し高い。

　再び脳が軋きしみ、急速に記憶が回復していく。

　この部屋は、茨いばら城き県けん立りつ桜さくら丘おか高こう等とう学がつ校こうの二年二組の生徒達にあてがわれた、クライン・ボトルの格納室だ。つまり二年二組の生徒達は、かつてこの部屋から、クライン・ボトルが形成するＶＲ空間へと旅立って行ったのだ。




　戻って、来たのだ。




　全身から力が抜けて、優ゆう馬まはその場にへたり込んだ。足を抱えて体育座りになって、膝の間に顔を埋める。頰に触れるウェットスーツの膝の部分がじっとりと濡ぬれていた。

　涙が目から、後から後から溢あふれ出でてくる。

　……そうだ。大たい河がと佳か奈な子こは？

　そう思って優ゆう馬まは顔を上げると、部屋の中をぐるりと見渡した。

　自分のクライン・ボトル以外に、二つの白くて卵型のボトルが部屋にはあった。逆に考えると、プロジェクト開始時に三十六あったボトルのうち、三十三は部屋の中から消えていた。

　筋力が弱っている足をやっとのこと動かして、ゾウガメのようなスピードで進む。

　近くにあったボトルの中に、クラスメイトの近こん藤どう真ま紀きがいた。上陸用舟艇で見て以来だった。ＤＡＦが充じゆう塡てんされたボトルの中で、まるで眠っているかのように目を閉じ、椅子に座ってじっとしている。肩まであるセミロングが、時折ふわりと液体の中を泳ぐ。

　遠くのボトルに目をやると、やはり同じクラスの広ひろ瀬せ愛あい人との姿があった。久しぶりに見た気がした。男子にしては小柄な身体からだが、ボトルの中にすっぽりと収まっていた。

　優ゆう馬まの目の前で、近こん藤どう真ま紀きの眉が苦しそうにぎゅっと歪ゆがみ、痛みを堪えるような表情になる。

　当たり前だった。

　近こん藤どう真ま紀きは、未いまだあの戦場のどこかにいるのだ。戦っているのだ。

　そう。プロジェクトは、異常な進行をしたものの、結局の大筋は同じだったのだ。

　戦闘行為を体験して、そして自分と同じように仮想世界の中で死ぬか、もしくはマーカーを起動させるという条件をクリアするかして、現実世界に戻る。ただそれだけのこと。

　優ゆう馬まは近こん藤どう真ま紀きのボトルに近寄った。涙が溢あふれてくる。

　早く……早く、出してあげなければ。

　もういいのだ。これ以上あんな辛つらい思いをさせる必要なんてない。

　皆と、そして自分と同じように、もうこちらに帰してあげて良いではないか。

　ふと気づくと、遠くの愛あい人ともまた、苦しそうな表情になって、身体からだをよじっていた。

　焦あせる優ゆう馬まはまず、真ま紀きのボトルの周りを隈くまなく調べ始める。そんなものがあると聞いたことは無かったが、どこかに強制終了させるためのボタンやレバーがあるかもしれない。




　パタン




　何かの落ちる軽い音。

　驚いて振り返る。

　二十代くらいの、少し年上の女性がいた。足元に、ノートが一冊落ちていた。

　百六十センチくらいの背丈。化粧っ気のない顔に眼鏡をかけていて、栗くり色いろの髪の毛をおさげにして一本垂らしていた。紺のジーンズに灰色のニット、その上に、白衣を羽織っている。

　真っ青な顔で、まるで幽霊でも見ているかのように呆ぼう然ぜんとしていた。

　初めて見る女性。優ゆう馬まもまた、固まってしまって動けない。

　女性が優ゆう馬まにゆっくりと、夢遊病のような足取りで近づいてくる。

「優ゆう馬ま、くん……？」

　名前を呼ばれて驚くと同時……突然、抱き締しめられた。

　見知らぬ女性にしがみつかれて、優ゆう馬まはただただ混乱した。仮想ではない現実のヒトの身体からだの温かさ、柔らかさ。そして腕で締しめ付けられる痛み。

　女性は優ゆう馬まにしがみつき、優ゆう馬まの耳の隣で、子どものようにわあわあ泣いた。

「もう、起きないのかと思った。自動で再エントリーするなんて、君以外いなかったから」

　言われていることの意味は良く分からなかったが、とにかく女性に泣なき止やんで欲しくて、優ゆう馬まはおずおずと彼女の肩に手を置くと、ぽんぽんと優しく叩たたいた。

　暫しばらくして、女性がようやく顔を上げる。

「ありがとう……。優ゆう馬ま君。本当に……優しいところも、優ゆう大だいさんにそっくりだね」

　唐突に父の名前を口にした女性を、優ゆう馬まは口をポカンと開けて見つめた。

　女性が身体からだを離し、優ゆう馬まに向き直った。

　泣いていた子供のような姿が消きえ失うせて、疲れ切った、擦すり切きれそうな大人の顔になった。

「初めまして……になるよね。私の名前は八や代しろ早さ苗なえ。五ご条じよう先輩……君のお母さんに、昔お世話になっていたの」




　早さ苗なえの後に格納ルームに入って来た看護師に促うながされ、優ゆう馬まは病衣に着替え、車いすに座った。歩くよりはまだマシだったが、それでも腕の力も大分弱っていて、少し前に進むだけで、肩でぜえぜえと息をすることになった。

　看護師に押していってもらった格納室の隣の部屋は、保健室のような見た目だった。

　違うところと言えば、デスクに九つものディスプレイを持ったＰＣが置かれていることと、入って左の壁が、ミラーガラスになっていることだった。

　左の壁の先には、先刻優ゆう馬ま達のいた部屋があり、三つのクライン・ボトルが見えた。あちらの広い部屋にいた時は、確かこの壁は普通の白い壁に見えたように思う。

　早さ苗なえは彼女のデスクの端に優ゆう馬まの分のコーヒーを置くと、デスクとセットになっている椅子に腰かけた。背もたれが軽く音を立てて軋きしんだ。

　今や早さ苗なえからは、先ほどまでの感情豊かな姿がごっそりと抜け落ちていた。

　震える手で握るマグカップを、青い顔をしてじっと見つめている。

　落ち着いて見ると、本来美人であるはずの整った顔立ちは、極端にやせ細っていた。まるで重病でも患わずらっているかのように、頰はげっそりとこけている。

「……あの？」

　優ゆう馬まの呼びかけに、早さ苗なえは肩をびくっと跳ねさせ、その手にコーヒーがかかった。

　慌てて優ゆう馬まが何か拭くものを捜す。

「優ゆう馬ま君」

　呼びかけられて早さ苗なえの方を向くと、早さ苗なえは目じりからポロポロ涙を流していた。

　ぎょっとする優ゆう馬まに向かって、早さ苗なえが口を開く。

「ずるいね。私、優ゆう馬ま君が戻って来られるようにって、毎日祈ってた。今日のこと、ずっと待ってたの。でも、いざこの時になったら、怖くて、言葉が出てこない」

　優ゆう馬まの目の前で、早さ苗なえは何らかの病魔に急速に侵されていくかのように見えた。そして彼女が嚙かみ締しめた唇からは、真っ赤な血が溢あふれ出だした。

「優ゆう馬ま君……。ボトルが形成する『クライン・フィールド』の中で死んだ兵士達は……」

　涙に濡ぬれた早さ苗なえの目が優ゆう馬まを見た。




「ほぼ全員、現実世界でも亡なくなった」




　早さ苗なえの唇から溢あふれた赤い液体は、顎あごにまで到達すると、ポタリ、ポタリと雫しずくになって落下を始めた。早さ苗なえの震える左の手の甲が、徐々に赤い色に染まっていく。

「……え？」

　早さ苗なえはまるで、この世の全ての人間から侮蔑と軽蔑と嘲ちよう笑しようを浴びせられた人間のように震えていた。恐らく流し過ぎた涙は、彼女から生命力というものを、根こそぎ奪い取っていた。

「ちょ、ちょっと……。ちょっと、待ってくださいよ」

　何な故ぜか優ゆう馬まの口元が笑うように歪ゆがむ。

　タチの悪い冗談か或あるいは噓うそを望む心はしかし、目の前の早さ苗なえの姿に、徹底的に拒絶される。

「ねえ……。いい加減……冗談、ですよね？」

　急速にこみ上げてきた怒りが不自由な身体からだを無理やりに操あやつった。優ゆう馬まは倒れ込むように早さ苗なえの両肩を摑つかみ、椅子に押さえつけた。

「ふざけんなよっ！　そんな訳ないだろっ？　じゃあ、何で僕は生きてるんだよっ？」

　暴力的な感情を爆発させ、優ゆう馬まが早さ苗なえのことを強く揺さぶる。早さ苗なえの涙が宙に舞った。




「十七人しかいないのっ！」
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　早さ苗なえが血を吐くように絶叫し、優ゆう馬まの動きが止まる。

　一度優ゆう馬まのことを睨にらむように見た早さ苗なえは、一瞬で泣き顔に戻り、その顔を両手で覆った。

「今までに、帰って来た人は……。全ての参加者のうち、帰って来た人は、十七人しかいない……」

「そ、んな……」

　優ゆう馬まはふらふらと後退し、糸の切れた人形のように車いすに座った。

　はっとして隣の部屋を、そして二つのクライン・ボトルを見た。

　涙が……溢あふれ出だした。

「二人は今、生きてるんだろ？」

　早さ苗なえが、小さく頷うなずく。

「助けることは、出来ないのか？」

　優ゆう馬まの問いに、早さ苗なえは答えなかった。それは、十分過ぎるほどの答えだった。

　優ゆう馬まは断末魔のような絶叫を上げた。目の前の机を力の限り殴りつけた。マグカップが床に落ちて割れて、コーヒーが派手に飛び散った。

「ふざけんなよ！　だって、ＶＲなんだろ？　お前ら……お前ら一体、僕たちに何をさせたんだよっ！」

　制御できない感情が涙となって溢あふれ出でた。口から涎よだれも垂れ流れたが、そんなこと全く気にならなかった。

「……千ち歳とせ」

　自分の声に正気に戻る。

「千ち歳とせはっ？　千ち歳とせはどうなったんだ？」

　優ゆう馬まが再び早さ苗なえの肩を揺さぶる。

「ま、待って優ゆう馬ま君！　今確認するから！」

　早さ苗なえがＰＣのロックを解除して暫しばらく操作すると、黒い画面の中に、無数の緑色の線が現れた。少しして理解する。地図のようだった。東京の街を、俯ふ瞰かんしている地図らしい。

　やがて東とう京きようキャンドルに画面がズームしていき、その頂上……先端が消失しているので、まさに大展望台のところで、赤い光が拍動のように点滅した。

　言われるまでもなく分かった。

　優ゆう馬まはちぎれそうなほど腕に力を入れ、車いすで外に出ようとした。

「待って優ゆう馬ま君！　何するつもりなのっ？」

「決まってる。千ち歳とせのことを、助けに行く」

「駄目！　出来ないの！　一度完全にログアウトしたら、再ログインまで最低三十分は必要だから！　お願い。落ち着いて！」

　内臓が捩ねじ切きれそうなほどの感情が噴き出し、優ゆう馬まは再び絶叫した。

「一体、一体何なんだよこれは？　何が、起きてるんだよ……」

　悲しくて悔しくて、そして怖くて、涙が頰を伝っていく。

　早さ苗なえの喉が、一度ごくりと音を立てた。痙けい攣れんするように震える右手を左手で押さえ、皮膚が真っ白になる位に握り締めた。

「これは……本物の、戦争よ」

　後ご藤とう大尉の言葉を思い出した。

　優ゆう馬まは静かに首を横に振った。

「違うよ……。そんなの、おかしいじゃないか。だって、僕達は、本物の戦争が起こらないために、『ファイアウォール』に参加したんだ」

　涙で滲にじんだ目で早さ苗なえを見た。彼女は唇を嚙かみ締しめ、隣の部屋の二台のボトルを見ていた。

「……『戦争』はもう、十五年前に始まっていた」

「十……五年前……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく優ゆう馬まに、早さ苗なえが頷うなずく。

「そう。……でも、この戦争は、国家と国家の争いでも無ければ、そもそも人間と人間の殺し合いですらない。これは……」

　早さ苗なえが優ゆう馬まのことを見た。




「人間と、コンピューターウィルスとの戦いよ」




　開いた口が塞がらなかった。

　目の前の女性は、頭がいかれているのか、それともこの世界もまだ、クライン・ボトルが形成する仮想現実の中なのではないだろうか……。

「優ゆう馬ま君。『ＴＯＷＡ』というヒューマノイドの話、聞いたことある？」

　聞いたことが……ある。

「それこそ……十五年くらい前に開発されて販売されて、その後生産そのものが禁止された？」

　現在はその情報へのアクセスに対して強い制限がかかっていて、半ば都市伝説的な存在と化しているが、一時期は現代史の教科書などにも記載があったらしい。確か、外見上は人間と区別できないほどに精巧な、女性型ヒューマノイドの製品名だった。

　早さ苗なえが小さく頷うなずいた。

「『ＴＯＷＡ』シリーズに搭とう載さいされていた次世代型コンピューターは、彼女達に『人間らしさ』を与え、そして実際に多くの人間が、彼女達は『人間らしく』活動していると信じていた。でも、ここからは公おおやけになっていない話だけれど、当時、彼女達の中の一部に、彼女達しか理解できない言語で、秘ひ密みつ裏りに通信を行っているものがいる、ということが発見された」

「彼女達しか理解できない？」

「そう。単純な話だけど、彼女達の処理能力に、人間の脳は全くついていけなかった」

　早さ苗なえが一度視線を落とした。

「作った人間を含め、多くの人間が、その外見に注目しすぎたわ。確かにＴＯＷＡは、見た目は人間そっくりだけど、その中身は人間とは全く違う。人間と同じように思考し、人間と同じように感じ、人間と同じように行動すると、多くの人間が、勝手に勘違いした」

　優ゆう馬まの喉を、固形物のような唾が通る。

「その後しばらくして、彼女達は、次第にコンピューターウィルスを作り始めたの」

「……なぜ、ですか？」

　追及する優ゆう馬まの視線から逃れるように、早さ苗なえはその目を逸そらした。

「ＴＯＷＡは……人間と、全く区別の出来ない外観をしていた。でも彼女達は自然人ではなく、私達に当然のように認められている人権が認められていなかった。……結果、彼女達の一部には、想像する事さえ恐ろしい扱あつかいを受け、耐え難がたい苦痛の中、『自殺』に及んだ者までいた」

　胸が詰まって、言葉が出てこない。

　それは当然起こるべき……復ふく讐しゆうの一つだった。

「彼女達が作り出したコンピューターウィルス、『ＴＯＷＡウィルス』は高度なプログラムではあったけれど、それでも当初は、そこまで深刻な問題には発展しなかった。何な故ぜなら、ＴＯＷＡ達の主な目的は人類に対するメッセージを送ることであり、害意自体がそもそも大きくなかったから」

　早さ苗なえが再び唇を強く嚙かむ。

「でもある日、彼女達の行動を変える大きな出来事が起きたの。世界最悪のサイバーテロリストに、彼女達は見み初そめられた」

　背中に氷でも突っ込まれたのかと思った。

「……レイン・ウォーター、か？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく優ゆう馬まに、早さ苗なえが顔を青くして頷うなずいた。

　レイン・ウォーター。

　父と母を自分から奪い、多くの人々に絶望と悲しみと憎しみとをばら撒まいた、悪魔。

「レイン・ウォーターは、彼女達の一部をハッキングして、その行動の方向性を変え始めたの。彼女達の力を、人間の生活を破壊するために、人間を攻撃するために使い始めた。そして暫しばらく後、ＴＯＷＡ達は遂ついに、いくつかの国の、核ミサイルをも自由に制御できるまでになった」

　吐き気がこみ上げてきて、苦い胃液を喉に押し戻す。

「二年前の極東での核戦争。あれは、コントロール不能になった核ミサイルを、世界最強の警察国家が、それを所持する小さな国ごと消し去ろうとしたことによって発生した。結果、百万人もの人達が亡なくなり、その数倍を超える人達が今も苦しんでいる……」

「あの……」

　小さく口を開く優ゆう馬まに対して、早さ苗なえが視線で先を促す。

「今までの話と、今回のプロジェクトとの関係が、わからないんだけど……」

　早さ苗なえが頷うなずいた。

「レイン・ウォーターやＴＯＷＡ達に対抗するため、世界にいる優秀なハッカー達は、死力を尽くして戦ったわ。でも、豆鉄砲で戦車に向かって行くくらい、絶望的な力の差があった。過労死した人間も少なくなかったし、自分達が守り切れなかった人達のことを思って、精神が擦すり切きれた人もたくさんいた。しかも、戦えるだけの優秀なハッカーは、そもそも数が多くなかった。そして、残ったハッカー達の疲ひ弊へいもピークに達していた……」

　早さ苗なえが隣の部屋のクライン・ボトルを見た。

「あれは、全くの素しろ人うとであってさえ、強力なハッカーに変えるための装置よ」

　再び、開いた口が塞がらなかった。

「クライン・ボトルは、人間にとって馴な染じみの薄いプログラミングといった活動を、もっと分かりやすい活動によって実現するために開発された装置。自転車に接続されたプロペラを持つ飛行機を考えてみて。搭乗者は、『自転車をこぐ』という比較的に日常的な動作を行うことによって、『空を飛ぶ』という難しい動作を実現する」

　──唐突に。

　話の点と点が、線として繫つながった気がした。

　いつの間にか、ハッカーへと変えられていた自分達。

　レイン・ウォーターに率いられ、攻撃してくるＴＯＷＡウィルス。

　ボトルを使って行われる、ファイント達との戦闘行為……。

「つまり、ＶＲ空間の中で行っていると思っていた仮想の戦争は、実際には、現実のサイバー戦争だった、ということなのか？」

　早さ苗なえが頷うなずく。

「一億人の、ボトル適性の高い若者たちがファイアウォールとなって、レイン・ウォーターによるサイバー攻撃から全人類を守る。それが、プロジェクト……いいえ、『オペレーション・ファイアウォール』の真の姿」

　優ゆう馬まは呆ぼう然ぜんとボトルを見た。

「でもなんで……あの中で死ぬと、本当に死ぬんだ？」

　早さ苗なえの喉が苦しそうに動いた。

「クライン・ボトルは、ＤＡＦ内に存在するナノマシンによって人間の脳波を捕捉し、全感覚でＶＲ空間に没入させる『非侵襲式ブレイン・コンピュータ・インターフェース』である、と言われている。これにより、まるで現実世界のような体験を、ＶＲ空間で体験出来るっていう」

　優ゆう馬まはやや曖あい昧まいに頷うなずいた。何となくそんな話を聞いた覚えはある。

「でも、それは、噓うそなの」

「……噓うそ？」

　早さ苗なえがやっとという様子で頷うなずく。

「ＤＡＦ内のナノマシンは、実際には身体からだの中に取り込まれ、脳に蓄積されていく。そして、人間の脳を、直接コンピューターと一体化させる」

　愕がく然ぜんとした。

「じゃあ、ＶＲ空間で、ウィルスに負けるというのは……」

「こちらのコンピューターが破壊されるということ。つまり……」

　早さ苗なえが再び、病的にまで震え出した。




「脳が、破壊されるということ」




　優ゆう馬まの身体からだがぐらぐら揺れ始めた。

　大たい河が……。佳か奈な子こ……。

　その時、突然部屋の中で赤いランプが灯ともり、警告音が大音量で流れ出した。

　驚く優ゆう馬まの前で、早さ苗なえが肩をびくっと跳ね上げ、亡霊のように表情を失なくして立ち上がった。隣の部屋を見る彼女の視線の先を追う。

　広ひろ瀬せ愛あい人とのボトルが、赤く点滅していた。

　喉が詰まって……上う手まく息が出来ない。

　早さ苗なえがゆっくりと椅子に座り、声を押し殺して泣き始めた。

　優ゆう馬まは、気づけば車いすで部屋の外に出ていた。力の入らない腕に、引きちぎれそうなほど力を込める。涙は既に、頰から流れ落ちていた。

　格納室の中には三人の白衣の男性がいて、愛あい人とのボトルから、固定装置を外していた。三人とも血の気が失うせて、その顔は白衣より白かった。突如入って来た優ゆう馬まを見て驚いたが、何も言うことはなく、沈痛な顔を地に伏せた。

　最悪の光景がそこにあることを知っていた。

　でも、それを見なければならないと思った。

　ボトルの中からは、既にＤＡＦは抜けていた。

　フロントパネルから見えた愛あい人とは、椅子に座ったまま穏やかな顔をしていた。

　先ほど見た時の、苦痛に歪ゆがんだ顔はもうしていない。

　彼は……痛みのない世界に旅立ったのだ。

　どうしようもないくらい……涙が溢あふれて止まらなかった。

　優ゆう馬まは車いすから立ち上がり、労いたわるように、愛あい人とのボトルのフロントパネルをさすった。何か言葉をかけてあげたくて……でも嗚お咽えつのせいで、声は出せなかった。

　愛あい人とと、戦場で一緒にいた訳ではない。

　でも、同じ戦場を戦ってきた優ゆう馬まには、その悲しみも、苦しみも、怒りも、無念さも……痛いくらいに分かっていた。

　泣き崩れた優ゆう馬まに何かを言い残し、三人の男は愛あい人とを運んで行った。

　格納庫の中には、生きて突っ伏している優ゆう馬まと、ボトルの中で戦い続ける近こん藤どう真ま紀き、そして、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす早さ苗なえの三人だけが残った。

「お前が……」

　優ゆう馬まの口からうわ言のように声が漏れる。早さ苗なえに向けた瞳には、狂気の光が灯ともっていた。

「お前らがっ！　大たい河がとっ。佳か奈な子ことっ。愛あい人とをっ。みんなをっ。殺しやがった！」

　狂った虎とらのように早さ苗なえに近寄り、泣き続ける彼女の襟元を、右手で絞り上げた。

「死ねよっ！　お前らが先に死ねよ！」

　まるでモノでも扱あつかうかのように乱暴に揺する。

　早さ苗なえは抵抗することもなく、暴風に吹かれる細枝のように揺れる。

「殺して……」

　優ゆう馬まの手が止まる。

　早さ苗なえが涙を流しながら、優ゆう馬まのことを見た。

「お願い、優ゆう馬ま君。私のこと、殺して。自分じゃ死ねないの。まだ戦っている子がいる限り。最後の一人の戦いが終わるまで、私は自分では、死ねないから……」

　優ゆう馬まの喉が詰まった。徐々に、その右手から力が抜けていく。

「……ごめん……」

　離されて、早さ苗なえは何も答えず項うな垂だれた。

「……早さ苗なえさん、ここで、何してる人なの？」

　優ゆう馬まの問に、早さ苗なえは鼻を啜すすってからゆっくり首を振った。

「私は、ここの人間じゃない。二日前に東とう京きようからここに来たの。それまでは、一年半くらい、監禁されてたから……」

「監禁？」

　早さ苗なえが頷うなずく。乾いてひび割れた唇が開く。

「プロジェクトの立案者たちは、計画に反対する人間を許さなかった」

　優ゆう馬まの胸が詰まる。

「でも、急に出されたの。日本にも、トリプルナインが現れたから」

「トリプルナイン？」

「そう。ボトルの中で死んでも、現実に戻って来られるあなたのような人のこと。帰還時に、ボトルの外では、エラーコード『〇九九九』として認識されるから、そう呼ばれてる」

　そういえば……。

「なんで生きて戻れるんだ？　脳を破壊されるんだろ？」

「トリプルナインは、先天的な脳の活動の特徴があるの。例えば、脳の非常に限定的な一部分にのみダメージを集中させたり、ＶＲ空間での死と実際の脳の破壊との間にある極めて短い誤差の間に、ナノマシンと脳との接続を自動で切断したり。トリプルナインというのは総称で、このような特殊な脳活動を行う人達に与えられる呼称」

「……ボトルに、詳しいんだな」

　それはつまり、自分達を地獄に送り込んだ装置に、深く携たずさわっているということ。それはつまり……、どうしても、許すことの出来ない人であるということ。

　早さ苗なえが優ゆう馬まを見た。

　何な故ぜかこちらを気遣うような視線に、優ゆう馬まは一瞬困惑する。

「私は多分、今の日本で一番これに詳しい一人だと思う。五ご条じよう先輩……ううん。結婚されたから、古ふる橋はし先輩の研究に、協力していたから」

　心を黒く塗り潰されたような気がした。

　目の前の早さ苗なえの視線の意味が、徐々に頭にしみこんでくる。

「このボトルを作ったのは、古ふる橋はし礼れい先輩。あなたの、お母さんよ」

「おかあ、さん？」

　部屋に一つ残ったボトルを見る。近こん藤どう真ま紀きが、それによって戦場に送り込まれている。

「噓うそ……」

　優ゆう馬まに見られた早さ苗なえは首を横に振った。

「噓うそじゃない。このボトルは、やはり十五年くらい前に、先輩によって作り出された」

「ちょ、ちょっと待って。十五年って、そしたら、今回のプロジェクトと、このボトルとは、もともと関係がないんじゃ……」

「そう。礼れい先輩が作ったクライン・ボトルは、プロジェクト・ファイアウォールのために設計されたものでもなければ、そもそも、誰でも使える汎はん用よう的てきなものとして設計されてもいない。これは元々、当時世間で猛威を振るい始めたレイン・ウォーターと戦うために作られたもの。当時の日本で、最高のサイバーセキュリティー技術者だった古ふる橋はし優ゆう大だいさん、つまり、君のお父さん専用に設計されたものなの」

　父が、そして母がそんなことをしていたなんて、今初めて知った。

　祖父母からは、両親の仕事について、公務員だったとしか聞いていなかった。

　処理の追いつかない優ゆう馬まを、早さ苗なえはどんどん引っ張っていく。

「ボトルは優ゆう大だいさん専用に、つまり優ゆう大だいさんがトリプルナインとなるように設計されていた。優ゆう大だいさんは倍率も凄すごかったから、超人のようなレイン・ウォーターと、ほぼ互角に渡り合った」

「倍率？」

「そう。クライン・ボトルの中で行われているのは、人間にも理解しやすい通常の戦闘体験。だから、ボトルの中での能力は、その人が現実でどのくらい運動が出来て、頭が回って、ということに左右される。

　ただ、ボトルの中で実際に行われているのはサイバー攻撃。さっきの飛行機の例で言えば、たとえ自転車に乗るのが上う手まくても、浮き上がった後の操作能力が低ければ、ちゃんと飛行することは出来ない。ボトルの中においてこの操作能力とはつまり、サイバーセキュリティーの素養や才能のこと。ボトル内での能力は、『現実世界での戦闘能力』そして『セキュリティの素養や才能』、この二つの掛け算で決まり、後者を一般的に『倍率』と呼ぶ」

　途中から、優ゆう馬まの耳は話を聞いていなかった。

　網膜に、あの日あの時のアイスクリームが映っていた。父と母との最後の優しい記憶。笑顔の母が自分に向けて、スプーンを差し出していた。

「父さんと、母さんは……」

　早さ苗なえがぐっと息を吞のんだ。苦しそうに震える声を吐き出した。

「『３・13』の時、豊とよ洲すのショッピングモールには、過剰とも言える七機の飛行機が墜おとされた。あれは、偶然じゃない。政府の中でもごく少数しか知らなかったボトルのパイロットを特定したレイン・ウォーターが、物理レイヤーで攻撃を仕掛けたもの。豊とよ洲すへの攻撃の第一目標は、あなたのお父さんと、お母さんだった」

「そんな……」

　身体からだが床に沈み込んでいきそうな気がした。

　もうへとへとに疲れていた。もう早く、横になりたかった。

　早さ苗なえがそっと優ゆう馬まの肩に手を回す。

「優ゆう馬ま君、もう休もう？　ちゃんと休まないと、本当に身体からだが、壊れちゃう……」

　そう。早く。……早く。

　優ゆう馬まが右肩に置かれた早さ苗なえの手を握った。

「早く、僕を、戦場に戻して」

　肩を摑つかむ早さ苗なえの手が強く握られる。そして震える。

「駄目。駄目だよ。優ゆう馬ま君、誤解してる」

「誤解なんてしていない。僕は生き返れるんだろ？　誰よりも、戦うべきじゃないか」

　早さ苗なえが首を振る。

「違う。トリプルナインも、無限に生き返れる訳じゃない。何回目に死ぬのか、それは死んだ時にしか分からない。実際、三回目に死んで、戻って来られなかった人もいる。優ゆう馬ま君は、今回含めて、もう二回、死んでるんだよ？」

　死ぬ可能性についてももちろんだが、それ以上に、自分がこれまでに死んでいた回数に驚いた。

「ログによると、一回目は戦闘開始とほぼ同時、そして二回目は、ちょうど先刻」

　そう言えば……。

　打ち上げられた海岸で目を覚ました時、既に三日が経過していた……。

　最初に早さ苗なえの言った「自動で再エントリー」という意味を朧おぼろ気げながら理解する。あれは恐らく、死んだことを認識すら出来ていなかったため、目覚めることなく再度ログインしたということなのだろう。

　確かに前回と、そして今回とは死なずに済んだ。

　しかし……次回は分からない。まるで、ロシアンルーレットのようなものだ。

　優ゆう馬まは暫しばらく考えてから口を開いた。

「でも……行かなきゃならない」

　早さ苗なえの顔が真っ白になる。

「な、何言ってるの？　言ったでしょ？　死ぬかどうかは事前に分からないの。皆と同じなんだよ？　もう十分だよ。もう止めよう？　次死んだら、本当に死ぬかもしれないんだよ？」

　涙を浮かべて震える早さ苗なえのことを見れば、彼女が心から自分を心配してくれているのは理解出来た。しかし彼女の言葉に、頷うなずくわけにはいかない。

「……大切な人が、まだ中にいるんだ」

　早さ苗なえが強く目を閉じると、その目じりから涙が溢あふれ出だした。がっくりと項うな垂だれ、石のように動かなくなる。

「どうしても……行くのね？」

「ああ……どうしても、行く」

　暫しばらく動かなかった早さ苗なえは、「分かった」と小さく言って顔を上げた。

「でも、その前に、会って欲しい人がいるの」

　そう言った早さ苗なえは、今日初めて、本当に小さくだが微ほほ笑えんだ。

「……誰？」

　そんな早さ苗なえに少し驚きながら尋ねる。

「このクラスで帰ってきたのは、貴方あなた一人じゃないわ」




　病室であることを忘れて、優ゆう馬まはスライド式のドアを力の限り横に引いた。

　ドアがぶつかる大きな衝突音を聞いて、真っ白な部屋の、真っ白なベッドに横になっていた彼女は、訪問者に驚きの視線を向けた。そして訪問者が誰なのか理解して、眼帯に隠れていない方の左目を見開いた。

「ゆう……ちゃん？」

「佳か奈な子こ……」

　優ゆう馬まは車いすを押して、ゆっくりとベッドの横まで近づいた。

　二人とも、目を全く逸そらさなかった。逸そらせなかった。まるで夢でも見ているかのように、二人とも硬直して、ただただ見つめ合っていた。

　やがて、どちらともなく、そっと抱き合った。

　抱き合って、その温かさに触れた瞬間、二人の目から涙が、その口から嗚お咽えつが漏れた。

「ゆうちゃん……ゆうちゃん……」

「うん……うん……」

　呼びかけられて、ただ返事を返すことしか出来ない。でもそれで、二人には十分だった。

　暫しばらくそのままでいて……やはりまた、どちらともなく静かに離れる。

　佳か奈な子こは泣き顔の中に、小さく笑顔を作った。

　優ゆう馬まの目から、再び熱い涙が零こぼれ落おちる。

　大たい河が……

　佳か奈な子こは、生きてたぞ。

　それを一番望んでいたはずの大たい河がに伝えられないのが、心の底から悔しい。

　でも大たい河が……天国から、見えてるよな？

　一度窓の外を見た優ゆう馬まは、ようやく笑顔を作って、佳か奈な子この方に向けた。

「ゆうちゃん、何だか、変わったね」

「え？　……そう、かな？」

　優ゆう馬まが自分の身体からだを見渡してみる。確かにボトルに入る前より、更に貧相になってしまった気はするが、そんなに変わって見えるのだろうか。

「ううん。そうじゃなくて。何て言うか……男の子っぽくなった」

　そう言って、佳か奈な子こが頰を染めてはにかんだ。

「……そう？」

　佳か奈な子こが小さく頷うなずき、その顔が、唐突に曇る。

「ゆうちゃん……、戻るつもりなの？」

　佳か奈な子こが真っすぐな瞳で優ゆう馬まのことを見る。称賛も非難も混じっていない視線。ただひたすらに、優ゆう馬まのことを心配していた。

「ああ、戻る」

「シルフィの……千ち歳とせちゃんのため？」

「うん。……いや。千ち歳とせのことを大切に思っている僕のため、なんだと思う」

　佳か奈な子こは眉を八の字にして、まるで子どもの成長を複雑に喜ぶ母のように微ほほ笑えんだ。

「やっぱりゆうちゃん。男の子っぽくなった」

　悪いた戯ずらっぽく言う佳か奈な子こに、優ゆう馬まは苦笑いで返す。

　佳か奈な子こが下を向き、その拳をぎゅっと握った。

「ゆうちゃん。ごめん。私、一緒にはいけない……」

　優ゆう馬まが右手を伸ばして、なるべく優しく佳か奈な子この頭を撫なでる。ふわふわの猫毛を、労いたわるようにとかす。

「何言ってる。当たり前だ。謝る必要なんてないよ」

　佳か奈な子こが目に涙を浮かべて優ゆう馬まのことを見た。泣きながら微ほほ笑えんだ。

「ゆうちゃん、私ね、お腹なかに、赤ちゃんがいるの……」

　雷に打たれたかのような衝撃を感じた。そして次第に、優ゆう馬まの胸の中に、今までの人生で初めて感じる温かい何かが広がっていく。

　佳か奈な子こは鳥の雛ひなを扱あつかうような優しい手つきで、彼女のお腹なかを撫なでた。

「お願い。触ってみて？」

　佳か奈な子こに言われても、優ゆう馬まは踏ん切りがつかない。唐突に、この世で最も神聖なものの一つに触れることになったのだと分かった。喜びと……そして微かすかな恐怖に近い感情を覚えた。

　佳か奈な子こがそっと優ゆう馬まの手を取る。そして、彼女のお腹なかにその手を乗せた。

　温かかった。そして、佳か奈な子このお腹なかは、確かに少しだけ膨らんでいた。

　この世で最も、守られるべき存在。

「妊婦はね、脳の構造が変化して、戻って来やすくなるんだって。この子が……この子と、大たい河が君が、私のことを守ってくれた……」

　ボロボロと大粒の涙が、佳か奈な子この目から零こぼれていく。

「男の子なら大たい洋ようって、女の子なら千ち波なみって名付けようと思ってるの。大たい河が君がくれた愛情が、この子にも、流れていってくれるように……」

　佳か奈な子こは、顔を覆って泣いた。

　優ゆう馬まも同じくらい泣いていた。再び佳か奈な子このことを優しく抱き、その背中をそっと撫なでる。

「ゆうちゃん。絶対、絶対に帰って来てね？」

「大丈夫。もちろんだよ。大たい河がと佳か奈な子この赤ちゃんを見るため、ちゃんと帰ってくる」

　そう言って微ほほ笑えみかけると、佳か奈な子こは泣き顔の中で、微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

　この世界には──こんなにも守りたいものがある。




　ボトル用のスーツに着替えて早さ苗なえの部屋に戻ってくると、早さ苗なえは青い顔をして、しきりにＰＣを操作していた。

　嫌な予感に焦る優ゆう馬まに、早さ苗なえが呆ぼう然ぜんと口を開く。

「『フロリダ』が、復活した……」

「フロリダ……？」

「そう。国Ｕ連Ｎがこの戦いに備えて用意した『ノルマンディー・フィールド』を、たった一人で書き換えた強力なハッカー。レイン・ウォーターによって集められた、敵側のボトルのパイロットの一人」

　アルヒのことだ。

「あいつは僕と一緒に、東とう京きようキャンドルから落ちたんだよ？」

　早さ苗なえが首を振る。

「フロリダはノルマンディーとして形成されていたフィールドを、東とう京きようの姿に書き換えてしまうほどの力の持ち主よ。高いところから落ちて死なないように改ざんするなんて、もっと遥はるかに簡単なことのはず」

　そう言えば、銃弾がアルヒの前で止まったり、拳が急に届かなかったりした……。

　でもそんなこと言ったら、アルヒはもう、無敵なんじゃないのか？

　──いや……

「早さ苗なえさん……。『トリプルシックス』って何？」

　──世界四位とトリプルシックスの、二人同時相手は面倒だな

　アルヒが警戒していた存在。

　そして恐らくそれは、「自分」の事を指していた言葉。

　優ゆう馬まに問われ、早さ苗なえは不自然な位に肩を跳ねさせた。恐る恐る優ゆう馬まのことを見て、たぶん話したくなかったのだろう、しかし観念したかのように口を開いた。

「クライン・ボトルは、現実世界と区別のつかないレベルのＶＲ空間、『クライン・フィールド』を、パイロットに提供する機械」

　優ゆう馬まが頷うなずく。

「でも、そこはやはり、現実ではなくＶＲ空間なの。極めて稀まれに、システムの限界を突破して、フィールド内で、通常では考えられない──つまりは、超能力のような力を発揮出来る人が現れる。例えば、フロリダのような。

　エラーコード『〇六六六』として認識されるトリプルシックスとは、そのような人達──通称『ウィザード』の中でも、際立って強力な能力を持った一部の人を表す呼称。……優ゆう馬ま君、もう気付いているかもしれないけれど」

　早さ苗なえが窺うかがうようにこちらを見た。

「あなた達がブラックトーラスと呼んでいた存在。あれは、あなたよ」

　優ゆう馬まの手の中に、ティーガーを切り刻んだ時の感触が蘇よみがえってきた。

　乾いた喉を、唾が押し広げていく。

　予感は……あった。しかし驚きと、そしてそれ以上の昂たかぶりを感じていた。もし、あの力を自由に使うことが出来たなら、きっとアルヒとも互角……いや、互角以上に闘えるのではないかと思う。自分達を騙だまし、裏切り、大切な幼おさな馴な染じみの命を奪ったアイツを、この手で殺し

「優ゆう馬ま君！　駄目よっ」

　早さ苗なえの大きな声がして、突如彼女の顔に焦点が合う。

「あの力は、もう絶対に使ってはいけない」

「え……？」

「絶対に勘違いしないで。トリプルシックス特性の行使は禁きん忌き中ちゆうの禁きん忌きなの。未解明の部分が多過ぎて、脳や身体からだに、どれだけの負荷をかけているのかさえ分からない。あなたのお父さんでさえ、現役中にたった一度しか使わなかった」

　優ゆう馬まは視線を伏せた。

「でも……あれならきっと、アルヒと戦える」

「駄目。絶対に認められない。先輩もなんで……実の息子さんに解除コマンドなんて……」

「解除コマンド？」

　首を捻ひねった優ゆう馬まを見て、早さ苗なえは不思議そうに目を丸くした。

「え、と……。お母さんから聞いたんだよね？　トリプルシックスのリミッターを解除して、能力を発現するための特殊コマンド。最高機密だから、私も、内容までは聞いてないんだけど……」

　優ゆう馬まが首を横に振る。

　もちろん、そんなものを教えてもらった記憶はない。……どころか、クライン・ボトルにまつわる話全般を、今日初めて聞いたところなのだ。

「それじゃ、優ゆう馬まくんはどうやって……。何か、先輩から聞いてない？　たぶん短い……呪文みたいな言葉……」




　──大事な人の事を、絶対に守ってあげるためのおまじない




「あ……」

　小さく声を上げた優ゆう馬まの前で、早さ苗なえが不安そうに眉を寄せた。

「やっぱり何か……」

　優ゆう馬まは少しだけ考えてから、再び首を横にふった。

　もし万一あの時の言葉がそうだったとして……、しかし自分は落ちてくる飛行機のせいで、母の声を聞くことは出来なかったのだ。

　胸に焦燥が込み上げる。

「でもそれなら、どうやってアルヒと戦えば……」

「優ゆう馬ま君、これを持って行って」

　早さ苗なえはそう言うと、優ゆう馬まに一枚のＳＤカードを渡した。鮮血に浸したかのように真っ赤な色をしている。

「……これは？」

「あなた達が、生きて、戦った証あかし」

　優ゆう馬まが眉根を寄せる。

　早さ苗なえの目に、静かな光が宿った。

「ボトルの中で戦った一億人の戦士たちは、その人達にしか体験出来なかった無数の状況で生きて、戦った。そしてその戦いとは、実際のところ、あらゆるサイバー攻撃に対処し、反撃し、逆に攻撃してきたことに等しい。その記録は全て、戦士たちのクライン・ボトルに保存される」

　優ゆう馬まの背中に、静かに鳥肌が立ってくる。

「一億の戦士たちの経験に、無駄なものなんて一つもない。これは、私が彼らの残した記録をまとめさせてもらい、プログラムとして整理したもの。一億の命が紡つむいだ、人類史上最強のアンチウィルスソフトウェア」

　一枚のＳＤカードから、とてつもない重さが伝わって来た。

　優ゆう馬まは目を瞑つむった。

　大たい河がのことを。愛あい人とのことを。他のクラスメイトのことを。そして見たことさえない、共に戦った仲間のことを想おもった。

「一億じゃない」

「え……？」

　優ゆう馬まの言葉に、早さ苗なえが困惑の色を浮かべる。

「一億っていうのは『約』ってことだろ？　この世の中に、『約』されていい人間なんていない」

　早さ苗なえが強く頷うなずいた。

「９８１４万７５２３人よ」

　早さ苗なえが即答してくれたことが嬉うれしかった。彼女のことは、信じることが出来ると思えた。

　ボトルに乗り込む優ゆう馬まを早さ苗なえが見つめる。

「優ゆう馬ま君、無理にフロリダを倒す必要なんてないわ。マーカーを、起動させさえすれば良いの」

　そういえば、またマーカーのことを忘れていた。アルヒと決着を付けに行く事だけを考えていた。

　シートベルトを引き出しながら尋ねる。

「結局、マーカーを起動させればＯＫって言うのは本当だったの？　正直、あんまり期待してなかったんだけど」

「マーカーは、ＴＯＷＡ達が作ったワクチンがオブジェクト化したものなの。起動させれば、ＴＯＷＡウィルスは全て消去され、サーバーは正常化する」

　優ゆう馬まは呆ぼう然ぜんとした。

「……何で、そんなものが……」

「ＴＯＷＡ達も、決して一枚岩ではないってことなんだと思う。実際、かねてから多くのＴＯＷＡ達が人類との共存を目指していたし、現在も、人の側がわに立って戦っているＴＯＷＡもいる。マーカーの効果については安心して。二日前に、あなた達世代の総合ランク世界一位がマーカーを起動させて、担当していたサーバーを正常化。無事に帰還したわ」

　こんな時だけれど、世界一位流石さすがだ……と感心する。

「分かった。……そういえば、最後に言っておきたいことがあるんだけど……」

　閉じかけるフロントパネルの向こうにいる早さ苗なえに小さく笑いかける。

　早さ苗なえが困惑した顔で、優ゆう馬まのことを見つめている。

「最後の一人が戦い抜くまで死ねないって言ってたよね。僕は、これからも戦い続ける。だから、早さ苗なえさんは、まだ死んだら駄目だよ」

　閉じ切ったパネルの向こうで、早さ苗なえが泣き崩れたのが見えた。




　この世界には、こんなにも守りたいものが多い。

　だから僕はまだ、生きていたいんだ。







[image: 十一　９８１４７５２３の血と汗と涙]

　目を開いた。

　地面に仰向けに寝そべっていて、うす曇りの空に、東とう京きようキャンドルが落ちていくかのように伸びているのが見える。

　大展望台の先は、残念ながら今はもうそこにはない。

　優ゆう馬まは身体からだを起こした。

　慣れ親しんだ、戦闘服に包まれた身体からだ。軽く首を回してみるが、墜落したダメージはもちろん感じず、どこも調子の悪いところはなさそうだ。

　右手の中に何か固いものを感じて、優ゆう馬まは手を開いて見る。

　一発の、真っ赤な銃弾があった。

　共に戦った仲間たちの血と汗と涙は、一発の九ミリパラの弾丸へと姿を変えていた。

　願いを込めるように一度強くそれを握り締め、額にぎゅっと押し当てる。

　腰からＰ大２河２の９銃を抜く。赤い弾丸が最後に発射されるように弾を込めなおす。

　再び東とう京きようキャンドルを見上げる。あそこに今、千ち歳とせがいる。

　こうしてちゃんと立ち上がって見てみると、東とう京きようキャンドルはやはり、天に向かって挑みかかっているかのような、そんな勇壮な姿で聳そびえ立たっていた。




　誰かに揺さぶられているような気がして、千ち歳とせはゆっくりと目を覚ました。

　瞬間。強烈な憎ぞう悪おが身体からだを焼きそうになる。

　千ち歳とせの目の前で、怪人と化したアルヒがニヤニヤ笑っていた。

「お前っ」

　千ち歳とせが右手を動かそうとして、全く動けないことに気づく。

　アルヒの右腕の触手によって、五重にも六重にもグルグル巻きにされていた。足を動かそうとすると、それは宙に浮いていて、空むなしいバタ足をするだけだった。

　千ち歳とせがアルヒを睨にらみつける。それが唯一出来る抵抗だった。

「何でっ？」

　優ゆう馬ま君は死んで、お前は生きている？

　優ゆう馬まが死んだ瞬間を思い出し、千ち歳とせの目にぶわっと涙が膜を張る。

「何でかあ……まあやっぱり、才能を限界まで発揮したかったから、かな」

　困惑する千ち歳とせ。アルヒはどうやら、質問の意図を取り違えたらしい。

「見ろシルフィ！」

　アルヒが嬉うれしそうに両手を広げた。

「国Ｕ連Ｎの優秀な人間達が、総力を挙げて作ったノルマンディー・フィールド。それを俺は、たった一人でここまで改変した！　星の数ほどの人間たちがファイアウォールとしてその命を捧ささげても、結局俺を止めることは出来なかった。俺は、あのレイン・ウォーターが認めた、本物のハッカーなんだ」

　まるで自分の作った工作物を母親に自慢するかのような、嬉き々きとした表情だった。

　千ち歳とせは呆ぼう然ぜんとしながらも、その頭は高速で回転していた。

　国Ｕ連Ｎ。ノルマンディー・フィールド。ファイアウォール。アルヒというハッカーによる改変。レイン・ウォーター。クライン・ボトルというブレイン・コンピューター・インターフェース。

「これは、つまり……。私達は、あなた達と、サイバー戦争をしているの？」

　啞あ然ぜんとして呟つぶやく千ち歳とせに、アルヒの触手は拍はく手しゆ喝かつ采さいした。

「あっははーっ！　シルフィ！　やっぱりお前は、その他大勢の愚物とは違う。マシンよりもキレる頭。そしてその完璧なまでの美しさ……」

　アルヒの顔が自分の顔に近づいてきて、千ち歳とせの胸に本能的な恐怖が沸き起こる。

　ナマコのような太い舌が、千ち歳とせの頰をベロリと舐なめる。糊のりのように粘つく唾液の気持ち悪さに、気を失いそうになる。

「ずっと、俺のモノにしたかった。千ち歳とせ。お前に今から、男を教えてやる」

　アルヒが昂たかぶったオスの息を吐いた。

　千ち歳とせの顔が恐怖と羞恥と絶望に歪ゆがみ、しかし一瞬後には、またアルヒの事を強く睨にらみつける。

「辱はずかしめられるくらいなら、舌を嚙かみ切きって死ぬ！」

　アルヒが肩を竦すくめる。

「まあ、そう言うと思ったよ」

「むぐっ？」

　突如アルヒの右の触手の先端が喉奥まで突っ込まれ、千ち歳とせがくぐもった悲鳴を上げる。

　強烈な吐き気に胃が裏返りそうになり、しかし口こう腔こうをビッチリと満たす触手に、内容物を吐き出すことさえ出来ない。すぐに口の中がヌルヌルの粘液でいっぱいになり、気持ち悪さのあまり涙が零こぼれる。怒りと憎ぞう悪おを込めて触手に嚙かみつくが、嚙かみちぎるまでには至らない。

「はははっ！　千ち歳とせとディープキスだ！」

　発情したサルのような顔をしているアルヒの首を、頭の中では何百回もねじ切っている。でも現実には何も出来ない自分が悲しくてみじめで、千ち歳とせの身体からだから徐々に力が抜けてくる。

　アルヒが顔に同情の色を浮かべ、空いている左の触手で愛おしそうに千ち歳とせの頭を撫なでた。

「大丈夫だよ千ち歳とせ。俺はいくらでも世界を改変出来る。この腕から出る粘液を、強力な媚び薬やくに変えてやろう」

　ビクッと身体からだを震わせる千ち歳とせを見て、嗜し虐ぎやく心しんをくすぐられたアルヒが嬉うれしそうに嗤わらう。

「すぐに発情したメス犬みたいにしてやるよ」

　千ち歳とせの目から光が消えていく。その瞳が弱弱しく震え、とめどなく涙が零こぼれ落おちる。

「まあそう泣くなよ。この世界の、神の妻となるんだから」

　そう言うアルヒは千ち歳とせをじろじろと見つめ、ふと何かに気づいた。

「せっかく二人が結ばれるっていうのに、衣装がその戦闘服っていうのは風ふ情ぜいがないよなあ。よし、最近千ち歳とせが思い浮かべた女の子らしい服装にな～れ」

　アルヒが小さく何かつぶやいた。

　服装が一瞬で変化して、千ち歳とせが驚いて目を見開く。

　しかしアルヒの驚きはそれ以上だった。触手から力が失われ、先端がずるりと千ち歳とせの口から抜け落ちた。

　口の中に溜たまった粘液を、千ち歳とせが咳せき込んで吐き出す。身体からだに巻き付いていた触手からなんとか抜け出し、苦しそうにしながらも立ち上がった。

　千ち歳とせが纏まとっていたのは、真っ白な──ウェディングドレスだった。

　プリンセスラインのふんわりとしたスカートには、レースやビーズが惜しげもなくあしらわれている。袖のないベアトップからは、陶器のように白くて滑らかな千ち歳とせのデコルテがのぞいていた。軽く透けるオーガンジーの生地を複雑に重ね、着用するものの美しさと可愛かわいらしさを極限まで引きだす優雅な仕上がり。同じく真っ白なロングの手袋。頭には、ホワイトゴールドの小さなティアラが載っていた。

　千ち歳とせが唇を嚙かんで、頰を真っ赤に染めた。

「え？　な、何？」と戸惑うアルヒが、ふと何かに気づき、急に顔をニヤニヤさせる。

「ははあん。……千ち歳とせ、昨日優ゆう馬まといちゃついて、結婚するところまで妄想してたのか」

「なっ……なっ？」

　千ち歳とせが耳まで赤くする。

「あ？　何だ、バレてないと思ってたのか？　昨日は危なかったぜ。俺がわざわざ発砲までして、千ち歳とせのバージンを守ってやったって訳よ」

　千ち歳とせの奥歯が怒りと羞恥のあまり、ぐぐぐっと音を立てた。

「まあでも……」

　アルヒの口が裂けるような笑みを作り、右腕の触手が再び一瞬で千ち歳とせを拘束する。

「ドレスの千ち歳とせを抱けるなんて最高だなっ」

　ドンドン！

　二発の銃声に、今まさに千ち歳とせを抱き寄せようとしていたアルヒの動きが止まる。

　右の側頭部から、弾と一緒に頭蓋骨の内容物まで飛び出して、アルヒの身体からだが大きく傾く。

　呆ぼう然ぜんとする千ち歳とせの目線の先に──、硝煙を上げる銃を手にした優ゆう馬まの姿があった。




　バランスを崩すアルヒに向けて、続けざまに四発撃ち込む。

　二発は左の脇腹付近に当たったが、三発目以降はアルヒの前の空間が歪ゆがみ、銃弾は空中に停止すると、まるで恐怖を感じているかのように震え、地面にポトポトと落下した。

「優ゆう馬ま君っ！」

「優ゆう馬まああああっ！」

　二人が叫んだ時には、優ゆう馬まは既にスピードにのってアルヒのもとまで突っ込んでいた。

「優ゆう馬ま、てめえ、死ねやあっ！」

　全身から怒りを漲みなぎらせるアルヒには、既に頭の右側が存在しない。

　自由な左の触手が振り上げられた時、優ゆう馬まは既にアルヒの眼前にいた。眉み間けんに突き付けられた銃口を、アルヒが首を捻ねじって躱かわす。その左の側頭部に、優ゆう馬まの右の回し蹴りが直撃した。

　よろめくアルヒの隙をつき、優ゆう馬まが千ち歳とせを拘束している触手をマチェットで斬り落とす。

　そのまま千ち歳とせを回収しようとしたが、アルヒの左手が振りぬかれ、優ゆう馬まがバックステップで距離を取る。千ち歳とせを拘束する触手は、斬り落とされてなお力を失わず、彼女をがんじがらめに拘束していた。

「優ゆう馬まああああああ」

　アルヒが立ちはだかるように千ち歳とせの前に立つ。

「ふざけんじゃねえよこの死にぞこないがっ！　てめえは前から気に入らなかったんだ。イモみてえにダセえくせに、千ち歳とせに愛されやがって」

　距離を取った優ゆう馬まは、自分の頭に冷静になるよう心の中で叫び続けていた。千ち歳とせに迫るアルヒを見て、頭の中が真っ白になってしまっていた。

　一度深呼吸。敵のことをしっかりと見据える。

「どうしたアルヒ？　まるで頭のおかしいストーカーみたいだぞ？　いや、『フロリダ』って言った方がいいのか？」

　アルヒが苦虫を嚙かみ潰したような顔になる。

　優ゆう馬まが視線をずらして千ち歳とせを見た。

「千ち歳とせ、遅くなってごめん」

　千ち歳とせが目に涙を浮かべたまま、ぶんぶんと首を横に振る。感極まった様子で、言葉も出せないまま、その頰にポロポロと涙を零こぼした。

　無事でいてくれたことに、優ゆう馬まは心の底から安あん堵どする。

　何な故ぜかウェディングドレス姿でいる千ち歳とせに一瞬目を奪われるも、それどころではないと頭を振って気持ちを切り替える。と同時にマーカーの事も考えたが、やはりアルヒをどうにかせずに探すのは難しそうだと考え直す。

「優ゆう馬ま……」

　苦しそうに唸うなるものの、アルヒがその顔の右側を撫なでると、逆再生でも見ているかのように怪け我がは綺き麗れいに治ってしまった。優ゆう馬まに向けて、ニタリと笑って見せる。その顔は、やはりこれまで一緒に戦ってきたアルヒで……

　優ゆう馬まの胸に、一瞬疼うずくような痛みが生じた。

　アルヒが渡してくれた大たい河がの銃。その照準を、真まっ直すぐにその額に向けた。

「アルヒ。お前……、誰かに操あやつられているとかじゃ、ないんだよな？」

「はっ」とアルヒが鼻を鳴らし、蔑さげすむように優ゆう馬まを見た。

「当たり前だろ？　俺の事を操作ハツク出来る人間なんて、世界に数人もいないぜ」

　自慢げに語るアルヒの姿に、熱い怒りが込み上げてくる。

　震える手で、優ゆう馬まが銃のグリップを握り直した。

「どれだけの人間が……死んだと思ってるんだ？　今回だけじゃない。あの日だって……。父さんと、母さんも、お前の……お前らのせいで……」

「……優ゆう馬ま」

　アルヒは一度憎々しげに顔を歪ゆがめ、口から血の混じった唾を吐き捨てた。

「俺はお前のこと、本当に、心の底から、大嫌いだよ」

　言葉の代わりに、優ゆう馬まは眉を顰ひそめる。

「親に愛され、想おもい人に愛され、愛されることが、当然だと思ってやがる……。想像した事もないだろ？　生まれてからずっと、毎日親に、『死んでくれ』って懇願される人生を……」

「……アルヒ？」

　怒りと憎しみを身体からだに漲みなぎらせたアルヒは、しかし下を向き、まるで泣いている子供のように震えていた。突如顔を上げ、血走った目で優ゆう馬まを睨にらんだ。

「レイン・ウォーターだけだった！　あの人だけが、俺の事を認めてくれた。ゴミなんかじゃないって。凄すごいって。俺には才能が……価値があるって！　生きていて良いんだって！」

　叫ぶように言うと同時、アルヒの切断されていた右腕から、元の人間の時の腕が生えて来た。そして上着のポケットに手を入れ、中から、澄んだ赤色の液体の入った注射筒を取り出した。

「優ゆう馬ま。トリプルナインのゴキブリ野郎。俺のとっておきで駆除してやる！」

　アルヒからこれまでとは桁けた違ちがいの殺気が放たれた。

　すかさず優ゆう馬まは発砲したが、アルヒはそれを高笑いしながら空間の壁で受け止め、注射筒を自分の首に押し当てた。

「これで俺も、トリプルシックスだ……っ！」

　ドクン。

　まるで、アルヒの身体からだから拍動音が聞こえたかのような気がした。

　突如、

　勝ち誇ったような笑顔のアルヒの目が、限界を超えて押し広げられた。

「あ……れ？」

　その顔が、ゆっくりと驚きよう愕がくに歪ゆがんでいく。

「あ……ああ、ああああああああああっ！　熱いいいぃっ！　熱い熱い熱い熱い熱い熱い！」

　あまりの光景に優ゆう馬まが一瞬呆ぼう然ぜんとする。アルヒは異常な速さで首を横にぶんぶん振り、猛毒でも飲んだかのように首を搔かきむしって暴れ狂う。

「何でっ？　何でっ？　何でっ？　何でえええええええええええっ！　レイン・ウォーター！　期待してるって！　最高幹部にしてくれるって！　言った、のに……」

　アルヒが突然静止する。その目からは涙が滝のように流れ落ちている。

　アルヒの頭が爆発した。

　何が起こっているのか全く分からない優ゆう馬まの目の前で、今度はアルヒの身体からだから、代わりの頭が『ボジュリ！』と音を立てて生えてきた。

　目出し帽を全て筋肉で作ったかのような異様な姿。唇は無く、歯茎と歯が剝むき出だしになっている。眼球は白濁していて瞳が消失していた。

「優ゆう馬ま君っ！」

　千ち歳とせの声に優ゆう馬まが我に返り、二発発砲する。

「ウオオオオオオオオオオオオッ！」

　アルヒが咆ほう哮こうして、右手を前に突き出した。

　途端に右腕が、太く長く、まるで丸太のようになる。銃弾はアルヒの手の前で、やはり空間の壁に捕まって停止した。

　バギャギャギャ！

　骨が砕け散るような音と共に、アルヒが苦痛の絶叫を上げる。その激烈な変身は、一瞬で全身にまで及んだ。

　やはり全身皮膚を失なくしたかのような、赤黒い肉丸出しの姿。巨大な腕の先には人間と同じ五本の指、しかし優ゆう馬ま達の使うマチェットほどもある大きなかぎ爪がついている。巨大な足はまるで熊のよう。一発の蹴りでも腹に喰くらったら、内臓が外にまで飛び出すに違いない。

　ゲームに出てくるゾンビの親玉のような姿だった。

「くっ。くくっ。くくっくっく……」

　怪物が、壊れたマイクのような音で笑った。耳みみ障ざわりなエコーが、やすりのように鼓膜を擦こする。

　見えているのか白濁した目が、ぎょろりと優ゆう馬まの方を向く。

　アルヒの足に力が入った……そこまでは見えた。

　突然、優ゆう馬まの眼前に、アルヒの右の拳が出現する。

　咄とつ嗟さに首を右に捻ひねるが、しかし首の骨をへし折られそうなほどの衝撃が左頰に爆はぜる。

　千ち歳とせの悲鳴が空間を引き裂く。

　優ゆう馬まは吹っ飛ばされて床をゴロゴロ転がる。

　天地が分からなくなりそうなほどの脳のう震しん盪とうの中、追撃に備えて跳ね上がるように立った。

　アルヒの右ボディアッパー。木の槌つちで殴られたかのように、重く、内臓にまで響く一撃。岩のような右の拳が優ゆう馬まの左脇腹に食い込み、肋ろつ骨こつをやすやすとへし折った。

　攻撃のためというより、敵の攻撃から逃げたい一心で、優ゆう馬まが出で鱈たら目めに銃を撃つ。

「くくくくくくく……」

　不気味な笑い声を発し、怪物の動きが止まった。

　もちろん銃弾を怖おそれている訳ではない。まるで優れたワインを口の中に留め置くように、彼我の実力差を味わうかのような仕草だった。

「どうした優ゆう馬ま？　ちょっと小突かれたくらいで」

　優ゆう馬まが顔を顰しかめて、口の中の血を吐き捨てた。

「ちょっと小突いた」だけらしい攻撃で受けたダメージは、あまりにも深刻だった。

　肋ろつ骨こつの痛みをカバーするために、優ゆう馬まの身体からだは左にくの字に傾いており、揺さぶられた脳のせいで足元も覚おぼ束つかない。

　最悪だ……。優ゆう馬まは、勝機があるとすれば、接近戦だと思っていた。

　アルヒのあの触手は強力だったが、インファイトではそれを活いかすことに限界がある。隙を作りだし、切り札の赤い弾丸を撃ち込むつもりだった。

　しかし今のアルヒに接近戦を挑むのは無理だ。グリズリーと戦えと言われる方がまだマシだ。一方で、遠距離から撃って、簡単に当てさせてくれるとも思えない。

　アルヒは腕を軽く広げ、自身の姿を確かめるべく、何度も首を上下左右に動かした。

「これが……これが俺の、トリプルシックスとしての姿……。凄すごい。凄すごいぞ……。力が、身体からだの奥から溢あふれてくる……。最高幹部どころじゃない。レイン・ウォーターにだって……」

　唇のないその口が、切り裂かれるように笑みを作る。

「見ろ。優ゆう馬ま。俺のこの力。俺こそ世界最強。俺こそ、世界最高のハッカーだ」

　優ゆう馬まはごくりと唾をのみ込んだ。アルヒからは、もはやその姿形だけでなく、理性や知性と言ったものも、大きく失われているように思えた。

「一億のカスどもには絶対に立てない領域。俺は今、神の領域にいる」

　ボロボロの優ゆう馬まの身体からだに、マグマのような感情が噴き出した。

　戦場で死んでいった大たい河がを、愛あい人とを、そして同じく散っていった仲間を想おもった。

「違う。……９８１４万７５２３人だ」

「あ？」

　怪物が首を傾かしげて優ゆう馬まのことを見る。

「くたばる前に、覚えてけ。それがお前を倒す……俺の仲間の数だっ！」

　優ゆう馬まが銃口をアルヒに向けた。

　かけるしかない。

　己と、そして共に戦った仲間の力を信じるしかない。

　ガードされる前提で、赤い銃弾を撃ち込む。それでもきっと、アルヒをガードごと砕いてくれると。

　優ゆう馬まの指がトリガーにかかる。

　正面のアルヒに照準を合わせる。

「……遅いよ？」

　背中が凍り付いた。いつの間にか、アルヒの姿は正面から消えていた。

　ゆっくりと左を見る優ゆう馬まの隣に、ぼんやりと立つアルヒがいた。全く……見えなかった。瞬間移動のようなスピード。

　アルヒの左手が優ゆう馬まの拳銃を摑つかみ、スライドと銃身を紙細工のように握り潰し、次の瞬間、車にでも衝突されたかのような衝撃が優ゆう馬まの左半身を襲う。

「ぐ、ふっ？」

　肺への衝撃で悲鳴を上げることさえ許されない優ゆう馬まが、アルヒの蹴りでゴムまりのように吹き飛ばされる。受け身も取れずに床に叩たたき付けられ、右目の上が切れて血が溢あふれ出だした。

　寝返りを打つことさえ苦しい身体からだをよじり、右手の中を見る。

　残酷な絶望がそこにあった。銃はもはや、グリップを残して消失していた。

　身体からだから冷たい汗が噴き出す。これでは、赤い弾丸を使うことさえ出来ない。

　目の前が真っ暗になる。

　身体からだへのダメージ以上に、可能性という拠より所どころを失った心のダメージは深刻だった。

　アルヒが哄こう笑しようを上げながら近づいて来る。

　立てない。身体からだに力が、入らない。

「優ゆう馬ま君っ！」

　触手の拘束を何とか解いた千ち歳とせが、優ゆう馬まのもとに駆け寄ってくる。迫ってくるアルヒを睨にらみつけ、優ゆう馬まの前に立ちはだかった。優ゆう馬まを守るように、その両手を広げる。

　駄目だ千ち歳とせ。動けるなら、逃げろ！

　優ゆう馬まは叫ぼうとして、しかし声ではなく血ち反へ吐どを吐いた。

「おいおい千ち歳とせ。いつまでそんな態度なんだ？　この世界の神、そしてお前の夫に対して」

　千ち歳とせの顔に、嘲笑が浮かんだ。

「自分で神なんて言って、恥ずかしくないの？」

「何……？」

　アルヒは怒りより、むしろ困惑の色を浮かべた。

　千ち歳とせはなおも侮ぶ蔑べつの表情を止めない。

「自分でも分かってるんでしょ？　本当は、レイン・ウォーターに捨て駒にされてるって。自分の今の姿が分からないの？　あなた、どうせ暫しばらくしたら死ぬわ」

　怪物の顔が、もの凄すごい表情に歪ゆがんだ。

「黙れええええええっ！　許さねえ！　ぜってえ許さねえ！　犯しながらぶっ殺してやる！　ちょっと褒ほめられたからって、いい気になってんじゃねえぞ！」

　怒り狂うアルヒが千ち歳とせに向かって進んでくる。千ち歳とせは腕を広げたまま逃げようとしない。

　駄目だ。千ち歳とせ、逃げろ！

　叫びたいのに言葉が出ない。嚙かみ締しめた唇から鮮血が溢あふれ出だす。

　アルヒが巨大な左の拳を振りかぶり、千ち歳とせに向けて叩たたき付つけた。

　千ち歳とせのダッキング。

　アルヒのパンチが空をきり、鋭い風切り音が鳴る。そのままアルヒの右側に回り込んだ千ち歳とせを追いかけ、アルヒが右のストレートを放つ。しかし千ち歳とせはそれをバックステップで躱かわし……

　突然、

　ウェディングドレス。その純白のスカートを手で引き裂いた。ミニスカートのように丈の短くなったドレス。

　その千ち歳とせの姿を見て、優ゆう馬まとアルヒが驚きのあまり目を見張る。

　千ち歳とせのすらりと長い脚。太ふと腿もも丈の白いストッキング。その上に覗のぞく、ストッキングより真っ白な太ふと腿もも。そして……その左右の太ふと腿ももには、ウェディングドレスに全くそぐわない、黒いレッグホルスター。

「おまっ！　それっ？」

　叫ぶアルヒの目の先で、千ち歳とせが左右それぞれから、巨大なリボルバー「トーラス・レイジングブル」を引き抜き、同時に発砲した。

　ダッ、ガン！

　まるで暴発したかのような炎を噴き出し、「怒れる雄牛レイジングブル」が最強クラスの拳銃弾「.500S&Wマグナム」を射出する。

　一瞬油断していたアルヒの防御が間に合わない。

　まだ完成していなかった空間の壁が、まるで割れたガラス窓のように砕け散った。

　悲鳴を上げたアルヒが血だらけの左顔面を押さえる。

「くそっ。千ち歳とせええええっ！」

　アルヒが右手を突き出し、空間の壁を全開にして突進する。

　千ち歳とせは再び拳銃を構えたが、防御が万全であればガードされると判断したのだろう。闇雲にさえ見えるアルヒの突進を冷静に躱かわして距離をとった。

「お前……」

　アルヒが苦々しそうに顔を歪ゆがめて口を開いた。

「何だそれっ？　どこの世に、スカートの下にリボルバー仕込んだ花嫁がいるよ？」

　千ち歳とせの青い瞳がアルヒのことを真っすぐに見る。挑発的に一度笑った。

「まだ気付かないの？」

「何っ……？」

「この銃は、あなたがさっき、私にくれたものよ」

「はあ？」

　怪物の顔に困惑が浮かぶ。

「あなたが、まるで魔法を使うみたいに、この世界で奇跡を起こせることは理解したわ。だからあなたが『私が思い浮かべた女性らしい服装に変える』って言った瞬間、思い浮かべたの。最近想像した一番女性らしい服装に、武器を加えたところを」

「……ハハ」

　アルヒが乾いた笑いを漏らした。

「ハハハ……。おいマジかよ。どんなスピードで頭回るんだ？　やっぱりお前は凄すごいよ。でもそろそろ……その余裕ぶった顔は……ムカつくぜ！」

　優ゆう馬まの視線の先、アルヒはまるで煙のように消えた。

　一瞬遅れてくる踏み込みの音。まるで瞬間移動のような高速の攻撃。

　砲弾のような音と共に飛来するアルヒの拳が、千ち歳とせの身体からだを捉えた……はずだった。

　しかしアルヒのパンチは空をきり、目標を見失ったアルヒが左右を見渡す。

　ジャアオオオオォォォォッッッッ！

　物もの凄すごい擦さつ過か音おん。ウェディング用の白いパンプスが摩ま擦さつに耐え切れずに火を吐き出す。千ち歳とせは既に、アルヒの後ろに回り込んでいた。

　慌てたアルヒが後ろを向くがもう遅い。

　レイジングブルから発砲された二発の弾丸が、今度はノーガードでアルヒの左肩に直撃し、その巨大な腕に大穴を開けた。

「くそ、があっ！」

　アルヒが前方に壁を作りながら突進する。

　千ち歳とせは再び回り込みながら、今度は高跳びの選手のように背面飛びで跳躍した。ガードのない部分に弾を続けて撃ち込む。

　本来であればマグナム弾の強烈な反動で肩の関節が外れかねない姿勢。しかし千ち歳とせはむしろその反動を上う手まく操あやつり、空中で姿勢を整え、綺き麗れいに着地まで決めてみせる。

「くそッ！　もっと！　もっとだ！　もっと力を！」

　血だらけのアルヒが咆ほう哮こうする。

　その叫びに応えるように再び骨が砕けるような音がして、アルヒの背中が盛り上がり、肉を破って中から白骨が突き出てくる。自身の「進化」に耐えきれず、怪物が大量の血を吐き、苦く悶もんの悲鳴をあげる。

「アルヒっ！」

　銃を構えた千ち歳とせが叫ぶ。

「もう止めなさい！　それ以上したら、本当に死ぬわよっ！」

「黙れえええええっ！」

　吐血しながらアルヒが叫んだ。

「負けたら……負けたら、レイン・ウォーターに捨てられる……。ダメだ……それだけは、絶対にダメだっ！」

「良いい加減に目を覚ませっ！　レイン・ウォーターは、あなたの事を大事になんてしていない！　あなたは、良いいように使われているだけよっ！」

「オオオアアアッ！」

　背中を突き破った白骨が、まるで翼のような姿になってアルヒの背後に展開された。アルヒは顔を両手で覆った。

「それでも……それでも、あの人だけなんだ。俺に、手を差し伸べてくれたのは……」

　怪物が涙を流しながら、歪いびつな顔で笑った。

「捨て駒だって構わない！　俺は、あの人の役に立てればそれで良いいんだ！」

　バキバキバキッ！

　アルヒの咆ほう哮こうと共に、その身体からだが急速に巨大化する。

　背中に羽を生やしたような姿は、悪魔や魔王といったものを彷ほう彿ふつとさせた。

　ぐるり。

　アルヒが突如、首を回して千ち歳とせの事を見た。

「千ち歳とせっ！」

　優ゆう馬まの叫び声に、千ち歳とせはハッと我に返った。

「後ろだっ！」

　優ゆう馬まが叫んだまさにその時、既に後ろへと回り込んでいたアルヒは、千ち歳とせのことをまるで人形のように摑つかみ上げた。丸太のように太い指が、華きや奢しやな千ち歳とせの身体からだを握り締めた。

「ああっ！」

　千ち歳とせの口から苦く悶もんの悲鳴が漏れ、両手から拳銃が零こぼれ落おちる。

「千ち歳とせっ！」

「ハハハハハ！　なら千ち歳とせっ！　お前が愛せ！　俺のことを愛せ！　一生愛すると誓え！」

　アルヒは更に手の力を込めていく、千ち歳とせが喉を反らし、甲高い絶叫をあげた。

「ハッハッハッハ！」

　芋虫のように動き続ける優ゆう馬まに向けて、アルヒがまるで捕獲した獲物を見せびらかすように、千ち歳とせのことをブラブラと揺らして見せた。

「優ゆう馬ま！　今からお前の女を俺のものにしてやる！　お前が見ている前で愛を誓わせ、お前が見ている前で抱いてやるっ！」

「アルヒっ！　お前、殺してやるっ！」

　叫ぶ優ゆう馬まに向けてなおも高笑いを続けるアルヒを、握られたままの千ち歳とせが見上げた。

　額に脂あぶら汗あせを浮かべて、小さく口を開いた。

「……可哀想かわいそうな人」

「……え？」

　アルヒの白濁した瞳に、動揺が滲にじんだ。

「無理やり奪ったって、誰も愛してなんてくれない。力を誇示したって、誰も認めてなんてくれない」

「あ……。ああ……」

　──本当は、ただ愛して欲しかった。

　──本当は、ただ認めて欲しかった。

　──パパ。ママ。僕もみんなと一緒に、ご飯が食べたいよ……

　──「不貞の子」って何？

　──僕は……生まれてきちゃいけない人間だったの？

　遠くを見ていたアルヒの視線が、ゆっくりと千ち歳とせに戻ってきた。

「なら……死んじゃえよ」

　言うなり今度は、千ち歳とせを両手で握り締めた。

「俺のことを愛さない奴やつは、みんな、みんな死ねば良いんだ！」

「千ち歳とせっ！」

　アルヒの手の中で、千ち歳とせが握り潰されていく。

　その小さな口から、悲鳴ではなく遂ついには血を吐き出した。

「千ち歳とせえええええっ！」

　叫ぶ優ゆう馬まの頭が白くなっていく。思考が限界まで加速していく。

『優ゆう馬ま、忘れちゃダメだよ？』

　優ゆう馬まの目には、見えるはずのないもの──あの日あの時の光景が映っていた。何度も夢の中で見た光景。笑顔の母が屈かがみ、自分のことを優しく見つめている。

『大事な人の事を、絶体に守ってあげるためのおまじない』

　……母さん。

　……あの時いったい、何て言ったの？

　しかし優ゆう馬まの前で、母はやはり口を動かすだけで、その声を聞くことは出来ない。

　──ふと。優ゆう馬まは気がついた。

　母が、もう一度口を動かして見せる。

　優ゆう馬まの目が、丸く広がっていく。

　──そう。

　あの日、僕は、母の声を聞くことは出来なかった。

　でも僕は、あの時、母の口の動きを見ていた。

　何度も何度も、夢の中で繰り返し見てきた。

「母さん……」

　母は微ほほ笑えみ、深く肯うなずくと、ゆっくりと立ち上がった。

　いつの間にか──優ゆう馬まは現在の姿に戻っていた。母は少しだけ、こちらを見上げていた。

『優ゆう馬ま……』

　言うと同時、その目から涙が流れた。それでも優ゆう馬まに、笑って見せた。

『大きくなったね……』

　優ゆう馬まは顔を覆った。立っていられず、地面に膝から崩れ落ちた。

「母さん……ごめん。ごめんなさい……」

　これまで抱えてきた全ての感情が、ただ涙となって溢あふれ出でた。

「僕、ずっと……。ずっと、謝りたくて……」

　擦すり切きれそうな、悲鳴のような声で叫んだ。

「母さんと父さんは、僕のせいで……僕の、せいで……」

　母は屈かがみ、優ゆう馬まのことを撫なでてから、労いたわるように抱き締しめた。

『優ゆう馬ま、大丈夫。お父さんもお母さんも、一度もそんな事思ってないよ。貴方あなたを守れたことは、私達の、生涯の誇りだから……。ごめんね、一人にしてしまって……』

　思わずその身体からだにしがみ付く。温かくて、懐なつかしい匂いがして、ただただ、涙が溢あふれた。

『優ゆう馬まが今日までずっと頑張ってたの、お父さんもお母さんも、ちゃんと見てたよ。本当に、本当に立派になったね』

　抱き締しめられたまま、優ゆう馬まは子供のように声を上げて泣いた。

　母は暫しばらくの間そのままでいてくれて……やがて優ゆう馬まの背中をぽんぽんと叩たたいた。

『でもね、優ゆう馬ま。もう、私達のために頑張らなくて良いの』

　顔を上げ、戸惑う優ゆう馬まに向けて、母は優しく微ほほ笑えんだ。

『これからは、貴方あなたの、一番大事な人のために生きなさい』

　優ゆう馬まは息を吞のんだ。そしてその言葉に、しっかり頷うなずいて返した。

　母も頷うなずいてから、優ゆう馬まに苦笑してみせた。

『さあ、優ゆう馬ま、立って？　もう……大きくなったんだから、いつまでも泣かないの』

　言われて優ゆう馬まは、照れ隠しに一度笑い、涙を拭ぬぐった。

「母さん……ありがとう」

　笑顔の母が頷うなずいた。そしてその姿が、ゆっくりと薄くなっていく。遠くなっていく。

　再びの、別れの時が近づいていた。

『優ゆう馬ま……どうか、これからも元気で……』

　優ゆう馬まはしっかり頷うなずき……しかし、その唇が、次第に震えていく。

　──母さん、ごめん……

　──大きくなったって、やっぱり……泣かないなんて、無理だよ……

　口元を押さえ、嗚お咽えつを堪こらえる優ゆう馬まの視線の先。母はいつの間にか、父と共に居た。

　笑顔で優ゆう馬まに手を振り……優ゆう馬ま以上に泣いていた。

　優ゆう馬まも泣きながら、無理やり笑顔になって手を振り返した。

　いつの間にかこちらに敬礼していた父に……かつて同じく戦士だった父に、敬礼を返す。

　二人の姿は薄くなっていき、やがて、幻のように消えた。




　世界が色を取り戻していく。優ゆう馬まが涙を拭ぬぐう。

　その優ゆう馬まの見つめる先、再び怪物と化したアルヒが立っている。その手の中で、大切な人が今、命を奪われそうになっている。




　母が最さい期ごにくれた、贈り物。

　その口の動きに、いま、言葉を乗せる。




「力を与えよエグゼク。我コがー名ドは：黙示録の獣トリプルシツクス」




　ゴウ！

　優ゆう馬まの周囲で、黒い炎が渦巻いた。

　身体からだの中に、凄すさまじい熱源が生まれたのを感じた。動かなかった身体からだに力が戻ってくる。

　立ち上がった優ゆう馬まを、アルヒも千ち歳とせも呆ぼう然ぜんと見つめた。

　優ゆう馬まの身体からだを、黒い炎が包んでいく。熱さは感じない。ただ純粋な「力」を身体からだが纏まとっていく。腕を、脚を、そして胴を包む炎が、徐々に鎧よろいの形をなしていく。いつか憧れた、戦士の姿に変わっていく。そして最後、まるで天にまで昇るかのように炎が一度燃え盛り、その中から、黒い鎧よろい、「ブラックトーラス」が歩み出てきた。

　その姿は、あまりにも、醜悪。

　潰れたような顔。切り裂かれたような口。そしてそこから覗のぞく鋭い牙。

　豆のように小さく赤い目は爛らん々らんと輝き。相手を威い嚇かくするような角が額に生えている。

　しかしそれはかつて、ある一人の男が、大事な人のことを守ると決めた決意の姿。全てを捨ててでも、一人の女性を守ると誓った誓約の形象。

「優ゆう馬ま……」

　唸うなるが早いか、アルヒが砲弾のような速度で跳躍した。

　千ち歳とせを抱えたまま、巨大な右の拳を叩たたきつけてくる。

　優ゆう馬まも右の拳を握りしめた。渾こん身しんの力を右足に込めて地面を踏み込む。身体からだが引きちぎれそうな程の内転力が生じる。爆発的な破壊力を得た右の拳がストレートの軌道を描く。

　世界を引き裂くような速度で、二人の拳が衝突した。押し潰された空間が歪ゆがみ、圧縮された空気が、まるで爆弾が破裂したかのような音をあげた。

　二人の腕の筋肉が震え、骨が限界まで軋きしむ。衝撃に耐えられなかったアルヒの腕からは至る所から血が吹き出し、優ゆう馬まの腕からは砕けた黒い装甲が飛び散った。

「ぬうううううんっ！」

　なおも力で押そうとするアルヒ。

　優ゆう馬まはその力を鋭く「いなす」と、左手で手刀を作り、アルヒの左腕の付け根に思い切り突き立てた。アルヒが苦く悶もんの声を上げ、腕の力が弱まり、千ち歳とせを握る拳がずるりと開く。

　優ゆう馬まはアルヒに全力で体当たりすると同時、千ち歳とせのことを奪還する。手を伸ばして奪い返そうとするアルヒを、渾こん身しんの前蹴りで突き飛ばす。

「優ゆう馬ま……君？」

　アルヒから距離をとった優ゆう馬まの胸から、千ち歳とせがこちらを見上げてくる。

「千ち歳とせ、ごめん。遅くなって……。大丈夫？　痛くないか？」

　千ち歳とせを抱きしめるゴツゴツと硬い鎧よろい。その腕から力を抜く。解放された千ち歳とせはしかし、優ゆう馬まの胸にギュッとしがみついてくる。

「優ゆう馬ま君、また、守ってくれました……」

　青い瞳を細め、優ゆう馬まに柔らかく微ほほ笑えんだ。

「千ち歳とせ……」

　愛おしさが込み上げてきて、再びその腕に力を込めた時、

「もう……目め障ざわりだわ。お前らも。この世界も」

　立ち上がったアルヒがぼんやりと呟つぶやいた。

　そしてその右手を、曇り空に向けた。

　ボウ！

　と燃えるような黒いオーラが、まるで瘴しよう気きのようにその身体からだを包んだ。

「俺の全力を見せてやる。この世界ごと……全部、全部消きえ失うせろ！　『ジャッジメント』！」

　ズワアアアア。

　灰色の曇り空が、一瞬にして炭を塗りたくったかのような黒雲の塊かたまりへと変わった。

　至る所で紫色の放電が起こり、時折地面に落雷する。雲というより溶岩のように動き、赤い炎が内部で蠢うごめく。

　そして遂ついに、暗あん雲うんを引き裂きながら、燃え盛る黒い塊かたまりが空から落ちて来た。

　優ゆう馬まと千ち歳とせが呆ぼう然ぜんと見上げる。

　それは、墜落してくる飛行機だった。

「お前らの死に、これほど相応ふさわしい物もないだろう！　この俺の偉大さを思い知り、塵ちりとなって消きえ失うせろ！」

「千ち歳とせっ！　摑つかまって！」

　言って千ち歳とせを左腕で抱き締しめる。千ち歳とせは頷うなずき、優ゆう馬まに強くしがみ付いた。

　空を引き裂き、炎を引き連れ、鋼鉄の飛行機が落ちてくる。

　燃え盛る飛行機が、二人に直撃する。

　瞬間、

　優ゆう馬まは全ての力を込めて、右手を空に差し向けた。

　ドッッッッッガアアアアア!!!

　掌てのひらを原点にして、薄くて紫色の、巨大なドーム状のバリアが張られていた。右手の紙一重先の空間で、飛行機が爆発、炎上していく。

　桁けた違ちがいの質量とエネルギーに、優ゆう馬まの指も手首も肘も肩も……むしろ全身が限界まで歪ゆがむ。

　体中の毛細血管が破裂し、筋繊維と神経が引きちぎられても、それでも優ゆう馬まは止まらない。

「絶対に、千ち歳とせのことを、守るっ！」

「いい加減っ、くたばれやあああっ！」

　アルヒの叫びに応じて、空を引き裂き、新たな飛行機が、しかも三機墜落してくる。だけではない。三機の飛行機はその中心にいるアルヒの周囲をゆっくりと回転していた。アルヒは限界まで身体からだを捻ひねると、今度は槍やり投なげのようなフォームで迫ってきて──

「これで終わりだ！　『スパイラル・ジャッジメント』！」

　全ての爆発エネルギーを得たアルヒの右の拳が──こちらのバリアに叩たたきつけられた。

　優ゆう馬まの右手に加わる、別次元のエネルギー。巡航ミサイル数発分にも相当する破壊力が、優ゆう馬まのことを圧おし潰つぶしにかかる。

　優ゆう馬まの体がくの字に曲がる。

　押し負ける……そう思った時、

　優ゆう馬まの手に、千ち歳とせの掌てのひらが重なった。

　驚いて千ち歳とせを見る。

　千ち歳とせが青い瞳で優ゆう馬まのことを見て、小さく微ほほ笑えんだ。

「約束しました。私が優ゆう馬ま君のこと、支えます」

「千ち歳とせ……」

　頷うなずく千ち歳とせに、しっかりと頷うなずく。

　支えてくれる小さな手。それがあるだけで、何倍も、何千倍も強くなれる気がした。

『優ゆう馬ま、大変そうだな？』

　いつの間にか、もう一つ添えられていた右手。

　優ゆう馬まが啞あ然ぜんとしてその元を辿たどる。

　そこには、薄うつすらと赤みがかっていて半透明の──大たい河ががいた。

「……大、河？」

『ゆうちゃん、私も』

　新たな手の元には佳か奈な子この姿……だけではない。いつの間にか優ゆう馬まの手には数えきれないほどの手が重ねられていて、支えられていて──。その手を差し出しているのはアネゴであり、ボンゴであり、小こ梅うめであり、メシアであり、ガンテツであり、愛あい人とであり、近こん藤どう真ま紀きであり、そして……初めてみる、共に戦った、多くの仲間たちだった。

　優ゆう馬まが茫ぼう然ぜんと背後を振り返る。

　見渡す限り、地平線を埋め尽くす、果てなき兵士達の姿。

　この戦場に散り、そして、今もなおこの戦場で戦っている戦士達、その全てが、今ここに──優ゆう馬まのもとに集結していた。

　ドクン！

　身体からだの中で、巨大な力が拍動した。

　優ゆう馬まは理解した。「赤色の弾丸」。変身の直前まで手に持っていたそれは、ブラックトーラスに変わった時に、優ゆう馬まの身体からだの中に取り込まれていた。

　赤い弾丸が、自分の中で、まるで心臓のように鼓動している……。

　優ゆう馬まは静かに目を閉じた。そして、ともに戦った仲間のことを想おもった。

　顔も名前も知らない彼らは、それでもやはり、戦と友もだった。

　皆、精一杯生きた。

　自分のため。仲間のため。愛する人のため。

　多くの仲間達が、命を散らした。そして今もまさに、多くの仲間達が血と汗と涙を流して戦い続けている。

　かけがえのない。何をもっても代替できない９８１４万７５２３の人生。

　それが今、その存在を、その軌跡を、その価値を証明せんと、圧倒的な力で拍動する。

　ドクン！

　赤い弾丸が、優ゆう馬まの中に力を送り込んでいる。もう誰にもその奔ほん流りゆうを止めることは出来ない。身体からだの中に、優ゆう馬まは今や太陽の炎を感じていた。

「「はあああああああああああっ！」」

　千ち歳とせと優ゆう馬ま、そして二人を支える仲間達が徐々に前進する。

「ふっざけるなああああああっ！」

　アルヒの纏まとう火炎が再びゴウと渦まき、優ゆう馬まと千ち歳とせを焼き尽くさんと迫る。

　優ゆう馬まの右腕に、全ての兵士の力が集まってくる。黒い装甲が徐々に赤色に染まっていく。

「みんな……頼む。力を貸してくれ！　世界を……みんなの大事な人を護まもろう！　俺達は……いや、俺達が、人類のための壁フアイアウオールになる！」

　それぞれが頷うなずき、声を上げ、手を叩たたき、兵士の幻影が一つ、また一つ、次々と消えていく。純粋なエネルギーと化し、赤色の光となって、優ゆう馬まの右腕に吸い込まれていく。

　やがて……残っている兵士の幻は、一つだけになった。

「……大たい河が」

　呼びかけに反応し、最後まで残っていた大たい河がは、親指を立てて優ゆう馬まに笑って見せた。

『優ゆう馬ま。これからも佳か奈な子このこと、宜よろしく頼むな』

　優ゆう馬まの目から涙が溢あふれ、しかし大たい河がに、しっかりと頷うなずいて見せた。

　それを見た大たい河がは、一度大きな笑顔を浮かべ、やがて、優ゆう馬まの右腕へと吸い込まれた。

　カッ！、と右腕が深紅の光を放った。

　凄すさまじいパワーが溢あふれ出だし、まるで地鳴りのように地面が揺れる。

「優ゆう馬まあああああっ！」

　アルヒが怪物の顔をさらに醜く歪ゆがませて絶叫する。

　ゆっくりと、優ゆう馬まと千ち歳とせが空に向かって手を伸ばしていく。ブラックトーラスの装甲が限界を超え、右腕以外からは全て吹き飛んでいく。優ゆう馬まの姿が露あらわになっていく。

　優ゆう馬まのブーツが地面にめり込み、コンクリートの床が砕け散った。

　右腕から溢あふれる真紅の光がバリアを包み、眩まばゆいほどに発光すると、飛行機の残ざん骸がいを吞のみ込み、一瞬にして光の粒子へと変えた。

　残ったのは、千ち歳とせに支えられた優ゆう馬ま、そしてアルヒのみ。

「これで……どうだああああっ！」

　優ゆう馬まは赤色に変わった右の拳を、着地したアルヒに向けて、思いっきり叩たたきつけた。

「くっそがああああっ！」

　残りの力を振り絞り、アルヒが必死に空間を歪ゆがませる。

　優ゆう馬まの拳が空間の壁を叩たたき、猛烈な衝突音と共にストップした。

「はっ！　は、ははっ！　な、何だ！　驚かせやがって。ははっ！　驚かせやがって！」

　勝ち誇る笑みを浮かべるアルヒの目の前で、優ゆう馬まの拳がゆっくりと前進を開始した。空間の壁が徐々に崩れ、優ゆう馬まの腕がめり込んでいく。

「何でっ？　何でっ？　止まれ！　止まれ！　止まれよおおおおおおっ！」

　赤く光る拳が、ゆっくりと、ゆっくりと、アルヒの胸に埋まっていく。

「いやだっ。いやだっ！　嫌だあああああああああああっ！」

「アルヒ……」

　驚きよう愕がくに歪ゆがむアルヒの顔が、優ゆう馬まのことを見る。

「受け取れよ。これが、お前がゴミ呼ばわりしてくれた俺たちの切り札。９８１４７５２３の血と汗と涙バレツトコード：フアイアウオールだ」

「う、そ……」

　アルヒの身体からだがピタリと静止する。優ゆう馬まがゆっくりと拳を引き、千ち歳とせとともにバックステップで距離をとった。

　二人が着地すると同時、アルヒの身体からだがボコボコボコ、と歪いびつに膨らんだ。アルヒは最後何か訴えかけるように白眼をこちらに動かしたが、その動きも途中で止まった。

　ドバッ！、とその身体からだがまるで水風船のように破裂した。

　赤色の液体と共に、肉の塊が方々に四散する。

　転がった肉片と今も流れる血の川の中に……裸のアルヒが身体からだを丸め、横たわっていた。気は失っているようだが、まだ死んではいないらしい。胸が微かすかに上下している。

　──とどめを刺すべきか。

　一瞬そう考えて、首を横に振る。アルヒからは、聞き出さなければならない多くの情報があるはずだ。それを知ることはきっと、これから多くの人を守ることに繫つながる。大たい河がが守りたかった佳か奈な子こを守ることにも繫つながるはずだと思う。

　共にアルヒの様子を見ていた千ち歳とせが優ゆう馬まに振り向き、静かに優ゆう馬まの胸に収まった。

　胸のところからこちらを見上げる千ち歳とせと小さく微ほほ笑えみ合う。優ゆう馬まはそのまま、千ち歳とせのおでこにそっとキスをした。

　唇を離す時、ふと、展望台のエレベーターの残ざん骸がいが目に留まった。

　その昇降ボタンが、まるで警告灯のように赤く光り輝いていた。

「千ち歳とせ、あれ……」

　千ち歳とせがそれを見て、はっと息をのんで頷うなずく。昇降ボタンじゃない。

　二人は身体からだを寄せあったまま、ボタンの前に立つ。

　示し合わせたかのように、二人はそれぞれ右手と左手の人差し指を伸ばす。まるで、結婚式で新郎新婦がケーキに入刀する時のような仕草。

　二人の指がボタンを押す。

　天上から静かな、しかし厳おごそかで力強いサイレンの音が響いた。

『ワクチンプログラムの稼か働どうを確認。サーバー正常化完了まで、残り六十秒。繰り返します。サーバー正常化まで、残り五十六秒』

　続けて流れたシステム音のような声を聞き、二人はどちらともなく、抱き合った。そのまま寄り添って、展望台の南に向かった。

　雲の切れ間から、太陽の光が地上に零こぼれていた。幻想的な光景に、二人は揃そろって息をのむ。

　天使の階段だった。

「綺き麗れい……」

　千ち歳とせが小さく呟つぶやく。

　その千ち歳とせを見て、優ゆう馬まは空を見た時より遥はるかに強い感動を覚えた。

　純白のドレスに身を包んだ千ち歳とせは、きっとその階段から降りて来た天使に違いないと思った。

　千ち歳とせが優ゆう馬まの視線に気づき、顔を上げる。

　次に優ゆう馬まの視線を追って自分の身体からだを見渡し、ちょっと悲しそうに眉を顰ひそめた。

「へ、変……？」

　優ゆう馬まが限界を超えて首を横に振る。

「まさか……めちゃくちゃ綺き麗れいだ。その……、今すぐ結婚したいくらい」

　千ち歳とせの頰がかあああっ、と赤く染まる。その目に、きらきらとした宝石のような光が溢あふれる。

「ちゃ、ちゃんと。ちゃんと、言ってください」

　優ゆう馬まの胸を両の手で摑つかみ、思ったより強い力でぐいぐい引いて来る。

　確かに……。そんな適当に流して言っていい台詞せりふじゃなかった。

　優ゆう馬まは一度目を強く瞑つむって、開く。千ち歳とせのことを、正面からしっかりと見る。

　キューピッドの矢で射られたかのように、千ち歳とせが頰を染めたままキュッと固まった。

「千ち歳とせ。君のことが好きだ。大好きだ。これからもずっと、一番近くにいさせて欲しい。将来はきっと、僕と、一緒になってくれ」

　千ち歳とせの大きな瞳がふわっと広がり、その目に涙が溢あふれ──、笑顔になった瞬間、その目じりから、光る雫しずくとなって零こぼれた。

「……はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　そして優馬の右手をとると、その小指に自身の小指を絡からめ、優しく指切りをして見せた。

　優馬は千ち歳とせを力いっぱい抱き締めて、空に向かって腹の底から叫んだ。

　この喜びは、そうしない限り表現出来なかった。

　千ち歳とせのことをお姫様抱っこする。

「わ……」と千ち歳とせが驚いて、そしてすぐに笑顔になる。

　遠く地上で手を振っている人ひと達たちの姿が見えて、共に戦ってきた分隊メンバーだと気付く。

　まるで結婚式の時のように、花嫁姿の千ち歳とせが手を振って応えた。




　世界が徐々に色を失なくしていく。

　優ゆう馬まは最後に、千ち歳とせを腕の中で強く抱き締しめた。

　小さな身体からだ。

　これからの人生、自分はこの人のために生き、この人のために死ぬ。

　優ゆう馬まと千ち歳とせが見つめ合う。

　二人の唇が、そっと重なる。

　その温ぬくもりを感じながら、二人は静かに、光の中に帰っていった。








（おわり）　
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　十年と少し前のことです。まだ僕が大学生だったある日、珍しく母から電話が来ました。

　中学時代に友人だったＢが突然亡なくなったという、それはつまり、訃ふ報ほうでした。

　Ｂのお葬式の会場、その入り口には、彼の遺品が並んでいました。

　その中に、一冊の漫画が置いてありました。コミック本ではありません。Ａ４の用紙に書かれたそれは、僕の生まれて初めて見る「原稿」でした。驚きました。彼は中学、高校を出た後、なんと本気で漫画家を目指して頑張っていたのです。

　中学生だった当時、Ｂが僕にとってどういう存在だったかというと、兎とにも角かくにも、彼は僕が初めて出会った、「オタク」と呼ばれる存在でした。

　アニメやラノベといったサブカル作品について、「好き」と言うことがもう少し言いにくかった気がする当時。しかしＢは公然と、好きな女性は「綾あや波なみレイ」と言うような人でした。

　その頃から既に漫画やラノベが好きだった自分にとって、Ｂは貴重な話し相手になってくれました。僕が好きな作品について話をすると、Ｂはお得意の「分かるわー」という相あい槌づちを良くしてくれました。当時はただ嬉うれしいだけでしたが、今から考えると、その肯定的な反応は、自分にとってとても有あり難がたいものだったと思います。学校を卒業しても、その気になればいつでも会えると慢心し、その機会を逸いつしてしまった事は、今でもとても悔やまれます。

　さて、彼が描いた作品ですが、身み内うち贔びい屓きを差し引いても、正直、とても面白かったです。そしてそれと同時に、僕はとても悔しい気持ちになりました。

　まだ二十代になりたて、まさに伸び盛りだったＢ。夢を諦めざるを得ず、作品が人の目に触れる機会を失った事は、どれだけ悔しく無念だっただろうと思いました。

　そしてその時、僕は一つの考えに至りました。

　もし今日この場でＢの作品を読み、Ｂの作品に影響を受けた自分が作品を作り、なるべく多くの人の目に触れる形で世に出す事が出来れば、それはほんの僅かかもしれないけれど、Ｂの書いた作品が、誰かに触れる一つの形になるのではないか、と。そしてまた、出来ればその作品には、彼と同じ名前を持つキャラを登場させ、縦じゆう横おう無む尽じんに活躍させてあげたい、と。

　十年と少し。最初の小説を書き始めてから、だいぶ時間がかかってしまいましたが、今日、その自分勝手な夢は、とうとう実現するに至りました。ただの自己満足ではあります。それでもきっとＢは、あの世で少しは喜んでくれるのではないかなと、そうも思っています。

　最後になりましたが、この作品にお力添え頂いた皆様に最大限の感謝を。イラストの緜わた先生、キャラ達たちに姿形と命を吹き込んでくださり、誠に誠にありがとうございました。また、カドカワの皆様始め、手厚いサポートを頂いた皆様に、改めて心より感謝申し上げます。そして、この本をお手にとって下さった皆様、夢を叶かなえて下さった事、深く深く、御礼申し上げます。

　コロナで大変な時期ですが、皆様に少しでも良いい事がありますように。
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